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　メネア王女の依頼





〝サトゥーです。青せい天てんの霹へき靂れきという言葉がありますが、人生いつ何が起こるか判りません。だから今日という日を悔いなく楽しく過ごすのだ──よく田舎の祖父さんが、そう言ってました。〟






「初めまして、私の勇者様。私はシガ王国の東方にある小国の王女、メネア・ルモォークと申します」

　オレに向かって、恋する乙女のような表情でそう言ったのは、腰まである緩やかに波打つ淡いピンク色の髪と碧みどり色の瞳ひとみをした美少女だった。

　彼女の横にＡＲ表示される情報を流し読む。

　年齢は一六歳。レベル九で「礼儀作法」スキルと珍しい「召喚魔法」スキルを持っている。

　彫りがあまり深くない顔立ちをしており、背は一五〇センチくらいだが腰が細く胸が大きい。Ｄカップまで後一歩のＣカップほど。

　身分違いでなければ、四、五年したら口説いてみたい美少女だ。

　なお、彼女との面識はない。

　もちろん、彼女の後ろにいる護衛騎士もだ。

　今日の昼間の事件──公都の闘技場に現れた黄肌魔族や空を覆い尽くす大怪魚トヴケゼエーラの群れが襲ってきた──で、勇者ナナシとして彼女の窮地を救った事があるが、正体バレするようなシチュエーションはなかったはずだ。

「我が国の苦難を勇者様のお力で救って頂きたいのです。サガ帝国の意向も──」

　どうやら、オレが日本人顔の黒髪である事で、サガ帝国の勇者ハヤトと間違われているようだ。

　それにしても、オレが滞在する伯爵邸にまで押しかけてきて、間違えた理由はなんだろう？

　──おっと、考察をする前に誤解を解くとしよう。

「殿下は誤解されているようですが、私はサガ帝国の勇者様ではありません」

「──えっ？」

　蠱こ惑わく的な笑みを浮かべていた王女が、意表を突かれて一六歳という年齢通りの無防備な表情に変わる。

「お初にお目にかかります。私はシガ王国ムーノ男爵領のサトゥー・ペンドラゴン名誉士爵と申します」

「……カリナお姉様の仰っていた英雄料理人サトゥー？」

　──カリナ嬢。変な二つ名を広げるのは止めてください。

「私は英雄などと呼ばれるほどの者ではありませんよ。それよりも、どうして私をサガ帝国の勇者様とお間違えになったのでしょう？」

　オレはソファーを勧めながら、問いかける。

　尋問ではなく、ちょっとした興味なので詰問口調にならないように注意した。

「……そ、それは」

　言いにくそうなメネア王女から聞き出した話を纏まとめると──。
















　公爵城では勇者の周りに貴族達が集まっていて、嘆願どころか近寄る事もできなかったそうで、勇者がオレに会いに向かったと聞いて出向いてきたそうだ。

　そして黒髪黒目で日本人顔のオレを見て、サガ帝国の勇者と間違えたらしい。

　勇者がオレに会いに来る理由が気になるが、まずはマップで彼の現在位置を調べよう。

　マップで検索を実行したタイミングで扉がノックされ、館付き老執事のセバフ氏が顔を見せる。

「──サトゥー様」

　彼の後ろにはオレが今検索したばかりの人物がいるようだ。

「入って貰もらってください」

　オレは老執事の言葉を待たずに、勇者達を部屋に招き入れる。

「邪魔するぜ」

　青い金属鎧よろいを身に纏った勇者が姿を現す。

　スポーツマンのような髪型に太い眉まゆ。男臭い笑顔はなかなかイケメンだ。

『俺様はサガ帝国の勇者ハヤト・マサキだ』

『初めまして、勇者様。私はサトゥー・ペンドラゴン名誉士爵と申します』

　日本語の彼の名乗りに、オレも日本語で返す。

　勇者の後ろには彼の従者である豪ごう奢しやな金髪巻き毛の爆乳女性、サガ帝国の第二一皇女メリーエスト・サガとオーユゴック公爵の孫で「天破の魔女」という二つ名を持った魔法剣士のリーングランデ嬢がいた。

『お前も日本から召喚されたのか？』

『リーングランデ様にも申しましたが、私の先祖が日本人なのです。日本語は転生者の仲間がおりますので──』

　善人そうな勇者になら日本人だと教えても良い気がするが、彼の背後にいるサガ帝国が面倒ごとを押しつけてきたりしないとも限らない。

　なので、前にリーングランデ嬢に語ったのと同じプロフィールを彼に伝える。

　わざわざ日本語で返したのは、知らない振りをして後で馬脚を現すよりもマシだと判断したからだ。

　アリサと勇者は面識があるようなので、オレの仲間に転生者のアリサがいると教えるのは問題ないだろう。

　アリサの故郷を勇者が訪ねた時に、スキルリセットなんかの転生者や勇者に特有な情報を交換していたくらいだから、少なくとも勇者はアリサの事を覚えているはずだ。

『転生者──まさか、そいつの名前はナナシか?!』

『いいえ、違います。彼女の名前はアリサと申します。本人は勇者様とお目にかかった事があると言っていました』

『マイ・ハニーが生きているだと?!　本当か佐藤！』

　勇者がオレと顔がくっつきそうなほど顔を寄せる。

　それにしても、マイハニーとは。ずいぶんアリサは勇者に好かれているらしい。

　思ったよりも激しい反応だ。彼の仲間達やメネア王女も、何事かと驚きの表情を浮かべている。

「──おおおぅ」

「うわ～？」

「押しちゃダメなのです」

「むぅ」

　入り口から賑にぎやかな声と共に年少組の仲間達が転がり込んできた。

「退避～？」

　そう言って一番に逃げていったのは、白いショートヘアに猫耳猫尻しつ尾ぽのタマだ。

　彼女はいつも素早い。

「タマ、待って！　なのです」

　そう言って転がるようにタマを追いかけたのは、茶色の髪をボブカットにした犬耳犬尻尾のポチだ。

『──耳族？』

　飛び出していった二人を見て勇者が驚きの声を漏らした。

　リーングランデ嬢も驚いていたし、サガ帝国の保護区以外で耳族を見かけるのは希まれなのだろう。

「二人とも素早いわね～」

　そうぼやいたのは、紫髪に紫瞳のアリサだ。元日本人の転生者にして仲間達のムードメーカーでもある。

　彼女は不吉と言われる紫髪を隠すために、普段は金髪のカツラを常用しているのだが、そのカツラが一連の騒動で脱げていた。

「……ユリコ様と同じ紫髪？」

　メネア王女が小さく呟つぶやいたのを「聞き耳」スキルが拾ってきた。

　──ユリコ？

　日本人名か……気のせいか、どこかで聞いた覚えのある名前だ。

　どうやら、彼女の知り合いにアリサと同じ転生者がいるらしい。

「アリサ」

　自分の上に倒れ込んだままのアリサに単語で抗議したのは、淡い青緑色の髪をツインテールに結ったエルフのミーアだ。ツインテールの陰から、エルフの特徴である少し尖とがった耳が覗のぞいている。

「ごめんね、ミーア」

　アリサが謝りながら立ち上がる。

「ミーアを補助すると伝えます」

「ん、感謝」

　いつの間にか姿を現していた巨乳で金髪美女のナナがミーアを助け起こす。

　奇矯なセリフのナナは見た目は大人であるものの、生後一年にも満たないホムンクルスだ。

「ご主人様、監督不行届で申し訳ありません」

　橙とう鱗りん族のリザが現れて謝罪の言葉を告げる。

　彼女の種族は蜥蜴とかげのような尻尾を持ち、首筋や手の先がオレンジ色の鱗うろこに覆われている以外は人族と区別がつかない。

「ごめんなさい～」

「深く謝罪するのです」

　リザの両手には逃げ出したタマとポチの二人がヌイグルミのように抱えられている。

　だが、勇者はまったくリザ達の謝罪を聞いていなかった。

『ほ、本当に……アリサ王女なのか？』

「勇者様にお目にかかりたくて、つい気がはやってしまって……。こんな事では亡き父母に叱られてしまいますわね」

　アリサがいつもとは違うお淑やかな口調で、淑女のような優雅な礼をする。

「お久しぶりです、勇者様。再びお目にかかることができて嬉うれしく思います」

『アリサ王女！』

　オレから手を離した勇者がアリサの近くに駆け寄り、腰を落としてアリサと目線を合わせる。

　再会に感激している様子なのに、アリサには指一本触れる様子がない。

　そういえばアリサと出会った時に「ＹＥＳ！　ロリータ、ＮＯ！　タッチ」と奇声を上げていたと言っていたっけ。

「勇者様、他の方達が困惑しておいでですよ。そろそろシガ国語かサガ帝国の言葉に致しませんか？」

「アア、ソウダナ」





＞「サガ国語」スキルを得た。






　シガ国語とサガ国語は似ているようで、スキルがなくても何となく判る。

　でも、スキルポイントが大量に余っている事だし、今後も必要になりそうな気がするので、スキルレベル五くらいまで上げて有効化アクテイベートしておく。




　勇者達に応接間のソファーを勧める。

　空気と化したメネア王女には悪いが、もう少し待って貰おう。

「それにしても無事で良かった。てっきりヨウォーク王国の侵略で──」

「──ハヤト」

　デリカシーのない発言をしようとした勇者を、メリーエスト皇女が止める。

「色々とありましたけれども、今はサトゥー様の庇ひ護ごの下、仲間達と一緒に幸せな日々を送っております」

「本当に幸せなのか？」

　アリサを見ていた勇者が眉をひそめる。

　たぶん、アリサにある「サトゥーの奴隷」という称号に気付いたのだろう。

「はい、とっても」

「そうか──」

　オレの横に腰掛けたアリサが、オレの肩に頭を預けて幸せさをアピールする。

「──佐藤！」

　勇者が間違った名前でオレを呼ぶ。

「アリサ王女の事はお前に任せた。だが、『ＹＥＳ！　ロリータ、ＮＯ！　タッチ』の精神を忘れるな！　幼女は愛めでる者であって、手を出す対象ではない！　もし、アリサ王女に手を出したなら、この聖剣アロンダイトが黙っていないと思え」

　勇者が若干血走った目でオレに詰め寄った。

　アリサが「元王女ですわ」と主張するが、彼は「アリサ王女」という呼び方を変える気はないようだ。

「ええ、勿もち論ろんですとも。十代の子供に手を出す気はありませんよ。それと私の名前は佐藤ではなくサトゥーです」

　やっぱり女性は二十代からが本番だと思う。

　勇者の横に座ったリーングランデ嬢が「十代の子供って、あなたも成人したばかりじゃない」と小声で呟くのが聞こえたが、華麗にスルーした。

　この世界に来て一五歳に若返ってしまったが、内面はアラサーのおっさんのままなので中高生以下の子達は恋愛対象にならないのだ。

「お茶をお持ちしました」

　館付きメイドさんに交じって、オレ達の仲間の一人である黒髪黒目の超絶美少女ルルも一緒にお茶を運んできてくれた。

「こいつぁ、すげぇ……」

「ハヤト、失礼よ」

　ルルの美び貌ぼうに息を吞のむ勇者を、彼の従者であるメリーエスト皇女が窘たしなめる。

　この世界の住人にはルルが不美人に見えるらしく、メリーエスト皇女は勇者の言葉を「すごいブス」と言ったと勘違いしたようだ。

「い、いえ、気にしておりませんから……」

　ルルが困った様子で、お盆で顔を半分隠す。

「ルル、勇者様は美人だって言いたかったんだよ」

「……ご主人様、ありがとう、ございます」

　オレが真実を伝えたのに、ルルは無理矢理な慰めの言葉と受け取ったようだ。

「サトゥーの言う通りだ。俺様はあんた程の美少女は見たことがないくらいだぜ？」

　ルルは勇者の言葉に混乱した様子で、ペコリとお辞儀して部屋から走り去ってしまった。

　後でルルの所にいって、もう少しフォローしておこう。

「あの子もサトゥーの血族なのか？」

「いいえ、あの子はアリサの異母姉です」

「アリサ王女の？」

「はい、ルル姉様は曽そう祖そ父ふがサガ帝国の勇者様だったんですよ？」

　勇者が小声で「あと五歳若ければ……」とか呟いていたが、聞かなかった事にしよう。

　オレ達の話が一段落したところで、メネア王女がスクッと立ち上がり、周りの視線が彼女に集まる。

「初めまして、私の勇者様。私はシガ王国の東方の小国の王女、メネア・ルモォークと申します。我が国に──」

「──ルモォーク王国ですって？」

「そういえば桃色の髪はあの国の王族だけの特徴だったわね」

　王女が名乗りに続いて嘆願の言葉を述べようとしたところで、メリーエスト皇女とリーングランデ嬢の声が遮った。

「あのルモォーク王国か──」

　なぜか、勇者の声にも険が宿る。

　ルモォーク王国に何があったんだろう？

「──こいつの国は祝福無しの召喚魔法で日本人を何人も誘拐していたんだ」

「サガ帝国の勇者召喚のようなものですか？」

「一緒にしないでくださる？　パリオン神の祝福を与えられ、強大な力を授かって召喚される勇者様と、祝福も無しに只ただ人のまま強制的に呼び出される召喚を同列に見られるのは不愉快ですわ」

「そんな違いが──不勉強で貴国を侮辱した事をここに謝罪いたします」

　オレの不注意な言葉に、メリーエスト皇女が柳りゆう眉びを逆立てて訂正を求めてきたので、すぐに謝まっておく。

「勇者様──いいえ、ニッポン人のハヤト・マサキ様に謝罪いたします」

　矛先が逸れたタイミングで、メネア王女が勇者の前に平伏する。

　日本の土下座みたいなスタイルだ。

「で、殿下！」

　メネア王女の行動に、彼女の従者が驚きの声を上げて駆け寄る。

「我が国はニッポン人に許されざる罪を犯したのです。貴方あなたも共に平伏なさい」

　彼女の言葉に、従者が納得いかなそうな顔のまま膝ひざをついた。

「勇者召喚を研究する鼬イタチ人族の魔術師に唆されたとはいえ、我が国が送還の目め処ども無しに八人ものニッポン人を召喚し、その内の過半数が命を落としてしまったのは事実です」

　──げっ、それは酷い。勇者達が怒るはずだ。

　それにしても、鼬人族は何が目的で勇者召喚を研究していたんだろう？

　利己的で狡こう猾かつな種族という先入観があるせいか、よからぬ企みをしていそうで怖い。

「ですが、その召喚を行っていた先王である祖父は父王に誅ちゆうされ、召喚を実行していた叔母と鼬人族の魔術師もまた、罪の対価に命を失っております」

　メネア王女が顔を伏せたまま言葉を続ける。

　それにしても、子供が親を処刑するのか……異世界は相変わらずバイオレンスだ。

「今の我が国にニッポン人召喚を企む者はいません。ですから──」

「力を貸せと？」

　メネア王女の言葉を、メリーエスト皇女が冷たい声で遮る。

「──は、はい。た、民草の為に悪しき竜を討って頂きたいのです」

　皇女の視線に震え上がりながらも、メネア王女が嘆願を続けた。

　竜か……生きた竜なら会ってみたい。

「悪しき竜？　ルモォーク王国に竜がいるなんて話は聞いた事がないわ」

「黒い竜が現れたのは半年ほど前と聞き及んでいます。王都と隣国を結ぶ主街道の分岐点にある村に棲すみ着いた竜が、近隣の村に暮らす民や街道を往来する商人達を食い殺すようになったそうです」

　戸惑いの言葉を漏らすリーングランデ嬢に応え、メネア王女が詳細を伝える。

「竜に挑んだ武人が返り討ちにされたり、竜の鱗や卵を盗もうと巣に忍び込んだ盗賊が殺される話なら聞くけれど……」

「竜が民人を直接害するなんて、おとぎ話でも聞いた事がないわね」

　詳細を聞いても、勇者の仲間達の戸惑いは晴れないようだ。

　そういえばセーリュー市を襲った黒竜は家畜を食い荒らしただけで、住民には手を出さずに去っていったと言ってたっけ。

「メリー、虚偽看破の秘宝アーテイフアクトは？」

「信じられないけど、事実のようね」

　いつの間にかモノクルのような魔法道具マジツク・アイテムを身につけていたメリーエスト皇女が、勇者の質問に答える。

　会話の流れからして、噓発見の魔法道具らしい。

　なかなか便利な魔法道具があるようだ。

「ルモォーク王国の軍は出兵したのですか？」

「はい、勿論です。竜を追い払うべく、王国騎士団と近隣諸国から集めた傭よう兵へい団で竜に挑みましたが、為なすすべなく退けられてしまいました」

　国の危機なら勇者に頼る前に軍の仕事だろうと思って尋ねてみたのだが、既に人事を尽くしていたようだ。

　なお、オーユゴック公爵やシガ国王にも竜退治への助力を願い出たそうだが、ルモォーク王国の王都に被害が無い事を理由に断わられてしまったらしい。

　それにしても、彼女の国がした事には義憤を覚えるが、直接被害を受けている近隣の村人には罪がないはずだ。

　勇者がやらないようなら、オレが天駆で飛んでいって竜と話を付けてこようと思う。

　パシンッと音がして、オレは自分の思考から戻り、周囲に注意を戻す。

「──竜か。相手にとって不足はないぜ」

　勇者がニヤリと獰どう猛もうな笑みを浮かべて、自分の掌てのひらに拳こぶしを打ち付けている姿が目に入った。

　どうやら彼もルモォーク王国へのわだかまりよりも、被害を受けている一般人の方を取ったようだ。

「ちょっとハヤト。いくらなんでも無茶だわ」

「小国群の東方、鼬帝国との間にある下級竜の生息地から来たハグレならいいけど、もし暴れているのが、黒竜山脈の成竜なら手を出すべきじゃないわ」

「そうよ、ハヤト。竜の牙きばは全てを穿うがつ、と言うわ」

「ええ、竜の牙は魔王をも滅ぼす、究極の刃。ハヤトの『無敵の盾つらぬけるものなし』だって、絶対じゃないのを忘れないで！」

　リーングランデ嬢とメリーエスト皇女が難しい顔で勇者に苦言を呈する。

　──良かった。

　竜の谷の外にも、竜の生息地があるようだ。

　後で聞いた話によると、下級竜で中級魔族と上級魔族の中間、成竜なら上級魔族と魔王の中間クラスの強さらしい。

「俺様は勇者だ！　悪竜に苦しめられる人々を放置して、何が勇者だ！　竜に勝てないまでも、追い払う事くらいできなくて、魔王を退治するなんて夢のまた夢さ」

　ソファーから立ち上がった勇者が熱い口調で語り、リーングランデ嬢とメリーエスト皇女を順番に見つめた。

　二人とも勇者に惚ほれているらしく、見つめられて頰が上気している。

「それに俺様にはお前達仲間がいる。俺様達が集まればたとえ黒竜山脈の成竜だって追い払えるさ」

　勇者が力強く、そう宣言した。

　なぜか、勇者のアピールがアリサに向いている。

　見つめられたアリサが、目をキラキラ輝かせて「素敵です勇者様」と呟つぶやく。

　アリサが後ろ手に目薬の小瓶を持っていなかったら、なかなか感動的なシーンだ。

「よし、メネア王女。あんたの頼みを引き受けるぜ。サトゥー、一緒についてこい」

　勇者がオレの肩を力強く摑つかみながら、そう命じてきた。

　──なぜ、そうなる？

「アリサ王女の庇護者としてふさわしいか見極めてやる」

「あ、あの勇者様。ごしゅ──サトゥー様は公都で御用事が──」

　宣言する勇者の言葉に、アリサが慌てたように口を挟む。オレの身を心配しての事だろう。

　でも、他国で竜退治をするなら、生きた竜に会えるだけでなく勇者の銀船に乗れるかもしれない。

　次元潜行の仕組みは判らないだろうけど、亜空間に沈むときの感覚を体験したり、景色を眺めたりするのは是非とも行ないたい。

　船内の様子が和風なのか洋風なのか、あるいはＳＦ風味なのか、想像の翼が広がる。

　こんなチャンスを棒に振るのは勿もつ体たいない。

　是非とも参加させて貰もらおう。

「勇者様がご迷惑でないのなら、後学のためにもぜひ同行させてください」

「よしっ、そうこなくっちゃな！」

　オロオロするアリサを抑えて、オレは勇者の提案を快諾する。

「アリサ王女！　俺様と一緒なんだから心配は無用だ」

　勇者が胸をズパンッと叩たたいて頼もしい口調で請け負う。

　オレも被保護者を心配させるのは本意じゃないので、アリサの耳元で「大丈夫だよ」と囁ささやく。

「ゆ、勇者様！　私も同行させてください」

「ひ、姫様?!」

　再び空気になっていたメネア王女の言葉に、彼女の護衛騎士が悲鳴を上げる。

　メネア王女が同行する事になったら、自動的に彼も一緒に竜退治に行くことになるからだろう。

「あんたもか？　悪いが空席は二つしかない。サトゥーを乗せたら、空きは一つだけだ」

　勇者が冷たく切り捨てる。

　さすがに王女様が従者も連れずに旅にでる事はないだろう。

　だが、メネア王女は普通ではないようだ。

「では、私だけでも！　勇者様がいらっしゃるなら、この身に危険などありません」

「ちょっ──」

「あなたっ──」

　メネア王女が勇者の胸に飛び込む。

　リーングランデ嬢とメリーエスト皇女が、メネア王女の行動に柳眉を逆立てた。

「やめろ、暑苦しい」

　美少女の抱擁を勇者が無造作に引き離す。

　その姿には照れや情欲は感じられない。一見、高潔な人物にも見えるが、幼女趣味の彼には対象外なだけなのだろう。なかなか筋金入りのようだ。

「姫様！　そうは参りません。私は席など不要です。勇者様、殿下と私をぜひとも同行させてください」

　そんなメネア王女達の姿を見て諦あきらめたのか、彼女の護衛騎士も同行する事となった。

　少し遅れてアリサも同行を希望したが、それはオレと勇者が速攻で却下した。

　勇者の行動は迅速で、その日のうちに公都を出発する事となってしまった。

　オレは勇者が銀船を呼ぶ間に仲間達へ事情を伝え、後の事をアリサとリザに頼んだ。

「このリストの人達にキャンセルの連絡をしておけばいいのね？」

「すまないアリサ」

　勇者の話だと二、三日で帰って来られるらしいけど、念の為に公爵孫の結婚式までの期間の予定をすべてキャンセルするように頼んだ。

　そんなやりとりが終わる頃に、間借りしている離れの前に勇者の銀船がやってきた。

「ネコミミ～？」

「こっちのお姉さんは犬耳なのです！」

「チッチッチッ、違うんだな～」

「そうそう、ルススは虎耳で私は狼耳なのだよ」

　同族を見かけて喜ぶタマとポチの前で、伸ばした指を左右に振って否定したのは、勇者の従者である虎耳娘のルススと狼耳娘のフィフィだ。

　二人とも二十代前半くらいの年齢で、不思議な素材の革鎧よろいに身を包まれた身体は、ナナ並に魅惑的なプロポーションをしている。腰のくびれが実に素晴らしい。

　タマやポチも成長したら、こんな感じの美人さんになるんだろうか？

「サガ帝国以外の耳族なんて珍しいね」

「この子達は『取り替え子チエンジリング』なのです」

　ルススの疑問に緊張気味のリザが答える。

「ふーん、人族同士の間から生まれる『かいせーでん』ってヤツだっけ？」

「おー、フィフィってば、学あるじゃん！」

　ルススに褒められたフィフィが後ろ頭を搔かきながら照れる。

　だが、それを言うなら「隔世遺伝」だ。

　そんな楽しい会話に耳を傾けていると、銀船から勇者が顔を出した。

「行くぜ、サトゥー！　アリサ王女、サトゥーを借りていくぜ」

「はい、勇者様。ご武運を」

　アリサが余よ所そ行ゆきの笑顔でニッコリと微笑むと、勇者がデレデレと相好を崩す。

　ルススとフィフィが獣娘達に手を振って、タラップを駆け上がっていった。

「いくわよ、ハヤト。サトゥーも早く乗って」

　デレデレする勇者の尻しりを蹴けったリーングランデ嬢がオレの手を引いて銀船に乗り込む。

　オレは皆に手を振って、銀船の乗客となった。

　オレが出かけている間、前衛陣はカジロ氏と訓練、アリサは空間魔法の修行、ミーアは同郷の歌姫から貰った楽器の習熟、ルルはスポンジケーキ焼きの練習を行なうと言っていた。

　帰還後に皆の成果を見せて貰うのが楽しみだ。




　　　　◆




　──まるで昔のＳＦ映画に出てくる宇宙船の中みたい。

　それが銀船に足を踏み入れた時に感じた最初の印象だ。

　何の機能があるのか判らない歯車状のガラス窓の向こうで、幾何学模様の魔法回路サーキツトに光のラインが走り、光の板が不思議な波形を映し出す。

　艦橋の操そう舵だ席には無数のボタンやトグルスイッチが並んでいた。
















　そして床の下からは僅わずかな振動が伝わり、船体後部からは低音の拍動音と高周波のバイクのようなエンジン音が聞こえてくる。

　好奇心いっぱいに視線を彷徨さまよわせていると、三人の美女がオレに話しかけてきた。

「その子か？　リーンが言っていた将来有望な子って？」

　興味深そうな顔を接近させたのは、笹の葉状の耳をした長耳ブーチ族のウィーヤリィ嬢だ。日本人の多くがミーアよりも彼女を見て「エルフ」だと思うに違いない。

「そうだよ、ハヤトと似た風ふう貌ぼうだけど、ちょっとなよっとした感じだよね」

「リーンが将来有望って言ってたけど、手に豆一つないや」

　ウィーヤリィ嬢に答えたのは虎耳娘のルススだ。

　続いて狼耳娘のフィフィが無遠慮にオレの手を取って評価した。

　オレの手に豆が無いのは大して訓練していないせいだろうが、たとえ猛特訓しても「自己治癒」スキルですぐに治ってしまう気がする。

「な～んだ、促成栽培君か～」

「つまんな～い。レベルだけ高い貴族のボンボンじゃん」

　ルススとフィフィの二人はそうぼやいた後、オレに興味を失って席に戻っていった。

「仲間がすまない。リーンが君の事をやたらと持ち上げるので、過度の期待を抱いていたようだ」

「いえいえ、お気になさらずに」

　仲間達の非礼をウィーヤリィ嬢が詫わびる。

　オレが棚ぼたレベルアップしたのは事実だし、特に気を悪くはしていない。

　前方の座席で神官ロレイヤと何か話していたメリーエスト皇女が、こちらを振り返ったので会釈しておく。

「出発するぞ！　総員シートに着け！」

「「「了解！」」」

　勇者の声に、三人娘がキビキビした返事を返して座席に着く。

「サトゥーは船長席の後ろにある補助席だ」

　オレが勇者の指示に従って近未来的な補助席に向かうと、メネア王女は既に隣の席に着いていた。

　彼女の護衛騎士は宣言通り、メネア王女の席の後ろで直立不動の姿勢だ。

「本当にいらしたのですね……」

「ええ、せっかくの勇者様のお招きですから」

　オレの言葉にメネア王女が眉まゆを曇らせる。

　前にオレの事を「英雄料理人」と呼んでいたし、彼女の中でオレは「英雄」よりも「料理人」の方がウェイトが高いのだろう。

「ならば、勇者様のお手を煩わせないように、私の傍そばで一緒に護衛騎士に守られていてくださいね」

「お気遣い感謝いたします」

　メネア王女はツンデレの素質がありそうだ。

　もとより、勇者の邪魔をするつもりは無いので、黒竜戦の間は彼女達と一緒に観戦に徹しようと思う。

「ジュールベルヌ発進」

「ジュールベルヌ発進！」

　船長席に座った勇者の命令を、ウィーヤリィ嬢が復唱する。

　どうやら、操そう舵だ手しゆは彼女のようだ。

　ふわりとした浮遊感に続いて、船窓から見える外の景色が急速に後ろに流れていく。

「次元潜行！」

「ジュールベルヌ、次元潜行」

　ウィーヤリィ嬢が操縦席の横にあった「潜」と刻まれた大きなレバーを下げる。

　シンセサイザーで作り出したような音の波が船内に反響し、窓の外が鈍にび色いろに変わる。

「次元潜行、確認。自動航行に移ります」

「許可する」

　視線で問うウィーヤリィ嬢に勇者が首肯する。

「ふう、ロレイヤ、コーヒーでも淹いれてくれ」

　──コーヒー、だと?!

「勇者様、この船にはコーヒーがあるのですか？」

「ああ、サトゥーも飲むか？」

「はい、ぜひ！」

　オレは勇者の素敵な提案に、食い気味に乗っかる。

「サトゥー、勇者物語を見て憧あこがれているんでしょうけど、コーヒーなんて苦いだけで美お味いしくもなんともないわよ？」

　リーングランデ嬢が呆あきれ気味に肩をすくめる。

　デスマーチな徹夜作業の戦と友もたるコーヒーの良さが判らないなんて！

　しばらくして、神官ロレイヤが胸をたゆんと揺らしながらコーヒーのカップを運んできてくれた。

　オレは久しぶりに嗅かぐコーヒーの芳しい香りに、うっとりと目を細める。

　十分に香りを楽しんだ後、冷めないうちにブラックのままコーヒーに口を付けた。

「サトゥーさん、初めての方はお砂糖かクリームを入れないと苦いですよ？」

「いえ、実に美味いです」

　五ご臓ぞう六ろつ腑ぷに染み渡る美味さだ。

　コーヒー専門店で出るようなコーヒーではなく、オレが愛飲していたインスタントコーヒーのようなチープな味が素晴らしい。

「コーヒー豆というのはサガ帝国で栽培されているのですか？」

「ええ、今貴方あなたが飲んだのはサガ帝国の西方にあるキリマンジャロ侯爵領の特産品ですわね。他にもブルマン伯爵領やモカ子爵領のコーヒー豆が有名かしら」

　なるほど、良い話を聞いた。公都ならサガ帝国の品を輸入している商会もあるだろうし、売ってそうな店がないか公都育ちで顔が広いトルマにでも尋ねてみよう。

　聞き覚えのある名産地風の家名は、サガ帝国の初代皇帝の命名に違いない。彼の日本人疑惑が更に深まるエピソードと言える。

　さて、理解しがたいことに異世界ではコーヒーの人気がないようで、オレと勇者以外は紅茶らしい。

　お茶請けに出たお菓子が砂糖の塊のような物だったので、格納鞄ガレージ・バツグ経由でストレージから取り出した焼き菓子を提供した。

「あら、美味しい」

「本当ですね。口の中で溶けて、上品な甘さが口の中に広がります」

　焼き菓子を口に運んだメリーエスト皇女と神官ロレイヤが、称賛の言葉を口にする。

「こんな風に焼きたての風味を維持できるなんて……」

　しまった、メリーエスト皇女が焼き菓子の状態に疑問をもったようだ。

「──よほど腕の良い魔法道具職人がいるのね」

　一瞬彼女の言葉の意味が判らなかったが、恐らく保温用の道具の事を言っているのだと判った。

「うっまー、何コレ？」

「クッキーだよね？」

「でしょう？　サトゥーの料理は凄すごいのよ！」

　驚きの声を上げるルススとフィフィに、リーングランデ嬢が自分の事のように自慢する。

「本当、サクサクしていて素敵」

　寡黙な武人のような雰囲気をしていたウィーヤリィ嬢が、視野狭きよう窄さくしたように焼き菓子を口に運び続ける。よほど口に合ったようだ。

「さすがは大国の料理人……これほどの味は我が国の宮廷料理人にも出せません」

　なぜかメネア王女が悔しそうに呟つぶやく。

　彼女の護衛騎士にも勧めたが、任務中だからと断わられてしまった。

　道中のお茶の間に、メリーエスト皇女やリーングランデ嬢から、サガ帝国の魔法や魔法道具について色々と教えて貰もらう。

　到着時刻まで六時間を切った頃に、竜退治に備えて仮眠を取る事になった。

　女性陣は仮眠室で、オレや勇者、王女の護衛騎士は艦橋でリクライニングさせた座席がベッド代わりだ。

　今頃、公都の仲間達も大きなベッドで丸くなって眠っているに違いない。「遠見クレアボヤンス」の魔法で様子を確認したかったが、勇者の船の対魔法警報が鳴っても困るので自重しておく。

　──おやすみ。

　そう呟いて眠りに就いた。




　　　　◆




　翌朝、宇宙食のようなレーションとコーヒーの組み合わせという朝食を頂いた。

「そろそろ到着かしら？」

「早いですね」

　出発から一二時間ほどしか経過していない。

　到着が夜明けになるように調整したそうで、実際はもっと早く到着する事もできたそうだ。

「通常空間に戻るぞ。全員席に着け」

　勇者の言葉に皆が着席する。

　オレは乗用車に乗ったときの習慣でシートベルトを締めたが、こちらの人達には一般的ではないらしく、操縦席のウィーヤリィ嬢くらいしか着けていないようだった。

「通常空間、復帰」

「通常空間に復帰します」

　鈍色だった窓外の景色が天然色に戻る。

　──危機感知に反応アリ。

「避けろ！」

「面おも舵かじ一杯!!」

　オレと同時にルススが叫ぶ。

　船体が右に傾き始めたタイミングで、激しい衝撃と振動がオレ達を襲った。

「──ひゃっ」

　衝撃と同時に隣の座席から飛ばされてきたメネア王女を受け止め、膝ひざの上に乗せる。

　嫌がられるかと思ったが、振り落とされないように必死なのか、メネア王女がオレの首にかじり付くようにしがみついている。

　なかなかふわふわで良い感触だ。

「総員何かに摑つかまれ！」

「うわっ、何がどうなってんのよ！」

「いいから、フィフィ、早く手すりに摑まれぇええ」

　木の葉のように振り回される銀船の中に、勇者の命令と女性達の悲鳴が響き渡る。

　前衛系の女性達はなんとか座席にしがみついているようだが、純後衛系の二人はそれほど握力がないようだ。

「キャーッ」

「あれぇ～～」

　前方の席から、メリーエスト皇女と微妙に余裕のある神官ロレイヤが飛ばされてきた。

　高レベルの彼女達なら、このまま艦橋後方の壁にぶつかっても、軽い怪我くらいで済みそうだが、わざわざ見捨てる必要もないだろう。

　オレは両手を左右に伸ばして二人をキャッチする。

　ラッキースケベ神の采さい配はいか、受け止めたオレの手が二人の胸をがっちりと摑んでいた。

　ここで恥ずかしがって二人を離すわけにもいかないので、そのまま二人を抱き寄せてから手の位置をお腹にずらす。

　抱き寄せるときに、豊かな胸に埋もれる指の感触を楽しんだくらいの役得は許されるだろう。

　こんな状況なのに、鼻び腔こうをくすぐる香水の良い香りにくらりときそうだ。

「ウィー！　スタビライザーだ！」

「もう、全力っ！」

　そんな会話が前方から聞こえてきた。

　テーマパークの過激な遊戯機のような多軸回転運動の最中でも、この二人は冷静なようだ。

　オレは「全マップ探査」の魔法を実行してから、「理力の手マジツク・ハンド」を使って、銀船の回転を止めるのを手伝った。

　オレの魔法が役に立ったのか、銀船の軌道が水平に戻る。

　航行中の雑談ではジュールベルヌ外部からの魔法は遮断すると言っていたが、内部からの魔法は普通に外に届くようだ。

「あ、ありがとう、ペンドラゴン卿きよう。もう離してくださっていいわ」

「感謝いたします、士爵様」

　オレはメリーエスト皇女と神官ロレイヤを手放す。

　続けて、放心状態のメネア王女を彼女の席に座らせ、シートベルトで固定した。

　彼女の護衛騎士は艦橋の隅で伸びていたが、命に別状はないので今は放置させて貰う。

　マップに映る敵対者を示す赤い光点を確認したところ、レベル六八の成竜だった。レベル的には勇者ハヤトのレベル六九よりも低い。

　竜の状態が「憤ふん怒ぬ」になっている。どうやら、ご機嫌斜めのようだ。

　先ほどの衝撃は「竜の吐息ドラゴン・ブレス」か何らかの魔法攻撃だったのだろう。

「ハヤト！　前方地表に竜よ！　この強大な反応は間違いなく黒竜山脈の主に違いないわ！」

　オレと同じ情報を銀船の情報端末で知ったメリーエスト皇女が叫ぶ。

「ウィー！　次元潜行だ」

「──ダメ！　次元潜行機能が『はんぐあっぷ』してる！」

　おっと、ピンチだ。

「判った、俺様は船首に向かう」

　聖盾を装着した勇者が船首への通路に飛び込む。

　オレも陰から勇者のサポートをする為に、彼の後ろについて駆けていく。艦橋からリーングランデ嬢が制止する声が聞こえたが、それを無視して船首へと向かった。

　狭い通路を行くと、前方から風切り音とオゾン臭が吹き付けてきた。

　どうやら、船首に到着した勇者が外部ハッチを開いたようだ。

　オレも縮地で勇者との距離を詰める。

「本物の竜か──」

　格子状の安全柵さくに摑まった勇者の呟きを、暴風の中から聞き耳スキルが拾ってきた。

　巨木の横で首をもたげていた黒い巨竜が、身体を起こし、こちらを威嚇するように翼を広げる。

　危機感知スキルのよこす危険信号が再び高まっていく。

「ヤバイッ、『竜の吐息』だ！」

　聖盾を構えた勇者が「《奏でろ》トゥーナス」と叫ぶ。

　聖鎧が青く輝き、その光が聖盾を包む。さらに聖盾の前に彼のユニークスキル「無敵の盾つらぬけるものなし」が半透明の波紋のような光の盾を作り出し、彼だけでなく船首全体を守る。

　万が一を考えてオレも魔法欄から中級術理魔法の「自在盾フレキシブル・シールド」を発動し、空中に浮かぶ透明な盾を二枚作って、勇者の盾の前に出す。

「サトゥーか！」

「はい、巻物の魔法ですので気休め程度ですが──」

　後ろも振り返らずに問う勇者に、用意しておいた言い訳を伝える。

　その言葉の途中で黒竜が口を開き、閃せん光こうが空を白く染めた。

「うぉおおおおおお！」

　勇者のユニークスキルと聖盾が「竜の吐息」と拮きつ抗こうする。

　オレの「自在盾フレキシブル・シールド」は二枚共、数秒の間支えただけで消し飛んだ。

　追加で最大三二枚を同時に出すことができるが、余計な騒動の元になるので勇者が支えていられる間は手出しは控えようと思う。

「ぬぅおおおおおお！」

　勇者の身体が「竜の吐息」に押されて、船体から浮き上がる。

「危ない！」

　オレは慌てて、勇者の腰に後ろから抱きついて空いている手で格子を摑んで支える。

「助かったぜ、サトゥー！」

　勇者の感謝の言葉に笑みを返し、変化が訪れた前方を指差す。

　ユニークスキルによる光の波紋が歪ゆがみ、破は綻たんが近い事を示していた。

「ちっ、俺様の防御はこんなもんじゃねぇぜ！」

　絶体絶命のピンチと言えるが、同時にチャンスも近い。

　黒竜の様子を見る限りでは「竜の吐息」もそろそろ息切れしそうな感じだ。

　このまま耐え切れそうな気もするが、念の為に「自在盾フレキシブル・シールド」を二枚ほど追加で出す。

　出現させた透明の「自在盾フレキシブル・シールド」がみるみる削れていくが、勇者に加わる負荷が一気に減る。

「──サトゥーか？」

　やばい、勇者が疑問を抱いたようだ。

　ここは勢いで乗り切ろう。

　オレは黒竜を指差して叫ぶ──。

「今だ勇者！　聖剣の力を！」

「応！　任せろ！　《歌え》アロンダイト!!」

　ノリの良い勇者がオレの意図を察して、聖剣の聖句を発動する。

　さらに彼のユニークスキル「最強の矛つらぬけぬものなし」による光が聖剣の周囲に集まる。

「これでも、喰らいやがれぇええええ！　閃光螺旋突きシヤイニング・ストラツシユ！」

　勇者の気合いが篭こもった渾こん身しんの突きが、勢いの弱まっていた「竜の吐息」を吹き散らし、その余波が黒竜の鼻先に届いた。

　──ＧＷＲＯＲＯＯＯＯＯＵＮＮ！

　不意を突かれて驚いたのか、黒竜から悲鳴のような咆吼が上がる。





＞「竜語」スキルを得た。






　おっと、今のは言葉だったのか──オレは素早い操作で竜語を有効化した。

　仰のけ反る黒竜の顎あごの下、逆向きに生えた鱗うろこの辺りでキラリと光が反射する。

　──なんだ？

　オレの疑問に応えるように、望遠スキルがその光景を拡大した。

　黒竜の逆げき鱗りんの隙間に、白いナイフのような物が深く潜り込んでいるようだ。

　銀船の推力と拮抗していた「竜の吐息」が消えた事で、銀船が急加速する。

　オレ達の乗る銀船が黒竜の傍らを通過する瞬間に、限界まで「理力の手マジツク・ハンド」を伸ばしてそのナイフを摑む。

　ギリギリのタイミングだったが、なんとかナイフを引き抜く事に成功した。

『ハヤト！　左さ舷げん空力機関が消失、右う舷げん側も出力が低下している。竜から離れた位置に不時着するぞ！』

　ほっと一安心する間もなく、伝声管からウィーヤリィ嬢の切羽詰まった声が流れてきた。

「俺様は飛翔靴フライング・ブーツで飛行して、竜の注意を引きつける。その間に船から離れて潜伏しろ」

『ダメよ！　危険すぎるわ！』

　決死の行動を取ろうとする勇者を、メリーエスト皇女らしき声が引き留める。

　銀船の背後で黒竜が飛び立つ。

　ワイバーンよりも重そうな身体をしているのに、助走も上昇気流も不要のようだ。

　後ろの様子を窺うかがうと、空を旋回する黒竜が短い前肢に首を寄せて顎を搔かく姿が見えた。

　──ＲＷＵＬＯＯＯＵＵＵＵＮＮ！

　黒竜が先ほどまでと打って変わって、ご機嫌そうな声で一声吼ほえる。

　竜語スキルを持つオレにはそれが意味のある言葉だと判った。

　旋回を終えた黒竜が、南方彼方かなたに見える山脈の方に向かって飛び去っていく。

「どういう事だ？」

「機嫌がいいから見逃してくれるって言っていましたよ」

　たぶん、顎に刺さっていたナイフが不快で怒っていたのだろう。

　物語なんかではよくあるシチュエーションなので、オレはそう推察した。

　前肢で抜けば良さそうな物だが、サイズ的に上手くいかなかったのかもしれない。

「ははっ、あれが竜か……魔王はあれと同じか、それよりも強いのか……」

　勇者が黒いゴマ粒サイズまで小さくなった黒竜の姿を目で追いながら呟つぶやく。

　オレは自分が戦った魔王「黄金の猪王」を思い出す。

　確かに、魔王の方が強かったが、攻撃力ならさっきの黒竜の「竜の吐息」の方が強かった気がする。

　オレが勇者になんと声を掛けようか迷っている内に、オレ達の乗る銀船は大地に胴体着陸し、話すどころの状態ではなくなってしまった。





＞称号「竜を退ける者」を得た。






　　　　◆




「ずいぶんでかい木だな」

「あれは癒眠樹という木でしょう。ルモォーク王家に伝わる逸話によると、何百年も前に旅のエルフが植えたものだそうです」

　勇者の感嘆の声に、メネア王女が答える。

　オレ達は船の修理をウィーヤリィ嬢と修理用の「動く人形リビング・ドール」達に任せ、徒歩で竜が寝そべっていた付近の調査に来ていた。

　盆地のような広い谷底にある村の中央に、先ほど話題に上った癒眠樹というテレビＣＭに出てきそうな巨木が生えていた。

　もちろん、巨人の里にあった山樹に比べれば常識の範はん疇ちゆうにあるサイズだが、それでも大した大きさだ。

　大きさの対比から考えると、さっきの黒竜は全長一〇〇メートル近くあったらしい。

　谷底は南北に延び、竜のいた場所から北側には「竜の吐息」の痕あとらしき、黒い溝が幾条もできていた。谷の壁面にも、同様に抉えぐれている場所が何ヶ所もある。

　マップで調べたが、この村の住人は山二つ向こうにある街に避難しているようで、この近辺には誰もいない。

　この谷底がルモォーク王国をはじめとした周辺の小国とシガ王国を結ぶ街道になっているので、街道沿いの宿場として栄えていたのだろう。

　目の前の癒眠樹については、公都魔法屋のキキヌ店長に聞いた事がある。

　彼の故郷は遥か彼方に見える黒竜山脈の麓ふもとだったはずだから、旅のエルフとやらは複数の場所に癒眠樹を植林したのだろう。

「こ、これ蛍ほたる鈴すず蘭らんじゃないかしら？」

「昼だから判りにくいけど、間違いないわ」

「他にも、宝石草に一夜百ゆ合り──ああっ！　水すい晶しよう茸だけまであるわ！」

「摘むわよ、リーン！」

「ええ、処理用の安定剤の在庫が心こころ許もとないけど、摘めるだけ摘みましょう！」

　ハイテンションのリーングランデ嬢とメリーエスト皇女がハイタッチで喜んでいる。

　どうやら、レア素材が色々と見つかったらしい。

　オレも名前だけは書物で知っているものの、実物を見るのが初めての霊草や妖花が所狭しと咲き乱れている。

　中でも氷結花と呼ばれる妖花は、乾燥させた粉末を一つまみ体力回復薬に混ぜると重度の火傷やけどでも綺き麗れいに治る効果があるので、高値で取引される。アンチエイジングにも有効だ。

「この里は癒眠樹と食しよく芋いもだけが取り柄の村だったはずなのですが……」

　メネア王女が目の前に広がる不思議な植物が繁茂する様を見て首を傾げる。

　彼女の言った食芋は生で食べられる小芋らしい。

「どうやら、竜の寝ていた周囲に生えているみたいだよ」

「あっちの水たまりの方から酒の臭においがしているよ。もしかして、もしかしたら、伝説の竜泉酒じゃないかな？」

　近くにあった背の高い岩の上から、ルススとフィフィが情報を伝えてくれる。

　伝説の酒か……ちょっと興味がある。

「竜泉酒といえば竜が魔法で作り出す美酒ですよね？　飲むと一〇〇年寿命が延びるとか……」

　神官ロレイヤが夢見るような口調で、水たまりの方を見つめる。

　魔法で酒を造り出すなんて、こちらの竜も日本の昔話に出てくる龍りゆうと同じく酒好きらしい。

「私はあちらの調査に参りますね」

「ロレイヤ、飲み過ぎちゃダメよ？」

「判ってます」

　上機嫌で鼻歌を口ずさむ神官ロレイヤが、ルススやフィフィと一緒に水たまりに向かう。

　メリーエスト皇女が釘くぎを刺していたが、余り効果はなさそうだ。

　オレも彼女達と一緒に向かおうとしたところで、リーングランデ嬢に呼び止められた。

「サトゥー！　貴方あなたも摘みなさい！　すぐに処理しないと効能は落ちるけど、こんな希少な素材が取り放題なんてめったにないわ！」

「リーンの言う通りよ。たぶん、『竜の息い吹ぶき』の影響で生えた物だから、竜が去った以上、数日と経たない内に枯れてしまうはずよ」

　──さすが、竜。

　幻想フアンタジー世界の代表選手だけあって、眠っていただけで周囲の草花を幻想的なモノにシフトしてしまうらしい。

　でも、こういう方向の理不尽さは大好きだ。

　黒竜山脈を越えるときにでも挨あい拶さつに行って、仲良しになってみたいね。

「ほら、早く！」

　強引なリーングランデ嬢に腕を摑つかまれて、強制的に採取班へと組み込まれた。

　自分の摘んだ薬草は自由にして良いらしい。オレも摘み方を教えて貰もらいながら採取に励む。

　本来なら、ルモォーク王国に権利があるのだが、王国の人間がここに辿たどり着つく前に枯れる可能性が高い事と、竜を追い払うという難事をなしてくれた勇者一行への報酬として王女から許可を貰った体裁になっている。

　メネア王女も摘んだ霊草が高価で売れると聞いて、護衛騎士と一緒にいそいそと摘み始めた。

　この人数では摘みきれないほどあるので、取り合いには発展しそうにない。

　一時間ほど採取したところで、採取大会は終了となった。処理可能な限界数まで摘んだらしい。

「それじゃ、この周辺の探索を行なう。メネア王女はロレイヤの近くにいろ。正午になったら、この巨大岩に集合だ」

　勇者の宣言と共に皆が調査に散っていく。

　オレはメネア王女と一緒に水たまりの傍でご機嫌な神官ロレイヤの所に向かう。

「あら？　サトゥー君。一緒に飲むぅ～？」

　神官ロレイヤの少し開いた神官服の胸元から、酒酔いで上気した肌が覗のぞいている。

　ご一緒したいのはやまやまだが、オレとしてはこの機会に竜の鱗をゲットしたいのだ。

「ねぇ、こんな機会めったにないわよぉ～？」

　神官ロレイヤがオレの手を引いて、杯を押しつけてくる。

　引っ張られた方の腕が、神官ロレイヤの立派な胸を変形させている。

「では、一杯だけ」

　しかたない、この幸せ空間を振り払えるほど枯れていないのだ。

　オレは小さな酒杯を口に運ぶ。

　──これは旨い。

　辛口の日本酒に近い味だ。口に含むと少し硬い感じがするが、舌の上で転がすとまろやかさを帯び、深い味わいを伝えてくれる。

　口当たりが優しいので幾らでも飲めそうだが、これだけの美酒を味わって飲まないのは勿もつ体たいない。

　少し持って帰りたいところだが、水たまりの底に残る酒は一升瓶数本分しかないので魔法薬用の小瓶に三本分だけ貰っておいた。

　ストレージに入れておいて、仲間達が酒の味を解するようになったら飲ませてあげようと思う。

　神官ロレイヤに美酒の礼を告げ、勇者達が向かったのとは別の方から、竜の寝床沿いを歩く。

　さらに歩きながら、竜の部位で検索してみる。

　──あった！

　嬉うれしいことに黒竜の鱗が数枚見つかった。

　どれも近くの山の中腹付近の土中に埋没しており、簡単には見つけられない位置だ。

　オレは近くまで歩み寄って、「理力の手マジツク・ハンド」でそれらをストレージに回収する。

　ストレージから取り出してみると、どれも割れたり欠けたりしていたが竜鱗粉ドラゴン・パウダーにする分には問題ない。

　一番大きい欠片かけらでビート板サイズもあり、小さな物でも文庫本くらいのサイズがあった。

　ついでに竜の逆鱗から回収した白い短剣らしき物も確認してみる。

　ＡＲ表示によると「竜爪矛の穂先」となっている。詳細情報によると、下級竜の爪を加工して作った武器のようだ。

　誰かが、この穂先を使った竜爪矛で黒竜を刺したのだろう。

　穂先に黒いタール状の汚れが残っていたので、確認してみたところ「ヒュドラの呪毒」と表示された。相変わらずヒュドラの毒は大人気のようだ。

　布で拭ぬぐって毒状態になったらイヤなので、ストレージ内で毒と穂先を分離して、穂先だけを取り出す。

　試しに穂先で黒竜の鱗うろこをひっかいたのだが、傷つけるどころか穂先の方が欠けてしまった。

「ふむ──」

　オレは少し気になったので、自分の爪の先に魔刃を小さく発生させて黒竜の鱗をひっかいてみたところ、少し抵抗があったものの易々と傷つける事ができた。もちろん、聖刃でも同じだ。

「──見なかった事にしよう」

　オレは心の棚に事実を放ほうり投げて、穂先と黒竜の鱗を持って勇者達の所に戻った。

　竜鱗粉用に文庫サイズの鱗一枚は確保させて貰ったけど、残りは勇者達と共有するつもりだ。

　有用な素材だし、独り占めするのも悪いからね。




「成竜の鱗！」

「どこにあったのですか？」

　黒竜の鱗と竜爪矛の穂先を持って戻ると、メリーエスト皇女とリーングランデ嬢に詰め寄られた。

　二人がキラキラした目で、色々な角度から黒竜の鱗を眺めている。

「皆さんが捜されていたのと丁度反対側です。勇者様が黒竜を撃退した時に、竜の逆げき鱗りん付近から何かが飛んでいったように見えたものですから、もしかしたら竜の鱗でも落ちたのではないかと──」

「サトゥー、そっちの短剣みたいなのはなんだ？」

「ええ、よく判らないのですが、鱗の近くに落ちていました」

「ふむ、『竜爪矛の穂先』か……ロレイヤ！　こっちに来てくれ！」

　オレから穂先を受け取った勇者が自前の鑑定アナライズスキルで確認した後、竜泉酒の水たまりの横で酔っ払っていた神官ロレイヤを呼んだ。

　ふらふらと歩いてくる彼女を待ちきれなかったのか、勇者が自分から歩み寄る。

「これの鑑定を頼む」

「はぁ～い」

　彼女の鑑定はスキルではなく知識によるものらしく、穂先についた布や僅わずかに残った木製の軸を触ったり舐なめたりして確認している。

「鼬人族の作った物ですね。この布の織り方が鼬帝国北部の物ですし、軸に使っている木も、あのあたりが原産の物に間違いありません」

「そうか……」

　神官ロレイヤの鑑定結果を聞いた勇者が難しい顔で頷うなずく。

　彼女がしていたように個別の部位を調べると、確かに彼女の言ったとおりの情報がＡＲ表示された。

「この騒動の原因は鼬人族みたいね」

「まったく、あの連中は方々で騒動を起こすんだから！」

　メリーエスト皇女とリーングランデ嬢の二人が鼬人族に悪態を吐つく。

　リザの故郷の村も鼬人族に滅ぼされたと言っていたし、色々と問題のある種族なのかもしれない。

　彼女達の見解もオレの推測と同じく、この穂先で逆鱗に傷を負った竜が、治療の為に癒眠樹の木陰を陣取っていたのではないかとの事だった。

「そう言えば、鼬人族の帝国も魔王出現の預言がありましたね」

「ええ、竜にケンカを売るなんて正気じゃないから、本当に魔王が背後にいるかもしれないわね」

「それこそ、望むところだ。オーユゴック市に現れた魔王はナナシが倒したらしいからな、そっちは俺様の獲物だ」

　──頑張れ、勇者。

　面倒ごとを率先して引き受けてくれる勇者に、心の中でエールを送る。

「ねぇ、ペンドラゴン卿きよう。この竜の鱗なんだけど、一枚でいいから譲って貰えないかしら？」

「成竜の鱗から作る竜鱗粉があれば、対魔族用の道具が色々と用意できるの」

　メリーエスト皇女とリーングランデ嬢の二人に左右から密着してお願いされる。

「元より、独り占めする気はありませんよ」

「本当！」

「ありがとう！」

　そんな風に年相応の良い笑顔で喜ばれたら、こちらとしても譲り甲が斐いがある。

「対価は何が良いかしら？　こんなに貴重な素材を分けて頂くんだもの──サガ帝国の爵位なんてどうかしら？　准男爵くらいの地位なら約束できるわよ？」

「サトゥーなら、魔法鎧よろいの方がいいのではないかしら？」

「成り上がり者の私には今の地位でも過分です。魔法鎧もサガ帝国の名のある武人に使って頂いた方が宜しいかと」

　オレの拒否を「欲が無い」と解釈した皇女達が頭を悩ませる。

　こんなシチュエーションは前にも遭ったことがある。こういう時は手頃な報酬が一番だろう。

「では何か珍しい『魔法の巻物』か上級の魔法書を閲覧させて頂けませんか？」

「……あなた、リーンみたいに魔法剣士を目指すの？」

　オレがそう頼むとメリーエスト皇女が呆あきれたような表情を浮かべた。

「巻物は無いけど、風と炎なら上級の魔法書を見せてあげられるわ。爆裂魔法と破壊魔法もあるけど、こちらは呪文数が少ないわね」

「公都に戻るまでの期間で構わないので、ぜひ見せてください」

「ええ、風と炎なら写本してもいいわ」

　リーングランデ嬢が素敵な対価を出してくれたので、オレの報酬はそれに決まった。

　一番大きな黒竜の鱗が勇者一行の物となり、小さめの黒竜の鱗二枚と「竜爪矛の穂先」がオレの所有となった。

　証拠品として提出しなくて良いのかと尋ねたが、国家間では有効な証拠とならないので不要だと言われてしまった。

　せっかくの竜素材の穂先だし、公都に戻ったらリザの魔ま槍そうの強化パーツとして使えないか試してみよう。




　　　　◆




「サトゥー、ここにお願い」

　リーングランデ嬢に促されて腕の中の柔らかな肢体をベッドに横たえる。

「完全に寝ていますね」

「まったく、ロレイヤったら弱いくせに酒好きなんだから」

　銀船の簡易寝台に神官ロレイヤを寝かせ、案内してくれたリーングランデ嬢と一緒に船外に出る。

「メリー、船の修理状況は判った？」

　作業用の「人形ドール」に簡易キャンプセットを準備させていたメリーエスト皇女に、リーングランデ嬢が問う。

「ええ、次元潜行装置は自動修復機能のお陰で明日あしたの朝くらいには直るらしいけど、空力機関の方がダメそうね。左さ舷げん機関が消失、右う舷げん機関が動作不良」

　メリーエスト皇女の視線の先にある右舷側の翼下では、ウィーヤリィ嬢が円筒形のタルのような空力機関を分解して修理作業をしていた。

　勇者と軽戦士二人は谷の北側にある「竜の吐息」痕あとを調査に行っているのでここにはいない。

　メネア王女と護衛騎士は近くの木陰で休息中だ。

「ハヤトの『無限収納インベントリ』に入れてある予備に換装できないの？」

「左舷は『竜の吐息』で接合部から消失しているから無理ね。右舷は動作不良が空力機関本体なら換装で済むけど、魔力伝達回路が壊れていたら原因を究明するだけで数日はかかりそうだわ」

　思ったよりも銀船の損害は大きいようだ。

　でも、それなら──。

「リーングランデ様、私もウィーヤリィ様の手伝いをしたいのですが宜しいでしょうか？」

「サトゥー、あなたの剣の腕も料理の腕も認めるけれど、空力機関の修理なんて高位の魔法道具技師にしか手を出せる物ではないのよ？」

「それでも、雑用係として作業の助けになればと」

　実際、オレの持つ空力機関の知識は、公都の魔法屋で買った本で得たものだけだ。

「ウィーの邪魔にならないように。それが守れるなら手伝いに行って構いませんわ」

「そうね、調理スキルのあるサトゥーには魔法薬の処理を手伝って欲しかったのだけど、こちらはいいからウィーを手伝ってあげて」

　許可が出たので、オレはウィーヤリィ嬢の所に向かう。

「お手伝いします」

「そう？　なら、このフィンに魔力を流して、壊れていないか確認して欲しい」

　思ったよりも簡単に手伝いを許可して貰もらえたので、フィンとやらを手に取る。

　遠くからは判らなかったが、空力機関の本体は空冷のラジエーター風のフィンが並べられた物だった。

　参考書の情報によると、フィンを構成する薄膜が怪魚エア・フイツシユのヒレで作られており、フィンに魔力と空気を送り込む事で浮力が発生する仕組みらしい。

　オレのストレージにある大怪魚や王子を廃人にしていた寄生虫型の魔物の何匹かが、フィンに利用できる部位を持っているようだ。

　オレは横に逸れる思考を中断し、ウィーヤリィ嬢の検査方法を見よう見まねで行なってみる。

　フィンに微少魔力を流して、発生する浮力の流れを見るらしい。

「どう？　やり方は判る？」

「はい、このフィンだけ魔力の通りが悪いようです」

　問いかけるウィーヤリィ嬢に不良らしき一枚を見せる。

「一七番か──って、早くない？　もうそんなに検査したのか？」

　オレの足下に並べられた検査済みのフィンを見てウィーヤリィ嬢が驚きの声を上げる。

　魔力を流すだけなんだから、これくらい普通だと思う。

「魔力の微調整は得意なんですよ」

「そ、そう……それなら、あっちの伝達路の方の検査を頼むよ」

　検査するフィンも残っていないので、彼女の指示通りに銀船本体と空力機関の接続部の検査を行なう。

　検査的にはフィンの時と同じだ。魔力を流して異常箇所を検知するだけ。

　端子に手を当てて微少魔力を流す。

　すると、僅かに魔力が漏れる場所や抵抗のある場所が見つかった。

　オレは魔法欄から「透視スルーアイ」を選んで問題の箇所を目視で捜す。

　──あった。

　翼内構造の一部が僅かに歪ゆがんで経路を圧迫しているようだ。

　オレは銀船の装甲板を交換している作業用の「人形ドール」に頼んで、歪んだ部分の装甲を外して貰って問題の箇所を露出させる。

「ウィーヤリィ様、ここが故障の原因のようです」

「あー、確かに伝達管が裂けているね」

　修理自体はウィーヤリィ嬢に任せ、オレは工具の受け渡しやテスト時の魔力供給役に徹する。

　その甲か斐いあってか、二時間程で作業が完了した。これなら次元潜行装置の自動修復が終わる明朝には出発できそうだ。

　オレは「遠話テレフオン」の魔法で、公都にいるアリサに帰還予定を伝えておいた。

　やっぱり、魔法は便利だ。




「あら？　休憩？」

　オレがウィーヤリィ嬢と一緒に銀船後部のキャンプに戻ると、それを目め聡ざとく見つけたリーングランデ嬢が作業の手を止めて声を掛けてきた。

　メリーエスト皇女はさきほどの希少素材の錬成中、メネア王女と護衛騎士は近くの簡易テーブルで手持ちぶさたの様子だ。

「終わった」

「──もう？」

　どこか自慢げなウィーヤリィ嬢の言葉に、リーングランデ嬢が驚きの声を上げた。

「ああ、サトゥーのお陰だ」

「私はウィーさんの言う通りに作業しただけですよ」

　これは謙けん遜そんでは無く事実だ。実際に難しい作業はすべて彼女がやっていた。

　オレがやっていたのは問題のある箇所の発見だけだ。

「あら、ウィーが愛称呼びを許すなんて珍しいわね」

「そんなことない」

　ウィーヤリィ嬢がそううそぶいて、水差しから注いだ果実水を美お味いしそうに飲み干す。

「ふぅ、ようやく半分か……ウィー、魔力が余っていたら手伝ってくれない？」

「無理。もう残ってない」

　疲れ気味のメリーエスト皇女の頼みを、無い袖そではふれないとウィーヤリィ嬢が肩をすくめて断わる。

「私で宜しければ、お手伝いしましょうか？」

「あなた錬成もできるの？」

「ええ、調合の前処理や魔力供給程度ならお手伝いできるかと」

　錬成や調合スキルが最大なのは言わない方が良いだろうけど、下処理を手伝うくらいなら構わないだろう。

　さっきの手伝いでも使った魔力は二〇ＭＰ程度だけだし、オレの公開レベル的にはその一〇倍くらいまで使っても大丈夫なはずだ。

　オレはメリーエスト皇女やリーングランデ嬢に頼まれるままに前処理作業や魔力補給作業を手伝う。

「サトゥー、この霊草を処理して」

「根を取って、茎と葉を洗うんですね？」

　リーングランデ嬢が手渡してきた霊草の束を受け取る。

「ええ、そうよ。よく判ったわね」

「先ほどリーングランデ様が処理する手順を見学していましたから」

　実際には公都の上級貴族宅で読ませて貰った稀き覯こう本ぼんに書いてあったのだ。

「ペンドラゴン卿、こちらの錬成板に魔力を補充してくださらない？」

「はい、すぐに」

　今度はメリーエスト皇女からのリクエストだ。

　オレの魔力供給速度は異常らしいので、なるべく彼女達と同じかそれよりも緩やかな速度になるように調整する。

「さっきも思ったけど、サトゥーの魔力供給速度は凄すごいわね」

「そう、ですか？」

　──あれ？　周りと同じくらい遅めにしたはずなんだけど？

「ええ、私やリーンくらいの速さで魔力を注げるなんて、帝国にもそうそういないわよ？」

　しまった──ここにいる人間が高水準なのを忘れていた。

　もっと手加減が必要だったらしい。

「皆さんに追いつこうと必死なだけですよ」

「うふふ、謙遜しなくていいわ。貴方あなたには才能がある。夕食の後にでもハヤトに魔刃スキルのコツを教えて貰いなさいな。貴方ならきっと使えるようになるわ」

　上機嫌のメリーエスト皇女がそんな提案をしてくれた。

　残念ながら魔刃スキルは既に取得済みだが、彼女の厚意は嬉うれしく思う。




「じゃ、じゃーん！」

「大物だよ！」

　調査から戻ったルススとフィフィが、城虎フオートレスタイガーという巨大な虎の魔物を抱えて帰ってきた。

　魔物を見慣れていないのか、メネア王女が悲鳴を上げて怯おびえ、護衛騎士は青い顔で剣の柄つかに手を掛けて警戒している。

「さ、さすが勇者様とそのお仲間だけある……まさか城じよう砦さい砕きの城虎フオートレスタイガーをたった三人で狩るとは……」

　護衛騎士のそんな呟つぶやきを聞き耳スキルが拾ってきた。

　後で聞いた話によると、城虎フオートレスタイガー退治は罠わなを用いるか防御拠点に篭こもって大人数で挑むのが普通らしい。

「街道の障害物は排除しておいたぞ。馬車が運行するには多少の手入れは必要だろうが、人や荷駄くらいならすぐに行き来できるはずだ」

「まあ！　ありがとうございます、勇者様！」

　勇者がメネア王女に調査結果を報告する。

　竜退治のルモォーク王国軍は竜と出会うかなり手前で壊滅していたらしい。竜以外の魔物による被害を受けていたそうだ。

「ハヤト！　城虎フオートレスタイガーの内臓からこんなのが出てきたよ」

「笛みたいなの！」

　近くの木陰で城虎フオートレスタイガーを解体していたルススとフィフィが、横笛型の壊れた魔法道具を片手に勇者を呼ぶ。

「メリー、リーン、これを見てくれ」

「これは──」

「鼬人族の魔物使いが使う操魔笛？」

「やっぱりそうか……」

　笛を確認した勇者が、メリーエスト皇女とリーングランデ嬢にも笛を見せて意見を聞く。

　どうやら、ルモォーク王国軍が壊滅したのは鼬人族の仕業だったらしい。

　マップ検索してみたが、近くの街に数名の鼬人族の商人がいるくらいで、魔物使いらしきスキルや称号を持つ者はいなかった。既に国外に撤退したか、笛と一緒に喰われたのだろう。

「ねぇねぇ、あんた料理人なんでしょ？」

「この肉を焼いてよ」

　近くの木陰で城虎フオートレスタイガーを解体していたルススとフィフィが、のんきな様子で赤い肉塊を持ってきた。

　鼬人族の陰謀を推察するマジメな雰囲気も、彼女達の食欲の前では無力だったらしい。

「う～んと美味しくしてね！」

「あたしのは分厚くね！」

「ええ、お任せ下さい」

　脂肪の殆ほとんどない赤身だったので、解体途中の城虎フオートレスタイガーから脂身を少し削り取る。

　焼くと硬くなりそうなので、筋切りして酒の入ったトレイに漬けておく。

　格納鞄から取り出した調味料を使って、心臓や肝臓を手早く炒いためる。ちょっと獣の臭においがするので、臭い消しの香草も投入した。

「おいおい、すっげー美味そうな匂いじゃないか」

「ダ、ダメだよ、ハヤト。一番はあたしなんだから」

「あたし二番～」

「おいおい、俺様は三番かよ」

「残念だが、三番は私だから、ハヤトは四番だな」

　そんな風に順番を守っていたのは最初だけで、すぐに肉が焼ける端から、前衛系の四人が奪い合うようになった。

　肉は大量にあるし、この四人が納得するまで焼いてやろう。

「──美味しい。ハヤト達がみっともなく取り合うのも判るわ」

「でっしょ～。サトゥーの料理は凄いのよ」

　ステーキを口に運んだメリーエスト皇女の評価に、リーングランデ嬢が誇らしげに胸を反らす。

「本当ですね。赤ワインが欲しくなります」

「ロレイヤは飲んじゃダメだ」

　酒酔い状態から復帰した神官ロレイヤにウィーヤリィ嬢が釘くぎを刺す。

「……魔物の肉なんて、と思っていましたけど、城虎フオートレスタイガーとは美味しいものなのですね」

「い、いいえ、姫様。私は砦とりで勤務の時に退治した城虎フオートレスタイガーの肉を食べた事がありますが、靴底を煮たような味でした。これとはまるで違います」

　メネア王女一行が城虎フオートレスタイガーステーキを食べながら、そんな会話をしていた。

　旅の間に魔物の肉で色々と研究したので、獣肉は大体美味しく加工できるようになったのだ。

　その内、マズイと評判のワイバーンも美味しく調理してみせよう。

　食事が一段落したところで、メネア王女が立ち上がる。

「勇者様、そして皆様。民の安寧と我が国の危機を救って頂き感謝いたします」

　メネア王女は勇者の前で優雅な仕草で礼を取り、彼の仲間達やオレにまで順番に手を取って一人ずつ感謝の言葉を述べて言った。

「ルモォーク王城においで頂く事はできないでしょうか？　勇者様の偉業に対して国を挙げてお礼申し上げたいのです」

「悪いがそういう仰々しいのはごめんだ。礼が言いたいなら、サガ帝国宛てに感謝状でも出すようにルモォーク王に言っておいてくれ」

　勇者がこれで終わりだとばかりに手を振ってメネア王女を座らせる。

　それにタイミングを合わせたように、神官ロレイヤが食後のコーヒーを淹いれてくれた。

　──やはり、コーヒーは最高だ。

「満足だ～。旅先でこんな料理が食べられるなんてね」

「まったくだよね。サトゥーはハヤトの従者になるべきだよ！」

　美味しい料理のお陰か、左右に座ったルススとフィフィがオレの肩を抱いて勧誘をしてくる。

　左右の腕に当たる胸の感触は「当ててんのよ」と言わんばかりだ。

「二人とも、サトゥーが困っているだろう」

　そう言って二人を引き剝はがしてくれたのは、ほんのりと頰を赤らめたウィーヤリィ嬢だ。

　一瞬惚ほれられていると自うぬ惚ぼれそうになったが、彼女の上気した顔は先ほど飲んでいたエールのせいに違いない。

「でも、従者に勧誘するのは賛成。私以外にも旅先で船の整備ができる人がいると便利」

　アルコールの匂いを漂わせたウィーヤリィ嬢が、オレの後ろからしなだれかかりながら言う。

「でも、さすがにレベル三〇だと辛いと思いますわ」

「そうね、迷宮都市であと一五レベルくらい上げてくれたら考えましょう」

　神官ロレイヤとメリーエスト皇女が口々にレベルが足りないと主張した。

　勇者の従者になる気は全くないが、ここまでストレートに評価されると少し誇らしい。

「案外サトゥーなら、従者どころか自力で『勇者』の称号を手にするかもしれないぞ？」

　勇者が冗談めかした発言で真実を言い当てる。

「ははは、ハヤトは面白いな～」

「まったく、ハヤトらしいや」

　自力で「勇者」の称号を手に入れる者は希まれらしく、ルススとフィフィが一笑に付す。

「そうでもないさ。今日だってサトゥーがいなかったら、黒竜のブレスでジュールベルヌから吹き飛ばされていた」

「私は勇者様と手すりに摑まっていただけですよ」

「俺様の事はハヤトでいい。──巻物で援護してくれただろ？　今、俺様達が全員揃そろっていられるもはお前のサポートのお陰だ。感謝するサトゥー」

　勇者が椅子に腰掛けたまま、深く頭を下げてオレに感謝の言葉を告げる。





＞称号「勇者の友」を得た。






　やたらとオレを持ち上げる勇者に謙けん遜そんしながら、話を変えるために聖剣の話題を振ってみた。

「勇者様」

「ハヤトだ」

　勇者様呼びすると怒られたが、さすがに呼び捨てはマズい。

「では、ハヤト様」

「まあ、いいだろう」

　最終的に「ハヤト様」で落ち着いた。

「ハヤト様が聖剣を使うときに言っていた《歌え》という合言葉はどんな聖剣にもあるのですか？」

「聖句か。それなら、俺様よりリーンの方が詳しいぞ」

「私が覚えているのは王祖様の時代の勇者が使っていた聖剣デュランダルの《永遠たれ》と亜人戦争の頃の勇者が使っていた聖剣ジョワユーズの《陽の下で》くらいかしら」

　──ラッキー！

　棚ぼたで聖剣デュランダルの聖句がゲットできた。

「他のも知りたければレオン小お父じ様の著書にある『聖剣と聖句』を読んだ方が詳しいわよ。サトゥーは小父様の家臣なのだから、直接尋ねた方が詳しく教えて貰もらえると思うわ」

　……そう言えばムーノ男爵は勇者研究家だったっけ。

　ムーノ男爵領は遠いから、公都の勇者好きである魔法屋のキキヌ店長に「聖剣と聖句」を持っていないか尋ねてみよう。

　貴重な情報をくれたリーングランデ嬢に感謝の言葉を伝え、夕食後のお茶会が終わった。

「サトゥー、腹ごなしに稽けい古こを付けてあげるわ」

　潑はつ剌らつとした笑顔でオレの手を引いて立ち上がるリーングランデ嬢と剣を交える。

　彼女に続いて、面白がったルススとフィフィの相手をした。

　本能で戦うような彼女達相手に手加減をするのが大変だったが、上手く相手に華を持たせることができた。

「なかなかの腕だな、俺様ともやろうぜ」

　そして、なぜか勇者とも剣を合わせる事になってしまった。

　手合わせした従者達とは違い、勇者の剣は威力も速度も段違いだ。

「やるじゃねぇか」

「ハヤト様、もう少しお手柔らかに」

　勇者相手だと、妖よう精せい剣を保護する為に流している魔力の調整をミスして魔刃を出しそうで危ない。

　おまけに、うっかり正面で受けると妖精剣が傷むので、受け流す角度が難しいのだ。

「さすがに、ハヤト様はお強いですね」

「はんっ！　俺様と剣を合わせていて話す余裕があるヤツなんて久しぶりだぜ」

　勇者は戦闘特化のスキルを色々と持っているので、相手をしていて楽しい。

　瞬動や予測回避といったオレも持っていないスキルを駆使してくる。

　勇者主観なら、オレなんて格下相手のはずなのに、遊んでいる様子が殆ど無いのが凄すごい。

「──そこまで！」

　審判役のリーングランデ嬢の判定で、模擬戦は勇者の勝ちで終わった。

　前のリーングランデ嬢の時と同じく、視界内に常時表示されているレーダー枠の死角から来た攻撃を避けきれなかったのだ。
















「どうかしたの、ハヤト？」

「いや……、なんでもない」

　首を傾げて手をニギニギと動かす勇者に、リーングランデ嬢が問う。

　オレはそんな勇者の様子にも注意を払わずに、模倣で覚えた勇者の動きを脳内で反はん芻すうしていた。




　翌朝、予定通り銀船の自動修復は完了しており、オレ達はその日の夕方までに公都に戻る事ができた。

　往路では愛想の無かったメネア王女が、復路ではやたらとオレに話しかけてくるのが不思議な感じだった。

「──なのです。サトゥー様はどう思われますか？」

　母国存亡の危機みたいな心の重荷が下ろせて上機嫌なのだろう。

「……ええ、そうですね」

　だが、オレは昨晩夜通しでリーングランデ嬢から借りた上級魔法書を読んでいたので非常に眠い。

「もう、サトゥー様ったら、本当に聞いていますか？」

「ええ、勿もち論ろんです」

　その後もメネア王女の話に上の空で受け答えし続けた。

　公都に到着したとリーングランデ嬢に起こされた時、なぜかメネア王女がプンプンと擬音が聞こえてきそうなほど不機嫌になっていた。

　どうやら、彼女との会話の内に寝落ちしてしまっていたようだ。

　オレは彼女に不作法を詫わび、彼女の公都見物に付き合うと約束させられてしまった。

　身から出た錆さびだし、一日くらい子守に費やすとしよう。







　結婚式とルルの果実





〝サトゥーです。結婚式が重なるとご祝儀でサイフに猛吹雪が吹き荒れていました。けれど、素敵な異性との出会いの場と考えれば、給料日までの清貧生活も我慢できるというものです。〟






　公都に無事帰還したオレは仲間達と楽しい夕食タイムを過ごして疲れを癒やした。

　──そして、その夜。

「勇者ナナシ殿か？」

「そう」

　公爵城の公爵私室に入ったオレを、公爵が友好的に迎えてくれた。

　オレは前に公爵と会ったときの単文トークを思い出しながら話す。

「窓から現れるとは破天荒な勇者殿だ」

　公爵の対面に座っていたシガ国王──の影武者も立ち上がって迎えてくれる。

　なんとなく、やんちゃな孫を窘たしなめるような雰囲気だ。

　オレが地面に着地し、部屋の中央に来るとそんなアットホームな雰囲気がなりを潜め、影武者陛下が引き締まった表情に変わる。

「勇者ナナシ殿、シガ王国国王としてシガ王国滅亡の危機を救ってくれた事を感謝する」

　影武者陛下が深々と頭を下げる。

　いくら公式の場じゃないとはいえ、国王が頭を下げるのはマズいんじゃないだろうか？

「頭を上げて」

「貴公の功績を讃たたえて、皆の前で褒美と爵位を与えたい。私の専用飛空艇で王都まで来てはくれぬか？」

　頭を上げた影武者陛下が面倒な事を言い出した。

　高い爵位なんて貰ったら、門閥貴族との政争に巻き込まれるじゃないか。

「いらない」

「だが、貴公は魔王倒滅のみならず、古参上級魔族の討伐、そして七体におよぶ大怪魚の群れを退治してくれた。王祖様に並び立つほどの功績に、何一つ報いない訳には──」

　影武者陛下の言葉の途中で、ふるふると首を横に振る。

　ここはさっさと用件を済ませて姿を眩まそう。

「王子の忘れ物」

「聖剣クラウソラス……」

　オレは刀身に布を巻いた聖剣を影武者陛下に差し出す。

　なのに、影武者陛下は聖剣を見つめるばかりで、いっこうに受け取ろうとしない。

「勇者ナナシ殿、我が兵士達から聞いたのだが、貴君がその聖剣の真の姿を現す事ができるというのは本当だろうか？」

　公爵の問いにオレは無言で首肯する。

　もしかして、聖剣が偽物じゃないかと疑われているのかな？

「見せて貰えないだろうか？」

　公爵の私室で抜刀とか、普通に逮捕されそうな事案だが、本人が望むなら仕方ない。

　オレは聖剣クラウソラスに巻いた布を解き、十分な魔力を流してから聖句を唱える。

「《踊れ》」

　黄肌魔族事件の時と同様に、聖剣が一三枚の刃に分かれて体の周りに浮かぶ。

「なんと!!　伝説は真であったか！」

「美しい……。あの絵は創作ではなかったのだな！」

　──驚きすぎだ。

　公爵もだが、影武者陛下が今にも痙けい攣れんしそうで怖い。興奮するのも、ほどほどにね。

　十分観賞したようなので、励起状態を解除して元の一本の剣へと遷移させる。

「王祖様以降、聖句を唱えて剣を『踊らせる』事ができる者は幾人もいたが、真の姿を解き放つ事ができる者はいなかった──」

　充じゆう塡てんしたＭＰを回収して、剣に布を巻きなおしてから影武者陛下に差し出した。

　だが、彼は受け取ろうとしない。

「──そのまま所持されるがいい。真の力を引き出せる貴公に託したい」

　おいおい影武者陛下……独断はダメだろう？

「いいの？」

　オレは少し言葉をぼかして、本物の国王の許可は要らないのかと確認してみた。

　だが、影武者陛下も公爵も決定を変える気はないらしい。

「無論だ。そして聖剣クラウソラスを携え、新年の『大謁見の儀』に参られよ──」

「行けたら、行く」

　限りなく行きたくない気持ちを言葉にしたのだが、影武者陛下には伝わらなかったようだ。

「その時に貴公を『シガ王国の勇者』として発表しようぞ」

　つまり、行かなければ発表もキャンセルって事か。

　それは良いとして、聖剣クラウソラスが無くて王都防衛は大丈夫なんだろうか？

　便利な剣だが、オレとしては無くても特に困らない。

「王都、大丈夫？」

「うむ、王都には魔剣を持つシガ八剣達が控えておる」

　オレの問いに影武者陛下が自信ありげに答えるが、シガ八剣と言ったら黄肌魔族戦でまったく役に立たなかった第三王子の同僚達だ。

　あのレベルの剣士が残り七人いたとして、聖剣なしに上級魔族を撃退できるのだろうか？

「それに聖剣は使い手を選ぶ。貴公がいる内は誰にも使うことはできぬだろう。それこそ、王祖ヤマト様が伝説の『夢む晶しよう霊れい廟びよう』から蘇よみがえりでもせぬ限りな」

　なるほど……返しても使えないんじゃ意味が無いか。

　そうだ、王都防衛用に聖剣ジュルラホーンはどうだろう？

　他の神授の聖剣と違って、王祖ヤマトが自作した物だったはずだ。

「代わり」

「こ、これは聖剣ジュルラホーン！」

「一七年前に魔人に奪われた、聖剣が！」

　オレが差し出した聖剣を見て、影武者陛下と公爵が驚いて立ち上がる。

「おお！　神よ！　王祖ヤマト様が鍛えられた聖剣が、再びシガ王国に帰ってくるとは！」

「感謝する、勇者ナナシよ！」

　まさか、ここまで喜ばれるとは思わなかった。

　もっと早く返してあげれば良かったかもしれない。

　それと影武者陛下の言っていた魔人というのは、オレにこの聖剣をくれた「不死の王ノーライフ・キング」ゼンの事だろう。

　アンデッドの彼が普通に持っていたので判るように、この聖剣には神授の聖剣と違って使用者限定の機能はない。

　一応、影武者陛下が聖剣ジュルラホーンを摑つかんだときに治癒魔法のスタンバイをしていたが、予想通り何事も無く返却が完了した。

　なお、黄肌魔族戦で老化してボロボロになっていた第三王子は、治療と静養の為に王都へと送還されてしまったそうだ。




　　　　◆




　公爵城での用事を済ませたので、「帰リ還タ転ー移ン」の魔法で公都地下にある迷宮遺跡へとやってきた。

　昨日手に入れた黒竜の鱗うろこで「竜鱗粉ドラゴン・パウダー」を作るためだ。

「──硬っ」

　コボルトから貰もらった青せい鋼こうの工具では傷一つ付けられない。

　無理をすると工具の方が欠けそうだ。

「《永遠たれ》」

　ストレージから取り出した聖剣デュランダルの聖句を唱えると、魔王戦で傷んでいた刃が新品同様に戻った。

　充塡していた魔力がすべて散ってしまったようだが、その程度のコストは問題ない。

　折れた状態からでも復元するかは判らないが、なかなか得がたい能力だ。

　これからは聖剣デュランダルを主に使う事にしよう。

「相変わらず、よく切れる」

　聖剣デュランダルで大まかにカットした鱗を、こすり合わせて粉にする。

　途中で面倒になったので、少量の竜鱗粉を研磨剤に使って「研磨ポリツシユ」の魔法で一気に鱗を削ってみた。

「──最高品質？」

　完成した竜鱗粉の状態が「最高品質」になっている。

　もしかしたらと思って少量を青液ブルーにして聖矢を一本作ってみたところ、従来の物より三倍近く強力な性能に仕上がってしまった。

　あまり強力すぎると使い道が減るのだが、それは青液の量を調整する事でなんとかなるだろう。

　せっかくなので、「理力の型マジツク・モールド」と「火炎炉フオージ」の組み合わせで鋳造弾丸を千発ほど量産し、その内の幾つかを聖剣で開きにして聖矢の弾丸バージョンを作ってみた。

　これはオリジナル魔法の「弾体射出シユーター」で打ち出す為の物だ。

　弾丸のいくつかの底にねじ穴を開けておく。ここに矢軸をねじ込めば聖矢としても使えるだろう。この工夫は「弾体射出シユーター」の魔法で打ち出すよりも、魔弓で射た方が威力が高そうだったからやってみた。

　ついでなので、普通の魔コ核アを素材にした魔液リキツドを使った魔弾も、幾つか作っておく。

　なお、「弾体射出シユーター」で撃ち出した弾丸は予想以上に命中精度が悪かったので、改良版の呪文を研究中だ。

　元の世界の銃のように、弾丸を射出する時に横方向の回転ベクトルを与える事で命中精度を上げようと考えている。

　残りの巻物の受け取りが五日後だったはずだから、それまでに呪文を仕上げよう。

　なお、リザの魔ま槍そうの強化パーツ用にと思っていた「竜爪矛の穂先」だが、接合部の強度を考えると迂う闊かつな改造はできないので、もう少し検討してからにしようと思う。




　　　　◆




　翌日、黒竜退治の件で公爵城に呼ばれて、勇者と一緒に「オーユゴック公爵領退竜勲章」という勲章を貰った。

　前に授与された「オーユゴック公爵領蒼炎勲章」とは別の意味でレアな勲章らしい。

　公爵領にいる間は上級貴族の当主に近い待遇を受ける事ができるそうだ。

　既に過分な厚遇を受けているので、余り関係ないけどね。

　同席していた影武者陛下からも「お褒めの言葉」を頂いた。

　国からの勲章は新年に貴族達が王都に集まる「大謁見の儀」で貰えるらしい。

　そして、公爵城で勇者やメネア王女と別れて屋敷に戻ると、執事から客が待っていると報しらされた。

「お待たせして申し訳ありません」

「やあ、サトゥー殿！　こちらこそ先触れの手紙も無しに来て済まないね」

　ソファーから立ち上がったトルマが気安い感じで挨あい拶さつをしてきた。

　彼には貴族情報を貰ったり、彼の実家であるシーメン子爵家が経営する巻物工房に紹介してもらったりと色々と世話をして貰っているので、多少のルール違反に目くじらを立てる気はない。

　それよりも、今は彼の後ろにいる体調の悪そうな人物が問題だ。

　公爵の晩ばん餐さん会で会った事があるが、名前はＡＲ表示で確認するまで思い出せなかった。

「知っていると思うけど、こちらはエムリン子爵家の当主、カーク・エムリン氏だ」

「はい、晩餐会でご挨拶させていただいた事がございます」

　空気を読まないトルマにしては珍しく、エムリン子爵を紹介してくれる。

　確か代々広大な果樹園を経営する名家で、彼が爵位を継いだときから貿易に主力を移したという話だった。

　上級貴族の彼がオレに何の用だろう？

　メニューのメモ帳を検索した限りでは、公爵の舞踏会で彼の次女から誘われて一曲踊ったくらいしか関わりがない。

「実は彼がサトゥー殿の力を借りたいと言っているんだ」

「私の力ですか？」

　どうやら子煩悩なパパが文句を言いに来たわけではないらしい。

　どちらかというと、憔しよう悴すいした感じだ。

「実は彼が方々で出資を募って編成した貿易船団が海かい龍りゆう諸島近海で全滅したらしくてね──」

「トルマ、その話は言わなくて良い」

　トルマの軽い調子の説明を、不機嫌そうなエムリン子爵が制止する。

　それにしても海龍諸島とは心こころ惹ひかれる名称だ。観光予定地リストに入れておこう。

「ペンドラゴン卿きように頼みたいのは、この果実の事だ」

　エムリン子爵が壁際に立ったままだった彼の従者に声を掛けて、テーブルの上に奇妙な色をしたデコボコの果実らしきものを並べた。

　ＡＲ表示によると「ルルの実」という名称らしい。

　あの愛らしいルルとは似ても似つかない見た目だ。

　果実の表皮はどどめ色と灰色のまだら模様で、バナナのシュガースポットのように黒く変色している場所がある。

　果実から流れてくる臭においは濃い香水を無節操に混ぜたかのような吐き気を催す強烈さだ。

「なかなか個性的な果実ですね」

　オレは「無表情ポーカーフエイス」スキルの助けを借りて営業スマイルを維持しつつ、当たり障りのない感想を述べた。

「お茶をお持ちしました」

「ありがとう」

　なぜかメイドではなくルルが運んできてくれる。

　扉の所からアリサやポチの姿が一瞬覗のぞいたから、偵察を頼まれたのだろう。

「君なら、この家畜用の果実から売り物になりそうな菓子を作れるかね？」

　なかなか無茶な話だ。

　でも、もしかしたらドリアンみたいに食べたら美お味いしいのかも。

「それは味を確かめてみない事にはなんとも言えません」

「では食してもらおう」

　エムリン子爵の従者が小刀で果実を切り分け、その横に封をされた小さな壷つぼを幾つか並べる。

　切り分けられた果実は群青色をしており、本当に食べられるのか心配になってしまう。壷の方は果実を違う方法で漬物にした物が入っていた。

　順番に一切れずつ摘つまんでいく。

　すっぱ！　レモン一〇〇個分くらいすっぱい。しかも、すっぱさが引くと苦味が押し寄せてくる。

　生果の「ルルの実」に続いて酢漬づけや味み噌そ漬け、ジャムや干した物を順番に試食したが、どれもマズイという評価しか出せなかった。

　セーリュー市で食べたガボの実のパンと互角に戦えそうなマズさだ。

　砂糖や蜂はち蜜みつを掛けたくらいでは、どうにもならないほど酷い。

　ルルが手渡してくれたお茶で口の中を濯すすぐ。

「手強そうですね──」

「『奇跡の料理人』と言われる君ならば、このルルの実にも家畜のエサ以外の使い道を思いついてくれるかと思ったんだが……」

　エムリン子爵の発言を聞いて、ルルが「家畜のエサ」と暗い呟つぶやきを漏らす。

　思わずエムリン子爵を罵ば倒とうしたくなったが、早めにルルを退室させなかったオレにも責任がある。

「お待ち下さい──この『ルル』の実には可能性が眠っています」

　オレはエムリン子爵に向き合いながら、ルルに語りかける。

　うつむいていたルルが顔を上げる。

「私に数日ほど頂ければ、必ずや、この果実の真の素晴らしさを開花させてみせましょう！」

　オレがそう断言すると、ルルにほんのりと明るい雰囲気が戻る。

　以前よりも、ルルのコンプレックスが改善しつつあるようだ。

「た、頼めるのかね？」

「ええ、お任せ下さい」

　藁わらにも縋すがる様子でエムリン子爵がオレの手を取る。

　彼にとって、この果実の商品価値を高める事だけが、子爵家を守る手なのだろう。

　瞳ひとみに希望の光が戻ったエムリン子爵がトルマと共に去って行った。

　さて、有言実行と行きますか──。




「ご主人様にしては珍しいわね」

「そうか？」

　アリサの言葉に気のない返事を返しながら、メニューの交流欄にあるメモ帳を開いて「ルルの実」攻略プランを作っていく。

　ルルと同じ名前の果実が不遇のままでいるのが許せなくて、ついムキになってしまったのは事実だ。

「何か手があるの？」

「もちろんさ」

　試食した「ルルの実」は実にまずかったが、加工によって「すっぱさ」「苦さ」「えぐみ」「臭気」の四要素の強弱が違っていた。

　加熱加工したジャムや水分を飛ばした干し果実は甘みさえ生じていたのだ。

　味覚の鋭いタマとポチの二人に助手を頼み、試作を始めた。ルルには完成品で驚いて貰いたいので、リザと一緒にスポンジケーキを焼く修行を命じてある。

　オレは理科実験のノリで、様々な温度で蒸す煮る焼くといった加工を行ない、その結果をメモ帳に纏まとめていく。

「うーぷす？」

「て、手強いのです。ポチは口直しのクジラジャーキーを所望するのです」

　最初の内はそんな感じで余裕のあった味見係の二人も、しばらくすると──。

「ポチ～？」

「タマ！」

　──そんな風にお互いの名前を呼び合って、辛そうに試食品を口に運んでいた。

　まだリストの半分も埋まっていないが、トラウマになっても困るので二人のお手伝いはここまでで終了させ、そこからは一人で試作と試食を続けた。

　自己治癒スキルは麻ま痺ひした味覚や味み蕾らいまで回復してくれるらしく、オレの方はさほど苦労する事もなく試食を続けられた。

　その甲か斐いあって、翌朝には理想的な加工方法を確立する事ができた。

「どうだい？」

「お、美味しいです……」

　試食会で最初に味見してくれたルルが絶句する。

「これが昨日の果実なんですか？　色も全然違いますし、香りだって──」

　群青色だった果実が加工後は鮮やかな紅色へと変わっていたので、見た目では判らなかったのだろう。

「もちろんさ。それに、言っただろ？　『ルル』の実には可能性が眠っている、ってね」

　今にも泣きそうなルルに少しおどけた調子で語る。

「──はい、私も頑張ります」

　言外に伝えたかった事はルルにも届いたようだ。ルルが目元に涙を浮かべたまま笑顔になる。

　ルルの場合は可能性どころか元から綺き麗れいだが、内面に自信が付けばもっともっと綺麗になっていくだろう。

　その内、インフレーションした魅力で、城どころか銀河系を傾けそうで末恐ろしい。

　アリサがオレの横で「昨日の晩、寝物語に『みにくいアヒルの子』を語り聞かせたのよ」と内助の功をアピールしてきた。

　よくやった、と言わざるを得ないので、わしゃわしゃとアリサの頭を撫なでておいた。

　ルルが落ち着いたあたりで、オレ達のやり取りを見守っていた皆に、試食品を勧める。

「さあ、皆も試食してみて」

「えんりょ～？」

「ポチはお腹いっぱいなのです」

　昨日試食を手伝って貰もらったタマとポチは、この果物への苦手意識ができてしまったようだ。

　試食を勧めるなり、耳がペタンと伏せたり、尻しつ尾ぽが足の間に隠れたりしていた。

　無理強いは良くないので、他の子達に勧めてみる。

「うっまー！　何コレ？　思わず叫びたくなる美味しさね！」

　試作品をもきゅもきゅと食べたアリサが驚きの声を上げる。

「おいし」

「マスター、甘くて美味しいと称賛します」

「こちらの氷菓にしたものは甘みも程よく、シャリシャリとした食感が素晴らしいです」

　ミーア、ナナ、リザにも好評なようだ。

　加工の加減で千変万化な味になるので、これからも色々と研究しがいがありそうだ。

「おいし～？」

「ほんと、なのです？」

　皆の様子に興味を引かれたのか、タマも果実に手を出した。

「あまうま」

　もちゃもちゃと試作品を食べるタマはご満悦だ。

「すっごく美味しいのです！　ご主人様はやっぱりすごくすごいのです！」

　一番最後に食べたポチも、尻尾をブンブン揺らして明るい笑顔で称賛してくれた。

　ルルも皆と一緒に色々な味を楽しんでいる。

　やっぱり、笑顔が一番だね。




　黒竜退治から三日連続の徹夜だったので、一眠りした後、すっきりした頭でルルの実の加工方法をレポートに纏める。

　仮眠を取る前にエムリン子爵に出した面会依頼の返事が届いていたので、老執事に馬車を用意して貰って出かけた。

「え？　……どうして？」

　エムリン子爵邸のエントランスで、ローティーンの貴族娘と鉢合わせた。

　彼女とは公爵の晩ばん餐さん会で踊った事がある。
















　名前は確か──。

「ご無ぶ沙さ汰たしております、リナ様」

「ご、ごきげんにょー、ししゃきゅさなっ」

　リナ・エムリン子爵家令嬢が赤面してわたわたと慌てる。まるでカリナ嬢のようだ。

　舞踏会で一番最初に踊った相手というのもあって、彼女の名前はちゃんと覚えていた。

「士爵様、旦だん那な様がお待ちです」

「すみません、すぐ行きます。それではリナ様、失礼いたします」

　エムリン子爵家の家令に促されて、応接間へと向かう。

　上級貴族の邸宅にしては美術品のランクが低い気がする。オレには美術品の善し悪しなど判らないが、市場価格を相場スキルが教えてくれるのだ。

「急に会いたいとは報酬の相談かね？　君も噂で知っているかもしれんが、今は手元不如意で金銭で報いる事はできん。だが──」

　オレに椅子を勧めた後、エムリン子爵がそう捲まくし立たてた。

「子爵閣下。私への報酬は件くだんの果実を馬車一杯譲って頂けたら十分です」

　ずいぶんとふっかけたように聞こえるが、子爵の果樹園をマップで確認したところ、結界柱で囲われた広大な果樹園なのが判っている。

　公爵領の気候だと年に二回くらい収穫できるようなので、オレの要求量など微々たる物だ。

「それよりも、まずはご試食ください」

　格納鞄ガレージ・バツグから蓋ふた付つきの容器に入った加工済みの「ルルの実」を取り出す。今回持ってきたのは三種類だけだ。

「……試食？　まさか、昨日の今日で、もう試作品ができたというのか?!」

「旦那様、お待ち下さい」

　子爵が驚きながら試作品に手を出そうとするのを執事が止め、お茶を持ってきた若いメイドに毒味を命じる。

　この屋敷には物品鑑定スキルのある人間がいないようだ。

「いいんですか?!　やったー、噂のペンドラゴン士爵様のお菓子が食べられるなんて！」

「──サラナ」

「す、すみません……つい、嬉うれしくって」

　メイドがお盆を放り投げそうな勢いで喜びの声を上げて、執事に怒られていた。

「おいひ！　こっちの白いふわふわっとしたのが合う！　これも、こっちも……幸せすぎて怖い」

　身み悶もだえするほど喜んでくれると、こっちまで嬉しくなってくる。

　メイドによって毒などの疑いが晴れたところで、子爵や彼の家族を招いて試食会となった。

「こ、これがあの果実なのか？」

「でも、色が違いませんか？」

「加工すると色が変わるのですよ」

　子爵夫妻には酸味の無い激甘な品が好評だった。

「う～ん、美味しい！　今度のお茶会で出してみたいわね」

　高校生くらいの子爵家長女は酸味のある品が一番好みのようだ。

　そして、リナ嬢はリスのように頰一杯に「ルルの実のケーキ」を詰め込んで満面の笑みを浮かべていた。

　ケーキに使ったのは生クリームの味が引き立つように、酸味と苦みを少々ブレンドした品だ。

　この三品目が一番加工が難しく、現状ではＡＲ表示で温度が見えるオレにしか作れない。

「いかがですか？」

「これなら、引く手数多あまただ！　さすがは『奇跡の料理人』と呼ばれるだけはある」

「子爵様がお許しくださるなら、この『ルルの実のケーキ』をティスラード様の結婚式に出そうと思うのですが、いかがでしょうか？」

「なんと！　これを若殿の結婚式に？　それは願ってもない事だ。私から君にお願いしたいくらいだよ」

　よし、子爵の許可も貰えた事だし、ウェディングケーキに「ルルの実」を使おう。

　これで「ルル」の果実を良い意味で広められそうだ。

　オレは彼の前に、三品のレシピを書いた紙と加工を研究したレポートを差し出す。

「す、すごい……これだけの研究を一晩で？」

　子爵の驚きに、思わず頰が緩む。コンロ型魔法道具マジツク・アイテム三二個を並べて頑張ったのは内緒だ。

「子爵様のご期待に応えられたようでなによりです」

「サトゥー殿、私の事はカークで構わん。礼には先ほどの現物だけではとうてい足りん。サトゥー殿は細君はおらんという話だし、我が一族の傍系の娘を嫁にやろう」

「──嫁っ?!」

　子爵の発言に、リナ嬢がフォーク片手に立ち上がる。

「どうした、リナ？」

「い、いえ……な、なんでも、ありま、せん」

　問われたリナ嬢が糸が切れた操り人形のように椅子に座る。気のせいか顔色が悪い。

　取りあえず、リナ嬢が上手く話を切ってくれたので、縁談の話はうやむやにする事ができた。




　　　　◆




「綺麗～？」

「なのです！」

　伯爵邸の柵さくから、通りを進む婚礼のパレードが見える。

　今日はリーングランデ嬢の弟で次々期公爵のティスラード氏と王国西端に領地を持つエルエット侯爵の孫娘との結婚式の日だ。

　カリナ嬢は弟のオリオン君と結婚式に列席していたので、ここにはいない。

　幼くてもウェディングドレスに魅せられるものらしく、タマやポチまでテンションが上がっている。

　タマは頭の方まで登ってくるし、オレの服の裾すそを握ったポチがブンブンと手を振り回している。

　ミーアもタマのマネをしようとしたが、危ないので途中で捕まえて腰を横抱きにしておいた。

「白いドレス」

「素敵ね～。やっぱ結婚式は、着物よりもドレスよね」

「マスター、新婦のあの花飾りの複製を希望します」

　今日は年少組に交じって、ナナも妙にくっついてくる。

「豪華な行列ですね」

　リザは大人しかったが、食い入るように新婦さんの衣装を見つめていたので、興味が無いわけではなさそうだ。

「すっごく、幸せそうです。私も、いつかあんなお嫁さんに……」

「ルルならなれるさ」

　うっとりと吐息を漏らすルルの黒髪を軽く撫でてやる。

　ルルの黒髪には純白のウェディングドレスが映えそうだ。ルルの結婚式にはオレのお手製のウェディングドレスをプレゼントしよう。

「──ご主人様」

　オレの肩にルルが身を寄せてきた。

「ぎるてぃ？」

「微妙」

　その様子を見たミーアとアリサが審議している。

「士爵様、シーメン子爵家の使いの方がいらしてます」

「ああ、すぐ行くよ」

　館付きメイドさんに案内されて、来客に会いに行く。先にマップで確認したが、来訪したのは巻物工房のナタリナさんだ。予定より早いが、注文していた巻物が出来上がったのだろう。

「これが、ご依頼の品で～す。全部ある？」

「ええ、確かに」

　予定よりかなり早く、注文した巻物が完納された。

　相変わらずナタリナさんは敬語が苦手なようだ。

「花火フアイアワークスの巻物は間に合いそうですか？」

「はい！　工房の皆が不眠不休で頑張ったので、披露宴の終盤には間に合わせられるよ！」

「それは良かった」

　オレは「弾体射出シユーター二式」と「万能工具マルチプル・ツール」、それから前から準備していた「録画ピクチヤー・レコーダー」「録音サウンド・レコーダー」「エアコン」「ＵＶカット」の巻物を追加発注した。最後の魔法はアリサからのリクエストだ。

　この「万能工具マルチプル・ツール」は任意の形や大きさの工具が作れる魔法で、「理力の型マジツク・モールド」のコードを流用したのでさほど苦労せずに開発できた。

　この魔法で工具だけでなく戦闘用の剣も作れると思うが、オレの場合、魔法欄から選んで使うより、指先に魔刃を出した方が早いので意味がなさそうだ。




　その日の晩、オレはルルとアリサを助手にして、ティスラード氏の披露宴で料理人をしていた。

「サトゥー殿のテンプラは別格だ」

「まさに！　私はベニショウガのテンプラこそが究極だと思っておりますが、だからと言って他のテンプラを否定するつもりはありません」

「私もだよ、ホーエン伯。エビのテンプラこそが至高だという意見は変わらぬが、いずれのテンプラも美味である事は事実だ」

　なぜかオレの料理ブースの横に、公都の重鎮であるロイド侯爵とホーエン伯爵が自分達専用の特別席を用意していた。

　トルマ情報では犬猿の仲との事だったが、今ではどこからどう見ても仲良しだ。

「サト──ペンドラゴン卿きよう！」

　そこに現れたのはカリナ嬢だ。

　ちゃんとした化粧をしてドレスアップした彼女は、綺き麗れいな貴族娘達が集う披露宴でも飛び抜けたレベルの美女だ。さすがにルルには負けるが、それは比較するのが酷というものだろう。

　彼女の後ろには彼女の弟で次期ムーノ男爵である嫡男のオリオン君と二人の少女がいた。

「ペンドラゴン卿、紹介しよう──こちらは私の婚約者でラゴック男爵令嬢のミューズだ」

　オリオン君が地味な方の少女を紹介してくれた。

　中学生くらいの年齢で、淡い金髪に気の弱そうな表情の娘だ。顔の造形がなんとなくテニオン神殿のセーラに似ている。

　ＡＲ表示によるとオーユゴック公爵家の傍系の一族らしい。

「初めましてミューズ様。私はサトゥー・ペンドラゴン名誉士爵と申します」

「こ、こちらこそ……お噂はオリオン様やカリナ様から伺っております」

　フレンドリーに挨あい拶さつしたはずなのに、ミューズ嬢は緊張というかオレを警戒しているような様子だ。

　何かオレに関する変な噂でも聞いたのだろうか？

「サトゥー様、カリナお姉様ったら凄すごいんですよ？　ここに来るまでに何十人もの貴公子達からダンスのお誘いを受けていたんです」

　そう切り出したのはミューズ嬢ではなく、彼女の連れの最後の一人、ピンク色の髪のメネア王女だ。

　こうして見るとメネア王女は美少女と言って良い容姿なので、彼女とカリナ嬢の間に挟まれたミューズ嬢が埋没してしまっている。十分可愛いのに不ふ憫びんだ。

「も、もちろん、すべて断わりましたわ」

　メネア王女のよいしょに、カリナ嬢が焦ったように否定する。

「メネア殿の人気も姉上に負けていなかったではないか？」

　オリオン君が頰を染めながら、メネア王女を褒める。

　彼の後ろにいるミューズ嬢の固まった笑顔が怖い。

「オリオン様、ありがとうございます。ですが、私には心に決めたお方がいらっしゃいますから」

　メネア王女がオレを見つめながら不穏な言葉を紡ぐ。

「うふふ、カリナお姉様が先ですから、私は太守の第二夫人を目指そうと思っておりますの」

　微妙にメネア王女のセリフが意味不明だ。

　調理ブースの裏からアリサが「ご主人様とカリナをくっつけて太守にしてから、自分はその第二夫人に収まる気ね。この雌め狐ぎつねめ──」と昭和臭いドラマのような発言をしていた。

　最下級貴族のオレが太守になる可能性はないので、杞き憂ゆうも良いところだ。

「サトゥー様、せっかくの披露宴なのですから、料理など使用人に任せて私と踊って下さいませ」

　メネア王女がオレの手を取って懇願してくる。

　それにしても、黒竜退治の復路以降、メネア王女がやたらと懐いてくる。

　彼女に気に入られるような事をした覚えが無いので、何を思っての事なのか謎だ。

「料理など、だと？」

「他国の王女と言えど、その言葉は聞き捨てならん」

　メネア王女に反応したのは、料理談義をしていたロイド侯爵とホーエン伯爵の二人だった。

「え？　あ、あの？」

「サトゥー殿の料理はもはや芸術！」

「その芸術を解さぬとは……王祖様が至宝と呼んだ桃色の髪を持つルモォーク王族とは思えぬ言葉！」

　二人とも料理の事になると本気すぎる。

「ロイド侯爵様もホーエン伯爵様も、どうかその辺りで矛を収めて下さい」

「う、うむ。サトゥー殿がそう言うなら」

「やむをえませんな。サトゥー殿を困らせる訳にもいかん」

　メネア王女が困っているようなので、二人の重鎮をやんわりと止め、メネア王女が詫わびを入れる隙を作った。

「申し訳ございません。サトゥー様を踊りに誘いたくて心にも無い事を言ってしまいました」

　メネア王女が素直に謝ると、ロイド侯爵とホーエン伯爵の二人も料理談義に戻っていった。

「改めてお願いいたしますわ。サトゥー様、私と踊って下さいませ」

　オレの手を取ったメネア王女が、潤んだ瞳ひとみでお願いしてきた。

　なぜか、アリサだけでなくカリナ嬢からも睨にらまれている気がする。

　そこに新たな乱入者が現れた。

「サトゥー！　こんな所でも料理か？」

　遠目からオレを見つけた勇者がやってきた。

　彼の後ろにはドレスアップした彼の仲間達が揃そろっている。

　全員美人の上にプロポーションが良いので実に眼福だ。

「ゆ、勇者ハヤト・マサキ様？」

「姉上、ペンドラゴン卿は勇者様とお知り合いなのですか？」

　勇者研究家のムーノ男爵に薫陶を受けた姉弟きようだいも、勇者のファンらしい。

「──テンプラじゃないか！　俺様も貰もらっていいか？」

「こんばんはハヤト様。炊きたてのご飯もご用意できますが、いかが致しましょう？」

「マジか！　それはナイスな提案だぜ！　大盛りで頼む！」

　勇者の後ろにいる彼の仲間達も気さくに挨拶をしてくれた。

　オレも挨拶を返しながら、美女達を順番に褒める。社交辞令がいらないっていいね。

　アリサが口の動きだけで「仲良くなりすぎていないでしょうね？」と聞いてきたので、「当たり前だ」と返しておいた。

　せっかくなので、調理を行なう前にカリナ嬢達を勇者に紹介しておいた。

「お、おい。サガ帝国の勇者様がペンドラゴン卿に声を掛けたぞ？」

「しかも、ペンドラゴン卿の方も勇者様を名前で……」

「貴公らは知らなかったのか？　ペンドラゴン卿は勇者様の竜退治に同行したらしいぞ」

「そ、それは真か？　ならば、今のうちに縁えん戚せきを──」

　オレと勇者のやりとりを聞いた一部の貴族達から、聞き耳スキルがそんな噂話を拾ってきた。

　最後のセリフが少々問題だが、今更の事なので軽くスルーして勇者一行用のテンプラセットを用意する。

　完成したセットを運ぶのはアリサだ。

「お待たせしました、勇者様」

「あ、アリサ王女?!　どうしてアリサ王女が給仕のまねごとなんか」

　勇者の大きな声に周囲の貴族や使用人達の間でどよめきが巻き起こる。

「元王女ですわ。主のサトゥー様が働いているのに、その従者が遊んでいてはいけませんもの。それより、このメイド服は素敵だと思いませんか？」

　アリサが勇者の前でクルリと一回転する。

「もちろん、最高に似合っているぜ！」

　やに下がる勇者に腹を立てたメリーエスト皇女とリーングランデ嬢が、左右からこっそりと彼の腕をつねるのが見えた。可愛い嫉しつ妬との仕方だ。

「お二人もいかがですか？」

　勇者を助ける意味もあって、彼女達にも料理を勧めてみた。

「あら、これもあったのね」

「水みたいな見た目だけど、良い香りね」

　隠しメニューのコンソメスープだ。

　ミーアが量産を嫌がったので、一鍋なべ分の予約制となっている。

　なお、勇者一行の分はオレの裁量枠から捻ねん出しゆつした。

「……美お味いしい……まるで、神々の食卓に上る奇跡の皿ね」

　スープを口に含んだメリーエスト皇女が大げさな表現で喜んでくれる。

　それが社交辞令じゃ無いのは、彼女の輝くような笑顔から明らかだ。

「おい、今の言葉を聞いたか？」

「コンソメスープはやはり凄い……」

「奇跡の料理人はサガ帝国の皇女殿下でも魅了するのか」

　貴族達の噂話が聞こえてくる。

　変な尾お鰭ひれが旅先でつかない事を祈りたい。




「皆様！　ご注目ください！　新郎新婦のご入場です」

　しばらく勇者達やカリナ嬢達と歓談していると、そんな声が披露宴会場奥から聞こえてきた。

　会場の照明が暗くなり、光魔法による照明が新郎新婦を優しく照らす。

　二人が進む先にあるのは、覆いで隠されていた八段重ねの特大ウェディング・ケーキだ。

　ケーキだけだと自重を支えきれないので、上の三段以外は内側に固めのパンで作った台を入れて補強してあるのだ。

「今回は王祖様の逸話にある、幻のケーキ入刀の儀式を執り行なって頂きます。この儀式を行なった新郎新婦には健やかな世継ぎが生まれるそうです」

　司会らしき紳士が拡声の風魔法で会場に趣旨を語る。

　ケーキ入刀は異世界では古いにしえの儀式になるらしい。

　ウェディング・ケーキの覆いが外されると、貴族令嬢の一部から感嘆の声が上がった。

　あの辺りのメンバーにはお茶会の時にイチゴのショートケーキを振舞った覚えがある。

　人垣の向こうのケーキ入刀を見せるためにアリサを抱え上げてやる。

「素敵ね～、わたしも一度で良いからご主人様とケーキ入刀したいわ～」

「私はあんなドレスが着てみたいです」

「いいとも」

「本当に?!」

「本当ですか？」

「ああ、ケーキのカット係はアリサに、ルルには素敵なドレスを作ってあげよう」

　勢い込んで詰め寄る二人に、冗談を返す。

　もちろん、ルルにドレスを作ってあげるのは本当だ。

「お一人様はイヤー」

　噓泣きをしながらポカポカと叩たたいてくるアリサをなだめていると、その横顔を窓外から差し込んだ光が照らした。

「うわっ、もしかして花火？」

　アリサが窓外の夜空に次々とあがる花火を見上げる。

　シーメン子爵の巻物工房の面々の超過勤務の成果だ。

「綺麗……」

　色とりどりの花火を見上げてルルがうっとりと呟つぶやく。

　ルルの方が何倍も綺麗だが、そんな言葉で人生初の花火見物を邪魔するのは無粋というものだろう。

　ふと周囲を見回すと老若男女問わず、花火に見とれているようだ。

　年若い貴族の恋人達が、そこかしこで寄り添いながら花火を見つめる。今こ宵よいくらいは「リア充爆発しろ」という呪いの言葉は唱えないでおこう。

　そんな人達の中で、花火の光に照らされた勇者の姿が目に入った。

　彼の頰を流れる望郷の涙は見なかった事にしよう。




　花火が終わると恋人のいない貴族子弟達が、フリーの令嬢達をダンスに誘う姿が増えた。

　令嬢達もケーキ入刀や花火の興奮が残っているのか、誘われて満更でも無い様子だ。

　そんな活気溢あふれるダンススペースを尻しり目めに、ワゴンを押したメイド達が披露宴会場に現れる。

　切り分けられたウェディング・ケーキが来客達に振舞われるようだ。

「美味しい！」

「凄く美味しいけど、この果物は何かしら？」

「これはエムリン子爵の果樹園で栽培されている『ルル』という果実でございます」

　甘味に目が無い令嬢やご婦人達が、ケーキを食べて瞳を輝かす。

　予想通り、果実に興味を持つ人が続出したので、事前にレクチャーしておいたメイド達が宣伝してくれている。

　なお、宣伝のお礼に、メイドやスタッフ用のケーキを進呈しておいた。

「サトゥー様、どうぞ」

　メイドが手渡してくれたケーキの皿をアリサにリレーする。

　調理助手であるアリサとルルの分はないので、オレのを二人に提供した。

「ペンドラゴン卿きよう！　こんな所におられたのか」

「これはカーク様」

　ルルの果樹園を持つカーク・エムリン子爵と彼の娘のリナ嬢だ。

「ペンドラゴン卿のお陰で、『ルルの実』の取引が色々とまとまりそうだ」

「それは何よりですね」

　どうやら目め聡ざとい貴族達が、さっそくエムリン子爵に商談を持ちかけたようだ。

「……あ、あの、サトゥー様。よろしければ私と──」

　ケーキにご満悦だったリナ嬢が、お付きの女性に促されてオレの方に話しかけてきた。

「カリナお姉様、このままだとサトゥー様が取られますわよ」

「え？」

　そこにカリナ嬢の手を引いたメネア王女が割って入った。

「ごめんなさい、サトゥー様とは私達が先にダンスのお約束をしているの」

　いやいや、そんな約束はしていないぞ？

　それに順番なんて競わなくても、減るもんじゃないし、ダンスくらいいくらでも踊るのに……。

　メネア王女の暴走を止めようとしたところで、新たな知り合いが現れた。今日は千客万来だ。

「サトゥーさん」

「セーラ様、お久しぶりです」

　テニオン神殿の巫み女こセーラだ。第三王子の求婚から逃れるためにテニオン神殿の聖域に篭こもっていた彼女だが、当の第三王子が王都へ送還されていなくなってしまったので出てこられたのだろう。

　彼女の後ろにはパリオン神殿とガルレオン神殿の巫女二人がいる。

　この二人はセーラと同じく魔王復活の生いけ贄にえにされそうになったところを、勇者ナナシとして救った事がある。あれ以来会っていなかったが、二人とも元気そうで何よりだ。

「この方がサトゥー様なのですね」

「セーラお姉様のお気に入り」

　巫女二人がセーラの後ろで呟く。

　ＡＲ表示によると彼女達はセーラの親しん戚せきらしい。金髪や赤毛なので髪の色は違うが、セーラとよく似た容姿をしている。

　彼女達の後ろにいる偉そうな人達は、三神殿の司祭長や巫女長達だ。残念ながら、体調の悪いテニオン神殿の巫女長さんは来ていないようだ。

「サトゥーさん、踊りませんか？」

　オレを見つめていたセーラがそんな提案をしてきた。

　割り込まれた形になったメネア王女が、自分の事を棚に上げて抗議しようと口を開く。

　だが、抗議の言葉が出る前に、ストップが入った。

「セーラ！」

「……リーン姉様」

　過保護なリーングランデ嬢が、セーラを守ろうと飛び出してきたらしい。

「モテモテだな、サトゥー」

「そんな事はありませんよ」

　茶化すような勇者の言葉に肩をすくめて答える。

　確かにたくさんの女の子達から声を掛けて貰ったが、みんな十代の子達ばかりだ。

　残念ながら、オレの好みには五年から一〇年ほど歳が足りない。

　結局、メリーエスト皇女の仲裁で、全員と順番に踊る事になった。

　セーラ、カリナ嬢、メネア王女、リナ嬢あたりはいいとして、セーラ以外の巫女達やリーングランデ嬢、メリーエスト皇女とも踊るはめになったのはナゼだろう？

　まあ、美女達や美少女達と踊れたので役得だと思おう。







　工房見学と鋳造魔剣





〝サトゥーです。学生時代の社会見学は苦行でしたが、社会人になってから行った工場見学はよく覚えています。やはり、自分の興味のある事だと関心の深さがちがうんでしょうね。〟






「えへへ～、今日は一日中大丈夫なの？」

「ああ、もちろんさ」

　嬉うれしそうに腕を組むアリサに首肯してやる。

　貴族関連のお仕事や付き合いが一段落したので、今日は一日、仲間達と久々の観光や工房体験に勤いそしむ予定だ。

　一番最初は公都のガラス工房からお邪魔してみた。

「ご主人様、あれは飴あめでしょうか？」

　ルルが職人が持つ管を見て首を傾げる。

　彼女の視線の先では、職人達がガラスの器を作っているところだ。

　見学用の通路には魔法使いが冷却魔法を掛けてくれたので暑くないが、職人さん達の顔には玉の汗が浮いている。

「飴好き～？」

「飴は甘いから、ポチも大好きなのです」

　ルルの言葉に、タマとポチが勘違いしたようだ。

「違うわよ、あれはガラスの器を作るための道具よ」

　アリサが勘違いした三人に説明してやる。

　職人が息を吹き込むと、吹き竿ざおの先でガラス種がふわりと膨らむ。

　修学旅行でやった吹きガラス体験だと、あんな風には膨らまなかったはず、と思ってよく見ると吹き竿が一種の魔法道具マジツク・アイテムになっている事が判った。

「ふしぎ～？」

「ふーってしたら、丸くなったのです！」

「落ち着きなさい二人とも」

　リザの両脇に抱えられたタマとポチが興奮気味だ。

　二人を落ち着かせようとするリザ自身もそわそわしているのが、彼女の尻しつ尾ぽの動きから伝わってくる。

「風船？」

「マスター、ふわっと膨らんだと報告します」

　ガラスの器が膨らむのを見て、ナナがふらふらと見学用の通路から誘い出されそうになっていたので、ミーアと二人で左右から腕を摑つかんで止めた。

　ナナと一緒に一歩踏み出そうとしていたルルの顔が少し赤い。

「マスター、詳細な観察が必要と進言します」

「観察はここからね」

「我慢」

　興味津々のナナと対照的に、アリサは興味が無いのか欠伸あくびをしている。

　まあ、判る気はする。オークガラスの工房と聞いていたので、どんなファンタジーな工房かと期待していたら、ごく普通のガラス工房だったのだから。

「ご興味がおありなら、一通りの視察が終わったら体験されますか？」

「はい、よろしければ、ぜひ」

　工房を案内してくれている工房長がそんな提案をしてくれた。

　オーナーである貴族当主からの紹介だったので、ＶＩＰ扱いして貰もらえているのだろう。

　次に案内された場所が、ガラスの元になる素材の加工場所だ。作業員はみな口や鼻を覆うように布を巻いている。粉ふん塵じん対策に違いない。

「ここでは花か崗こう岩がんや珪けい岩がんというガラスの元になる石を砕いて粉にしています。ここにオーク石を砕いて作るこの青灰色の粉を混ぜて熱するとガラスの元になるガラス片ができるのです」

　オーク石？　まさかのファンタジー物質なのだろうか？

　少し気になったので、工房長に質問してみた。

「これは北の葡ぶ萄どう山脈の辺りで取れる鉱石で、粉末にして水に溶くと気泡を出す石なのです。この気泡は──」

　工房長の話を聞いていて判ったのだが、オーク石は天然ソーダみたいなもののようだ。

　名前は忘れたが元の世界でもそんな鉱石があった気がする。オレは色々と知識が増えるので嬉しいが、視察に来た貴族にそんな専門的な説明をしても迷惑がられるんじゃないだろうか？

　一番最後の部屋は入り口に警備兵が立つ物々しい場所だった。

「これが、この工房の板ガラス製造用の魔法道具です」

　その大部屋は体育館ほどの広さがあり、大型の魔法装置が何台も並んで稼働している。近代工場のような雰囲気だ。

　なんでも、ここにある魔法装置はシガ王国の前にあったオーク帝国の遺産らしい。

「なんかプレス機みたいね」

　アリサの言うのも判る。短辺一メートル半、長辺二メートルの台座の上に赤熱したガラスを流し込み、上からプレスのようなもので押して板ガラスを作っている。

　昔に見た動画だと、溶けた金属の上にガラスを流し込んで作っていたような記憶があるのだが、ここでは魔力の力場を皮膜代わりにして平らな板ガラスをつくっているようだ。

「理力の型マジツク・モールド」や「立方体キユーブ」の魔法を使えば意外に簡単にできそうな気がする。

　さらに、その板ガラスを使った鏡の作製過程を見せてもらった。硝酸銀とやらを使うらしい。完成した鏡は、元の世界で使っていた鏡に近いものだった。硝酸銀の作り方は錬金術の資料にあったので、オーク石とやらがあれば鏡を手作りできそうだ。

　マップ検索してみたところ、錬金術屋で扱っているのが判った。

　使い道があるか判らないが、公都滞在中に少し仕入れておこう。

　そして、見学後──。

「よ～し、誰が一番かっこいい器を作れるか勝負よ！」

「タマ、負けない～？」

「ポチだって負けないのです」

　アリサが余計な事を言い出し、タマとポチがそれに乗っかってしまった。

　すぅっと息を吸い込んだタマとポチが、勢いよく息を吹き竿に流し込む。ぷくりと膨らんだガラス種はタマとポチの肺活量に耐えきれず、パンッと大きな音を残して破裂した。

　仲間達が破裂音に驚いて短い悲鳴を上げる。

　ミーアやナナは悲鳴こそ上げなかったが、目をまん丸にして固まっていた。

　不幸中の幸いで、熱いガラス片が飛び散ったのは前方だけだったので、誰も怪我は無い。

　煽あおったアリサと失敗したタマとポチを連れて工房長に謝る。

「いえいえ、お怪我が無くてなによりです。それにしても、普通はどんなに勢いよく吹いても穴が開いて萎しぼむくらいで、あんな風に破裂したりしないんですが……」

　工房長が困惑しながらも謝罪を受け入れてくれた。

　その後はガラス職人の指導通りに作業を進め、全員無事にグラスを作る事ができた。

　オレも「ガラス細工」スキルがゲットできたので満足だ。

　帰りに、姿見サイズのガラス鏡の値段を聞いてみたのだが、予約が詰まっているので二年後と言われてしまった。

　手鏡程度のサイズならすぐ手に入るとの事だったので帰りに買っていこうと思う。

「すごい人気ですね」

「ええ、おかげさまで。実は半年ほど前に、透明なガラスを低価格で作れる技法が確立したのですが、それ以来注文が殺到して、魔法装置を休めるヒマもないのですよ」

　なるほど、最近技術革新があったわけか。長年の研究の成果が実ったか、天才的な技術者が現れたのかのどちらかだろう。

　もしかしたら、オレがセーリュー伯爵領で鼠人族の赤兜かぶとから貰った「陶芸レシピ」みたいなメモのお陰だったりしてね。




　　　　◆




「ふぅ、食った食った～」

　カニ鍋なべと焼きガニを堪たん能のうしたアリサがぽっこりと膨れたお腹を満足そうに叩たたく。

　こちらの世界にはカニ・フォークが無かった。無くても大丈夫なように殻がカットしてあったが、自分達でカニ鍋をするときまでに、カニ・フォークを自作しておこうと思う。

「まんぴく～？」

「もう食べられないのです」

　タマやポチもアリサと並んで幸せそうだ。

「もう、アリサったら、食べ過ぎよ？」

「だって、美お味いしいんだもん」

　ルルが窘たしなめるが、アリサに省みる様子は無い。

　サガ帝国の侍カジロ氏の訓練を受けているタマとポチはともかく、アリサは少々ぽっちゃりしてきた気がする。

　少しカロリー制限をした方が良いかもしれない。

「ねぇねぇ、今度はどんな工房に行くの？　イモムシだらけの翠かわせみ絹きぬ工房とか、臭においのキツイ醬しよう油ゆ工房みたいなのはやーよ？」

　アリサが嫌そうに告げる。確かに翠絹工房の温室でボリボリとミスリル屑くずを貪むさぼる子犬サイズのイモムシは凄すごかった。

　そのイモムシの吐き出した糸から、超高級布である翠絹が織られるのだ。

　この布は高い魔力伝達率と防刃性能、そして何より滑らかな手触りと美しい光沢を持つ。

　その工房で小型の糸巻き機や旧式の織機を譲って貰ったので、旅先でイモムシや蜘く蛛も系の魔物を退治した時にでも使ってみようと考えている。

　さて、それはともかく、臭いか……。

「昼からは画家のアトリエ見学に行こうと思っていたんだが、魔法道具工房や結界柱工房の方が良かったか？」

「絵～？」

「絵本を作る場所なのです？」

「興味」

　アリサ以外の子達はアトリエ見学に興味があるようだ。

　結局、アリサが折れる形で、アトリエ見学に向かう事になった。




「我が水彩魔術をとくとご覧じろ！」

　壮年の貴族が白いキャンバスの前で、筆ではなく短い杖つえを構える。

　彼はこのアトリエのオーナーだ。初めは普通に画家達が描く油絵を鑑賞していたのだが、オレの来訪を知ったオーナーがわざわざやってきて、彼の得意技という「魔法による描画」を実演してくれる事になった。

　先ほど彼が水彩魔術と称していたが、彼の持つスキルは「水魔法」と「絵画」なので、そういうスキルが存在するわけではなさそうだ。

　オレの横ではアトリエ内を案内してくれていた事務員が申し訳なさそうに小さくなっている。

「……　■　■■　絵の具自在パレツト・コントロール」

　オーナーが少し長めの詠唱を終えると、杖の周りに色の付いた水が浮かび上がった。

　彼の腕が翻るたびに、キャンバスにカラフルな絵が描かれていく。

　彼が色の名前を言うたびに杖の先の色が変わり、「瑞みず々みずしく」や「鳥の羽のように軽く」のような表現で描画タッチを変更できるらしい。

　自分からわざわざ見せに来ただけあって、画力はともかくパフォーマンスとしては一級品だ。

「きれ～？」

「凄いのです！」

　タマとポチもリザの腕に抱えられて興奮している。

　芸術に厳しいミーアは憮ぶ然ぜんとした顔だったが、他の子達は絵画に興味を持ったようだ。

「──ふぅ、お目汚しだったかな？」

「いいえ、実に素晴らしかったです」

　謙けん遜そんしつつも、満足そうな顔でキャンバスの前に立つオーナーに称賛を送る。

「旦だん那な様、そろそろ執務室にお戻り下さい」

「いや、私はペンドラゴン卿きようを歓待せねば──」

　どうやら、オーナーは仕事から抜け出してきていたようで、執事らしき人物に連れ去られていってしまった。

「士爵様、よろしければ絵画教室などもありますので、ご体験されてみてはいかがでしょう？」

　アトリエを案内してくれていた事務員がそんな提案をしてくれたので、皆で絵画教室に参加してみた。

　オレには絵画スキルがあるのでスイスイ描ける。

　題材を思いつかなかったので、前に公都の博物館で見た「手を振る幼女」の絵を真似てみた。

「士爵様は料理だけでなく絵もお上手なんですね。これは士爵様のご家族の絵ですか？」

「いいえ、前に博物館で見た絵を模写してみました。魔法道具の一種だと思うのですが、描かれた少女が手を振ってくれる面白い絵でしたよ」

「──絵が動く魔法道具ですか？」

　オレの話に事務員が困惑した表情を浮かべる。

　幻影の魔法道具やだまし絵のような物はあるが、オレが言ったような「動く絵」は知らないそうだ。

　絵画関係のアトリエで働く彼女が知らないとなると、オレが見たのは公開前の秘密の新作だったのかもしれない。

　ちょっと得した気分だ──。

「見て、なのです」

　一番最初に描き終えたポチが絵を見せに来た。上手いとは言えないが、温かい絵だ。

「へー、上手に描けているね」

「これがポチとご主人様なのです。それと、こっちが──」

　ポチが絵を指差しながら説明してくれる。

　子供が描くような平面的な絵だけど、ポチらしい感じに仕上がっている。中央にオレとポチが手を繫つないで立っていて、周りを囲むように他の仲間達が描かれている。

　全員、笑顔で描かれているのが良いね。

「タマも描けた～？」

「──上手いな」

　思わず言葉を詰まらせるほど写実的で上手い絵だ。

「タマうまっ」

「上手っ」

　横から覗のぞき込んできた、アリサとミーアが驚きの声を上げる。

「すごく美味しそうなのです」

　ポチがよだれを垂らしそうな顔で告げる。

　タマが描いた題材が「ハンバーグ」だったからだ。

　美味しそうな湯気といい、ハンバーグの上に掛けられたデミグラスソースのたれ具合、たれたソースがハンバーグを載せる鉄皿で弾ける様子が、実に躍動感あふれるタッチで描かれている。

　この絵を看板にしたら、ハンバーグがバカ売れしそうだ。

　他の子達の絵も順番に見せて貰もらう。

「へ～、ミーアは花園の絵か。上手だね」

　ミーアの絵は花園の中央にミーアとオレらしき少年が描かれていた。普通に上手い。

「ん、結婚式」

　ミーアが題名を教えてくれたが、それについてのコメントは控えた。

「マスター、評価を希望します」

「なかなか良いね」

　正直に言うと、ナナの絵は何が描いてあるのかよく判らなかった。

「ひよこ？」

「ミーアの問いを肯定します」

　そんなやりとりを聞いてようやく、キャンバス一杯の黄色の意味が判った。

　リザはタマとポチの絵、ルルはアリサの絵を描いていた。どちらも、拙つたないながらも題材への愛を感じさせる素敵な絵だった。

　人生初の絵だろうから、心の赴くままに描くのが一番だと思う。

　アリサがオレの裸身を描こうとしていた以外は大過なく絵を完成させ、オレ達は満足感を得て絵画教室を後にした。




　絵画教室の帰り道で商会に寄り、絵画道具を買い求めた。

　ついでに、セーリュー市への手紙を委託できる商人がいないか確認したところ、知り合いの貴族関係の御用商人が目的のクハノウ市から足を延ばして、運んでくれる事になった。

　オレが書いたのはセーリュー市の魔法兵ゼナさん宛あてだ。

　こっちの手紙は封印した文箱で送るので、公都で買った品を同封してある。

　今回はオレだけでなく、タマとポチの二人も手紙を書いたので一緒に送る事にした。

　二人の手紙は、彼女達の共通の友人であるセーリュー市の門前宿で働く幼いユニちゃん宛てだ。

　タマのは一行だけのシンプルな物だったが、ポチは分厚い原稿のような手紙を書いていた。

　二人の手紙だけだと受け取った相手が困るだろうと、アリサが門前宿の女将おかみさん宛に補足の手紙を書いてくれた。少し見せて貰ったが、取引先に出すような礼儀正しい手紙だ。

　手紙だけなのも寂しいので、門前宿宛てにも公都産の品を同封しておく。ユニちゃん宛ての分にはタマとポチが選んだ品が入っている。

　なお、シガ王国には往復郵便のようなモノは無いが、ユニちゃんが返信の手紙を出せるように、その分の費用を先払いしておいた。

　異世界の手紙代は子供が支払うには金額が大きいからね。

「それにしても奮発したわね～」

「そうか？　金貨三枚程だよ？」

　アリサの呆あきれたような言葉に、同封した贈り物を回想する。

　翠絹のリボンや手鏡は少し高めだったが、高級ハンドクリームや珊さん瑚ごの首飾り、鼈べつ甲こうの櫛くし、ガラス細工なんかは名前から受ける印象ほど高くない。

　お茶会一回の贈り物代より安い。

　そう言ったら、アリサに呆れられてしまった。




「皆で絵本を作りましょう！」

　絵画教室が面白かったからか、夕飯後にアリサがそんな事を言い出した。

「絵本？」

　ミーアがこてりと首を傾けてアリサに尋ねる。

「そうよ！　お話を決めて、一人一枚ずつ絵を描いていくの！　面白いわよ～」

「面白そうですね」

　意外な事にリザが乗り気だ。

　そういえば、リザも絵本を読み聞かせて貰うのが好きだったっけ。

「タマ、絵描く～？」

「ポチはお話を作ってみたいのです」

「アリサ、絵本作りのアルゴリズムを提示して欲しいと申請します」

　タマ、ポチ、ナナの三人も賛成らしい。

「それじゃ、ここじゃなくて、大きなテーブルのある食堂に行きましょうか？」

「「「賛成！」」」

　ルルの現実的な提案で、皆が食堂へと移動を始める。

　オレは絵本の表紙を描かせて貰い、皆と楽しい時間を過ごした。

　遊び疲れた仲間達を寝かせたあと、オレは趣味の工作をやるために「帰リ還タ転ー移ン」で公都地下にある迷宮遺跡へと向かった。




　　　　◆




「さて、まずはナイフサイズの魔剣からチャレンジしてみよう」

　オレは魔法欄から「理力の型マジツク・モールド」と「火炎炉フオージ」を使って、青銅短剣の鋳造を始める。

　もちろん、作業前に交流欄の名前は空欄に変更済みだ。

　大まかに素体が形になったところで、「液体操作リキツド・コントロール」の魔法を使って固まる前の青銅短剣に魔法回路サーキツトを組み込む隙間を作ってやる。

　ここの作業は「透視スルーアイ」の魔法で青銅短剣の内部を観察しながら行なう。

　今回作る回路は、前に木もく魔ま剣けんを作った時と同じモノだ。

　隙間ができたら、あらかじめ作っておいた魔液リキツドをストレージから取り出し、「液体操作リキツド・コントロール」と「理力の糸マジツク・ストリング」の魔法で魔法回路用の隙間に流し込んでいく。

　前に「理力の手マジツク・ハンド」の一二〇本同時操作という離れ業を訓練していたせいか、あまり苦労せずに作業できた。

　ある程度冷えるまで、「液体操作リキツド・コントロール」と「理力の糸マジツク・ストリング」の魔法で魔法回路が歪ゆがまないように維持する。

　ある意味、この工程が一番苦痛だった。
















　どうしても魔法回路の密度によって温度差が生じるので、先ほどの魔法だけだと形状を維持しきれないのだ。

　途中で一度諦あきらめかけたが、魔法回路に微少な魔力を循環し続ける事で防げる事が判った。

　後で知った事だが、この方法で作ると青銅剣本体の方も魔力が流れ易い状態に変質するようだ。

　そして三〇分ほどで粗熱が取れ、ナイフサイズの魔剣一号が完成する。

「魔力の通りは良いな」

　オレの持つ妖よう精せい剣と比べても遜そん色しよく無いくらい魔力の流れがスムーズだ。

　妖精剣とは比べものにならないが、タマやポチが装備しているミスリル合金製の小剣と同程度の性能なので、初めて作った物としては上出来だろう。

　今回は魔法のサポートもあって成功したが、ここまでが長かった。

　ドワーフの里で「火炎炉フオージ」や「理力の型マジツク・モールド」の魔法を手に入れて以来、何度かこっそりと魔剣鋳造にチャレンジしていたのだが、ことごとく失敗に終わっていた。

　剣本体を鋳造する時の熱で、肝心の魔法回路が溶けるか歪むかして使い物にならなくなってしまっていたのだ。

「これで次のステップに移れそうだ」

　オレは独り言を呟つぶやきながら、ストレージ内にある魔法道具資料の中から魔剣や聖剣の資料を表示する。

　複雑な機能を追加するのは大変そうなので、取りあえず魔力の通しやすさを追求した魔剣から順番に作ってみよう。槍やりや斧槍ハルバードなんかも良いかもね。

　そうして、幾度もの失敗を積み重ね、夜明け前には大量の魔剣が完成した。

　残念ながら、複雑な機能の大半は失敗してしまったので、完成品の殆ほとんどはシンプルな魔力循環重視タイプと、魔剣の表面に保護膜を形成する継戦能力重視タイプの二つだ。

　歩留まりが悪かったが、刻印魔法を応用した「帯電」機能搭載の魔剣が何本かできた。

　雷かみなり石いしの予備が無いので雷かみなり杖づえのように電撃を飛ばしたりするほどの電力は生み出せないが、剣を合わせた相手に電気ショックを与えたり、麻ま痺ひさせたりする程度の事は可能になる。

　同様の仕組みで、剣が接触した時に衝撃波を発生させる機能を実装した魔剣も作製してみたが、反作用を抑える方法が使い手の筋力しかなかったので、試作の一本だけでやめておいた。

　やはり、刻印による機能付加は魔法回路による機能付加よりも制約が大きいようだ。

　その分、組み込みが簡単なので、複雑な魔法回路が組み込めるようになるまでは、刻印魔法による機能追加を実用化させていこうと思う。

　また、魔剣だけでなく斧おのや長槍、斧槍なんかの種類も作ってみた。

　軸の魔力伝達効率の問題で普通の木だと使い手を選ぶので、木魔剣のように軸を縦に割って魔力伝達経路を挟み込むか、特殊な木を用いるかの二択だった。

　今回は巨人の里で手に入れていた山樹の枝が大量にあったので、その内の一本を加工して軸を作ってある。

　さて、肝心の武器としての威力だが──。

　一般に流通している高品質な剣よりも遥かに威力があり、ドワーフ達の作るミスリル合金製の剣を超える性能を発揮できるようだ。

　だが、ドハル老と一緒に鍛えた「妖精剣」と比べると魔力伝達性能以外で勝る点がなく、「竜の谷」の戦利品にある魔剣や聖剣とは比べものにならない程度の性能だった。

　手持ちのミスリル鉱石から抽出したインゴットで表面をメッキしたところ、格段に性能が向上したので、魔剣の素体が青銅製なのがボトルネックになっていると考えられる。

　オリハルコンのような伝説級の素材が手に入れば「竜の谷」の戦利品に匹敵する物が作れるかもしれない。

　比較的身近なミスリルでさえ、製品以外の流通は限られているので、旅先で鉱脈を捜してゲットしようと思う。

　本格的な魔剣作製はそれからでいいだろう。

　聖剣も作ってみたが、威力的に青液ブルーが勿もつ体たいないので三本しか作っていない。

　一本は魔力循環重視タイプのブロードソード、もう二本は同じコンセプトのままクラウソラスそっくりに作ってみた。

　なぜ、二本かと言うと、一本目を作った時に「偽造」スキルと「贋がん作さく」スキルが手に入ったので、それらのスキルを有効化アクテイベートしてから、もう一本を作り直したのだ。

　その甲か斐いあって、偽クラウソラスの外見は本物と見分けがつかないできになった。

　この偽クラウソラスは外見の質感を似せるために、本体に鋼鉄ベースの合金を使ったので、魔力を流してもすぐ散ってしまう。

　魔力が散る前に僅わずかに青く輝くので、ちゃんと聖剣に見え、なおかつ使用者を拒絶しているように見えるのだ。

　この偽物は影武者陛下へのプレゼントにする為に作った。

　オレに聖剣を預けたばかりに、王都の門閥貴族達に因縁を付けられたらかわいそうだからね。

　完成した偽クラウソラスと偽物である旨を書いた手紙を、公爵城の影武者陛下の枕元に置きに行く。この偽物をどうつかうかは本物の国王陛下に任せよう。

　オレは眠い目を擦こすりながらも、ようやく魔剣や聖剣を作る事ができた満足感に浸りながら「帰リ還タ転ー移ン」で屋敷に戻った。




　　　　◆




　朝食後、オレは仲間達とカリナ嬢達を連れて、貴族街にあるテニオン神殿を訪れていた。

「ペンドラゴン卿きよう、神殿にどのような用件だ？」

　なぜか、カリナ嬢の弟であるオリオン君も一緒だった。彼はシスコンなのかもしれない。

「私の従者達は神殿で洗礼を受けた事がないので、寄付のついでに神官様に洗礼の儀式をして頂こうと思いまして」

「──洗礼、だと？」

　オレの答えが意外だったのか、オリオン君が驚きの表情を浮かべた。

「何か問題でも？」

「い、いや……何も問題はない。何も……」

　凄すごく問題のありそうな表情だが、ここで洗礼を受けるのは公都のテニオン神殿が保有する「蘇そ生せいの秘宝」の使用条件を満たすためなので、たとえ問題があっても取りやめるつもりはない。

　入り口で出迎えてくれた若い神官に用件を伝えると、神殿を入ってすぐの所にある応接間に通された。貴族用の場所なのか、ソファーもふかふかだし、周りの調度品も豪華だ。

「サトゥーさん、ようこそおいで下さいました」

「お久しぶりです、セーラ様」

　神殿の奥から巫み女この略装を着たセーラが現れた。

　彼女の後ろからは中年の女司祭がついてきている。ＡＲ表示によると彼女が寄付の担当司祭らしい。

　オレ達は挨あい拶さつを交わし、本日訪問した用件を伝え寄付金を司祭に手渡す。

　セーラには事前に手紙で知らせてあったので、特に問題なく儀式を受ける流れになった。

「サトゥーさん、こちらです」

　セーラの案内で神殿の奥へと向かう。

　回廊の明かり取りの窓から、神秘的な薄青い光が差し込んでいる。

「なんだか、不思議な雰囲気ね」

「ん、清浄」

　アリサとミーアの二人は神殿の雰囲気が合わないのか、落ち着かない様子だ。

　一方で、リザに抱えられたタマとポチは、静かな回廊の雰囲気に影響されて今にも寝落ちしそうだ。

「あら？　あなたが『サトゥーさん』ね？」

　柔らかな口調で気さくにオレに語りかけてきたのは、テニオン神殿の巫女長さんだ。

　前にナナシとして会ったときよりも、格段に顔色が良くなっている。

　テニオン神の洗礼はこの聖域で行なうらしい。

「お初にお目に掛かります。ムーノ男爵の家臣、サトゥー・ペンドラゴン名誉士爵と申します」

　勇者ナナシとしては面識があるが、サトゥーとしては初対面なので正式な名乗りを行なう。

　なぜか、巫女長さんがオレを見つめたまま微動だにしない。

「……ナナシさん？」

　巫女長さんがポツリと呟く。

　──え？　バレた？

　オレは内心の動揺を「無表情ポーカーフエイス」スキルの力を借りて乗り越える。

「あの、巫女長様？」

「──あら？　ごめんなさい、少しぼうっとしていたみたい」

　セーラに声を掛けられて、巫女長が慌てて取り繕う。

　どうやら、無意識に出た言葉だったらしい。「神託」スキル持ちの高レベル巫女さんはなかなか侮れないようだ。

「ナナシというと、公都を救ってくださった勇者ナナシ様の事ですか？」

「ええ、そうよ。とても強くて、とても謙虚で、素敵な方だわ」

　オレの問いかけに巫女長さんが頰を染め、乙女のような表情で答える。

「巫女長様は勇者ナナシ様に恋をされているようですわね」

「あら？　女は何歳でも乙女心を秘めているものよ？」

　くすくすと微笑みながら言うセーラに、巫女長さんが余裕の表情で返す。

「──セーラは誰に恋しているのかしら？」

「わ、私は恋なんて──」

　巫女長にからかわれたセーラがオレに助けを求める視線を送る。

　助けるのは吝やぶさかではないが、そんなタイミングでオレを見たら、セーラがオレに恋していると周りが勘違いすると思う。

「うふふ、あまりからかってはダメね」

　微笑む巫女長さんがセーラから、オレに視線を移す。

「そうだわ、サトゥーさん。あなたの差し入れてくださったとても美お味いしいスープのお陰で最近は調子が良いの。だから、感謝の気持ちとして、今日の儀式は私がさせていただくわ」

　巫女長さんが儀式をしてくれる事も嬉うれしいが、消えてしまいそうに儚はかなかった彼女が少しは元気になってくれたようで、そっちの方がもっと嬉しい。

　公都にいる間にミーアを説き伏せて、もう一回くらいコンソメスープの差し入れをしよう。

　そんな会話の後に、他の仲間達の紹介を行ない、続けて洗礼の儀式となった。

「申し訳ないが、私は次期領主なので神殿の洗礼は受けられない」

　オリオン君がそう告げて、儀式の場から少し離れた場所に移動する。

　そういえば前にアリサが「都市核シテイ・コアと契約する国王や領主は洗礼を受けられない」と言っていたっけ。
















　でも、領主から都市や街を預かる太守や守護は洗礼の有無は関係ないとの事だったし、オレやカリナ嬢が受ける分には問題ないだろう。

　もしかしたら、神殿の入り口でオリオン君が驚いていたのはオレが洗礼を受けに来たからなのかもしれない。

「皆さん、跪ひざまずいて心を穏やかにしてください」

　巫女長さんが皆を見回して、優しい声で話しかける。

「では参ります。■■　■■■　■■　洗礼イニシエイシヨン」

　巫女長さんの魔法が発動すると、聖堂の上方から青い光の粒が緩やかに降り注ぐ。

　ＡＲ表示される皆の隠し称号に「洗礼：テニオン教」というのが追加された。

　なぜか、オレとアリサには称号が増えなかった。オレはともかくレベルの低いアリサが、高レベルの巫女長さんの儀式をレジストできるとも思えない。

　オレとアリサの共通点といったら、ユニークスキルくらいだ。

　他のユニークスキル持ちとして、マーカー一覧の勇者の情報を確認してみたら、隠し称号に「洗礼：パリオン教」というのが無い事が判った。代わりに「祝福：パリオン神」というのがある。

　因果関係はよく判らないが、オレとアリサは「蘇生の秘宝」の恩恵を受ける条件を満たせなかったようなので、今後はアリサの生存を最優先事項にしよう。

　──もちろん、誰一人死なせる気はないけどね。




「巫女長様、本日の儀式と関係ない話で恐縮なのですが──」

　せっかくサトゥーとして巫女長に会えたので、アリサやルルの「強制」を解く方法がないか尋ねてみた。

「ずいぶんと危険な目にあっているのね……『強制』はとっても危険なギフトよ。本来はウリオン神が罪人を裁くためにお与えになったものだと伝わっているわ」

　巫女長が忘れかけた記憶の糸を手繰るように語ってくれた。

　解く方法は三つ、「強制」のギフトを持つ者による解除か上書き、ウリオン神殿に伝わる秘宝アーテイフアクトを用いる、高位の聖職者による祈願魔法を使った命令の消去のいずれかとの事だった。

「強制」の使い手として名が知られているのは、西方諸国を暗躍する闇賢者のみ。

　アリサとルルに「強制」をかけた宮廷魔術師はクボォーク王国が侵略されたときに殺されてしまったらしい。

　ウリオン神殿の秘宝はどこの国のウリオン神殿にあるか判らないとの事だった。

　この大陸では祈願魔法が使える聖職者は秘されており、公にされているのはパリオン神国のザーザリス法皇のみ。巫女長さんも昔は使えたそうだが、願いを叶かなえる為にはテニオン神をその身に降ろす必要があり、高齢で身体が弱った今では奇跡の発動まで身体が耐えられないそうだ。

「ごめんなさい、私がもう少し若かったら良かったのだけれど……」

　もしかしたら、迷宮で若返りの薬を大量に集めたら、巫女長さんに祈願魔法を使って貰もらえるのではないだろうか？

　そんな事を考えていたら、セーラが椅子からスクッと立ち上がる。

「大丈夫です、サトゥーさん！　私が修行をして、きっと祈願魔法が使えるくらいになってみせます！」

「ありがとうございます、セーラ様」

　オレの手を取ったセーラが、キリッとした顔で宣言してくれる。

　うん、友達がいのある良い子だ。

「あらあら、恋する乙女は無敵ね」

「み、巫女長様！」

　巫女長さんにからかわれたセーラが、恥ずかしさに頰を染めながら抗議する。

「うふふ、私が初めて祈願魔法を使えたのも、先代の勇者様への恋慕だったもの。テニオン神なら応援してくださるわよ」

　どこまで本当か判らないが、巫女長の激励にセーラが真っ赤な顔で頷うなずいていた。

　聖域を去るとき、巫女長の独り言を「聞き耳」スキルが拾ってきた。

「魔王、そして大怪魚……王祖様やサガ帝国の初代皇帝の時代のような『大乱の世』が始まるわ。ナナシさん、あなたなら公都を破滅から救ってくれたように、世界を救ってくれるのかしら……」

　巫女長さん、そういう危ないフラグを立てるのは止めて下さい。




　　　　◆




　翌日、仲間達と一緒に公都の下町にある養護院へとお邪魔していた。

　慰問に来たセーラのお手伝いだ。

「よーし、ちみっ子集まれ！　影鬼やるわよ」

「アリサちゃん、かげおにってな～に？」

「あたし、しゃあない」

「ぼくも」

「タマも～？」

「ポチも初めて聞くのです」

「今から説明するから静かに！　影鬼って言うのはね──」

　アリサ、タマ、ポチの三人は中庭で元気一杯の子供達と遊び、リザがそれを見守っている。

　ナナとルルは赤ん坊の世話を行ない、ミーアは眠りを誘う曲でそれをサポートしていた。

「ししゃくさま、つみき？」

「そうだよ、こうして重ねると」

「わ～、いえだ！　いえになった」

「しゅごい、ぼくもやる」

　オレはセーラと一緒に、赤ん坊と幼児の中間くらいの子供達の相手をしていた。

　実は慰問というのは建前で、病気になった乳幼児や近所の住民の無料治癒が主目的らしい。

　神殿で神聖魔法による治療を受けるのは費用が高く、下町の住人には支払いが困難なので、神殿の神官や巫女が定期的に通っているそうだ。

　子供達の世話をしながら、セーラとそんな雑談をしていたら、にわかに室外が騒がしくなった。

　──急患だろうか？

「よう、サトゥー。お前も養護院の慰問か？」

「ええ、そうです」

　養護院の職員に囲まれながら、現れたのは勇者ハヤトと随員のリーングランデ嬢だ。彼らも慰問に訪れたらしい。

　若い女性職員は勇者にハートマークが飛びそうな熱い視線を注いでいる。

「サトゥー、あなたまたセーラと！」

「リーン姉様！」

「──お二人とも、子供達が怖がってますよ？」

　姉妹喧げん嘩かが始まりそうだったので、二人に場所を思い出させて冷静になって貰った。

　不安になったせいか、幼児達がやたらとオレにくっついてくる。

「サトゥー、『ＹＥＳ！　ロリータ、ＮＯ！　タッチ』の精神は──」

　勇者が怖いくらい真剣な顔で馬鹿な事を言い出したが、幸い彼が口にしたのは日本語だったので、周りの人達には伝わらずに済んだらしい。

「「「勇者様、私達もご一緒に」」」

　そこに勇者の慰問を聞きつけた貴族や商家の令嬢や夫人達が次々に姿を現した。

　従者達も一緒のようで、それなりに広い養護院が人で一杯になる。

　結局、慰問どころか養護院の迷惑になると判断した勇者が、令嬢達を連れて出て行った。

　なかなか勇者業も大変のようだ。







　異世界の日本人達





〝サトゥーです。学生の従い姉と妹こに並行世界パラレルワールドという単語が通じなくてショックを受けた事があります。本棚の名作ＳＦの背表紙を眺めてノスタルジーに浸ってしまいました。〟






　洗礼の翌々日、屋敷にメネア王女が訪れた。

「サトゥー様のお誘いを待ちきれなくて来てしまいました」

　にっこりと微笑むメネア王女から、微妙に不機嫌の波動を感じる。

　そういえば、黒竜退治の帰りに公都見物に付き合うと約束していたっけ。

　昼間の工房見学と夜の魔剣鋳造が楽しくて、メネア王女の事をすっかり忘れていたよ。

「ねぇ、殿下ー、私達いつまで黙ってたらいいのよ」

　メネア王女の横に行儀の悪い姿勢で座っていた茶髪の娘が、堪えきれなくなったように声を発した。

　横にいる黒髪の子が「ユイちゃん」と声を掛けて自重を促しているが、茶髪娘は取り合う気はないようだ。

　今日のメネア王女は護衛騎士に加え、前述の二人を同行している。

「サトゥー様、不作法で申し訳ありません。この子達は私が保護している者達で──二人ともサトゥー様に自己紹介なさい」

　メネア王女が茶髪娘の無礼を詫わびた後、二人に自己紹介するように指示した。

「はーい！　あたしはユイ・アカサキでーす。アイドルやってましたー。お兄さん、あたしの顔に見覚えないかな？」

　ユイと名乗った少女は肩までの茶髪に黒目で、背丈は一五〇センチ前後のやせ形だ。

　ＡＲ表示による追加情報によると、一三歳、レベルは二、スキルは「演技」のみ。

　アイドルを自称しているが、元の世界のテレビやグラビアで見たことはない。容よう貌ぼうは確かに可愛いが、クラスに一人はいるレベルだ。

　ユイの口の動きと発音が合っていないのに気がついて、「読唇術」スキルを使ってみたら、彼女が日本語を話している事が判った。

　聞こえてくる言葉はシガ国語なので、翻訳機能を持った魔法道具マジツク・アイテムを装備しているのだろう。

「ユイ、サトゥー様に失礼ですよ。ちゃんとした言葉を使いなさい」

「はーい」

　メネア王女に叱られても、ユイは悪びれる様子が無い。

　続いて次の子が自己紹介を行なった。

「アオイ・ハルカです」

「こんな見た目だけどアオイっちは男の子だからね？」

　内気そうなアオイ少年は男としては少し長めの黒髪に、やや大きめの黒い目をしている。

　ユイがわざわざ補足したように、少女にしか見えない外見をしている。

　ＡＲ表示による追加情報によると、年齢は一〇歳、レベル一でスキルは「算術」のみだ。

　さて、この二人だが、名前から判るように日本人だ。

　彼女達はメネア王女の国で召喚されたのだろう。

　勇者達が「神の祝福がない召喚」と言っていたように、この二人はユニークスキルを持っていない。それどころか、アリサが転生者や転移者なら必ず持っていると言っていた「自己確認セルフ・ステータス」スキルさえも持っていなかった。

「それで、あなたはどの日本から来たの？」

　椅子からスタッと立ち上がったユイがオレを指差して問いかける。

「この子のいた大おお倭やまと豊とよ秋あき津つ島しま帝国？　それともあたしがいた南日本連邦？　まさか北日本人民共和国の人間じゃないでしょうね？」

　──はい？

　大倭豊秋津島帝国や南日本連邦だって？

　予想外のユイの言葉に、オレの心の中に疑問が渦巻く。

　思わず動揺を顔に出しかけたが「無表情ポーカーフエイス」スキルの助けを借りて押さえ込む。

　──落ち着け、サトゥー。無駄に高い精神ＭＮＤ値の効果を見せてみろ。

　時間にして数秒にも満たないうちに、波立つ心が穏やかに凪ないでいく。

　冷静になってみると、先ほどのユイの言葉から推測できる事がある。

　──戦記物のフィクションでよくあるＩＦの世界。

　彼女達の召喚元の国はパラレルワールドの日本なのだろう。

　アリサや勇者が普通に日本と言っていたから、全員同じ世界から召喚されたと思い込んでいた。

「ねぇー、どれよー」

「どれでもありませんよ。私の祖先は日本国の出身と記録に残っています」

　ユイの再度の問いかけに答え、続けてリーングランデ嬢にも語った偽装肩書きカバーストーリーを話す。

「なーんだ、佐藤さんが八人目かとおもったのに現地人だったのかー」

　ユイがつまらなそうに脱力して椅子に座った。

　どうやら、不審に思われずに済んだようだ。

　今日も「無表情」スキルは良い仕事をしてくれている。

「残念だったね、殿下。八人目が見付かったかもしれないって、凄すごく嬉うれしそうだったのに」

　ユイの言葉に、メネア王女が困った顔で沈黙する。

「八人目というと、殿下の国で召喚された日本の方ですか？」

「え、ええ。行方不明なのです」

「魔族に攫さらわれちゃったんだー」

「ユ、ユイ！」

　迂う闊かつな発言をしたユイをメネア王女が慌てて止める。

「どういう事でしょう？」

「じ、実は──」

　言いにくそうにしていたメネア王女だったが、秘密にするほどではないと思ったのか、静かな口調で話し始めた。

「最後の召喚儀式が行なわれた日に、王城を黒い上級魔族が襲ったのです。上級魔族は召喚儀式に使う祭壇ごと城を半壊させ、召喚されたばかりの八人目を攫っていったそうです」

　その時に儀式を行なっていた人達は城の下敷きになって誰も助からなかったらしい。

　目撃情報によると、八人目は黒いショートヘアの少年だったらしい。顔は見えなかったそうなので、少女かもしれないそうだ。

　どこかで聞いたような話だと記憶を手繰ってみたところ、アリサの顔が浮かんだ。

　そういえばアリサのいた国でも、上級魔族が王城を襲ったって言っていたっけ。

　それにしても、黒い上級魔族か……セーリュー市に現れたワガハイ君とは関係ないのかな？

「その事件はいつ頃の事でしょう？」

「二ヶ月以上前です。北の空に沢山の流星が降った日を覚えていますか？　あの前日です」

　──攫われた八人目って、オレじゃないよね？　ね？

　そう問い質ただしたいのはやまやまだが、尋ねたところで答えは返ってこないだろう。

　オレが八人目と符合する点は確かにあるが、竜神を倒した使い捨ての「流星雨」が上級魔族が与えた物であるなら、わざわざオレを介する意味が判らない。

　それに勇者達の話だと、ルモォーク王国で召喚された他の者はオレと違ってユニークスキルを持っていないはず。

　オレが八人目の可能性はあるが、完全にそうだと決めつけるのは止めておこう。

　あくまで候補の一つとして、交流欄の重要事項メモに記入しておいた。

「でも、佐藤さんが八人目じゃないなんて残念だなー」

「どうしてでしょう？」

「だってさ、日本から来た普通の人が大国の貴族になっているなんて、アツイじゃん？　あたしらだって成り上がれるかもって、目標になるしさ」

　ユイはなかなか上昇志向があるようだ。

「ユイちゃんなら、玉たまの輿こしの方が早くない？」

「うーん、こっちの貴族ってバタくさい顔なんだよね。あたしは佐藤さんみたいに醬しよう油ゆ顔の方が好きなんだー。そうだ！　佐藤さんが上級貴族になったら、あたしが奥さんになってあげようか？」

　アオイが一言話を振るとユイが怒ど濤とうの勢いで喋しやべる。

　せっかくの申し出だが、中学生になったばかりの子供を奥さんにする気はない。

「──ユイ。貴族に嫁ぎたいなら、最低限、礼儀作法を覚えねば相手にもされませんよ」

　メネア王女が冷たい声でユイを窘たしなめる。

「あ、そっか。佐藤さんは殿下が狙っているんだっけ？」

「ユ、ユイッ！　──サトゥー様、ユイが失礼な発言をして申し訳ごさいません」

　できればオレを狙っているって発言を否定して欲しかった。

「でも、殿下って、戦死した婚約者の代わりに、シガ王国の上級貴族を落とさないといけないんでしょ？」

「ユイちゃん、もう少しオブラートに包もうよ」

「えー、鼬イタチ帝国に滅ぼされた小国の王子様の事なんて忘れて新しい恋に生きなきゃ！　殿下もろくに会ったことがない相手だって言ってたじゃん」

　アオイ少年がユイに突っ込みを入れるが、彼女の発言は止まらない。

　だが──。

「ユイ、その辺にしておきなさい」

「は、はい」

　深く静かなメネア王女の声に、ヤバイと思ったのか背筋を正して口を閉ざした。

　それにしても、上級貴族か──最下級貴族のオレは論外のはず。

　この前の披露宴で太守夫人がどうとか言っていたが、オレがカリナ嬢と結婚して太守になる未来は九九％ないので気にしなくて良いだろう。




　色恋に逸れた会話を、召喚された日本人の話に戻す。

　八人目以外の召喚者について聞かせて貰もらった。

　一人目と二人目は召喚直後に奇矯な叫び声を上げて王族に詰め寄ったため、警備の騎士に処刑されたらしい。

　彼らは日本語で現状把握をしようと話しかけていただけなのかもしれないのに哀れだ。

　三人目は十代後半の男性で、翻訳指輪を受け取ったその日に城を抜け出して、森の中で魔物に喰くわれて死んだらしい。

　兵士が追いついた時には魔物に喰い荒らされて、指輪の付いた左手しか残っていなかったそうだ。

　少年漫画なら死体が残っていないのは生存フラグなのだが、メネア王女の話では出血量からして絶望的との事だった。

　四人目は三十代の男性で、戦闘訓練の最中に視察に来た貴族に斬りかかって処刑されたそうだ。

　平和な日本で暮らしていた人間が、チートも無しに毎日血ち反へ吐どを吐きそうな軍事訓練をさせられたら自暴自棄になってもおかしくない。

　彼らが自分に重なって背筋が寒くなる。

　もし、ユニークスキルも無しに荒野に放置されていたら、オレも彼らと大差ない末路を歩んだだろう。

　五人目は二十代後半の女性で、翻訳指輪を渡して事情を説明したその日の晩に自殺してしまったらしい。

「どうして自殺なんて？」

「送還の方法が無いと先王が話してしまったのです」

「無いのですか？　召喚の術式を送還に変えればできそうなモノですが？」

「ニッポン人召喚の核をなしていたユリコ様の力は不安定で、鼬人族の儀式装置の補助をもってしても、ただの一度も同じ世界にはつながった事がないのです」

　同じ世界かどうかは、転生者ユリコの使うユニークスキル「世界を繫ぐ力ワールド・コネクシヨン」で判別していたそうだ。

「そして六人目がアオイで、七人目がユイだったのです」

　彼女はそこで言葉を切った。

　つまり、目の前にいるユイとアオイの二人以外の日本人は、全て死ぬか消息不明になっているという事らしい。

　ルモォーク王国の名前を聞いた勇者達が怒るはずだ。

　オレもルモォーク王国に良い感情を抱けないが、直接日本人召喚に関わっていなかったメネア王女に当たるのも筋違いだろう。

　それよりも、ほぼ同郷の年長者として聞いておかないといけない事がある。

　二人に行く当てが無かったら、アリサ達と同様に引き取ってもいい。

「それで、今後ルモォーク王国はこの子達をどうなさるおつもりなのですか？」

「王国の方では何も──私がシガ王国の王立学院に留学する事になったので、二人を従者として連れて行くつもりです」

　そういえばメネア王女が保護しているって言っていたっけ。

　そこにコンコンとノックの音が鳴り響く。

「士爵様、勇者様がおいでです」

「ほんとー？　ラッキー、勇者に聞きたい事があったんだー」

　入室した老執事の言葉に、ユイが立ち上がって喜ぶ。

「入って貰ってください」

「承知致しました」

　ユイがメネア王女に怒られる声を聞きながら、老執事に許可を出す。

「よう！　サトゥー！　いきなり来て悪かったな──」

「うっわー！　ちょーイケメンじゃん！」

　いきなり勇者に抱きついていくユイを、リーングランデ嬢がインターセプトする。

　今日の勇者の従者はリーングランデ嬢とメリーエスト皇女、神官ロレイヤの三人だ。

「何？　この礼儀知らずの子。ハヤトやサトゥーみたいな顔立ちだけど……」

「ええ、彼女達はハヤト様とは違う日本から来た日本人との事です」

「そうか、ルモォーク王国の犠牲者達か……」

　辛そうな声を漏らした勇者が、ユイの頭を撫なでる。

「もう、子供扱いしないでよ！　これでも芸能界でいっぱしのアイドルしてたんだから！」

「そうか、すまんな──」

「いいよー。それよりさ、勇者さんに聞きたい事があるの。あたし達が日本へ帰る事は可能？」

　ユイが努めて明るく軽く尋ねたが、その問いには言葉よりも先に、沈ちん鬱うつな勇者の表情が答えていた。

「──メリー、リーン、ロレイヤ。俺様の知らない方法を知っているか？」

「いいえ、サガ帝国には伝わっていないわ」

「私が知る限り、シガ王国にも無いと思う。王城の禁書庫を調べる手もあるけど、あそこは国王か『禁書庫の主ぬし』であるシスティーナ第六王女くらいしか入れないのよ」

「サガ帝国のパリオン神殿にも伝わっていません。大陸西方のパリオン神国になら、何か情報があるかもしれませんが、あまり期待しない方が宜しいかと思います」

　……マジか。

　自分で調べる前から帰還がほぼ絶望的だと教えられるとは思わなかった。

「そっかー、無理かー」

「もう、帰れないんだね……お祖父ちゃんにも、お祖母ちゃんにも、クラスのみんなとも会えないんだ……」

　サバサバとした顔でユイが呟つぶやき、泣き出したアオイ少年をメネア王女が抱き寄せる。

　しばらく、アオイ少年を見つめていたユイが、パンッと自分の頰を両手で叩たたく。

「よっし！　悲しむの終わり！　これからはこっちで世界一のアイドルか、どっかの国の王妃様にでもなってやるわ！」

　空元気を振り絞ったユイが天に向かって拳こぶしを振り上げる。

　アリサといい、女の子は前向きだね。

「ほら、アオイ。あんたも頭が良いんだから、こっちで世界一の発明家にでもなりなさいよ！」

「放っておいてよ、ユイちゃん。世界一なんてなれるわけないよ」

「試す前から諦あきらめてどうすんのよ。子供なんだから、全力で突っ走って前のめりに失敗したら良いのよ」

「……失敗してどうすんのさ」

「バカね。走り出すのが重要なのよ！　あたし達はそういう生き物なんだからさ」

「もー、そんなのはユイちゃんだけだよ」

　ユイに励まされて、アオイ少年に少しだけだが笑みが戻った。

　子供達が前向きになっているのに、大人のオレがショックを引きずるわけにはいかないね。

　こっちの生活にも慣れたし、オレのチート過ぎる能力や資産があれば元の世界よりも快適に暮らせるだろう。

　ただ、元の世界に残してきた家族や友人、同僚には手紙の一つも送りたい。

　上級の空間魔法には「隣接する異界アジエイセント・プレーン」へゲートを開く魔法があるから、その魔法をベースに「無数にある世界全てにメールを同時送信ブロードキヤストする魔法」を開発できるかもしれない。

　人間が移動するのは無理でも、数百バイト程度の信号なら送れそうな気がする。コストも安いだろうしね。

　あとは一応、リーングランデ嬢が言っていた禁書庫や神官ロレイヤが言っていたパリオン神国の調査くらいは、いずれしようと思う。

「悪いな、いい話をしてやれなくて」

「勇者さんのせいじゃないよ」

「そう言ってくれると助かる。メネア王女、悪いがサトゥーを借りるぜ？」

「は、はい。私の用件は急ぎではありませんので、これで失礼いたします」

　勇者に促されて、メネア王女が退出し、勇者に頼まれてアリサを応接間に呼んだ。

　なぜか、アリサの入室と入れ替わりで、勇者以外のメンバーが室外へ出て行く。

　机の上にはメリーエスト皇女が設置していった変な形の魔法装置が鎮座している。「サガ帝国甲型防ぼう諜ちよう一三式」という名前の盗み聞き防止装置らしい。

「これで誰にも盗み聞きできないはずだ」

　試しに「遠見クレアボヤンス」や「遠耳クレアヒアリス」を発動してみたが、映像や音声がノイズまみれになっていてよく判らなかった。なかなか高性能な装置のようだ。

「アリサ王女、俺様の所に来る気はないか？」

　おっと、何事かと思ったら、アリサの勧誘か？

「ごめんなさい、勇者様。わたしはサトゥー様と一緒にいたいのです」

「──本心か？」

「はい」

　勇者の問いにアリサが間髪を容れずに答えた。

「そうか……振られちまったな」

　勇者がおどけたように首を振る。

「それにしても、アリサ王女も人が悪いぜ」

「何のことでしょう？」

　勇者のよく判らない言葉に、アリサが首を傾げる。

「サトゥーに教えて貰ったよ」

　アリサが何を言った！　と言わんばかりの視線を送ってくるが、心当たりはない。

「日本人なのは予想がついていたが、サトゥーがユニークスキルを持つ転移者だったなんてな」

「げ、喋っちゃ──」

「──アリサ」

　アリサは途中で言葉を吞のみ込んだが、少々遅かった。

　むしろ、アリサの名を呼んだオレの方が致命的だったかもしれない。

「本当に、そうだったのか……竜退治の夜に手合わせした時に違和感を覚えたのは間違いじゃなかったんだな」

　あの時から疑われていたのか……。

「『模倣ラーニング』系のユニークスキルなんだろ？」

　──違う。それは普通のスキルだ。

「俺様の能力も規格外だから判るが、どんなに天才でもあんな速度で腕が上がるはずがないんだ」

「勇者様、本題に入っていただけますか？」

　オレの事をナナシだとは思っていないようだが、サガ帝国の諜ちよう報ほう員でもさせるつもりかな？

　でも、何か違和感がある。こういった交渉やひっかけなら、直情型の勇者ではなくメリーエスト皇女あたりがやりそうなんだが……。

「すまん、サトゥー。そんなに警戒しないでくれ。俺様はお前に俺様の技を伝授したいんだ」

「どういう事、でしょう？」

　今一つ、勇者の目的が判らない。

「サトゥー、お前も知っていると思うが、この世界は難易度調整を失敗したクソゲーだ。俺様みたいに召喚された時から五〇レベルもあるならともかく、一般人が城じよう塞さい都市の外で生きるのはありえないくらい難しい」

　それには全面的に同意する。

　オレもレベル三一〇というアドバンテージが無ければ、竜の谷からセーリュー市に辿たどり着つく前にワイバーンに喰われて死んでいただろう。

「だから、アリサ王女を守って貰うためにも、俺様の学んだ戦闘技術や必殺技をお前に伝えたいんだ」
















　……もしかして、一〇〇％善意で言ってくれていたのか？

　これが他の誰かなら全て演技の可能性もあるが、これまでのハヤトの為人ひととなりや行動パターンから考えて、それは無いと断言できる。

「ハヤト様はお人好よしですね」

　オレもよく言われるが、異世界に来てから他人に言うのは初めてだ。

「自覚しているよ。それで受けてくれるか？」

「ええ、ご厚意に甘えさせて頂きます」

　ハヤトと違ってオレには戦闘系のスキルが少ないからね。

「どこか人目に付かない場所はあるか？」

「ええ、ございます」

　オレはハヤトの質問を肯定し、公都地下にある迷宮遺跡を提案した。

　ハヤトの仲間達には「アリサを賭けた勝負を行なう」と告げて、ハヤト側の随員なしで遺跡へと向かう事になった。

　公爵の諜報員がハヤトを見張っていたので、地下道の入り口までは銀船で送って貰もらう。

　地下道の臭においは錬成で作った消臭剤で対処した。

　移動中に妖あやしい人影を見つけたので、諜報員かと思って調べたのだが、それはオークの女性だった。

　何か後ろ暗いことでもあるのか、その女性はオレと目が合うと凄すごい勢いで走り去ってしまった。

　前にマップ検索で見つけた下町の錬金術店の従業員だろう。

　ハヤトとの戦いを目撃されても困るので、マーカーだけは付けておくとしよう。




「まずは基本からだ。魔力を足の裏に集中して、踏み込みと同時に解放するっ！」

　説明と同時にハヤトが、スキルを実践する。

　爆発的な加速で数十メートルの距離をハヤトが駆ける。

　オレの模倣できるのは戦闘パターンのみでスキルは覚えられない事、それとハヤトやアリサのようにスキルリストからスキルを選べないと伝えたところ、こんな風なスキル取得のレクチャーが始まってしまったのだ。

「これが瞬動だ。魔法や遠距離攻撃の多い魔物や魔族相手には必ひつ須すのスキルだ」

「縮地のようなものですか？」

「サトゥー、あれはハズレスキルだ。確かに縮地は移動時間がゼロだ。だが、移動距離が短すぎる」

　──はて？　一〇〇メートル以上移動できたら十分だと思うんだが？

　オレはハヤトの説明に内心で首を傾げた。

「スキルレベル五もあれば数メートルまで伸びるが、必要なスキルポイントがシャレにならないんだ。それだけあれば瞬動がスキルレベル九まで上げられる。そっちの方が実戦で役に立つのさ」

　なるほど、どんなスキルもスキルポイント一〇で最大スキルレベルまで上げられるのは、もの凄いズルチートだとよく判る話だ。

「そんな訳だから瞬動を覚えた方がいい。取りあえず、俺様の説明通りにやってみろ。足に集中する魔Ｍ力Ｐ量は能力値の器用ＤＥＸ値や俊敏ＡＧＩ値の平均くらいにすると成功しやすいぜ」

　ハヤトがアドバイスをくれるが、残念ながら能力値は表示が九九で止まっていて正確な値が判らない。

　魔力量も個人差がある事だし、縮地で消耗する魔力量と同じくらいで試してみる事にした。

　魔力を足の裏に集めて、踏み出す──。





＞「飛脚」スキルを得た。

＞「瞬動」スキルを得た。

＞「身体強化」スキルを得た。

＞称号「韋い駄だ天てん」を得た。






　複数のスキルをゲットできたので、一五メートルほどダッシュしたところで速度を落とした。

　全力のダッシュをしなかったせいか、あまり速度が変わった印象がない。

「やるなサトゥー。今の感じをこれから毎日練習してみろ。次にレベルアップした時に『瞬動』スキルが手に入るはずだ」

　ハヤトに礼を告げ、彼の教えてくれた訓練方法を交流欄のメモ帳に書き込む。

　オレ自身には不要だが、物理アタッカーである獣娘達には有用な訓練方法だろう。

「身体強化は全身の太い血管に魔力を循環させる感じでやるんだ」

　ハヤトが説明しながら実演してくれる。魔法視があるお陰か、ぼんやりとハヤトの身体を循環する魔力の流れが感じられる。





＞「魔力視」スキルを得た。






「今のは魔力を筋肉や骨格の強化に使ったやつだ。下位スキルに『剛力』や『持久強化』なんかもあるが、身体強化の方が便利だ。魔力を皮膚に集めた『金剛殻』や『鉄皮』なんかのスキルもあるが、動きが鈍るから、軽戦士のサトゥー向きじゃないな。ま、取りあえず、魔力循環からだ」

　オレはハヤトに言われるままに試してみる。身体強化スキルは取得しているものの他のスキルにも興味があったからだ。

　流す魔力は最小限に絞って、流し方を変えながら色々な強化を試してみる。





＞「剛力」スキルを得た。

＞「持久強化」スキルを得た。

＞「瞬発強化」スキルを得た。

＞「鉄皮」スキルを得た。

＞「金剛殻」スキルを得た。

＞「魔力鎧よろい」スキルを得た。






　まだまだ強化系スキルが手に入りそうだったが、その辺は今度でいいだろう。

「ウィーがサトゥーは魔力操作が上手いって言っていただけあるぜ。難しい魔力循環を一発で成功させるなんてな。さっきの瞬動と身体強化は相性がいいから、併せて訓練するといい」

「はい、ありがとうございます」

　身体強化は前衛だけでなく、後衛にも便利そうなスキルだから皆の日課に入れるのもいいね。

「剣を抜け。まずは魔力を通せ」

「はい」

　妖よう精せい剣が傷ついたら嫌なので、自作の鋳造魔剣を使う事にした。

「魔剣か？　ずいぶん、魔力の通りが早いな……。まあいい、次は魔力を刃の延長線上に伸ばす感じで、鋭く研ぎ澄ませてみろ。繰り返している内に『魔刃』スキルが使えるようになる」

　これはありがたい。ポチやタマに教える時は今の説明を使うとしよう。

「さて、そろそろ本番に行こう。俺様との実戦で戦い方を覚えろ。寸止めを心がけるが、気を抜くと死ぬぞ？」

　ハヤトが真剣な表情で聖剣アロンダイトを抜く。

「いくぞ──」

「──はい」

　オレが頷うなずいた瞬間、ハヤトの姿がぶれ、次の瞬間には目の前に出現していた。

　振り下ろされた聖剣を魔力を流した鋳造魔剣で受け流す。

　青と赤の火花が遺跡の壁を照らし、甲高い金属音が反響する。

　続けて右に左にと聖剣が舞う。

　聖剣に意識を向け過ぎると、今度は聖盾を使った攻撃が飛んできた。

　この前の模擬戦で学んだのか、ハヤトの斬撃は常時表示しているレーダーやログウィンドウの陰から襲ってくる。

　オレはそれを捌さばきながら、思考操作で表示をオフにした。

　──視界が広い。

　視線の動き。

　体の重心の位置。

　筋肉の動きを反映した僅わずかなシルエットの変化。

　そして呼吸──。

　ハヤトの聖剣が動き出すよりも早く、その軌跡の未来位置が予測できる。

　流れるような構えから放たれた閃せん光こうのような六連突きを、オレは鋳造魔剣で軽々と捌いた。

「驚いたぜ！　本当にレベル三〇の動きか？」

　ハヤト以上に、オレは自分の動きにびっくりしていた。

　いつもより体が軽い。何かのスイッチが入ったかのように、驚くほど鮮明に情報が入ってくるような気がする。

　ハヤトの聖剣による連撃も、軌道やタイミングが予想通りだった。

　黄肌魔族戦や模擬戦を通してハヤトの癖は知っていたが、それ以前にまるで未来が読めるように動きが予測できた。

　その感覚を確認するために、オレはハヤトと剣を交える。

　横斬りを最小限のスウェーバックで回避。

　異常な速さで返ってきたハヤトの聖剣を、剣を持つ手と逆側の手甲で跳ね上げる。

　僅かな隙を見せたオレのわき腹をハヤトの蹴けりが襲う。

　予測し、捌き、時にはわざと攻撃を受け止めて相手のバランスを崩す。

　格闘ゲームで強いプレーヤーと戦った時のような気分だ。もう一度、ドワーフの里のドハル老と戦ってみたい。今度はもう少し手玉に取られずに戦えるはずだ。

　──もっと、もっとだ。

　剣を振る前の僅かな切っ先の揺らぎ、剣の柄つかを握る微妙な力加減、情報は何処にでも存在する。

　空気の流れや地面から伝わる振動まで感じ取れるようだ。

　殺気をフェイントに使う斬撃や気配をおとりにした変わり身だって、全て見抜いて模倣してやる。

　オレはハヤトとの戦いを体の隅々で味わい、己の糧にしていった。

　そして──。

　楽しい時というのはあっという間に終わる。





＞「先読み：対人戦」スキルを得た。

＞「空間掌握」スキルを得た。

＞「閃光六連撃」スキルを得た。

＞「虚撃」スキルを得た。

＞「虚身」スキルを得た。

＞「サガ帝国神皇流剣術」スキルを得た。

＞称号「剣の舞手」を得た。






　　　　◆




「──まさか、俺様がクリーンヒットを貰うなんて思わなかったぜ」

　遺跡の壁にめり込んだ身体を引き剝はがし、ハヤトがサバサバした声で言う。

「ご主人様ぁあああああああああああ」

　大広間の片隅から、空間魔法による結界を解いたアリサが転がりそうな勢いで駆けてきた。

「あああ、怪我！　怪我は無い？　服がボロボロじゃない！　もう！　あんなに大人げない本気攻撃してご主人様が大怪我したらどう責任取ってくれるのよ！　結婚前から寡婦なんてイヤよ！」

　アリサがハヤトに文句を言いながら、ペタペタとオレの身体を検分する。

　慌てる様子が可愛いので好きにさせたが、安心すると同時にセクハラを始めたので止めさせる。

「すまない、アリサ王女。サトゥーがあんまり俺様の技を吸収するから面白くて──」

　ハヤトが頭の後ろをかきながらアリサに謝る。

　確かに、ハヤトが黒竜のブレスを吹き散らした「閃光螺旋突きシヤイニング・ストラツシユ」を使った時は驚いた。

　聖剣への魔力供給や攻撃系のユニークスキルを使っていなかったから、威力は遥かに低かったが、それでもオレ以外なら大怪我をしていただろう。

「サトゥー、言いたくなかったら黙秘でも構わんが、お前はやっぱりルモォーク王国に召喚された八人目とやらなのか？」

「わかりません」

　ハヤトの質問にオレは事実を答えた。

「──どういう事だ？」

「私はどうやって、この世界に招かれたのか判らないのです──」

　こちらに来た顚てん末まつを、流星雨やユニークスキル情報をカットして伝える。

　もちろん、勇者ナナシがオレである事も内緒にした。

　裏表なさそうなハヤトはともかく、彼のバックにいるサガ帝国にはその情報で面倒ごとを持ち込んでくる貴族がいるかもしれないからね。

「仮眠から目覚めたら荒野に、か。しかも、目覚めと同時に蜥蜴とかげ人に追われるなんて、なかなかハードな人生だな……」

　オレに同情したハヤトが、慰めるようにポンポンとオレの肩を叩たたく。

「ところで、サトゥー。お前は勇者ナナシを知っているか？」

「はい、存じております。先日、カリナ様を救っていただきました」

　この質問が来るのは予想していたから、オレは無表情スキルの助けを借りることなく返事ができた。

「あいつはシガ王国が召喚した勇者なんだろう？　勇者ヤマト──いや、王祖ヤマトが勇者召喚の術式を後世に残していても不思議じゃない」

　それは確かにありそう。

　リーングランデ嬢が言っていた禁書庫あたりに、そんな情報が秘匿されているかもね。

「だが、勇者ナナシはあの黄色野郎を手玉に取るほどの規格外なヤツだ。もしかして、あいつは本物の王祖ヤマトじゃないのか？」

　ハヤトがマジメな顔で見当違いな推理を告げる。

「私も正体はちょっと」

　知らないとは言わない。

「リーンが言っていた王祖ヤマトの伝説にある夢む晶しよう霊れい廟びようの話が史実だったなら、魔術的なコールドスリープで眠っていた王祖ヤマトが現代に蘇よみがえった可能性だって──」

　なんだかハヤトの話がトンデモ方向に逸れ始めた。

　彼はオレと同様に、こういった推理が苦手なのだろう。

　なんだか、親近感が湧いてくる。

「紫色の髪なら、わたしと同じ転生者なのではないでしょうか？」

「なるほど、それもあり得るか……」

　アリサがハヤトの妄言に別の視点を与える。

　話が逸れたのを幸いに、彼への礼にとある物を提供する事にした。

「それよりも、ハヤト様。これを──」

「青銅の弾丸？」

　オレがハヤトに差し出したのは、ネジ穴付きの聖弾一〇発だ。残念ながら矢軸はない。

　聖矢の方を渡さなかったのは、鏃やじりの素材に「流星雨」で落ちてきた隕いん石せきを使っているからだ。

「魔力を流してみて下さい」

「ああ──これは?!　まさか、聖なる武器か！」

「はい、トリスメギストスと名乗る仮面の錬金術師から譲って頂いた品です。軸を用意すれば矢として使えるそうです」

　ハヤトが掌てのひらの聖弾をじっと見つめる。

　恐らく「鑑定アナライズ」スキルで確認しているのだろう。

「──なるほど、そういう事か。サトゥー、その錬金術師と会う方法はあるのか？」

　オレはハヤトの質問に首を横に振る。架空の人物に会う方法など無い。

　たぶん、彼は製作者名が空欄になっている事から、ナナシを連想したのだろう。

「それにしても、使い捨ての聖なる武器とは……」

　オレに聖弾を返そうとするハヤトの手を押し戻す。

「それはハヤト様がお使いください。私が持つよりも宜しいかと存じます」

「いいのか？」

　念を押してくるハヤトに首肯する。

　材料が大量に手に入ったので、一〇発くらいハヤトに提供しても問題ない。

　オレの希望としては、次の「魔王の季節」まで魔王に出てきて欲しくないけど、巫女長さんの不穏な発言もあったし、それ以外でも、黄肌魔族みたいな強いヤツと遭遇した時に役に立つかもしれないしね。

「ありがたく貰もらっておくぜ」

　ハヤトが大切そうに「無限収納インベントリ」に聖弾をしまう。

　地上に戻り、ハヤトが「神授のお守りタリスマン」を取り出して仲間に連絡を取ると、亜空間に待機していた銀船──次元潜行船ジュールベルヌが通常空間に浮上してきた。

「俺様達は他の魔王復活の預言があった場所に向かう」

「もう、出発されるのですか？」

「ああ、そうだ。シガ王国の迷宮都市セリビーラとヨウォーク王国を確認した後、パリオン神国に向かう予定だ」

　ゲームと違って、現実の勇者はなかなか大変そうだ。

「アリサ王女、また会う日まで無事で」

「ハヤト様のご武運をお祈りしています」

　アリサがハヤトの手を取って微笑むと、ハヤトの顔が真っ赤に変わる。

　なるほど、彼は真性の幼ロ女リ趣コ味ンだったようだ。

　照れ隠しに銀船のタラップを上がるハヤトが、オレを振り返って叫ぶ。

「笑うな、サトゥー！　いいか、くれぐれもアリサ王女の可か憐れんさに我を忘れたりするな！　『ＹＥＳ！　ロリータ、ＮＯ！　タッチ』の精神を厳守だ！」

　オレは彼の必死な言葉に笑顔で了承し、アリサに尻しりを抓つねられた。

　銀船の入り口から手を振って別れの挨あい拶さつをしてくれるハヤトの仲間達に、大きく手を振り返す。

　ふわりと浮上した銀船が西に進路を取り、夕闇の彼方かなたへと飛び去った。

「いっちゃったね」

「ああ、そうだな」

　ハヤトを見送るアリサが呟つぶやく。

　次に会えるのがいつになるかは判らないが、その時に彼がオレの力を必要としていたら、可能な限り助力しようと思う。

　スキル習得の恩もあるし、なによりハヤトは友人だしね。







　闇オークション





〝サトゥーです。宿題で戦争体験を曾そう祖そ父ふに尋ねたところ、カエルの唐揚げやザリガニの水炊きなどの子供の好奇心を誘う創作話が聞けました。お話は楽しかったのですが、宿題は再提出でした。〟






「オークションのエスコートですか？」

「ええ、『神渡り橋』の向こうにある黒街で開かれるそうなのです」

　ハヤトが旅立った翌日、再びメネア王女の訪問を受けていた。

　随員はユイとアオイ、それからいつもの護衛騎士の三人だ。

　メネア王女の言う「神渡り橋」とは公都近くにある大河本流をまたぐ大きな橋の事らしい。ＡＲ表示では「大橋」としか表示されていなかったのだが、なかなか雅な通称があるようだ。

「士爵様──」

「どうかしましたか？　セバフさん」

　心配顔の老執事セバフがオレに声を掛けてきたので、話を聞いてみる。

　礼儀正しい彼が来客との会話に割り込むくらいなのだから、きっと必要な話なのだろう。

「黒街ムラァスは些いささか治安の悪い場所でございます。殿下の仰るオークションも公式のものではなく、非合法な商品も取り扱われる闇オークションと呼ばれるものなのでございます」

　老執事の説明にメネア王女が口元に手を当てて驚きの表情を隠す。

「士爵様の武勇なら悪漢など問題にならないかと存じますが、黒街ムラァスには口の端に上らすのも憚はばかるような店が建ち並んでおります故、もしお出かけになるのであれば認識阻害の魔法道具マジツク・アイテムをお持ちになる事をお奨めいたします」

「ありがとう、セバフさん」

　老執事は必要な事を告げると、それを誇るでもなく一礼して元の場所に戻った。

　さすが上級貴族に代々仕えているだけあって優秀だ。

「いかが致しますか、殿下？」

　オークションにどんな用があるのか知らないが、治安の悪い場所に出向くほどなのだろうか？

「佐藤さんに買い取ってくれそうな人を紹介して貰えばいいんじゃない？」

「ユイ！」

　オレの問いに迷うメネア王女に、ユイが軽い調子で提案した。

　初めはユイの発言に怒っていたメネア王女だが、背に腹は代えられないと思ったのかオークションに行きたい理由を話してくれた。

「手元不如意というわけではないのですが、大国であるシガ王国に留学ともなれば、些か心こころ許もとないのも事実なのです──」

　要は金策がしたいようだ。

　彼女が売る予定なのは、先日の黒竜退治で得たしなびた霊草、故郷から持ち込んだ大きめの闇やみ石いしの塊と香木、茶器や美術品、それと二枚のメモ帳だった。

「これは日本語ですか？」

「はい、三人目に召喚された方が私に下さった物です」

　間違いない。オレが持っている「陶器メモ」と一緒だ。

「こちらをご覧下さい」

　オレはポケット経由でストレージから取り出したメモを見せる。

「同じ字じゃん？」

「うん、筆跡鑑定なんてできないけど、同じ人の字だと思う」

　ユイとアオイが二つのメモを見比べて批評する。

「サトゥー様、このメモをどこで？」

「鼠人族の友人に頂きました。メモを書いた方にはお会いしていませんが──」

　オレはそこで言葉を詰まらせた。

　メモを握りしめたメネア王女がポロポロと涙を流して泣き出したからだ。

「良かった……」

　そう呟くメネア王女を左右からアオイとユイが慰める。

　演技かと思ったが、本気で三人目の生存を喜んでいるようだ。

　その間にメネア王女の持ち込んだメモを流し読む。「貝の養殖と養殖真珠」についてが一枚、もう一枚は「合金の名前と配合割合だけが羅列された表」だった。

　相場スキルで見た価値は金貨一枚程度だが、どちらも為政者に見せたら高く売れそうな気がする。

　オレが代わりに買い取っても良かったのだが、闇オークションへの興味もあって同行する事になった。




「認識阻害の魔法道具は等級別に値段が違います。うちで扱っているのは一級から六級までの品で、等級が高いほど阻害率が高まります。四級以上は公都の貴族にしか売れないのでご注意ください」

　オレはメネア王女と護衛騎士を連れて、貴族街の魔法道具屋に認識阻害の魔法道具を買いにきていた。ユイとアオイは屋敷に置いてきてある。今頃アリサ達が歓待しているはずだ。

　この等級は防げる人物鑑定のスキルレベルと同じらしい。

　一級の道具なら、人物鑑定スキルのレベルが一の人物による鑑定を防げるそうだ。

　オリジナルのヤマト石の鑑定が一〇級に相当し、市門にあるようなレプリカのヤマト石の鑑定が七級に相当すると後日知った。

　ロイド侯爵の書庫で読んだ魔法道具のレシピ集に「認識阻害の魔法道具」の作り方が何種類か載っていたのだが、必要な素材を集めるのが面倒だし、店売り品の性能も知りたかったのだ。

　ストレージの魔王戦の戦利品の中には魔王信奉者「自由の翼」の連中の遺品らしき、四級から九級の認識阻害の魔法道具がたくさんあるのだが、同様の理由で今回は使う予定はない。

「三級程度でも、人物鑑定スキルを持たない人に誰か把握されにくくなりますから──」

　ナナの持つ「人成りの護符アミユレツト・オブ・ヒユーマン」とは少しタイプが違うらしい。

「──黒街に遊びにいくくらいなら十分ですよ」

「よく判りましたね」

「はははっ、武術大会見物に来た他国や他領の貴族が黒街に行くのはこの時期の風物詩みたいなものですから」

　なるほど、それで妙に品揃えが良かったのか。

　オレと護衛騎士は顔の上半分を隠す仮面タイプを、メネア王女はベール型のを選んだ。

「三級は一つ金貨三枚だから、三つで金貨七枚で良いですよ」

「魔法道具にしては、ずいぶん安いですね」

「三級以下のは数年で効果が下がりますし、数刻おきに自分で魔力供給をしないといけませんから」

　そんな雑談を交わしながら三人分の料金を取り出す。

「お待ち下さい、サトゥー様。私達はやはり一級の方を買う事にいたします。一級はもう少しお安いのですよね？」

「ええ、一つ金貨一枚ですね」

　それでもメネア王女は高いと感じているようだ。

　王宮育ちの割りに、経済観念が高いらしい。

　最終的にオレが三級を三つ買って、二人に貸与する事で話がまとまった。

　認識阻害の魔法道具なら、使い道は色々とありそうだしね。




　一いつ旦たん屋敷に戻ったオレ達は、老執事が用意してくれた地味な小型馬車で黒街へと出発した。

「思ったよりも高さがありますね」

「ええ、船のマストほどの高さでしょうか？」

　大河に掛かった長大な橋の中程で、窓の外を眺めたメネア王女が身を震わせ、オレに身体を寄せてきた。

　風が気持ちいいが、高所恐怖症な人には辛いかもしれない。

　有料道路なので、便利な割りに通行人は少ないようだ。

　窓の外の景色に飽き始めた頃、ようやく橋を渡りきり、公都の対岸にある黒街ムラァスへと入った。

　この街の住人は獣人が多く、魔物の部位を使った鎧よろいや武器を装備した者をよく見かける。

　彼らは魔ま狩人かりゆうどという強そうな名前の職業に就いているようだ。

　マップ検索した限りでは、数人単位で東に広がる森や山に分布している。たぶん、魔物を専門に狙う狩人なのだろう。

「ごみごみしていますね」

「殿下、窓からお顔を出さないで下さい」

　御者の横に腰掛けた護衛騎士がメネア王女を窘たしなめる。

　やがて馬車は倉庫の建ち並ぶ一角で止まった。どうやら、目の前の倉庫がオークション会場らしい。

　人族の中年男性が連れだって中に入っていく。

　──おや？

　男達の姿に違和感があった。

　彼らの姿が透けて、その下に白い毛の虎人族の顔が見える。

　ＡＲ表示によると、何らかの幻影が被せてあるようだ。

　入り口でチェックしているスタッフが何も言わないところを見ると、幻影に気がついていないか認識阻害の魔法道具で誤魔化しているのだろう。

　男達の姿を目で追っていると、入り口のスタッフがオレ達に気がついた。

「これはこれは、お大尽様──」

　オレの貴族服を見た派手な衣装の小太りスタッフが寄ってくる。

「──貴賓席をご用意できますがいかが致しましょう？」

「頼む。ここに来るのは初めてなので、オークションの出品や入札の説明が欲しい」

「畏かしこまりました。君、こちらの方を貴賓席へご案内して。説明も頼むよ」

「はーい、承知しました」

　小太りスタッフに命じられた露出度の高いコンパニオン風の女性が、オレ達を地下にあるオークション会場へと案内してくれた。

　大学の講堂を思わせるすり鉢状の会場は地下とは思えないほど広く、一段高くなった舞台もバスケの試合ができそうなスペースがある。

　舞台正面からやや右寄りの場所にある衝つい立たてで区切られた席へと案内された。四人くらい座れそうなソファーと小さなテーブルが置いてある。

　衝立は他の席から見えないように配慮されているのだろう。

「では、説明させて頂きます。オークションに入札するときはこちらの札を、あそこの舞台にいる司会に見えるように出して下さい。白の札が銀貨を、銅鏡の札が金貨を示し、最後に司会が言った価格にどれだけ上乗せするかを伝える物です」

　彼女はそう告げて、白の札四枚と銅鏡の札五枚を手渡してくれた。

　全ての札に三という数字が書いてある。この数字がこの席の番号なのだろう。

　説明してくれるのは良いのだが──近い。オレに胸の谷間を見せつけるようなアングルだ。

　もしかしたら、これはチップの催促なのだろうか？

　胸の谷間に折ったお札を差し込むプレイには興味があるが、メネア王女が見ている前なので自重した。

「出品はどうすれば良いかしら？」

　それを白い目で見ていたメネア王女が冷たい声で尋ねる。

「銀貨一枚の出品料を払えば誰でも出品可能です。落札価格の七分の一が手数料と公爵閣下への税として徴収されます。なお、銀貨一枚未満の貨幣については恵まれない人達への寄付として処理させて頂いています」

　一四％とはなかなか大きい。しかも、端数は切り捨てらしい。

「未鑑定品でも問題ありませんが、鑑定書がある品の方が高額で取引されます。銀貨二枚で五級以上の鑑定士による鑑定書もお付けできますが、いかが致しましょう？」

「鑑定書は国で発行して貰もらってあるので結構です。こちらの品々を出したいのですけれど？」

「承知いたしました」

　貴賓席の端にあったベルを鳴らすと、近くで待機していたスタッフが現れて、預かり証と引き替えに出品物を運んでいった。

　オークション開始まで一時間近く待たされたが、舞台の上で美女達の踊りや獣人達のアクロバティックなショーが繰り広げられたので飽きずに過ごせた。

　むしろ、このショーだけを売り物にした方が儲もうかる気がする。

「お待たせいたしました、紳士淑女の皆様。ただ今より、オークションを開催します！」

　七割ほどの座席が埋まった頃に、司会が現れてオークションが始まった。

　出品される物は、魔法薬や妖あやしげな古文書、美術品、武具や布など実に様々だ。

　物品だけでなく希少な小鳥や家畜などの生き物、ワイバーン、蛇竜ナーガ、蛇女ラミアといった亜竜の卵なんかも舞台の上で値を付けられていた。

　なお、古文書は「海底都市ネネリエの秘密」という面白タイトルだったので、金貨七枚でオレが落札した。

　全く読めない文字で書かれていたが、トルマにでも古文書に精通している学者を紹介して貰えば良いだろう。

　他にも死霊魔法の魔法書や魔法薬を水増しして作る悪徳錬金術師の手引き書なんかを手に入れた。

　出品されていた一角獣ユニコーンの角や下級竜の鱗うろこにも興味があったが、入札者が殺気立っていた上に相場の何倍もの値段になっていたので、途中で落札を諦あきらめた。若返りの薬なんて金貨三〇〇枚を超えていたからね。

　資金的には足りたが、そこまで欲しい物でもなかったのだ。

　本物の竜の鱗は下級竜の一枚だけで、鑑定書のない偽物が非常に多かった。鱗亀スケイル・タートルや鱗鮫スケイル・シャーク、蛇竜ナーガなどの鱗を偽っていた。

　この偽物ラッシュは普段よりも多く、聞き耳スキルが拾ってきた会話から、メネア王女が言っていた黒竜の噂が東方諸国から流れてきた影響らしい。

「──お次は勇者様の国、神秘のニパン語で書かれた二枚の紙片です。とある王族の宝物殿に眠っていた品の登場です！　金貨一枚から参りましょう！」

　ようやくメネア王女の持ち込んだ品々の入札が始まるようだ。

「一五番、白二本──金貨一枚銀貨二枚」

　残念ながら札の上がりが少ない。

「四三番、白一本──金貨一枚銀貨三枚」

　さらに白札が二回上がったところで、オレも入札してみた。

「三番、鏡一本──金貨三枚！　他はいないか～？　三番落札です！」

　オークションを盛り上げるつもりだったのだが、値を上げすぎて終わらせてしまったようだ。

「サトゥー様、私の為に？」

「いえいえ、元から興味があったのですよ」

　オレがメネア王女とそんな話をしていると、先ほどの露出の高い女性コンパニオンが貴賓席に落札品の引き替え札を持ってきてくれた。

　現金との引き替えは、二刻毎にある休憩時間に行なうそうだ。

　メネア王女の出品した残りの内、闇石の塊はオレが金貨四三枚で落札した。相場価格が金貨六〇枚だったのでお買い得だろう。

　他の品々は香木と茶器が高値で取引されたものの、しなびた霊草の束や美術品は二束三文で買いたたかれていた。

　最終的に金貨一〇二枚になったが、ここから手数料が引かれるので、メネア王女の手に渡るのは金貨八七枚と銀貨が二枚ほどだろう。

　休憩時間まで間があるので、ホクホク顔のメネア王女の横でオークションを眺める。

「続きまして迷宮都市セリビーラの職人が作った魔剣『蟻翅はねの銀剣』です。なんと金貨一〇枚からです！」

　舞台の上に登場したのは銀剣とは名ばかりの灰色の剣だ。

　司会は魔剣と言っていたが、魔法回路サーキツトを組み込んだオレの鋳造魔剣とは違い、魔物の部位を錬成加工した品らしい。刀身が虫の翅のような形をしているのはそのせいだろう。

　ストレージの中の本を検索してみたら、同名の剣の作り方が「揺り篭クレイドル」事件で手に入れたトラザユーヤ氏の著書の中に存在した。作るには大掛かりな設備が必要になるようだ。

　興味はあったが、魔狩人達が必死で入札していたので邪魔するのはやめておいた。

　他にも魔物素材を使った蟷螂かまきりの大剣や鋼エイの斧おのが出品されて、同じように魔狩人達が先を競って落札していた。

　迷宮都市セリビーラで作られた魔物素材の武器は魔狩人達に大人気らしい。

　傭よう兵へい達も入札していたが、不思議と貴族や騎士は興味がなさそうだった。彼らはドワーフ達の作るミスリル合金製の剣の方が良いのだろう。

　なお、魔物素材の武器は平均で金貨四〇枚程度とミスリル合金製の武器の三分一程の値段だった。




「さて、休憩時間前の最後の出品はこちら！」

　司会の合図で舞台袖そでから出てきたのは白い子虎──否。白い体毛の虎人族の子供だ。

「出品者によると、鼬イタチ人族の帝国に滅ぼされた白虎王国の元王女様との事です！」

　司会の説明に会場内がヒートアップする。

「白虎姫、何か一言！」

「●●●？　らぅうにゃ●●」

　会場の熱気に怯おびえる白虎姫には同情を禁じ得ない。





＞「白虎人族語」スキルを得た。






　取りあえず、ヒアリングのできるスキルレベル三まで上げて有効化アクテイベートしておく。

　──ん？　レーダーに映る人の動きがおかしい。

　オレはマップを開いて詳細を確認する。

　オークション会場の近くに虎人を始めとした獣人達が集結しているようだ。

　メンバーの中に白虎姫と同じ種族の若者がいるところを見ると、救出部隊かもしれない。

　最初に見かけた数人の白虎人の他にも何人か会場内に潜入しているようだ。舞台の天井付近にある剝むき出だしの梁はりの上を栗り鼠す人族の少女が伝うのが見えた。

　足を滑らせて落ちそうな栗鼠人族の少女を「理力の手マジツク・ハンド」でこっそり押し戻してやる。

　今のところ、オレしか気がついていないが、誰かが注意を払ったらすぐに見つかりそうだ。

　白虎姫の入札は白熱し、金貨二九枚まで上がっている。

　入札しているのは、どちらも人族だ。片方は公都の貴族のようだが、もう一人はマキワ王国という聞いた事のない国の貴族のようだ。真っ赤なマントが派手だ。

　前者はわかり易い欲望に塗まみれた表情なのだが、後者の目の血走り具合が怖い。何か恨みつらみでもありそうな感じだ。

「メネア様、マキワ王国という国をご存じですか？」

「え、ええ。東方諸国の中では比較的大きな国です。先頃、国王がお亡くなりになって王太子が継がれたはずです。獣人に寛容な国でしたけど、新しい国王になってからは少し方針が変わったそうです」

　メネア王女は少し言葉を濁したが、代替わりして獣人に厳しい国に変わったのだろう。

「あの白虎姫の祖国についてはご存じですか？」

「白虎王国とは国交がなかったのであまり詳しくは知りませんが──」

　彼女の話だと、鼬人族の帝国が台頭するまで、東の紅獅し子し王国、北の鱗族首長国連邦、南の白虎王国の三大亜人国家が大陸の東端を治めていたらしい。

　獅子人族至上主義で人族も獣人も平等に奴隷並の扱いをしていた紅獅子王国、緑蜥蜴とかげ人を主体にリザの橙とう鱗りん族を含む雑多な鱗族の集まりである鱗族首長国連邦、白虎人族を頂点に配下の獣人達に仁政を行っていた白虎王国、とそれぞれ違いがあったそうだ。

「白虎人達は苛か烈れつにして勇猛果敢で、敵に回してはいけないと言われていたそうです。ただ、義に厚く、一度身内と定めた者には血族と同等の庇ひ護ごを与え、恩を受けた相手には必ず報いる律儀な者達だと伝わっています」

　ふむ、ならば白虎王国とマキワ王国の間で戦争でもあったのかな？

　それにしても……何かトラブルでもあったのかもしれないが、大の大人が小さな女の子で憂さを晴らそうというのが気にくわない。

　いっそオレが落札して、救出班に白虎姫の身柄を渡そうかとさえ思うが、それは必要なさそうだ。

　舞台袖に魔法の気配を感じたので、そちらに視線をやる。

　そこでは黒い玉を生み出している青年の姿があった。どうやら、あの玉でこの部屋の照明を消すつもりらしい。

　会場の出口から「火事だー！」というお約束の声と同時に白煙が流れ込む。

　ほどよくパニックになったところで、照明が消え、通気ダクトから侵入した奪還チームが白虎姫を助けに飛び込んできた。

　先頭を走るのは大剣を担いだ白い体毛をした虎人族の剣士だ。

　薄暗い屋内に立ち上がるシルエットが見えた。

「やはり現れたか！　ガルガオロン！」

「けっ、侯爵様自らこんな場所まで出向くなんざ、逆恨みにも程があるぜ」

　どうやら、マキワ王国の貴族と白虎剣士は知り合いらしい。聞き取りにくい白虎剣士のシガ国語は脳内補正しておく。

　貴族の従者がアイテムボックスから剣を取り出して、白虎剣士達に襲いかかる。

　なかなか殺伐とした状況なのに、舞台の上の出来事のせいもあって何か活劇でも見てるみたいな気分だ。

　オレもこの野蛮な世界に順応し始めているらしい。

『イタチ共に踊らされやがって』

　白虎剣士が母国語で吐き捨てて、舞台に上がってきた従者を大剣で切り捨てる。

　げっ──グロ画像は止めてくれ。

　前言撤回……まだまだオレの日本人感性は健在みたいだ。

「キャッ、サトゥー様」

　悲鳴をあげたメネア王女が抱きついてくる。

　彼女の護衛騎士が貴賓席の前に立つが、白虎側も貴族側もこちらを巻き込むつもりはないらしい。

「殿下、ここは危険です」

「サ、サトゥー様。私達も早く逃げましょう」

　護衛騎士に促されたメネア王女が、オレの胸元に身を寄せたまま懇願する。

「お待ち下さい。階段からも足音がします。今階段に向かったら、地上からの援軍と賊の間に挟まれて余計危険ですよ」

　オレがメネア王女を宥なだめている間にも、警備員達が階段からなだれ込んできた。

　救出班をサポートする為に、闇に紛れて「理力の手マジツク・ハンド」で警備員達の足下に障害物を転がして、救出の手助けをしておいた。

　闇に炎が浮かび上がる──。

　さっきのマキワ王国の貴族が、巨大なルビーのような宝玉が付いた杖つえを構えている。

　炎はその宝石から吹き上がっていた。

「あれは紅ぐ蓮れん杖じょう……炎の魔物を引き寄せる呪われた杖……」

　メネア王女が横で解説してくれているが、耳を傾ける前にする事がある。

「ガルガオロンよ、ここで果てよ」

『ちぃ、こんな場所でっ！』

　貴族の杖が赤く輝き、たいまつ程度だった炎がキャンプファイヤー並に変わる。

　アイツは地下で範囲火炎攻撃をする気らしい。

　──なんて、非常識なヤツだ。

　オレは「理力の手マジツク・ハンド」で重量感のある花瓶を放火魔な貴族の頭に叩たたき付けて昏こん倒とうさせる。

　レベルもある程度高そうだし、この程度なら死にはしないだろう。

「誰だか知らんが感謝する！」

　白虎剣士は会場に向かってそう叫ぶと、従者の排除に戻った。

　放火魔貴族の手を離れると、紅蓮杖の火は勢いを減じ、やがて消えてしまった。彼の真っ赤なマントに引火しているが、小姓らしき従者が慌てて消しているから火傷やけどの心配もないだろう。

　舞台の上では従者の排除を終えた白虎人の剣士が、白虎姫の前で跪ひざまずいていた。

『ルーニャ姫、お迎えに参上しました』

『ガルガオロン様、きっと私を助けに来てくれると信じておりました』

『ガルの兄貴、早く逃げないと』

『そうですよ、警備員くらいならともかく、公都の正規兵が来たら絶対逃げられませんぜ』

『よし引き上げるぞ！』

『『『応！』』』

　白虎姫を抱き上げた剣士の先導で、獣人達が警備員達を殴り倒して逃走していった。

　なお、彼らは無事に街の外に脱出できたらしく、大河を下って逃げていくのをマップで捉とらえた。

　気絶から回復した放火魔貴族一行も、魔法薬で傷を治して追いかけていった。

　よっぽど、白虎姫に執着があるらしい。

　その後、少しゴタゴタしたものの、無事に落札物を買い取る事ができた。

　白虎姫の騒動に巻き込まれたのか、戸板に乗せられた魔ま狩人かりゆうど達が神殿に運び込まれるのを帰りの馬車の中から見かけた。

　闇オークションは少々バイオレンスなものの、なかなか面白そうな場所だったので、開催中にヒマを見つけて一人で見物にくるとしよう。




　　　　◆




「うわあ、日本食じゃん！」

「豆腐のお味み噌そ汁しるに納豆まである！」

　ベタな日本食を見てユイとアオイが喜びの声を上げる。

　闇オークションの翌日、王都に向かうカリナ嬢の送別会にメネア王女一行を招待してみたのだ。

　影武者とはいえ国王が公都にいるのだから、この公都で謁見したら終了だと思うのだが、領主の名代が王都に出向いて報告する事に意味があるらしく、カリナ嬢が王都に行くのは動かせないらしい。

　王都へは公都から出る大型飛空艇で行くらしいので、道中の安全は心配しなくても大丈夫だろう。

　なお、納豆はコーヒー豆を探しに市場に行ったときに、アリサが偶然見つけてきた。

「私達もカリナお姉様と一緒に、明後日あさつての飛空艇に乗るとご存じだったのですね！」

　メネア王女が嬉うれしそうに言う。

　ここで知らなかったとは言いにくいので微笑みで誤魔化しておいた。

「はいはい、離れて～」

「ん、近い」

　喜びながら身を寄せてきたメネア王女を、アリサとミーアの鉄壁ペアが排除する。

　本来ならかなり無礼な行為なのだが、元王女とエルフという組み合わせに、メネア王女も文句を言いにくいようだ。

「ペンドラゴン卿きよう、まさか王女殿下と獣人風情を同席させるのか？」

「はい、メネア様からは許可を頂いています」

　カリナ嬢の弟のオリオン君が苦言を呈してきたので、問題ない旨を伝える。

　もし、メネア王女が同席を拒否したら、招待メンバーだけで別に席を設けるつもりだったのだが、彼女から快諾されたので、全員一緒にしてある。

　これはカリナ嬢がタマやポチと一緒が良いと主張した為に実現した。

　今も三人でハンバーグの山の前に陣取って、宴の開始を今か今かと待ち侘わびている。

「本日はカリナ様とメネア殿下の送別会にお集まりいただき──」

　会社の打ち上げパーティーのノリで開始の挨あい拶さつをして、宴を始める。

　今日は堅苦しいのは抜きで料理と会話を楽しんで貰もらうべく、中庭を使ったビュッフェ形式の送別会になっている。

　オレ達も六日後に最後の巻物を受け取ったら公都を出発するのだが、その時はロイド侯爵とホーエン伯爵の二人が合同で送別会を開いてくれると言っていた。

「この昆布巻き美味しい」

「でっしょ～、うちのご主人様の料理は絶品なのよ！」

「二人とも年寄りくさいなあ。こっちのチキンとかポテトのが美味いじゃん！」

　アオイ少年とアリサは昆布巻きや納豆ご飯に舌鼓を打ち、ユイは揚げ物や肉串ぐしにかぶりついていた。

「ジャンク好きね～。それなら、あそこにポテチとソーダー水もあるけど？」

「マジで！」

「ほ、本当？」

　ユイとアオイ少年がポテトチップスと甘い炭酸水に涙を流す。

　故郷を思い出したのだろう。

「このハンバーグで、食べ納めなのですね」

　山盛りにしてあったハンバーグの最後の一個を食べながら、カリナ嬢がアンニュイな呟つぶやきを漏らす。

「カリナも来る～？」

「そうなのです！　王都はメイドの人に任せて、カリナはご主人様と一緒に旅をするといいのです」

「──いいんですの？」

　タマとポチの誘いにカリナ嬢が期待にキラキラした顔を向けてきたが、それを了承するわけにはいかない。

　彼女には貴族の高貴なる義務を果たして貰わないとね。

　オリオン君が成人していたら、彼に王都行きを押しつけられたのだろうけど、未成年の彼を名代にするのは些いささか問題があるのだ。

　オレとメイドのピナが首を横に振ると、カリナ嬢が絶望に沈む。

　そこにすかさず館付きのメイドが、新しいハンバーグの皿を運び込んでくれた。

「食べ納めですわ！　タマとポチも今日は全力ですわよ？」

「あいあいさ～」

「ポチはいつだって全力なのです」

　微妙にかっこいいセリフだが、要はやけ食いだ。

　後で、胃薬を差し入れするとしよう。

　カリナ嬢の護衛メイド二人も、主の世話をしつつ料理をつついているようだ。今日は彼女達の送別会も兼ねているので、問題ない。

「豆腐ハンバーグも美お味いしいと首肯します」

「ん、美味」

　ミーアは豆腐ハンバーグの布教に熱心だ。

　今日のターゲットはナナらしい。

「楽しんでいるかい？」

「はい、餡あん掛かけって美味しいんですね」

「さすがはご主人様です」

　ルルとリザが取り皿をこちらに見せて、称賛してくれる。

　クジラ唐揚げばかりだと飽きそうだったので、今日は甘辛い餡掛けも作ってみたのだ。

「ペンドラゴン卿、少し良いか？」

「はい、勿もち論ろんです。込み入った話ならあちらでお伺いしましょう」

　オリオン君が真剣な眼差しでオレに声を掛けてきたので、中庭の東あずま屋やに誘ってそこで話を聞く。

「ペンドラゴン卿、貴殿の真意を知りたい」

「──真意ですか？」

　はて？　領地の乗っ取りでも企んでいると思われているのかな？

「そうだ。卿の武勇と功績なら、太守の座を目指すのは判る。口さがない友人達は卿がそれ以上の地位を狙っていると言っていたが、先日の洗礼の件で卿にその意志が無いのを確認させて貰った」

　そこで言葉を切ったオリオン君がオレの目を見つめる。

　口元にソースが付いている事は早めに教えてやるべきだった。

　まじめなシーンなのに、イマイチ真剣になれない。

「だが、カリナ姉様を太守になる為の道具にするなら、私は君を許さない」

　なるほど、オリオン君はシスコンらしい。

　こちらの貴族なら、政略結婚が普通のはずだ。現代日本のような恋愛結婚は、こちらの貴族にとって夢物語でしかない。

　婚姻は家同士の絆きずなを深めるための手段でしかないと、ムーノ男爵領の新米貴族講義でニナ執政官に教えられた。

「オリオン様はカリナ様が大切なのですね」

「当たり前だ。家族が大切でない者などいない」

　断言できるオリオン君が眩まぶしい。

「心配はご無用ですよ。私に栄達の野心はありません。男爵様やニナ執政官から、カリナ様との縁談話がありましたが、既にお断りしております」

「なんだと、カリナ姉様の何が不満なのだ！」

　反射で文句を言うのは止めて下さい。

「不満があるのではなく、家柄の良いカリナ様のお相手に私のような平民上がりの最下級貴族では釣り合いが取れません」

「う、うむ、確かに」

「ですので、私がカリナ様に言い寄るような事はありませんから、ご安心下さい」

「そうか、ペンドラゴン卿のような弁わきまえた家臣を持って父上も心強いだろう」

「恐縮です」

　どうやら、オリオン君の疑いは晴れたようだ。




　翌日はカリナ嬢の旅発ちの準備で忙殺され、瞬く間に出発当日となった。

「カリナ～？」

「ポチは寂しいのです」

「二人ともっ」

　タマとポチがカリナ嬢と抱き合って別れを惜しむ。

　この二人は本当にカリナ嬢と仲が良い。たぶん、波長が合うのだろう。

　カリナ嬢の魔乳に埋もれた二人がジタバタと暴れ出したので、カリナ嬢の肩をタップして二人を解放するように促す。

「これはわたしからの会話パターン集よ。これでボッチから脱出してね」

「──ボッチ？」

　知らない単語に首を傾げながら、カリナ嬢がアリサが差し出す社交アンチョコを受け取る。

「ヌイグルミを譲渡すると伝えます」

「ん、風鈴」

「大切にしますわ」

　ナナとミーアは可愛いプレゼントを贈ったようだ。

「これは私とリザさんから、オヤツ用の焼き菓子です」

「ナッツ入りですわね。大事に取っておきますわ」

「い、いえ、傷む前に食べてください」

　カリナ嬢の天然のボケに、ルルが珍しく突っ込んでいる。

　それを微笑ましく見守りながら、乗船待ちをしているユイとアオイの所へ向かう。

「これは二人に」

「わー、ポテチじゃん！　こっちの水筒はソーダ水？　気が利くじゃん！」

「もう、ユイちゃん、ちゃんとお礼をいいなよ。ありがとうございます、サトゥー様」

　お菓子と一緒にお守りも手渡す。

　このお守りには金貨を一枚忍ばせてあるので、迷子になった時にでも役立つだろう。

「これは？」

「日本人はこういうお守りを持つと聞いた事があるので用意してみました」

「ありがとうございます、嬉しいです」

　アオイがお守りを大切そうにポケットにしまう。

「へー？　なんだか懐いね。でも、貰っとく。ありがと」

　アオイに続いてユイもお守りを受け取ってポーチに入れる。

　彼女達とはここでお別れだが、王都観光に行った時にでも様子を見に行こうと思う。

　メネア王女という保護者がいるけど、ほぼ同郷のよしみってヤツだ。

「サトゥー様！」

　そこにカリナ嬢の手を引いたメネア王女がやってきた。

「さ、カリナお姉様、サトゥー様とお別れの抱擁を」

「え、えーっと──きゃっ」

　もじもじしていたカリナ嬢の背をメネア王女が押す。

　オレの胸元にカリナ嬢の魅惑の魔乳が押しつけられる。

　──柔らかっ。

「えいっ！」

　メネア王女が弾んだ声で、オレとカリナ嬢の二人を抱きしめる。

　カリナ嬢には及びも付かないが、メネア王女の歳の割りに大きな胸が腕に当たる。

　このシーンだけ切り出したら、ハーレム系のモテモテ主人公みたいだ。

「サトゥー様、カリナ様を娶めとって太守になったら、私も第二夫人にしてくださいね」

　オレの耳元でメネア王女が冗談めかした声で囁ささやく。

　どこまで本気か判らないが、将来の地位目当てでもいいから、カリナ嬢と仲良くしてやって欲しい。

「ちょっと！　お別れシーンでもくっつきすぎ！」

「ん、ぎるてぃ」

「うふふ、ごめんなさいね」

　アリサとミーアの二人が文句を言うと、メネア王女があっさりと身を引いて二人に軽い口調で謝っている。

　一方でカリナ嬢の方は現状にパニックを起こしていたようで、真っ赤な顔で目をグルグルさせて倒れる寸前だ。

　男性恐怖症気味でコミュ障の彼女には刺激が強すぎたらしい。

　駆け寄ってきた護衛メイドの二人にカリナ嬢を託す。

「では、道中お気を付けて」

「サトゥー様、ありがとうございます。迷宮都市でのお住まいが決まりましたら、王立学院の私宛あてにお手紙をくださいませ。私もお返事をいたしますから」

「ええ、お約束いたします」

　ユイとアオイの様子も気になるし、オレはメネア王女の申し出を快諾した。

　オレとメネア王女の会話を聞いて再起動したカリナ嬢が飛んでくる。

「わ、わたくしにも手紙を──ムーノ城宛てに出しなさい。絶対ですわよ！」

「はい、承知致しました」

　迷宮都市に着いたら、ムーノ男爵やニナ執政官に手紙を出す予定なので、一緒に出せば良いだろう。

「そ、それでは、行って参りますわ。サトゥーも迷宮都市の修行を終えたら、ムーノ市に戻って来なさい──いいえ！　わたくしもお父様から許可を貰って迷宮都市に修行に行きますわ！」
















「ええ、男爵様の許可が下りたのなら、歓迎いたしますよ」

　カリナ嬢の唐突な宣言に驚きながらも、そう答えた。

　子煩悩なムーノ男爵が、カリナ嬢を危険な迷宮都市に送り出すとは思えないが、それをここで言う必要はないだろう。

　飛空艇の甲板から手を振るカリナ嬢やメネア王女達を笑顔で送り出した。




　　　　◆




「──魔ま槍そうイカズチは金貨二〇一枚で一七番の方が落札です！」

　カリナ嬢達を見送った後、オレは再び黒街の闇オークションに訪れていた。

　今日は先日と違って、変装した上でストレージの中にあった九級の認識阻害の仮面を装備している。

　ぶかぶかの趣味の悪いフード付きローブから覗のぞく肌も、塗料で褐色にしておいた。

「──魔斧槍イナズマは金貨二一七枚で一七番の方が落札です！」

　さっきから、バカみたいな高値で売れているのはオレが持ち込んだ魔法の武器だ。

　今回は四本だけ、魔剣アカツキと魔剣ヒビキ、それから前述の二本を持ち込んでみた。

　なお、この辺のネーミングはアリサが嬉き々きとして付けてくれたもので、旧日本軍の駆逐艦の名前から取ったらしい。相変わらず、変な知識に詳しいヤツだ。

　剣の方はどちらも魔力を通しやすくしただけで、槍や斧槍は魔力を流すと刃の部分が帯電し、攻撃した相手を電気ショックで気絶させる機能がある。

　リーングランデ嬢の「雷の大剣」みたいに派手な放電現象は見られないが、スタン機能付きの武器という事で高値が付いたようだ。

　魔剣の方も金貨一五六枚と一五二枚で売れている。

　全部で金貨七二六枚か……ここから税金と手数料が引かれるわけだが、魔剣を売るだけで左ひだり団扇うちわな生活ができそうだ。




「おにーさん、素敵！」

「次の休憩時間も踊るから見ていってね！」

「絶対だよ～」

　休憩時間に披露された半裸のお姉さん達によるダイナミックな踊りに感動したので、少々チップを弾んだところ、熱烈なキスの雨を浴びてしまった。

　キスが認識阻害用の仮面越しだったのが惜しい。

　昨日みたいに、顔の下半分が露出したヤツだったら良かったのに……。

　美女達と入れ替わりで、派手な格好の司会が舞台に上がる。

「それではお待ちかね！　『祝福の宝珠ギフト・オーブ』の出品です！」

　司会がそう宣言すると、客席から歓声が上がった。

「来場の方々の中にはご存じない方もいらっしゃるかもしれません、不肖ながらこの私がご説明させて頂きましょう」

　客席からのヤジにも負けず司会が説明した事の要点をピックアップすると──。

　曰いわく、祝福の宝珠を使うと宝珠に篭こめられていたスキルを覚える事ができる。

　曰く、祝福の宝珠は使い捨てである。

　曰く、使わずにおいておくと十数年で祝福を失ってしまう。

　曰く、ごく希まれに迷宮の宝箱から見つかる。

　──との事だった。

　今回の祝福の宝珠は「耕作」「園芸」「火魔法」の三つだった。

　なんだ……「詠唱」の宝珠はないのか。

　マップ検索で既存のエリアを検索してみたが、「祝福の宝珠」はここにある三つだけだった。

　どうやら、希少な品らしい。

「──『火魔法』の宝珠は金貨二〇五枚で三番の方が落札です！」

　なかなかの高値が付いたようだ。オレも入札しようかと思ったのだが、入札者が必死すぎたので遠慮してしまった。

　人気によって額が変わるのは当たり前だが、「耕作」は金貨一枚、「園芸」は金貨一三枚で落札されていた。

　お姉さん達のダンス目当てで、その後もオークションを見物し、ついに最後の数品まできた。

「さてさて、これまで数々の品を見て参りましたが、お次の品は鑑定士でも正体が判らない、古代魔法帝国の秘宝をご覧に入れましょう」

　──スマホ？

　確かに鑑定で情報が表示されない。ＡＲ表示で見えるのも型番くらいだ。

　好事家達に交ざってオレも入札する。

　たぶん、暗証番号でロックされているだろうけどね。

「古代魔法帝国の秘宝は金貨八五枚で九番の方が落札です！」

　激しい入札合戦の末、なんとか落札に成功した。

　三番の貴賓席から好事家の男爵が怒りの顔で睨にらみ付けてきた。

　彼も認識阻害のマスクをしているが、オレの鑑定スキルやＡＲ表示の前では障害にならない。

「──お次の品は昨日と同じく、勇者様の国、神秘のニパン語で書かれた書物です。とある豪商が持ち込んだ秘密の書に何が書かれてあるのか！　それを知るのは落札した方だけです！　金貨一枚から参りましょう！」

　司会が手にしているのは文庫本の半分ほどのサイズの手帳だ。

　手の隙間から覗く文字は、オレの持つ「陶器メモ」と同じ。

　ならば、間違いなくアレは知識の宝庫に違いない。

　是が非でも落として見せよう。

「秘密の書は金貨三七枚で九番の方が落札です！」

　こんな高値になったのは三番のせいだ。

　アイツがいなければ金貨三枚くらいで落とせていたはずだが、たとえ金貨一〇〇〇枚でも落とす気だったから問題はない。

「──『魔法の鞄マジツク・バツグ』は金貨一三五枚で三番の方が落札です！」

「やったぞぉおおおおおおおおおお！」

　一番最後の出品物である「魔法の鞄」は値段をつり上げた上で、三番に競り負けた演技をしておいた。三番も満足そうだし、出品者も高額で落札されて満足だろう。




「ちょっと惜しかった……」

　ダンサーのお姉さん達から夜のお誘いを受けたが、変装をしている手前、断るしかなかったのが辛い。

　公都には闇に紛れて天駆で飛んで帰るつもりなので、黒街の東側にある出口へと徒歩で向かう。

　木製の外壁の一角が派手に壊れている。

「そこのキミ。どうしてあんな風に壊れたか知っているかい？」

「なんだ知らないのか？　昨日、バカな魔ま狩人かりゆうどを追いかけてきた黒い竜が壊していったんだ。ほら、あの辺とか『竜の吐息ドラゴン・ブレス』で黒焦げだろ？　昼間は騎士様が色々調べてたぜ」

　オレは親切な青年に情報料として銅貨数枚を渡し、黒焦げになった建物の所に向かった。

　ハヤトと一緒に戦った黒竜が脳裏を過よぎったが、あの黒竜が犯人じゃないはずだ。

　もし、あの黒竜が犯人なら、この黒街は灰も残さず無くなっているに違いない。

　別の下級竜や幼竜、もしくは亜竜の仕業だろう。マップ検索した限りでは、この近辺に危険なレベルの魔物はいないようだ。




　　　　◆




　それから、数日は工房見学や公都貴族達との交流に費やした。

　注文してあった巻物も受け取り、公都での全ての用事が済んだオレは、明後日あさつてこの公都を発つ予定だ。

　例の「聖剣と聖句」という本もキキヌ店長の魔法屋で入手してある。

　公爵城の地ち下か牢ろうに収監されていた魔王信奉集団「自由の翼」の公開処刑も行なわれたようだが、そういった野蛮な催しには参加していない。

　公爵三男やボビーノ前伯爵のような上級貴族の場合は表向きは病死という扱いで、ひっそりと処刑されたようだ。

　前当主が「自由の翼」のパトロンのような立場にいたボビーノ伯爵は、近日中に爵位を次代に譲るらしい。

　だが、不幸は続くらしく、爵位を継ぐ予定だった嫡男が、太守として赴任していたスウトアンデルからの帰路で魔物の襲撃を受けて亡くなってしまったらしい。

　さらに次男、三男も連続で変死してしまい、最終的に四男にあたる神殿騎士のケオン卿きようが次期伯爵に内定したという事だ。

　ケオン卿とはセーラの護衛としてムーノ男爵領に来ていた時に少し会話したきりなので、あまり印象に残っていない。

　巷ちまたの噂では彼が爵位継承の為に兄達を殺したと言われているようだ。

　まったく、こう言った殺伐とした話はサスペンス物のドラマだけにして欲しいね。




「サトゥー殿！　飲みに行くぞ！」というトルマの声かけで、キキヌ店長やオリオン君、それからオリオン君の友人である青年貴族数名を引き連れて公都の下町にある繁華街へと繰り出した。

　なお、伯爵邸の離れに残してきた仲間達は、館付きのメイド達を交えて女子会兼パジャマパーティーをすると言っていた。

　なかなか、カオスな事になりそうな気もするが、アルコールは禁止しておいたので大丈夫だろう。




　さて、今回は未成年もいるので、ソフト・コースを選んだとトルマが言っていたが、十分ハードだ。

「トルマ様、女性店員が着衣を着ておりません！」

「そりゃ、ストリップだからね」

　青年貴族達が血走った目で、舞台上の美女をガン見していた。

　ストリップ嬢は適度に体を鍛えているらしく、エロさと健康美を見事に調和させた実に素晴らしいボディラインを誇っていた。実に眼福である。

「キ、キキヌ殿！　この店の女性達はどうして、む、胸を押しつけてくるのでありますか？」

「それはオッパイ・パブだからだろ。銀貨一枚くらいチップを弾んでやれ」

　次の店では巨乳の女性達に出迎えられた。なかなか、ふわふわで実に素晴らしい。

　三軒目はトルマの行きつけのお店らしいが、ここは少し様相が違った。

「ペ、ペンドラゴン卿、この店の女性は何かおかしくないか？」

「それはですね──」

　店のコンパニオンが全員ニューハーフ達という事だろうか？

　ぱっと見は女性なのだが、喉のど仏ぼとけや骨格から男性だと判る。

　ＡＲ表示や鑑定スキルに頼るまでもない。

　大学時代に自称腐女子の女友達に、見分け方を教えて貰もらったのだ。

　その後もトルマお奨めの店を何軒もハシゴしたおかげで、オリオン君とも少しは仲良くなれた。親しい友人とはいかなくても、隔意無く普通に会話する程度の関係にはなれたと思う。

　酔いつぶれたトルマとキキヌ店長を店に残し、辻つじ馬車を拾ってオリオン君達を押し込んだ。

　さて、後は店内の二人を連れて帰ろう。

「ぎぃやぁあああああああ」

「タマぁ取ったるぅううう」

　騒がしい声に振り返ると、複数の男達が武器を持って大立ち回りを始めていた。

　どうやら、犯罪ギルド同士の抗争のようだ。

「ひぃえええ」

「爺じじい！　ジャマだ！」

　逃げ遅れた路上生活者らしきお爺さんに、犯罪ギルドの男が棍こん棒ぼうを振り上げる。

　棍棒を狙撃するべく、ストレージから礫つぶてを取り出したところで、黒い影が男を蹴けり飛ばした。

「怪我はないか、ご老人」

　ＡＲ表示によると黒い影──黒いフード付きローブの男は、前にマップ検索で見つけたオークの錬金術師らしい。

　オークというと、野卑なモンスターという先入観があったのだが、なかなか紳士なようだ。

「衛兵だ！　衛兵が来るぞ！」

　犯罪ギルドの一人が通りの向こうからやってくる衛兵集団を見て、慌てて逃げ出す。

　いつの間にかオークの錬金術師も姿を消していた。




　トルマとキキヌ店長の送迎を辻馬車に任せ、オレは公都の地下道に来ていた。

　さきほどのオークの錬金術師と話をしてみたかったからだ。

　オーク達のいる広場へと続く下水道には、なぜかワニがたくさん生息している。

　ときおり見かける白いワニはオーク達の使役動物らしく、オレが近くに行くとパシャパシャと尻しつ尾ぽを水に打ち付けて合図のようなモノを送っていた。

　きっと彼らは鳴子のような役目を担っているのだろう。

　その証拠に、錬金術師ではない方のオークが広場から飛び出して、こちらに向かってきた。

　隠いん蔽ぺい系のスキルを使えば白いワニに見付かることもないのだが、潜入ミッションでもないので使っていない。

　そのまま広場に向かっていると、前方の物陰にオークが現れた。

　なんとなくボンヤリした輪郭だと思ったら、向こうは隠蔽系のスキルや魔法道具をフルに使っているらしい事をＡＲ表示が教えてくれた。

　もちろん、レーダーにもばっちり映っている。

「やあ、こんばんは」

『マシェッテ！』

　オレが友好的に声を掛けたのに、オークは慌てて広場へと逃げ出してしまった。

　自分の隠蔽系のスキルが、あっさり看破されたら無理もない。





＞「オーク語」スキルを得た。






　対話の為にもスキルを有効化しておく。

　オーク語はエルフ語の亜種のようだったが、言葉の意味が判らなかったので相当昔に分岐した言語なのだろう。

　広場へ通じる隠し扉の罠わなを外していると、扉の向こうが危険だと「危機感知」スキルが伝えてくれる。

　隠し扉から中を覗のぞくと、部屋の中央にある鳥居型をした巨大な魔法装置が朱色に輝いていた。

『ここを人族に晒さらすわけにはいかぬ。さらばだロ・ハンにリ・フウ』

　魔法装置の前に立つオークの錬金術師がなにやら呟つぶやいている。

　ＡＲ表示によると、魔法装置が「魔力過剰充じゆう塡てん」という非常に危険な状態である事が判った。

　このまま放置すると、この広間のみならず直上の公都が危険に晒される。

　オレは「早着替え」スキルの助けを借りて、一瞬で勇者ナナシになって部屋に飛び込んだ。

『ル・ヘウと共に、先に輪りん廻ねの彼方かなたへ旅立つ事を許して欲しい』

　辞世の言葉は今度にして貰おう。

　オレは縮地で魔法装置の前に一瞬で辿たどり着つくと、有無を言わせず魔力を全て吸い上げた。

　聖剣エクスカリバーは魔力充塡量が限界だったので、ここで吸い上げた魔力は聖剣カリバーンに充塡しておく。

　魔力を抜くと魔法装置が朱色から灰色へと変わった。

　前にセーリュー伯爵領で見た鳥居型の壊れた転移門とそっくりだ。

『死とは、なんとあっけない』

『雰囲気を出しているところ悪いけど、危ないから魔法装置の魔力を抜かせて貰ったよ。ヘタに暴走なんてさせたら、この広場だけじゃ無く、公都まで影響がでそうだったからね』

　殉教者のようなスッキリとした表情をしていたオークの錬金術師に声を掛ける。

『……バカな。過剰駆動光オーバードライブ・レイまで出ていた暴走状態の転移門を止めたと言うのか？』

　オークの錬金術師が魔法装置──転移門とオレの間で忙しく視線を彷徨さまよわせる。

「あれほどの魔力を瞬時に散らすなど、人の技ではない。貴公は神かそれとも神の使徒か？」

　小さく息を吐いたオークの錬金術師が、言葉をオーク語からシガ国語に変更して話しかけてきた。

「どちらでもないよ。ただの人さ」

　散らしたんじゃなくて吸い上げたんだけど、余計に話がややこしくなりそうなので訂正しなかった。

「只ただ人にこのような御み業わざなど──勇者？　貴公は勇者なのか？」

　鑑定スキルでオレの公開称号を見たようだ。

　またしても「真の勇者」ではなく「勇者」にしてしまっていたが、魔王討滅の報告をする訳でもないので別に良いだろう。

「そうだよ。勇者ナナシって言うんだ」

「ここには我らオークを滅ぼしにきたのか？」

　オークの錬金術師が小柄なオークを背後に隠す。

「違うよ。君達オークと話をしてみたかったんだ。この転移門の事は誰にも他言しないから安心してね」

　そうは言っても口だけじゃ信じられないか……。

「誓える？」

　小柄なオークが高い声で問いかけてきた。

「もちろんさ。──パリオン神と勇者の名に懸けて他言しないと誓う」

　別にパリオン神なんて信仰していないけど、「勇者」の称号に誓うだけじゃ弱そうな気がしたので、勇者に関連しそうな神様の名前を付け加えてみた。

「うそっ、神に懸けて誓うなんて……」

　小柄なオークが仰のけ反るほど驚く。

　そんなに大げさな事なのかな？　とは思うが、オレが神に誓いを立てた事で、彼らの態度が明らかに軟化した。

「良いのか？」

　オークの錬金術師がいぶかしそうな口調で問う。

　目深に被ったローブのせいで、口元しか見えないので彼の表情は窺うかがえない。

「もちろんさ。それに秘密なんじゃないの？」

「うむ、悪用されるわけにはいかぬ、我が種族の遺産だからな」

「そっか、前に見た壊れたヤツも君達が作ったものだったんだね」

　セーリュー市で見かけた転移門の遺跡はこことつながっていたらしい。

　飛空艇の次は転移門を使って世界を移動か──なかなか心が躍るね。

「どこに繫つながっているか聞いていいかい？」

「済まぬが言えぬ。この転移門の先には数少ない、同胞がいるのだ。彼らの安全のためにも口外は出来ないのだ」

「そっか、それなら興味本位で聞いちゃ悪いね」

　本当に知りたいなら、無理に聞き出さなくても、この二人のオークにマーカーを付けておけば移動先に転移門があるのが判る。

　もちろん、そんなストーカーみたいな事をする気はない。

「改めて自己紹介させて貰う。私はオークの錬金術師ガ・ホウだ」

「あたしはオーク一の美女、魔獣使いモンスター・テイマーのル・ヘウよ」

　ガ・ホウは一〇〇〇歳超え、ル・ヘウは六七〇歳なので、なかなか長生きな種族らしい。

　オークは名前から連想される豚頭ではなく、妖よう精せい族らしい尖とがった耳と少し上向きの低い鼻が特徴の種族だ。

　猪いのししのような頭部をしていた「黄金の猪王」と同族には見えない。

　たぶん、魔王化の時に容よう貌ぼうが変わってしまったのだろう。

　ル・ヘウに驚かせた詫わびを告げた後、立ち話もなんだからとガ・ホウの勧めで彼らの居住区へと案内された。

　狭いが清潔で生活感に溢あふれた場所だ。

　ル・ヘウがワニ料理と「悪鬼殺し」という銘酒を出してくれたので、オレもとっておきの蜂ミ蜜ー酒ドやクジラ肉の唐揚げを取り出す。

「このカラアゲというのは美味いな。何の肉か知らんが、実に美味い」

「それは大怪魚トヴケゼエーラの肉だよ。大根おろしが嫌われていなきゃ、ネギおろし掛けとかも美お味いしいんだけどね」

「大怪魚だと?!」

「大根があるの！」

　オレの言葉にガ・ホウとル・ヘウが違うポイントに食いついた。

「うん、この前、黄色い上級魔族が大怪魚を公都に召喚したから、食べ放題だよ。長大根は品切れだけど、丸大根ならある」

「た、食べ放題という事は倒したのか？　あの天竜でさえ手こずった空中要よう塞さいをか？」

「丸い方が好き！　ね、食べていい？　いいよね」

　ステレオで違う話をされるとややこしいので、ル・ヘウに丸大根を押しつけて食欲を満たして貰う。

「もしかして、天竜と大怪魚が戦うのを見た事があるの？」

「──ああ、ある。あの泣き虫だったヤマトが、天竜を従え黄金王陛下に打ち勝った瞬間を確かに見た」

「聞いて良い？」

　ガ・ホウはアルコール度数の高い「悪鬼殺し」を水のように飲み干し、過去を語り出す。

「私とヤマトが出会ったのは黄金王陛下の居城だった。前線で捕虜として捕らえられたヤマトは我らオークを見て酷く怯おびえていた」

　歴史の証人に昔話を聞くくらいのつもりだったのだが、その話は少々重かった。

　黄金王陛下というのはたぶん魔王「黄金の猪王」の事だろう。

「『絶対、くっころなんてしてやらない』と訳の判らぬ事を言っていたのを覚えている」

　さっきまでのマジメな語りが台無しだ。

　どうやら、ヤマトさんはなかなか愉快な人だったらしい。

「初めは陛下の小姓だったのだが、人族のくせに我らオークや他の亜人達に偏見がなく、次第に使用人も武官も文官も関係なく友好関係を築いていった。最終的には気難しい孤高の陛下とさえ友になり、あと少しでサガ帝国との和平を実現するところまでいったのだ……」

　なかなか凄すごい人だったらしい。王様になって大国を建国するだけはある。

「だが、フルー帝国による亜人大虐殺とイタチ共の裏切りで和平の道は閉ざされ、我らオークを始めとした亜人連合と人族の大戦が始まってしまった……」

　ガ・ホウがワニ肉を食いちぎって怒りを発散させる。

　鼬人族は当時から困った種族だったらしい。

「ヤマトは諦あきらめずサガ帝国やフルー帝国をはじめとする諸国の皇帝や王達に和平を説きに向かったが、その願いは叶かなわず、大戦は熾し烈れつを極めた。フルー帝国を滅ぼす事に成功したものの、陛下がついに限界を超え、魔王の力に吞のまれてしまったのだ……」

　涙を堪えるようにガ・ホウが天井のレリーフを見上げる。

　そこには様々な種族が手を繫ぐ平和的な彫刻が刻まれていた。

「次にヤマトと再会したのは、サガ帝国の首都包囲戦だった。五体の上級魔族に操られた同胞達の死の進軍をヤマトは止めようと現れた」

　サガ帝国も滅亡寸前だったのか……。

「私はあの時の事を忘れぬ──血の涙を流し傷つきながらも我らを正気に戻そうと尽力したヤマトの姿を。泣き声に歪ゆがみながら、天竜に光のブレスを命じた時の声の震えを」

　握りしめたガ・ホウの拳こぶしから血が流れる。

　興味本位で彼に酷な事を語らせてしまったようだ。

「私はマンティコアに騎乗していたお陰で生き延びる事ができたが、私が首都に戻った時、全ては終わっていた。私が見たのは傷つき地に落ちた天竜と、聖剣を陛下の胸に突き立てたヤマトが涙を流す姿だった」

　ル・ヘウがガ・ホウの握りしめた手を解ほどき、水魔法で治癒する。

「陛下は黒い塵ちりと消え、ヤマトもまた力尽き、その場に倒れた。次に目を覚ましたとき、介抱していた私を見て、『良かった、生きててくれたんだね、ガ・ホウ』と嬉うれしそうに呟いたのだ。目が覚めたら、陛下の仇あだを討つために決闘を申し込もうと思っていたのだが、その言葉を聞いて私はもはや戦士ではいられなかったのだ」

　なんていうか、ヤマトさんが大物過ぎる。

「私は生き残った同胞を未開地や他の大陸の入植地に落ち延びさせ、私自身は数名の仲間と共に、転移門が悪用されぬように残った。それもこれもヤマトの助力あっての事だ」

　ヤマトさんが彼らが追われたり排斥されないように尽力してくれたらしい。

「もちろん、助けられてばかりではないがな──」

　ガ・ホウによると、錬金術店を営む傍ら、この公都の浄水設備や下水処理施設のメンテナンスをボランティアでしていたとの事だ。

　どうりで、大河の水が生活排水で汚れていなかったはずだ。

「地上で暮らそうとは思わなかったの？」

「四五〇年ほど前に、王領の端に自治領を貰もらった事がある。三〇年ほどは平和に暮らしていたのだが……。鼬人族の占い師に傾倒した少年王ガルタフトが、自治領で暮らしていた八〇〇人を超えるオーク諸共全ての住民を虐殺してしまったのだ。それを最後に、我らが公に姿を現して生活をする事はなくなった」

　前に博物館で知った亜人戦争の事だろう。

　それにしても、非戦闘員まで含めた都市一つ分の住民を虐殺するなんて……。

「そんな顔をするな、幸い結界魔法を得意とする小鬼姫が知り合いにいてな。彼女の助力で、外界との接触のない小さな隠れ里を作れた。今でもそこで、生き残りの者達が平和に暮らしている」

　ガ・ホウは悲しみを酒と共に吞み干し、穏やかな表情を作って酒杯に蜂蜜酒を注いだ。

「少し甘いが美味いな……」

「お口に合わないようでしたら、こちらはいかがですか？」

「こ、この芳ほう醇じゆんな香りは──竜泉酒か！　五〇〇年ぶりだが、間違いない」

　余計な事を聞いた罪滅ぼしも兼ねて、とっておきの竜泉酒を全て二人に提供した。

　仲間達には吞ませてあげられなかったけど、また別の機会に手に入れれば良いだろう。

　オレは話題をオークの風習や好物などに変えて、話の流れを明るい方に持っていく。

　そのお陰で、オークの魔法書や錬金術を見せて貰えるくらいには仲良くなれた。

「ナナシ、貴公にこれを預けたい。この国の王が賢人なら、これを渡してくれ。愚者であれば火口か沖合に捨てて欲しい」

　そう言ってガ・ホウが差し出したのは人を魔族に変える「短角シヨートホーン」だった。

　彼は下町に現れた下級魔族を苦労して倒し、その時にこの角を手に入れたらしい。

「それなら大丈夫だよ。王も公爵も『短角』の事は知っているから」

「そうか、ならば良い」

　ガ・ホウが部屋の隅にある魔力炉の蓋ふたを開けて「短角」を投げ込んだ。

　この部屋の四隅にある大きな魔力炉は転移門へ魔力を供給する為の物らしい。

「ガ・ホウ、良かったらコレを使ってよ。魔族相手なら役に立つと思うしさ」

　オレは自作の鋳造聖剣を彼に手渡す。もちろん、ミスリルコーティング版だ。

　彼なら公都を守る為に、この鋳造聖剣を有効に使ってくれるだろう。

「──これは聖剣ではないか！」

　魔力を流したガ・ホウが驚く。

「うん、無銘で悪いけどさ」

「ならば、私が名付けよう」

　ガ・ホウが付けた剣の名は──。




　聖剣「ナナシ」といった。







　魔ま狩人かりゆうどの街・前編





〝サトゥーです。無法者を主役にした物語は根強い人気を誇りますが、どちらかというとゴールデンタイムに流れる大衆向けの勧善懲悪モノが好きです。見ていてスカッとしますからね！〟






「サトゥーさん、お手紙待っていますね」

「はい、迷宮都市に落ち着いたら送ります」

「もう、サトゥーさんたら……。短くてもいいので、大きな街に着くたびにお願いします」

　セーラが少し怒ったような表情を作って、オレにおねだりする。

「セーラ様の仰せのままに」

　ゼナさんに送る時に一緒に出せば大した手間ではないので、彼女の願いを快諾する。

「公都にも遊びに来て下さいね」

「はい、必ず」

　セーラがオレの手を取って、瞳ひとみを見つめてくる。

　このまま別れのキスでもしそうな雰囲気だが、周りに沢山見送りの人がいるので無理だろう。

「セーラ様、そろそろ宜しいかな？」

「すみません、エムリン子爵様」

　セーラが一歩下がって、カーク・エムリン子爵と次女のリナ嬢がオレの前に立つ。

「ペンドラゴン卿きよう、キミのお陰で我が家は危機を脱したよ」

　ロイド侯やホーエン伯を始めとした公都の貴族だけでなく、王都や近隣諸領の商人達からも『ルルの実』の取引申し込みが殺到しているらしい。

　しかも、昭和のマスクメロンのような高級果実として、値が高騰しているそうだ。

「それもこれも、キミの料理の腕と広報力、そして研究資料の公開を快諾してくれたお陰だ」

「いえ、こちらこそ、ムーノ男爵領に果樹園を作っていただけるなんて望外の喜びです」

　エムリン子爵の申し出で、ムーノ男爵領に高級果実と化した「ルルの実」の果樹園ができる事になったのだ。

　しかも、苗木の提供だけでなく、エムリン子爵の果樹園からベテラン指導員が出向いて、軌道に乗るまでサポートしてくれるという至れり尽くせりの好条件だ。

「サ、サトゥー様……サトゥー様は修行を終えたらムーノ男爵領にお戻りになるのですよね？」

「ええ、その予定です」

　リナ嬢の質問に首肯する。

　ムーノ男爵領に寄った後、今度はシガ王国を出て世界一周旅行をするつもりだ。

「わ、判りました！　私、頑張ります」

「──頑張って下さい。応援しています」

「はい！」

　何を頑張るのかは判らないが、一生懸命な少女は応援したくなるので励ましておいた。

「サトゥー殿は罪作りだなぁ」

「トルマ、もう少しシャキッとしろ」

　エムリン子爵一家と交代で、トルマとホーサリス・シーメン子爵が挨あい拶さつに来た。

　彼らの後ろには巻物工房のジャング氏とナタリナさんの姿もある。

「サトゥー殿、旅先で面白い話があったら手紙に書いてくれよ？　こっちは追加情報だ」

　トルマがそう告げながら紐ひも綴とじの紙束を手渡してきた。

　王都の門閥貴族達や迷宮都市までの諸領の主立った貴族達の情報が書かれてあるらしい。

「ペンドラゴン卿、迷宮都市ではくれぐれも慎重に行動するように。ギルド長への紹介状を渡しておく。彼女は少々問題のある人物なので困った時は彼女の相談役をしているセベルケーア女史を頼りたまえ」

　親身に忠告してくれるホーサリス氏とどこか憎めないトルマの二人に礼と別れを告げる。

　もちろん、オレの周りでも別れの挨拶は行なわれていた。

「ミーア、故郷の皆やアーゼ様によろしくね」

「ん、判った」

　わざわざ見送りに来てくれた歌姫シリルトーアに、ミーアがこくりと頷うなずく。

　ミーアの故郷であるボルエナンの森は、シガ王国の南東方向にあるエルフの里だ。ミーアを送り届ける旅も、もうすぐゴールが近い。

「ナナ、またくる？」

「ナナとナナのマしター、またくる？」

「幼生体達よ、私はマスターと共に再びこの地に訪れると宣言します」

　ナナに抱きしめられて、ジタバタと慌てるアシカ人族の子供達の姿が可愛い。

「ルル、仕事が欲しくなったらいつでも来い」

「……あ、ありがとうございます、料理長さん」

　公爵城の料理長はルルを勧誘する事を諦めていないようだ。

「アリサ！　見送りに来てやったぜ！」

「元気でね、アリサちゃん」

「アリサとかげおにすうの！」

「あんた達も来てくれたのね！」

　アリサを囲む賑にぎやかな声は、セーラの奉仕活動で仲良くなった養護院の子達だ。

　オレやナナの方にもぶんぶんと手を振ってくれている。

「リザ、タマ、ポチ、お前達ならもっと強くなる。魔物を倒して経験を積め」

「はい、カジロ殿の教えは忘れません」

「みんな元気でね」

「アヤゥメも～？」

「はいなのです！」

　獣娘達と臨時の師匠だったサガ帝国の侍カジロ氏と弟子の女侍アヤゥメの二人も別れの挨拶をしている。

　彼らのお陰で前衛陣は更に強くなる事ができた。

　感謝の気持ちを込めて、お礼には相場の三倍の金貨を渡してある。

「サトゥー殿！　今からでも遅くない、我がロイド家の料理長に！」

「いやいや、サトゥー殿は我がホーエン家の孫娘を嫁にして、料理長兼一族に迎え入れるのがふさわしい！」

　仲の良い食いしん坊貴族のロイド侯とホーエン伯も見送りに来てくれている。

　二人は道中でトラブルになった時に使えと言って、それぞれの家紋入りの短剣を餞せん別べつにくれた。濫用は慎むべきだが、自力解決困難な時に使わせて貰おう。

　他にも滞在先のウォルゴック前伯爵夫妻や次々期公爵のティスラード君を始めとした公都で知り合った貴族達も顔を並べてくれていた。

「ペンドラゴン卿、少しでも危険な場所は避けろ。無理だと思ったら引き返すんだ。……絶対に死ぬなよ」

「はい、無茶はしません」

　オレの手を取った近衛騎士のイパーサ・ロイド卿が真剣な顔で忠告してくれる。

　大げさにも思えるが、この世界での旅は非常に危険なものなので、今生の別れになる事も多いのだ。実際、クハノウ伯爵領やムーノ男爵領では街道でヒュドラに遭遇したしね。

　見送りの挨拶に来てくれる人が多すぎて、乗船予定の船の出発が遅れてしまう程だった。船長と他の乗客には後で詫わびよう。

　やがて船が出港し、オレ達は港の人達が見えなくなるまで手を振り続けた。

　船が大河本流を下り始めたところで、アリサが声を掛けてくる。

「それでミーアの故郷へは陸路で山脈越え？　それとも海路？」

「海路はエムリン子爵から止められたよ」

「そっか、海龍諸島で船団が全滅したんだっけ」

「海上からボルエナンの森に向かうには海龍諸島の近くを通るしかないからね」

　オレなら対処可能だが、そもそも船を出してくれる船主がいない。

「なら陸路で山脈越え？」

「ああ、シリルトーア嬢も陸路だったって言ってたしね」

　皆を連れて客として音楽堂に行った時に、ミーアと同郷のエルフである彼女に話を聞かせて貰もらったのだ。

「でも、街道なんてあるのかな？」

「無いと考えた方がいいと思うよ」

　実際、コーヒー豆の買い付けに行ったついでに商会で聞いてみたが、黒竜山脈を越えてボルエナンの里に行った者はここ百年で一人もいないそうだ。

「山越えかぁ……前世じゃハイキングコースでもギブアップしてたからな～」

「さすがに徒歩じゃ無理だろ。ちゃんと考えてあるから大丈夫だよ」

　その為に、ここしばらくは公都地下の遺跡で飛行手段を試行錯誤していたのだから。

　残念ながら空力機関を搭載した飛空艇は出力調整が上手くいかず実用化できなかったが、「電気操作エレクトロニツク・コントロール」と「稲妻ライトニング・ボルト」の魔法で水素を確保できたので、軟式の小型飛行船を作った。

　軟式といっても、大怪魚の外皮で気球を覆ってあるので、ミスリル合金製の剣や槍やりでも傷つけるのは至難の業だ。

　安全で快適な旅の為に、少しだけ自重を封印してみた。




　もちろん、仲間達の装備も新素材や新技術で一新してある。

　防具は前述の大怪魚の外皮に主素材を変更した。

　ミスリル合金の胸甲さえ目じゃない防刃性、ヒュドラの外皮に負けない耐火、耐衝撃性能を発揮してくれるので、多少格上の敵でも安心して戦いに送り出せる。

　鑑定されたら厄介なので、鎧井守ハード・ニユートの白く薄い革を重ねてカモフラージュしておいた。

　武器は個々で異なるが、ポチ、タマ、ナナの武器はシンプルな青銅剣に見せかけた魔剣に変えた。

　この魔剣は対人制圧用の「柔打ソフト・スタン」と対魔物退治用の「鋭斬シヤープネス」の二種類の効果を切り替えて使える汎はん用よう型だ。

　アリサとミーアには山樹の枝を使った新しい杖つえを与えてある。これはオレの自作ではなく公都一の杖工房職人に注文して作って貰った。

　ルルには「弾体射出シユーター二式」を組み込んだ先込め式のマスケット銃を与えてある。

　銃自体は日本刀と同様に「昔の武器」扱いらしいので、珍しがられる事はあっても不自然な物ではないそうだ。

　火ひ杖づえや雷かみなり杖づえが便利すぎて淘とう汰たされてしまったのだろう。

　オレ達が博物館に行った時は気がつかなかったが、普通に展示されていたらしい。




　　　　◆




「何だろう？」

　オレが東南東にそれを見つけたのは、乗船三日目、豪雨で足止めされた次の朝だ。

「雲一つ無いけど、何かあるの？」

「くものいと～？」

「細いのが上に伸びてるのです」

　アリサには見えないようだが、オレにはタマやポチと同様に一本の白い線のような物が見える。

「世界樹」

　ミーアがポツリと呟つぶやく。

「あれが？」

「そう」

　オレの短い確認の言葉に、ミーアがこくりと頷く。

　ミーアの事だから噓ではないと思うが、あの細い線が樹木だというのが納得できない。

　むしろ、ＳＦに出てくる軌道エレベーターを遠くから見たような感じだ。

　──ここはファンタジーじゃ無くてＳＦの世界だっただろうか？

　そんな疑問が脳裏に浮かんだが、ボルエナンの森に辿たどり着ついたら判る事なので、心の中に棚を作って保留しておいた。




　その日の昼過ぎに、河口の都市スウトアンデルを除くと最南端にあるコゥーカの街で、支流を遡さかのぼる便に乗り換えた。

　馬車を搭載できるサイズの船はコゥーカの上流にあるクーチェの街までしか運航していなかったので、そこからは陸路を進む。

　この街道は草が生え放題で人通りも少ない。近隣住民の交通手段はカヌーのような小舟の方が主流らしい。

　なお、コゥーカの街も、クーチェの街も、人口は少ないものの活気のある楽しい所だった。

「ご主人様、さっきの街で言っていた黒い竜って、この辺にいるのかな？」

　窓外の風景を眺めながら、アリサが尋ねてきた。

　さきほど通過したクーチェの街で、黒い竜が街を襲ったという話を聞いたので不安になったのだろう。

　外壁が焦がされた程度の被害だったので、本物の竜ではなく亜竜系の魔物に襲われたのだと思う。

　マップ検索したところ、レベル三〇以上で亜竜に分類されるような魔物は黒竜山脈方面に大量にいるワイバーンを除くと、公爵領北東方向の蛇女ラミアと最西端のヒュドラ、南方海中の海龍くらいだった。

　もちろん、本物の竜も領内にはいない。

　黒竜につけたマーカーは遥か南方の別マップにある。

「亜竜は近くにいないから、ワイバーンとか大きな蛇の魔物を間違えて竜だと思ったんじゃないか？」

「ワイバーンは怖いわね……御者台のルルとか馬の二人とか大丈夫かな？」

「索敵は常時しているから大丈夫だよ」

　オレがそう言ってアリサの頭を撫なでると、ようやく安心の笑みを浮かべてくれた。




「ご主人様、前方の村の様子が少しおかしいです」

「マスター、臨戦態勢を推奨します」

　フル武装して走竜に乗ったリザとナナが報告してきた。

　公都滞在中に余剰の馬を売却したので、馬車を引く四頭以外は二人の乗る走竜達だけだ。

　なので、オレと年少組の四人はルルが御者をする馬車に乗っている。

「リザ、付いてきてくれ」

「承知いたしました」

　オレはナナを呼び、彼女の走竜を借りてリザと共に村へと向かう。

　この村は支流と街道に挟まれた場所で、農業と漁業を営んでいるらしい。

「あんたら村に何か用か？　走竜などに乗っておるが、身なりからして東の蛮人でも盗賊の類いでもなさそうじゃ」

　村道と街道の分岐点で、村長らしき老人と一〇名ほどの武装した村人が待ち構えていた。

　彼らの持つ武器は、即席というのもおこがましいほど雑なつくりだ。先端を削っただけの木槍や、黒曜石を砕いて穂先を作った石槍などだ。彼らの目には憎悪と怯おびえがある。

「いや、特に立ち寄る気はないよ」

　オレがそう答えても彼らの警戒は解けない。

　彼らの背後にある村の様子を見て、彼らの警戒の理由が判った。

「何軒か焼け落ちているようだけど、盗賊の襲撃でもあったのかい？」

　武装した村人達の半数が手や足に火傷やけどを負っており、残りの者達も何がしかの怪我をしているようだ。包帯がぼろ切れのような布だったので気がつかなかった。

「と、盗賊達より、よっぽど質たちが悪いさ。お貴族様だよ」

　村長の横にいた若者が吐き捨てるように告げる。

　遠くに見える家の中からこちらを窺うかがう視線を感じる。

　歓迎されていないようだし、情報を得たら退散した方がよさそうだ。

「この辺の貴族かい？」

「いや、見た事がない連中だった」

「ああ、あんな紋章は初めてだ」

「獣人を匿かくまっていないか聞かれて『知らない』と答えたら、魔法で家を燃やされたんだ」

「俺なんて目の前に火の玉を出されて、白状しろって脅かされたよ」

　オレの質問に青年達が口々に教えてくれる。

　獣人を追いかけている火魔法を使う貴族か……。

　この無茶なやり口には見覚えがある。

　黒街ムラァスの闇オークション会場で、火魔法を使おうとしていたマキワ王国の放火魔貴族が怪しい。

　軽くマップ検索してみると、オレ達がこれから向かうプタの街にいる事が判った。

　彼らが追っていた虎人達は同じ街の一角に匿われているようだ。

　──トラブルの予感がするね。

　危険を避けるため街に寄らないという選択肢もあるのだが、黒竜山脈に一番近い街なので、山越えについて情報収集をしておきたいのだ。

　取りあえず、トラブル回避の為にも両者にマーカーを付けておこう。

「それは災難だったな。オレ達も絡まれないように注意するよ。これは情報料代わりだ、受け取っておいてくれ」

　馬車の小物入れから、火傷によく効く軟なん膏こうと魔法薬を五本取り出して青年に渡す。

「火傷に効く魔法薬だから、嫁入り前の娘さんにでも使ってやってくれ」

　訝いぶかしげな顔をされていたが、「火傷に効く」という言葉で平伏せんばかりに喜ばれた。五本にしたのは状態「火傷：軽度」の女性が五人だったからだ。

　丁度、馬車が追いついてきたので、ナナと交代してオレは馬車に乗り込む。

「気前いいわね～」

「あれは、特殊なレシピで作ったやつだから、本当に安物だよ。原価は一本辺り銅貨一枚もかかっていないんじゃないかな？」

「安っ～う」

　闇オークションで買った「悪徳錬金術師の手引き書」を見ながら作った水増し魔法薬だ。魔法薬用の小瓶も、市販の安物なので保存期間も短い。

　自作の下級魔法薬を希釈液で二〇倍に薄めたモノだが、市販品の下級ポーションと遜そん色しよくない効果がある。

　希釈液の製造に魔コ核アが必要ないだけで、手間暇を考えると普通に魔法薬を量産した方が手っ取り早い。

　ただし、この方法で作った「水増し魔法薬」はコストが安く効果が低いので、気軽に売却したり人にあげたりできるので重宝しそうだ。

　今回の魔法薬には黒竜退治のときに得た「氷結花」の粉末を配合しておいたので、火傷の痕あとも残らないだろう。

　この後訪れた村々でも放火魔貴族の火魔法による被害を受けていた。

　しかも、いくつかの街では放火魔貴族が去った直後に、黒い竜が現れて生きた心地がしなかったという話もあった。

　不意に、メネア王女が放火魔貴族の持つ紅ぐ蓮れん杖じようを見て、「炎の魔物を引き寄せる呪われた杖」と言っていたのを思い出した。

　もしかしたら、黒い竜は放火魔貴族を追いかけているのかもしれない。




「ずんばらりん～？」

「ご主人様の魔剣は凄すごいのです！」

「マスター、通常の三倍の切れ味だと報告します」

　新武装の試験に山中に潜んでいたレベル二〇ほどの蛇竜ナーガと戦わせたのだが、思った以上に楽勝だった。

　この蛇竜ナーガは大蛇に蝙蝠こうもりの羽と四本の足を付けたような魔物だ。

　今回は近接武器のテストが主体だったので、翼を切り落としてから皆にチャレンジして貰もらった。

「私の出る幕がありませんでした」

「らくしょ～？」

「我が輩は無敵なのです」

　リザの言葉が琴線に触れたのか、タマとポチがシュタッのポーズで勝ち誇る。

「二人とも、そこに座りなさい──」

　オレが苦言を呈するよりも早く、リザが二人の慢心を叱ってくれたのでオレからは何も言わなくて良いだろう。

　夜中のうちにこっそりと、仲間達の脅威になりそうなレベル三〇以上の魔物や毒や石化などを持つ危険な魔物は始末しておいたのだが、もうちょっと手応えのある魔物を取っておいても良かったかもしれない。

「ねぇねぇ、さっきの蛇竜ナーガが噂になってた黒い竜じゃないの？」

「焦げ茶」

　アリサの推測をミーアが否定する。

　オレも蛇竜ナーガを誤認した可能性はあると思うが、ミーアが言うように蛇竜ナーガは鱗うろこが焦げ茶だったし、何より火を噴かない。

　途中の村はともかく、クーチェの街の方は焦げ痕があったから違うだろう。

　すると──。

「みっけ～？」

「あっちの山の天てつ辺ぺんを飛んでいるのです」

　御者台に上って南の彼方かなたを見ていたタマとポチが、そんな事を言い出した。

　近場にある低い山々の向こうに、黒竜山脈の雄姿が見える。

　その白く染まった山頂付近に、黒い糸のようなモノが動いている。

　マップが違うので確実な事は言えないが、黒竜に付けたマーカーが目視方向にあるので、あの黒い糸のようなものは黒竜であっていると思う。

「二人とも凄いぞ」

　遠距離で見つけたタマとポチの頭を撫でる。

　本物の黒竜を見かけてしまったが、あの巨体が飛んできていたら、この辺の地形にはもっと甚大な被害が出ているはずだから、きっと関係ないだろう。

　そんな考察を心配そうなアリサに告げ、中断していた新装備の評価に戻る。

「マスケット銃の弾は効いてなかったようだね」

「ん、イマイチ」

「すみません、私の腕が悪いばっかりに……」

「ルルのせいじゃないさ。あれは武器の性能が足りていなかったんだよ」

　ノーマルな青銅弾を使ったのもあるが、単純に射出の魔法回路サーキツトが弱いようだ。

　それに弓と違って、銃だと使用者の能力値があまり反映されないみたいだしね。

　ルルを慰めてから、盾役をしていたナナを呼ぶ。

「ナナ、大盾を見せて」

「イエス・マスター」

「傷一つ無いね」

　この大盾は山樹で作った木枠に大怪魚の皮を張って作った物だ。

　前に作った「堅けん殻かく果実」の殻製の大盾よりも、かなり頑丈になっている。

　安全なのは良い事だ。

　なお、蛇竜ナーガの肉は蒲かば焼やき風にして食べると美味かった。見かけたら次も狩ろう。

　その後、プタの街の近くで都合良く盗賊が襲ってきたので、鋳造魔剣の「柔打」の効果も実地で確認できた。

　運ぶのは面倒なので適当な木に括り付けてある。

　街の近くなので、盗賊達の回収は街の衛兵に任せようと思う。




　　　　◆




　プタの街が木々の向こうに見えてきた。

　二つの山の間に挟まるように街が広がっており、西側の山の斜面に守護の城が建っている。

　東側の山にはミスリル鉱山跡地があり、現在は少量の錫すずや鉛を細々と採掘しているそうだ。

　人口はこの地方の平均よりも少なめで、人族よりも蜥蜴とかげ人族や鼠人族などの獣人の方がやや多い。

　この街に今いる貴族は守護のポトン准男爵一家と放火魔貴族ことマキワ王国のダザレス侯爵一行だけらしい。

　途中の村で教えて貰ったが、このプタの街は魔ま狩人かりゆうどが集まる街としても有名との事で、村の周りにデミゴブリンなどの魔物が徘はい徊かいし始めると駆除を頼むと言っていた。

　街の守護に陳情しても、実害が出るまでは重い腰を上げてくれないので、重宝しているそうだ。

　その話を思い出してマップ検索してみたら、近隣の山林にはデミゴブリンの巣が数キロ間隔で何十ヶ所も存在している事が判った。ほとんどが一〇匹未満の小規模な巣だ。

　数を増やすたびに他の魔物に捕食されたり、魔狩人達に駆除されているらしく、ムーノ男爵領の時のような巨大な集落は存在していない。

　今も十数組の魔狩人達のパーティーが、デミゴブリンを求めて森の中を徘徊しているようだ。

　そのうちの一組が丁度プタの街に帰還するところのようで、オレ達の馬車から見える場所で何やら揉もめている。

　まったく、この世界はトラブルが多い──。




　門の前で揉めているのは五人の男女だ。

「だから入市税が払えないから、報酬を先払いしてくれって言ってるんだろ！」

「なんでウチらがそんな手間をかけないといけないのさ」

「そうよね～、役に立ってみせるから連れて行けって言っておきながら、何の役にも立たなかったもんね」

「荷物持ちをさせたらすぐにへばるし、一人で水を飲み尽くすし」

「極めつけは、せっかく倒した火狐の死体に切りつけ続けて毛皮をダメにしちゃうし」

　隻腕の少年の抗議を、四人の女性達が嘲ちよう笑しようしながら却下していた。

　足手まといであっただろう少年も必死なのか、なおも食い下がる。

　へこたれない少年のガッツには好感が持てる。

「おい、ケナ、ちょっと待て」

「何さ？」

　我関せずといった風だった衛兵がリーダーの女性に声を掛ける。

「火狐って、立ち枯れ谷まで足を延ばしたのか？」

「そんなわきゃないだろ？　あんな所まで行ったら、逆に狩られちまうよ」

「だったら──」

「いつもの双子山で見つけたんだ」

「なんだと？」

　固有名詞は判らないが、魔物の分布に異変があったようだ。

「そういえば火魔法を使うゴブリンがいてびっくりしたよね」

「それも、双子山か」

「ああ、そうさ」

　考えすぎかもしれないが、話を聞く限りだと、放火魔貴族の持つ紅蓮杖の「炎の魔物を引き寄せる呪い」のせいな気がする。

　呪いの発動条件や効果範囲にもよるが、敵国の首都でテロに使われたらヤバそうなアイテムだ。

　もっとも、現時点でそんな事を考えているのはオレだけのようで、衛兵達は常と違う魔物の行動を不思議に思っているだけのようだ。

　衛兵達に手を振って魔狩人の女性達が門をくぐろうとするのを、少年が慌てて引き留める。

「ちょっと、こっちの話が終わってないよ！」

「じゃあ、今日の日暮れまでに買取所横の酒場まで来な。来れたら最初の約束どおり、六日分の報酬の銅貨三枚を払ってやるよ」

「待ってよ！　俺だってゴブリンを四匹も倒したんだ。歩合の銅貨四枚を忘れてるぞ！」

「あんたねぇ……。あたし達が瀕ひん死しにさせたゴブリンを横から搔かっ攫さらっただけでしょう？」

「よくそれで、報酬を請求できるわね。ほんっと図太いわ」

「それでも、俺は倒した！」

　食い下がる少年を見下しながら、リーダーの長身の女性が肩を竦すくめて折衷案を告げる。

「わかった、わかった。だが、その四匹もお前だけで倒したわけじゃない、半分だ。半分の銅貨二枚を追加してやる。せいぜい夕方までに酒場にたどり着くがいい」

　ほっとした顔の少年を嘲あざ笑わらうように、周りの女性達が悪い笑顔で煽あおる。

「へへっ、早くしないと全部酒代に化けるぞ」

「よ～し、小僧が来る前に飲みきるか賭かけようぜ」

「いいね～、飲みきるのに大銅貨一枚」

「ウチも飲みきる方に銅貨五枚」

「ぎゃははは、それじゃ賭けになんね～よ」

　冗談で言っているのだろうけど、時間が掛かったら本気で飲みつくしそうな感じだ。

　それは、少年も同感だったらしく、慌てて門番との交渉に向かったようだ。

「だから、さっきの話を聞いてただろう？　ココさえ通してくれたらちゃんと払いに戻ってくるからさ」

「ハンッ、お前達魔狩人の口約束を聞いてたら、門番なんて務まらないんだよ。夕方までに物納できるような獣でも狩って来たらどうだ？」

「罠わなを張る道具も無しに、獣を獲とれるわけないじゃないか」

「なら、諦あきらめな」

　ほう？　物納もできるのか。知らなかった。

　オレ達の馬車が近くまで来たのに気が付いた門番が、少年を脇へ追いやる。少年は、その隙に街の中に駆け込もうとしたようだが、もう一人いた門番に足を掛けられて地面に踏みつけにされた。

「やあ、プタの街にようこそ。見ない顔だが、行商人かい？」

「いや、旅の途中に寄っただけだよ」

　身分証明書の銀製のプレートを門番Ａに見せる。

　公都にいたときのような貴族服ではなく、ローブを着ていたので見分けが付かなかったようだ。

「こいつは失礼しました。貴族様でしたか」

「失礼ついでに貴族様、旅の途中という事でしたが、ここは最果てのプタの街ですぜ？　いったい何処への途中なんです？　まさか山越えしてワイバーンの巣に卵取りですかい？」

「おい、ジッツ」

　門番Ｂが言っているのは黒竜山脈の群生地ではなく、三つほど向こうの山に少数のワイバーンが作っていた巣の事だろう。

　あそこの巣は仲間の安全の為に昨晩殲せん滅めつしたが、ワイバーンの卵はなかった。

「ワイバーンの卵って、美お味いしいのかい？」

「すんげー美味いのかもしれませんがね。高く売れるんですよ。王都や山向こうのスィルガ王国まで持って行ったら同じ重さの金貨と交換してくれるって噂ですぜ」

「実物は見たことありませんが、飛竜騎士ワイバーン・ライダーの騎獣にするそうです」

　卵が五〇〇グラムだとして、金貨一四〇枚くらいになる。卵一個で魔剣一本と考えるとなかなかの値段だ。

　黒街ムラァスの闇オークションではもっと安かったので、同じ重さの金というのは尾お鰭ひれが付いた噂話なのだろう。

　公都で教えて貰った情報では、スィルガ王国が黒竜山脈の近くに、マキワ王国がその北東にあるらしい。

　メネア王女のルモォーク王国はそれらの国より小国二つほどを挟んだ北側にある。

　ちなみにオレ達の向かっているボルエナンの森は南の黒竜山脈を越えた先にある。

　そんな風に地理を脳内で整理していると、先ほどの少年が声を掛けてきた。

「なあ、貴族サマ！」

「お前は黙ってろ」

　門番Ｂが手にした槍やりの石突きで、少年を素早く黙らせる。

　そこまでしなくてもいいと思うが、平民が貴族に不敬を働くと処罰の対象になるので、少年を守る意味もあって厳しめにしているのだろう。

「いいよ。なんだい、少年」

　前半は門番Ｂに、後半は踏みつけられたままの少年に向けた。

「貴族サマ、街に入るために必要なんだ。銅貨一枚貸してくれ！　かならず返すからさ」

「ちゃんと敬語くらい使わんか！」

「ケイゴなんて知らないよ。『サマ』って付けたら敬語じゃないのかよ」

　しかし、オレから銅貨一枚を借りて無利子で返したとしても銅貨四枚しか手元に残らないのはいいのだろうか？

「いいよ、貸してあげる」

「本当か?!」

「士爵様、こいつは魔狩人ですぜ？　宵越しの金なんて持たないヤツらなんだ。絶対返ってきませんぜ」

「せっかく貸してくれる気になってるんだから、余計な事言わないでよ。絶対返すってば！」

　門番Ｂの足元から這はい出してきた少年に、銅貨を渡してやる。

　よほど長く風ふ呂ろに入っていないのか、むせ返るような体臭が鼻を突く。

　いや、これはゴブリン達の返り血や肉片なんかの腐敗臭も混ざっているようだ。

　少年は片方しかない手で引っ手繰るようにオレから銅貨を受け取ると、門番Ｂに叩たたきつけるように渡している。

「そうだ、貴族サマ！　宿が決まってないなら、そこに見える門前宿に行きなよ。かなり高いけど、料理が美味いって評判だよ！」

　少年はブンブンと手を振りながら、そう告げると中央通りを駆けていった。

　さて、この生暖かい門番達の視線はどうしたものか。

「士爵様、人が良いのは美徳だろうけど、世の中には人の善意を貪むさぼるだけで感謝なんてしないヤツらは沢山いるんだぜ、ですよ？」

「おい、その辺にしておけ。士爵様が困ってらっしゃるぞ」

「いや、心配してくれて感謝するよ」

　どうもこちらを本気で心配してくれているらしいので、礼を言っておく。

　ルルが馬車を発進させようとしたところに、思い出したかのように呟つぶやく門番Ａの忠告が耳に届く。

「守護のポトン准男爵のところには少々問題のある他国の貴族が逗とう留りゆうしておられます。ご注意ください」

　どうやら、放火魔貴族はプタの街で既に何かをやらかした後のようだ。

　親切な門番Ａにお礼の大銅貨二枚を握らせてから、もう少し詳しい話を聞く。

「マキワ王国の侯爵様でダザレス様とおっしゃる方なんですが──」

「捜し方が雑っていうか、いきなり燃やして尋問とかありえねーよな」

　説明の途中で、門番Ｂが割り込んで答える。

　獣人達の所で、聞き込みの最中に火魔法で脅したそうだ。

「よく領主が放置していますね」

「ボビーノ伯爵の紹介らしいので、無理もありません」

　衛兵の言うボビーノ伯爵は、前当主が魔王信奉集団の「自由の翼」のパトロンをしていた件で失脚した貴族だ。降格はなかったそうだが、公職を失い現当主も近々代替わりするという噂だった。

　だが、トルマ情報だとポトン准男爵はロイド侯爵の派閥と書かれてある。

　なので、その事を少し聞いてみた。

「ワイロですよ、ワイロ」

「おい！　ジッツ！」

　門番Ａが門番Ｂを叱りつける。

「すみません、士爵様。そういう噂があるだけで──」

「だってよ、半年ほど前から急に准男爵の羽振りが良くなって、ボビーノ伯爵の家紋の付いた荷だけ臨検も無しで素通りだぜ？　密輸の片棒を担いでたんじゃね～の？」

　衛兵達の情報が気になって、再チェックしてみたがポトン准男爵や放火魔貴族は「自由の翼」の一員ではなかった。

　構成員ではなく、金銭や便宜と引き替えの協力者といった位置づけなのだろう。

　平和が一番だが、放火魔貴族やポトン准男爵と揉める事があっても、このワイロ話やロイド侯爵から貰もらった家紋入り短剣を見せれば、なんとかなりそうだ。

　なお、半年前からの理由は、ハヤト達と一緒に退けた黒竜が北側の主街道を塞ふさいでいたからのようだ。

「ありがとう、ポトン准男爵やダザレス卿きようとは関わらないように注意するよ」

　オレは二人に礼を言って、追加の謝礼に銀貨を手渡す。

　とは言っても、オレも貴族である以上、その土地の貴族に挨あい拶さつもしないのは失礼に当たる。最低限の挨拶だけを交わして義務を果たしたら、なるべく距離を取るスタンスで行こう。

　放火魔貴族を擁護しているみたいだし、ポトン准男爵にもマーカーを付けておいた方が良さそうだ。

　門を去る前に、縛って放置してある盗賊の件と放火魔貴族の持つ紅ぐ蓮れん杖じようの呪いの件についても報告しておいた。

　オレはルルに指示して馬車を門前宿へと向かわせる。

「ようこそ！　門前宿へ」

　馬車を門前宿の中庭に乗り入れると、小間使いらしき少女が走ってきた。

　ルル達に馬車を任せて、少女の案内で宿に入る。一緒に付いて来ているのはアリサだけだ。

　案内されて行った先で待っていた宿屋の主人は、オレを見るなり金かね蔓づるを見つけたような表情になる。

　おかしい、今日はそれほど高そうな服を着ていないはずなんだが。

「これはこれは若様、ちょうど良い部屋がございますです」

　腕毛がわさわさと生えたぶっとい腕で、もみ手をしながら高い部屋を勧めてきた。

　その部屋というか建物は木造三階建ての別棟になっていて、一階は馬車ごと乗り入れて倉庫として使えるようになっているらしい。

　一階には浴室があったが、一人サイズの浴槽がポツンとあるだけで、給湯設備は無いようだ。

　湯は沸かすのに時間が掛かるので、なるべく食事時以外にして欲しいと頼まれた。

　飲料水以外の水は用水路から好きに汲くんでいいらしいが、下水と共用な気がして心配だ。

　まあ、使う前に「浄水ピユア・ウオーター」の魔法で綺き麗れいにすればいいだろう。

「この街は辺境で治安があまり宜しくないので──」

　主人が言うには別料金で強盗避よけの夜間歩ほ哨しようを付けた方が良いとの事だ。

　宿代は一泊銀貨一枚、夜間歩哨付きでプラス銅貨二枚らしいので、安眠の為にも夜間歩哨を付けるコースを選んだ。

　五日以上泊まるなら歩哨は無料らしいが、長居をする気はないので二泊だけの料金を支払っておく。

　宿の主人に、ポトン准男爵に面会依頼の手紙を届けるように頼む。

　ロイド候から預かった手紙も一緒に渡しておいた。

「よお、貴族様が泊まってるのはここかい？」

　山賊の親玉のような猟師の男が、大きな荷物を担いで宿の中庭へ入ってきた。

　彼が床に広げた布の中身は解体済みの鹿肉らしい。

「ほう、お前にしちゃ、えらくでかい獲物だな」

「ああ、久々だよ。そっちの若様が貴族様だろう？　どうだい、丁度食べごろのはずですぜ。モツは仕留めた日に喰くっちまったから無いけどな」

　ガハハハと笑うこの猟師は、どうやら鹿肉を売りつけに来たらしい。

　値段は銀貨二枚と公都の半分以下だ。いきなり相場以下の値段を言うとは商売の下手な男のようだ。

　少々情報が早すぎるが、恐らく街に戻ったところで門番にオレの事を教えて貰ったのだろう。

　別棟には厨ちゆう房ぼうがないので、調理は宿の料理人に任せる。




　さて、手紙の返事が来るのは早くても数時間後だろうから、皆で街の探検と洒落しやれ込む事にした。

　貴重品はストレージと格納鞄ガレージ・バツグに移してあるので、全員で行動しても問題ない。

　地味な格好に着替えようかとも思ったが、貴族然とした格好の方が絡まれないと思うので、そのままで出かけた。

「どこいく～？」

「のです？」

　手を繫つなぐタマとポチがオレを見上げて尋ねてきた。

「船着き場だよ。珍しい果物が色々売られているらしいからね」

「楽しみ」

　ミーアが草笛から口を離してポツリと呟く。

　小さな街なので、宿から船着き場まで徒歩一〇分ほどだ。

　宿の主人の話だと、市が立っているわけではないそうだが、船乗りや人足相手に飲食物を売る屋台や露店がいくつか出ているらしい。

　土がむき出しの通りを歩きながら、まばらに建つ民家を眺める。

　湿度が高く初夏に近い気温のせいか、通気性の良さそうな平屋が多い。

　高床式というほどでは無いが、どの家も三〇センチほど地面から高くなるように設計されているようだ。

　街を歩く人達も、全体的に薄着でスカート丈も短い。

　二〇代以上の年齢の女性はスカート丈が長いが、それでも足首が見えるくらいの長さだ。未成年の少女は膝ひざ上うえの短いものが主流らしい。

　男性は──わりとどうでもいいが──上半身裸の者や大胆な開襟の者が多い。

　小学生高学年くらいの子供達は、男女ともにヘソ出しのピチピチのシャツの子が殆ほとんどだ。

　どうやらファッションというわけではなく、着古して体に合わなくなっているだけらしい。

　就学年齢前の子供達は、半数くらいはブカブカのシャツを着ているが、残りは裸同然の子が多いようだ。一応腰巻は着けており、裸足はだしで元気に走り回っている。

　偏見かもしれないが、南国っぽくていいと思う。

「マスター、幼生体が沢山います。保護するべきだと推奨します」

「だーめ」

　無表情のまま熱心に訴えるナナを、軽い調子で受け流す。

　この街は小さな鼠人や蜥蜴とかげ人の子供が無邪気に駆け回っていて、ナナの保護欲を誘うようだ。

「ご主人様、見えてきました」

　先頭を歩いていたリザがこちらを振り返って報告してくれた。

　物売り達は倉庫の入り口や辻つじに、ゴザを敷いて商売をしているようだ。

「やっぱ田舎だから、あんまり売り子が多くないわね」

「そう言うな、アリサ」

　アリサの失礼な物言いを窘たしなめて、手近の一つに歩み寄る。

　ゴザの上に果物が詰まった篭かごが並べてあり、篭の中には小ぶりの瓜うりや柑かん橘きつ系や桃色の梨のような果物も売っている。

　マップ検索した情報によると、これらの果物は街の近くの森の中で自生しているようだ。

「どうだい、どれでも賤貨一枚だよ。森で採ってきたばかりだから、美味いよ」

　──安っ。

　せっかくなので大人買いして皆で分けて食べた。

　ちょっと青臭い果物もあったが、瓜は甘みの薄い西瓜すいかみたいでなかなか美お味いしい。

「びみ～？」

「しゃくしゃくなのです」

「ん、美味し」

　タマ、ポチ、ミーアも気に入ったようだ。

「もうちょっと甘みが欲しいわね」

「あら？　アリサの好きだったクボォーク瓜より甘いじゃない」

「あー、あの国は甘味が少なかったからねー」

　アリサとルルが瓜を囓かじりながら、昔話に花を咲かせている。

「こちらの果実は歯ごたえがあって良いですね」

「ちょ、ちょっとお姉さん。それは割ってから食べるもんだよ。歯が欠けてもしらんぞ？」

　リザが食べていたのは野球のボールくらいの大きさの椰や子しの実のような外観の果物だ。

　良い匂いがしていたので、オレもパキッと割って食べてみる。

　中から乳白色の果汁が流れてきたので、慌てて口に当てて飲み干す。

　ちょっとトロリとした食感だが、薄めのヨーグルト風の味が後味をすっきりとさせてくれる。

「そっちの若わか旦だん那なもすごいね。ナイフも無しに小玉椰子を割るなんて騎士様か何かかい？」

　店主が呆あきれながら差し出してくれた木匙さじを使って、果肉をほじって食べる。

　こちらは先ほどの果汁と違って、ネットリとした濃厚な味わいだ。

「おいし～のです？」

「食べるかい？」

「あ～ん、なのです」

　ポチから順番に皆にも味わわせてやる。

　一巡した辺りで、一人だけ他に興味を示していたナナに声を掛ける。

「ナナは要らないのかい？」

「マスター、幼生体への暴行を働いた犯罪ユニットを発見しました」

　オレの問いかけをスルーして、ナナが船着き場を指差す。

　そこには白い虎人の男がいた。交易所で商人と何やら揉もめているようだ。

　周りに子供がいないのと、ナナの態度から推測して、公都でアシカ人族の子供達を蹴け飛とばした虎人の男と思われる。

「即時殲せん滅めつの許可を！」

「ダメだよ」

　あれは不幸な事故だったし、そのすぐ後に暴れ馬に激突されて十分な罰は受けている。

　ここで一方的に殲滅するのは酷だろう。

「頼はのむ！」

「だから、在庫が無いと言っているだろう？」

　聞き耳スキルが白虎男と商人の会話を拾ってきた。

　白虎男の方は聞き取りにくい発音だったので、適当に脳内補正をかけておく。

「魔法薬でなくてもいいから、火傷やけどに効く薬を売ってくれ」

「昨日売った軟なん膏こうが最後の一つだ」

「だ、だったら、その軟膏を売ったヤツを教えてくれ、そいつから分けて貰うから」

「ダメだ。常連に迷惑を掛けるわけにはいかん」

　すげなく扱う商人に、白虎男が必死にすがりつく。

　この街には錬金術屋も魔法屋もないらしい。

　白虎男の必死な様子が気になって、マップで白虎人を検索してみた。

　──二人ほど白虎人が火傷を負っている。

　黒街ムラァスの闇オークションで出会った白虎姫ルーニャと白虎騎士ガルガオロンの二人だ。前者は普通の「火傷」状態だが、後者は「火傷：重度」状態となっていた。

「くそう──おい！　見せもんじゃねぇぞ！」

　オレと目が合った白虎男が威嚇の大声を上げる。

「マスター、対象が敵対行動を取りました。殲滅を開始します」

「だから、ダメだって」

　オレの前に踏み出したナナの肩を摑つかんで止める。

「再考を！　アシカっ子達の仇かたきを取らせて欲しいと懇願します」

　いやいや、死んでないから。

　元気に公都の下町を駆け回っているから。

「──アシカ？」

　白虎男が首を傾げた後、ハッとした顔でナナを見る。

「もしかして、あの時の子達は死んだのか？」

「いいえ、処置が早かったので、命は取り留めましたよ」

「そ、そうか……俺もあの後馬に撥はねられて寝たきりだったから、あの子達の事が気になっていたんだ」

　オレの言葉を聞いた白虎男が安あん堵どの吐息を漏らす。

　強こわ面もてだが、根は良い人のようだ。

「あんた達はあの子達の知り合いなんだろ？　済まなかった。直接謝りに行くのが筋なんだが、それもままならないんだ。許して欲しい」

　白虎男がオレとナナの前で地面で仰あお向むけになる服従のポーズを取った。

　──獣か！　と突っ込みたいが、彼なりの最上級の詫わびだろうから、茶化すのは控える。

「許す、と告げます」

　ナナがこくりと頷うなずいたので、白虎男に手を差し出して立ち上がるのを助ける。

　ここまでさせるつもりはなかったので、それとなく魔法薬の話を振ってみた。

「身内が火傷で死にそうなんだ」

「火傷ですか？」

「ああ、火に巻かれた人達を助けようとして姐あねさんやガルのアニキが……」

　白虎一行にはルーニャ姫以外に女性はいないから、姐さんというのはルーニャ姫の事だろう。

「下級の魔法薬で宜しければ、お分けしましょうか？」

「ほ、本当か?!」

「ええ。火傷の軟膏もあるのでお付けしましょう」

「ありがてぇ、恩に着るぜ」

　火傷特化版の水増し魔法薬五本と火傷用軟膏を手渡す。

　これで治るのは道中の村に施して確認済みだ。

　白虎男は薬の代金として金貨三枚をオレに押しつけて、全速力で鉱山跡地のある山に向けて駆けていった。

　白虎男の後ろを、「密偵」スキル持ちの犯罪ギルドの男が追いかけていく。

　その行く手を遮るように、魔ま狩人かりゆうどの男達がケンカを始めた。

「ノーマは俺の嫁だって言っているだろう！」

「お前にはゴンゾで十分だ！」

「あいつは男だろうが！」

　──いや、わざとのようだ。

　犯罪ギルドの男の進路を塞ふさぐように暴れている。

　白虎男が走り去った頃にようやく、犯罪ギルドの男が魔狩人達の隙をついて追いかけていった。

　しばらくして、魔狩人の二人は顔を見合わせてニヤリと笑った後、肩を組んで酒場へと戻っていった。

　白虎人達はこの街の魔狩人達の支持を得ているらしい。

「サトゥー」

　ミーアがチョイチョイとオレの服の裾すそを引っ張る。

「なんだい？」

「買って」

　ミーアが指差すのは交易所の裏手に繫がれた白い馬だ。

「馬？」

「一角獣ユニコーン」

　よく見ると、白馬の額には角を切り取った痕こん跡せきが残っている。

　そういえば黒街ムラァスの闇オークションで「一角獣ユニコーンの角」が売られていたのを思い出した。

　あの時の角の持ち主ではないと思うが、角を切除された犠牲馬なのだろう。

「角無しを買うのかい？　こいつは気が荒いから使い道に困るぜ？」

　商人の提示した金額はロバと同等の安値だったので、そのまま買い取った。

「乗れるのかい？」

「ん、大丈夫」

　ミーアが裸馬にふわりと騎乗する。

　角無しの一角獣ユニコーンもミーアを乗せるのに異論はないようだ。

「こりゃ、驚いた！　こいつが人を乗せるなんて思わなかったよ」

　驚く商人が酷く損をしたような顔をしていたので、交易所で果物やパプリカ風の野菜を大人買いしてやった。門前宿までの配達を頼んでおく。

　手続きを終えて交易所を出ると、仲間達の傍に見知らぬ青年が立っていた。日焼けした肉体労働者風の人族の青年だ。

「ご主人様、この人が魔法薬を売って欲しいって言っているんだけど──」

「頼むよ、代金は何としてでも払うから火傷に効く薬を分けてくれないか？」

　火傷という事は放火魔貴族の被害者の身内だろう。

　青年に詳しく事情を聞いてみたところ、彼の姉が獣人の子供を助けようとして大火傷を負って重体なのだそうだ。

　また、街の治安を守るはずのポトン准男爵が放火魔貴族の無法を訴えにいった人達を牢ろうに入れた事で、街の人達の不満は限界に近づいているらしい。

　オレがポトン准男爵と放火魔貴族の後始末をする義理は無いのだが、タマとポチの「お願い、助けてあげて」と言いたそうな視線に負けて、青年の頼みを聞くことにした。

　被害者の数だけ水増し魔法薬を与えても良いのだが、「火傷の加減によって薬や処方が違う」と告げて、青年と一緒に彼の家に向かった。

　魔法薬は低所得者層にとっては高価な品なので、必要な人に行き渡るのか心配だったのだ。

「姉さん、薬師さんを連れてきたよ」

　青年の声に返ってくるのはフゴフゴ言う老人のような声だ。

　マップで事前に調べた情報だと、二二歳の独身女性のはずなのだが……。

　いや、独身は関係ないな。うん。

　仲間達を入り口すぐの部屋で待たせて、青年の後について奥の部屋に行く。

　──これは酷い。

　範囲は広くないが、右肩から顔の下半分にかけて焼やけ爛ただれている。

　青年は姉の寝ている寝台の傍にいた甥おいっ子こや姪めいっ子をポチ達のいる部屋に出して、オレに場所を空ける。

　少々火傷が酷いが、火傷特化版の水増し魔法薬なら痕あとも残さず癒やしてくれるはずだ。

　吞のみ込むのが辛そうなので、吸い飲みで喉のどの奥に流し込む。

　オレは魔法欄から「液体操作リキツド・コントロール」と「透視スルーアイ」を順番に発動して、魔法薬が気管に入らないようにサポートしてやる。

「──おぉっ」

　オレの横で青年が息を吞む。

　うん、その気持ちはわかる。何度見ても、この魔法薬の速攻性の効き目は見ていて気持ちが悪い。筋組織が見えていた方にも、もう新しいピンク色の皮膚が生まれている。

　体力回復薬では疲労が回復しないので、ムーノ城で重病患者用に調合した高カロリー栄養補給薬を女性に飲ませる。これで朝には全快だろう。

　栄養補給薬はガボの実と山樹の黄おう橙とう果実から作れるので原価は非常に安いし、ムーノ城で量産して大樽だる数個分在庫があるので気楽に使える。

「薬師様、ありがとう！　薬代はなんとしてでも搔かき集あつめてくるぜ！」

「ああ、ちょっと待って──」

　さっそく家を飛び出して行きそうな青年を呼び止め、報酬代わりに放火魔貴族が暴れた場所に案内してもらった。

「これは酷いね」

「ん、大変」

　目の前では三棟の長屋らしき建物が焼け落ちていた。

　長屋の残ざん骸がいの作る日陰に敷いたゴザの上に、数人の獣人達が寝かされている。

「何の用だ。人族」

　オレ達の接近に、看病していた獣人達の間で緊張が高まった。

　青年の前に魔狩人らしき猿人族の男が立ちふさがる。

「待て！　俺はヒョナの弟だ。薬師様を連れてきたんだ」

「そういえば見覚えがあるな。俺達よりヒョナを治療して貰え。ここにいるヤツらはもう無理だ。薬を買おうにも身売りしたって足りねえよ」

　最近は自作ばかりだけど、確かに店で魔法薬を買うと高いんだよね。

　高い原因の殆ほとんどは魔核の値段だ。錬成スキルが低いと等級の高い魔核でしか魔法薬が作れないらしいので仕方ない。

　この街の魔狩人のレベル的に考えて、主な獲物はデミゴブリンくらいのはずだから、魔法薬に必要な魔核を自給できないのだろう。

「ちょっと失礼──」

　目視で寝かされている獣人達の様子をチェックする。

　彼らの火傷の度合いは、先ほど治療したヒョナさんより酷い。

　熱さましの効果があるという大きな葉っぱを、傷に巻いてあるだけのようだ。

「おいっ！　見み世せ物もんじゃねーぞ？」

「薬師様に失礼な事を言うな！」

　猿人族の男と青年の間で多少問答があったものの、奥に隠れていた老人達や子供達の仲裁で治療を行なう事ができた。

　オレとしては治療を拒否されるならそれでも良かったのだが、青年の必死な様子に感化されて、お人好よしな薬師を演じてしまったのだ。

「薬師様、ありがとう」

「手がまた動くようになるなんて！　薬師様のお陰だよ」

「ありがと、お兄ちゃん」

　治療した人達やその親族だけでなく、関係なさそうな人達にまで感謝された。

　口の構造上、滑舌の悪い獣人がいたので、白虎男の時と同様に脳内補正しておく。

「薬師様、さっきは疑って済まなかった。貧乏人の食い物もんで悪いが受け取ってくれ」

　いつの間にか姿を消していた猿人族の男が篭かごに入った赤い果物を差し出してきた。

「げっ、赤実かよ」

「俺達の部族じゃ、『赤実喰くいは病気しらず』って言葉があるんだ！　薬師様なら薬の材料にするかもしれないだろう？」

　青年と猿人族の男が言い争う。この二人は馬が合わないようだ。

　だが、この赤実を薬の材料にするなんてとんでもない。

「ありがたく頂くよ」

　オレは二人に見せるように赤実を一つ篭から取り出して、ガブリと齧かじり付く。

　少々熟しすぎているが、瑞みず々みずしくて美味い。久々の味覚だ。

「私も食べたい！」

「いいよ」

　ズシャッと音が聞こえそうな速さで手を伸ばしてきたアリサに一個手渡す。

「二人も味見するかい？」

「あい！」

「もちろんなのです！」

　食べたそうにしていたタマとポチにもトマトを差し出す。

「うにゅにゅ～？」

「ポチは肉の方が好きなのです」

　興味津々の二人が勢いよくトマトに食らいついたが、一口目を咀そ嚼しやくする内に微妙な表情に変わる。

　中のゼリー質な部分の食感が合わなかったのだろう。

　アリサは「ちょっち熟し過ぎだけど、懐かしい味だわ」と呟つぶやいて残りを囓っていた。

「完食～？」

「食べ物を残したらダメなのです」

　それでも最後までトマトを食べきっていたので、二人の頭を撫なでて「偉いぞ」と褒めておいた。

　他の子達も興味はありそうだったが、タマとポチの様子を見て躊ちゆう躇ちよしているようだ。

　ルルだけは意を決して食べていたが、口に合わなかったのか微妙そうな表情をしていた。

「ところで、このトマトはプタの街の特産なのかい？」

「トマト？　赤実なら、うちの部族と鳥人族の村くらいしか栽培してないぜ」

　マップ検索で確認したところ、栽培している村は三つほどだったが、南の山沿いに大量に自生している事が判った。

　先ほど治療した中にいた猿人の女性が、村から嫁いできた彼の姉だったそうだ。

「この赤実はこれだけしかないのかな？　できればもっと売って貰もらいたいんだ」

「金なんていらないぜ？　こんな物が礼になるならいくらでも持ってくさ──」

　そこまで言ったところで、猿人族の男の表情が曇る。

「ただ、食べ頃なのはこれだけなんだ。他はもう少し熟してからじゃないとな……」

　むしろ、こんなに熟す前のものが欲しかったので、それを門前宿に届けてくれるように頼む。

「ああ！　全部もいでくるぜ！」

　猿人族の男がそう請け負って飛び出していった。

　さすがに全部は悪いので、男と同じ部族の少年に「半分でいい」と伝えに行って貰った。

　彼は無料で良いというが、村人の今後の生活もあるだろうから、相場くらいの代金は支払おうと思う。

　ケチャップにトマトソース、年少組にはオムライスが鉄板として、クジラのオーロラ煮も作りたい。

　だが！　それよりも一番はピザだ！

　ピザを作らねば！

　チーズは公都で貴族達から貰った物ものが二〇種類くらいあるし、量もたっぷりだ。

　トッピングする野菜や肉類、魚介類もふんだんにストックしてある。

　街中でピザ窯がまを作ったら目立ちすぎるから、旅立ってから作ろう。

　滞在中はトマトソースの研究だな。

「にへへ～？」

「ご主人様が楽しそうで、ポチも嬉うれしいのです」

　タマとポチの二人がオレの足にペタリと身を寄せて、頭をグリグリと擦こすりつけてきた。

　おっと、トマト料理が楽しみすぎて、無表情ポーカーフエイススキルを破ってしまっていたようだ。

　さすがはトマトだ──。

　コホンと咳せき払ばらいしてニヤケ顔を納め、大げさなくらい礼を言ってくる獣人達に別れを告げて、宿へと引き上げた。




　　　　◆




「貴公がペンドラゴン卿きようか？」

「はい、ポトン准男爵様」

　オレは皆を近くの空き地で待たせて、一人で宿へと戻っていた。

　それは目の前で精一杯大物ぶっているポトン准男爵が、先ほど一〇名ほどの衛兵を引き連れて宿に来ているのをレーダーで発見したからだ。

　彼はつるりと禿はげ上がった小太りの中年男で、キョロキョロと落ち着き無くオレの背後に視線を彷徨さまよわせている。

　まるで宿の入り口から敵が飛び込んでこないか警戒しているかのようだ。

「ロイド侯からの手紙に、貴公にロイド侯と同等の便宜を図るように書かれてあった。だが、私の知る限り、ロイド侯に貴公のような身内はいなかったはず……」

　彼はロイド侯爵からの手紙が偽造ではないか疑っているようだ。

　もっとも、万が一本物だった場合、ロイド侯爵に申し開きが立たないので、彼本人がわざわざ足を運んで見極めに来たのだろう。

「ええ、ロイド侯爵と知己を得たのはほんの半月ほど前の事ですから」

　オレは胸元から、ロイド侯爵から餞せん別べつで貰った短剣を取り出して彼の前に差し出す。

「ロイド候の紋章付きの短剣……」

　短剣を手に取ったポトン准男爵が魔力を流すと、短剣の紋章が淡く古語らしき文字を浮かび上がらせる。

　たしか、ロイド侯爵のエントランスに同じ文章が刻まれたプレートがあった。

「──ほ、本物だ」

　ポトン准男爵の血色の良い顔が真っ青に染まる。

　どうやら、先ほどの行動は真しん贋がんの確認だったらしい。

「し、失礼した、ペンドラゴン卿。このようなあばら屋ではなく、我が城へ招こう。是非とも、招待を受けてくれたまえ」

　彼の失礼な物言いに宿の主人が不機嫌そうに顔を歪ゆがませた。

　さすがに、衛兵達の前で貴族に文句を言うわけにもいかないのだろう。

　さて、さすがに放火魔貴族と同じ屋根の下に泊まりたくない。

　──そうだ。

　断わるついでに、ポトン准男爵を脅して放火魔貴族を何とかさせよう。

「せっかくのお招きですが、閣下のお城に行くのはご遠慮した方が宜しいのではありませんか？」

　オレはここから見える厨ちゆう房ぼうの竈かまどで燃える炎に、思わせぶりな視線を送る。

　丸焼きにされた鹿が実に美味そうだ。

「も、もしかして、ペンドラゴン卿はロイド侯から何か秘密の任務を与えられて……」

　ポトン准男爵が上目遣いでへたくそな探りを入れてきた。

　よし、良い感じに誤解してくれた。

「ロイド侯爵からは何も──」

　ポトン准男爵がほっと安あん堵どの息を漏らす。

「──ただ、異国の貴族が臣民達を害するのをよく思われないかと存じます。閣下は慈悲深い方ですから」

　続けたオレの言葉を聞いて、ポトン准男爵が急に錆さび付いたかのように固まった。

　まさに虎の威を借る狐！

　コネをこんな風に使う事になるとは思わなかったけど、このまま押し切ろう。

「ポトン准男爵閣下は──」

　一いつ旦たん、言葉を切って、彼の目を見つめる。

「──優秀な方だと聞き及んでおりますから、異国の貴族の専横を許す事などございますまい」

「む、むろんだ。むろんだとも！　このポロロ・ポトンの目が黒いうちは、プタの街の治安は盤石だとロイド侯にお伝え頂きたい」

　ポトン准男爵がダラダラと脂汗を流す。

「さすがはポトン閣下。ロイド侯爵への手紙は明日あしたにでも書くつもりです。そこに閣下のご活躍を書ける事を期待しております」

「う、うむ、ペンドラゴン卿の配慮に感謝する」

　立ち上がったポトン准男爵が、足を縺もつれさせながらも自分の足で歩いて外に待たせてあった馬車に乗り込んで去って行った。

　少々あからさまだが「明日の朝までに放火魔貴族をちゃんと裁いたら、ロイド侯爵には功績のみを伝える」と仄ほのめかしたのを、ちゃんと理解してくれたようだ。

　後は彼が上手くやってくれる事を期待しよう。

　これ以上の余計な手出しはポトン准男爵の顔を潰つぶすことになるし、その方が楽だしね。




「貴族サマ凄すごいや！　いつも偉そうにしてる守護のオッサンがあんなにペコペコするのを初めて見たよ！」

　裏口から顔を覗のぞかせていた隻腕の少年がはしゃいだ様子で入ってきた。

　門の所で揉もめていた魔ま狩人かりゆうどの少年だ。

「おい、施しなら裏に回れ」

「き、今日は違うよ。貴族サマから借りた金を返しに来たんだ」

　宿の主人の決めつけを、少年が焦った様子で否定する。

「貴族サマ、さっきはありがとう。これ借りていた銅貨。本当に助かったよ」

　彼が差し出してきた銅貨を受け取る。報酬を受け取るのにも一ひと悶もん着ちやくあったのだろう。彼の口の端が切れているし、右頰に青痣あざが出来ている。

　なかなかバイオレンスな人生を歩んでいるようだ。

「おっちゃん、俺も金が入ったからさ、あの上手そうな鹿肉料理出してよ」

「バカ言うな、駆け出しの魔狩人に手が出るような食い物もんじゃねぇ」

「ちぇ～」

「ウチの名物の『焼き魚定食の白タレ掛け』にでもしておけ」

「うん、それでいいや」

　ここの焼き魚定食は銅貨二枚らしい。先ほど門前で聞いた彼の収入から考えたら散財が過ぎると思う。

「そんなに使ったら、また街に入れなくならないか？」

「そんときは、そんときさ。いつ死ぬかわかんないんだから、喰えるうちに美味い物喰わないとね」

　達観しているのか、後先考えていないのか。ちょっと心配だ。

　そんな話をしている内にアリサ達が戻ってきたので、宿の本館から出て借りている別棟へと移動した。

「ただいま、揉め事ごとは片づいたみたいね」

「ああ、問題ないよ」

　アリサの質問に首肯する。

　空間魔法の「遠見クレアボヤンス」と「遠耳クレアヒアリス」で一部始終を見ていたアリサ以外にも、どんな事があったのかを教えておく。

「プタの守護がちゃんと働いてくれたらいいんだけど……」

「大丈夫だろ？　保身は得意そうだったし、オレの事をロイド侯爵の使いだと思っているはずだしね」

「ああいう小物は短絡するから注意した方が良いわよ」

　アリサの忠告を心に留めておくとしよう。

　厄介事に巻き込まれないように、今夜中に情報収集をして、明日にはこの街を出発する事にした。

　最後まで面倒を見るほど、この街に義理は無いしね。

「ご主人様、食事の用意ができたそうです」

　宿の使用人が知らせに来たとルルが伝えてくれたので、皆で食堂に向かう。

　先ほどのポトン准男爵の件があったせいか、人族以外が一緒でも問題無いとの事だった。

「はらはら～♪」

「はらっ、へり～♪　なのです♪」

　食堂に向かう道すがら、オレと繫つないだ手をブンブンと振りながら、タマとポチの二人がお腹が減った時の空腹ソングを歌っている。ミーアの伴奏付きだ。

　この空腹ソングはその時の気分で新しく作られるので、何種類あるのかはオレも把握していない。

「この中央のテーブルみたいね」

　アリサが指差す八人掛けの大テーブルの上に料理が並べられている。

　料理はシンプルな丸焼きだ。

　肉をこそいで、小鉢に入った白いソースに付けてサニーレタスっぽい葉野菜に包んで食べるらしい。

　ミーア用に注文したピラフや蒸し野菜なんかが別の皿に盛ってある。

　白いソースはマヨネーズのようだ。

　肥満が増えそうだったので、公都ではあまりマヨネーズを広めていなかったのだが、普通に存在していたらしい。

　公都では見かけなかったから、この地方独特のソースなのだろう。

　ただ、これは──。

「鹿肉の野菜焼きウマー」

「まよまよ～」

「マヨなのです！」

「マヨネーズは美お味いしいのですが、やはり最初は何も付けずに頂くのが良いと思うのです」

「あら？　美味しいけど、このマヨネーズって」

　マヨネーズを付けた鹿肉の野菜巻きを口にしたルルが、確認するようにこちらを振り向いた。そう、ここのマヨネーズは非常にクドい。

　油の種類が違うのか配合が悪いのかは判らないが、食べ終わった後で胸焼けしそうだ。

　ちょっと拗すねたように無言でピラフをモクモクと食べるミーアの頰をつつきながら、皆にマヨネーズを食べ過ぎないように注意する。

「貴族様には、この白タレは合わなかったかい？」

「いえ、大変美味しいですよ。この白いソースはご主人が作られたのですか？」

　様子を見ていた宿の主人が声を掛けて来た。

「いえいえ、これは半年ほど前に隻腕の魔狩人が、教えてくれたもんでね。同じ隻腕でも、そこのコンの小僧とは違って抜け目ないヤツで、白タレの代金としてかなりふんだくられたもんです」

「ちょっと、あんな目つきの悪い男と一緒にしないでよ」

　焼き魚定食をあらかた食べ終えて、背骨を綺き麗れいにしていた魔狩人のコン少年が主人に文句を言う。

「その男の名前を、聞きましたか？」

「ああ、ジョンスミスって名乗ってましたよ」

　ジョンスミスか……地球でよくある偽名だ。

　主人からジョンスミス氏の特徴を教えて貰もらったが、左腕が無い事と黒髪で彫りの浅い顔つきという事くらいしか覚えていないと言われた。

　隻腕という事だし、男の正体はメネア王女の国が召喚した三人目の気がする。

「そういやいつの間にか街からいなくなっていたよな」

「魔狩人なんだから魔物に殺されちゃったんじゃない」

「あいつなら、そうそう死にそうにないけどな」

　主人と話しながらも、コン少年の視線は鹿肉にロックオンしている。

　獣娘達を羨うらやましそうに見ながら、真っ白な魚の骨をバリバリと囓かじる姿が不ふ憫びんだったので、小皿に取り分けた鹿肉の野菜巻きを差し入れてやった。

「いいの！　やったー！　ありがとう、貴族サマ！」

　コン少年が受け取った鹿肉の野菜巻きを宝物のように両手で持って、チビチビと大切に囓る。

　一口毎に「美味い」とか「すげぇ」とか独り言を呟つぶやいている。

　そんな少年を横目に、オレも鹿肉を楽しむ。

　すると、入り口の様子を窺うかがっていたナナがすくっと立ち上がった。

　こっそり額を隠して身体強化したナナが、目にも留まらないような動きで宿の入り口まで移動する。

　ホクホク顔で戻ってくるナナの両手には二人の鼠人族の幼児が抱えられていた。

　幼児達は必死で逃げようとジタバタもがいているが、身体強化されたナナの力には、まるで敵わないようだ。

「マスター、幼生体を保護しました。餌え付づけの許可を」

　いや、餌付けって。

　獣娘三人以外は食べ終わっているみたいだし、まだかなり鹿肉があるからいいだろう。

　ナナに許可を与えると、嬉うれしそうに二人の鼠っ子に鹿肉の野菜巻きを与えている。

　鼠っ子達は最初の内こそ驚いていたが、食べていいとわかると飲み込む様に食べ始めた。

　この子達は街にあった養護院にいたそうだが、ポトン准男爵の方針で養護院が閉鎖されてからはホームレス生活をしているらしい。今日は好きなだけ食べさせてやろう。

「むむむ、負けないのです──むぐっ」

「ポチ、水～」

　それに危機感を感じたポチが、勢いよく食べ過ぎて食事を喉のどに詰まらせた。

　タマが水の入ったカップを手渡してあげている。

「むぐ」

「あぐあぐ」

　鼠っ子達はハムスターのように口の中に食べ物を詰め込む。肉も野菜も関係無しだ。

　リザが鼠っ子達に味わって食べる様に説教したり、羨ましそうに見ていたコン少年を卓に招いたりと色々あったが、賑にぎやかで楽しい雰囲気のまま夕食は終了した。




　　　　◆




「──黒竜山脈？」

　オレは一人、夜の酒場で黒竜山脈方面の情報収集している。

　この街で貴族服だと浮くので、駆け出し行商人風のローブ姿にしてみた。

　この酒場のお奨めは幹みき酒しゆという甘みのある酒だ。軽い口当たりの割りにアルコール度数が高い。つまみの謎塩辛とベストマッチしている。

「南の『最果て村』までは行った事があるが、そこから先は雑草で埋まった昔の街道しかないぜ？」

「魔狩人にあの辺が専門のヤツがいたはずだ」

　商人に酒を奢おごりながら、彼らの語る情報を記憶していく。

「黒竜山脈の麓ふもとに開拓村がなかったっけ？」

「あの村なら二〇年ほど前に、山から陸りく海う栗にの大群が転がってきて全滅したはずだ」

　ウニ。村を滅ぼすような巨大ウニでウニ丼か……美味そうだ。ウニ丼ならイクラも欲しい。

　マグロもいいな。クジラも空を飛んでいたし、ファンタジー世界ならマグロだって雲間を飛ぶくらいしていそうだ。

　さて、バカな妄想はともかく、黒竜山脈方面の情報は先ほどの話くらいしか集まらなかった。

　代わりに集まったのは──。

「宿の包囲に参加するだけで銀貨一枚ってマジかよ」

「すげーな。ゴブリン何匹分だ」

「銀貨一枚で銅貨二〇枚だったはずだから……沢山だ」

「でもよ、あの火付け野郎の取り巻きが集めてるんだろ？　本当に金払ってくれるのか？」

「バカ野郎、だから宿を襲撃したときに、金目の物を搔かき集あつめておくんだろ？」

「貴族を襲って大丈夫かな？」

「そこは火付け野郎に尻ケツ持ちさせたらいいのさ」

　──そんな物騒な噂だった。

　街のゴロツキを集めているのは犯罪ギルドの男らしい。

　この街の宿は二軒あるが、宿に泊まっている貴族はオレだけだ。

　ポトン准男爵に放火魔貴族を抑えるように仕向けたのだが、捕縛や説得に失敗したか、逆に相手に丸め込まれたのだろう。

　それにしても、今のところ放火魔貴族と直接的な因縁はなかったはずなのだが……。

　その疑問の答えを、酒場の噂話が教えてくれた。

「でもさ、宿の貴族と火付け野郎は何で揉めてるんだ？」

「火付け野郎の追いかけている獣人を宿に匿かくまっているらしいぜ？」

「ああ、凄い量の食料を買っていたらしいな」

　なるほど、交易所で大人買いした食料が多すぎたようだ。

　ゴロツキを沢山集めているのは、宿を包囲して白虎人達を逃がさないようにする為だろう。

　酒場を出て誰もいない路地裏で、アリサに「遠話テレフオン」で事情を伝えておく。

『ふーん、やっかいね。昼間の守護は絡んでるのかな？』

　アリサの質問に答えるべく、マップ検索を行なう。

　衛兵達のうち当直以外の者は大多数が自宅らしき民家にいるので、今回の件に守護のポトン准男爵が嚙かんでいる可能性は低い。

『だったらさ未然に防ぐんじゃなくて、包囲を実行させてバカ貴族達も一緒に捕まえればいいんじゃない？　街のゴロツキを集めて貴族の寝込みを襲ったら、さすがに言い訳できないでしょ？』

　アリサの提案を精査する。

　向こうが襲撃を開始する前に潰つぶすのは簡単だが、暗殺者を送られたり食事に毒を混入されたりする搦からめ手てで来られると面倒だ。

　狙撃や毒物さえ事前に対処すれば仲間達でも余裕で勝てそうな相手ばかりだし、ここは罠わなを張って待ち構え、一網打尽にするのが良いだろう。

「そうだな、困った放火魔はこの辺で退場してもらおうか？」

『おっけー、じゃあ皆で準備しておくわね！　戦国時代の籠ろう城じようモノのマンガを読み込んだアリサちゃんの知識を存分に発揮してあげるわ！』

　楽しそうなアリサの声に一抹の不安を抱きつつも、アリサ達に宿の方を任せ、オレは魔ま狩人かりゆうどのたまり場という酒場へと向かった。

　先ほど商人達から聞いた『最果て村』近辺専門の魔狩人に会う為だ。




「だから、待ってってば！」

「どきなよ、コン」

　魔狩人達が集まる酒場の方からコン少年と女魔狩人のリーダーの言い争う声が聞こえてきた。

「あの貴族サマはいい人なんだってば！　悪い事する人なんかじゃないって」

「そんな事は関係ないんだよ」

「そうだよ、宿の包囲に参加するだけで銀貨一枚だよ？」

「そうそう、ゴブリン何匹分だと思ってるんだ」

「あんたみたいな、穀ごく潰つぶしでも稼げるよ？　この機会を逃すなんてバカを見るってモンよ」

　先ほどの犯罪ギルドの男がここでも人を集めていたようだ。

　酒場のゴロツキと違って、魔狩人達は本格的な武装をしている上に兵士並のレベルがあるので少々面倒だ。

　マーカーを確認したところ、守護の城の手前にある空き地に、二〇人ほどのゴロツキや魔狩人達が集められている。今のところ、ゴロツキの割合が多い。

　空き地にいるのは犯罪ギルドの人間だけで、放火魔貴族一行は全員城に滞在したまま動いていない。

　オレは「遠見クレアボヤンス」の魔法を発動させて、酒場の中の様子を窺う。

「もう、オルド達も飲んでないで、姐あねさん達を止めてよ」

「いいじゃねぇか、行かせてやれよ」

「ちょっ、オルド！」

　目の前の酒場にはコン少年と彼の仲間の女魔狩人達、それから二グループの雑多な種類の獣人が八人いる。

　先ほど名前が出たオルドという隻眼の兎人の仲間達は、魔狩人達の中でも強めでレベル七から九ほど。他は空き地にいる魔狩人達と大差ない。

　どうやら、獣人達は中立らしくコン少年の加勢はしないようだ。

「いい加減、どかないと拳げん骨こつじゃすまないよ」

「お願いだよ、姐さん」

　ケナと呼ばれた女魔狩人のリーダーが拳こぶしを振り上げたところで、隻眼兎人のオルドが声を掛けた。

「ケナ、止めねえけどよ」

「何だいオルド、他の魔狩人の組に意見するなんて、アンタらしくないね」

「意見じゃないさ、忠告だ。俺達は宿の貴族側に付く。ボーシュの姉の恩人ってのもあるが、獣人の寄り合いから宿の貴族を守ってくれって依頼を受けてるんだ」

　ほう？　火傷やけどを治してあげたお礼かな。

　ボーシュの姉というのが誰かは判らないが、火傷を治した人達の誰かだろう。

　この話を聞いていなかったら、放火魔貴族の雇ったやつらと一緒に遠隔攻撃の餌え食じきにしていたかもしれない。

「本気かい、オルド？　あんた達が強いのは知ってるけど、相手は何十人もの魔狩人だけじゃない。守護の衛兵達もいるんだよ？」

　さて、いつまでも聞き耳を立てていても仕方ないか。

　入り口のボロい扉を押し開けて、二人の会話に割り込む。

「その心配は無いよ。衛兵達は出てこない」

「誰が言ってたんだい？　あんたの母親かい？　いいから引っ込んでな！」

　ケナはオレを振り向かずに吐き捨てるように啖たん呵かを切る。

　オレを魔狩人の誰かと勘違いしているらしい。

「ポトン准男爵は公都のコネを使って封じた。彼が破滅主義か天下無双の大馬鹿者でもなければ、兵を出したりはしないよ」

　オレの言葉の途中で、オルドの目配せに気が付いたケナ達が振り向く。ケナの仲間の女魔狩人達が立ち上がり、剣の柄つかに手を掛けた。

　ケナの足元で踏みつけにされているコン少年に手を振りながら、名乗りを上げる。

「やあ、初めまして。私はサトゥー・ペンドラゴン名誉士爵だ」

　名乗りながら酒場をゆったりと見回して、彼らの反応を確認する。

　思ったよりも、敵意を向けてくる者が少ない。

「立ち聞きする気はなかったんだが、聞こえてしまってね。そちらの──ケナ女史かな？　君達もできれば、今日のところはこの場で酒盛りでもしててくれないかな」

「酒盛り？　味方に付けに来たんじゃないのかい？」

「違うよ。ここには最果ての村から山脈までの最新の情報を集めに来たんだ」

「はんっ、話を聞いてたなら、自分達のヤバイ状況が判ったんだろ？　とっとと宿を引き払って逃げ出した方がいいんじゃないか？　そっちのオルドに頼めば、門くらい開けてくれるよ」

　おや、意外だ。忠告されるとは思わなかった。報酬の銀貨に釣られただけで、それほど悪人でもないようだ。

　それなら、彼女達には放火魔貴族の退路を完全に潰すのに一役買ってもらおう。

「少し相談があるんだが、いいかな？」

　オレの提案に魔狩人達の目に驚きが走った。







　魔ま狩人かりゆうどの街・後編





〝サトゥーです。日本の武道には残心というものがあるそうです。敵を倒しても慢心せず、心を戦いの場に留とどめ、油断をしない事だと聞きました。知っていても実践するのは難しそうです。〟






　宿屋に襲撃があったのは、夜半も大分過ぎた頃だ。

　いち早く気が付いたタマとポチに仮眠していた皆を起こすように頼んで、オレは時じ間かん潰つぶしにしていた工作を中断する。

　仲間達には鎧よろいを装備したまま仮眠させていたので、すぐに臨戦態勢が取れた。

　寝たふりをしているので照明はない。三階の窓から外を窺うかがうと、松明たいまつを持った怪しい集団が三方に分かれて通りの向こうからやってくる。

　襲撃者の内訳は、放火魔貴族の家来五人、犯罪ギルド一〇人、魔狩人が二〇人、ゴロツキ九〇人といった構成だ。思ったよりも多い。

　集団の中に放火魔貴族本人はいないが、城の入り口付近に騎乗状態で待機しているようなので、戦いを引き延ばして舞台に引っ張り出そうと思う。

　ポトン准男爵一家や使用人達は、全員「麻ま痺ひ」状態で城の奥の一室に監禁中らしい。彼らの救出は放火魔貴族を捕縛してからで良いだろう。

　それにしても、都市核シテイ・コアの力で「麻痺」から脱出できないのだろうか？

　ケナ達は上手く潜り込んでくれたようで、とある集団の後方にいる。

　彼女達には放火魔貴族の家来の捕縛、あるいは逃走の阻止を頼んでおいた。

「弓、三つ～？」

「あそこの屋根の陰にもいるから、四つなのです」

　外を警戒していたタマとポチが、密かに配置についていた射手達を見つけている。

　オレは対人制圧用の「誘導気絶弾リモート・スタン」の魔法を使って、秘密裏に昏こん倒とうさせた。弓兵の傍には誰もいなかったから、伏兵に襲われたとでも思ってくれるだろう。

　他にも屋根伝いで接近していた犯罪ギルドの身軽な連中も、「誘導気絶弾リモート・スタン」で無力化しておく。

　落下して大怪我をしないように、着弾のタイミングを調整するのが面倒だった。

　仲間全員に「物理防御付与エンチヤント・フイジカル・プロテクシヨン」「魔法防御付与エンチヤント・マジツク・プロテクシヨン」の魔法で防御力をアップさせ、アリサ、ルル、ミーアの三人には狙撃対策の「術理盾付与エンチヤント・シールド」を、前衛陣には対人制圧力アップの「雷刃付与エンチヤント・スパーキング・ブレード」を追加した。

　これでヒュドラや黒竜でも飛んでこない限り、皆がケガをする心配もない。

「じゃあ、行こうか」

　ミーアやアリサの魔法使い組と魔法銃を持たせたルルを最上階に残し、前衛陣を引き連れて階下に降りる。

　ミーアとルルは裏手から侵入する無法者の撃退。アリサには空間魔法で遠距離から接近する魔物の監視を頼んでおいた。

　一階に辿たどり着ついた頃に、宿の歩ほ哨しよう達がドアを激しく叩たたいて緊急事態を報告してきた。

　ようやく異変に気が付いたらしい。

　完全武装で出てきたオレ達を見て驚いたようだが、彼らには有無を言わせず宿の本館の方の守りに向かわせた。

　宿の主人達は避難済みのようなので、彼らには便乗強盗に対応して貰もらう予定だ。

「呪われた白虎共に与くみする愚かな成り上がり者よ！」

　宿の包囲を完了させた放火魔貴族の家来Ａが、宿の外で演説を始めた。

「貴様らの罪は、汚らわしい獣人に加担した事！」

　デモのシュプレヒコールみたいだな。

「貴様の罪は──」

　家来Ａが大声でオレの罪とやらを連呼する。

　そもそも白虎人達を匿っていない以上、彼らの単なる勘違いなのだが、彼らの言い分を聞く良い機会なので、最後まで耳を傾けてみた。

　家来Ａの言葉を要約すると、鼬イタチ人族の帝国の軍に追われていた白虎姫一行をダザレス侯爵が匿ってくれたのに、ある日いきなりダザレス侯爵の家族を惨殺して、金銀財宝を奪い、領民達の家に放火して、民衆を虐殺したらしい。

　おまけに、その時に館に来訪していた先王も一緒に殺されたそうだ。

　それなら恨みに思っても仕方がないのだが、どうにも不自然過ぎる。

　庇ひ護ご者を殺すのはデメリットしか無いし、放火したり民衆を虐殺したりする理由はもっと無い。

　むしろ虎人族と人族が手を結んだら困る勢力が、白虎姫達に罪を擦なすり付けたと考えた方が判りやすい。

　まあ、事情は判ったが、無む辜この人々を焼き払って良い理由にはならない。

　排除する方針はそのままで良いだろう。

　状況把握用に「遠見クレアボヤンス」の魔法を発動し、俯ふ瞰かん視点で宿の周囲をウィンドウ表示した。

　──これで、オレに死角はない。

　中庭から外へ通じる門を開けて、彼らの前に出る。

「助命嘆願かと思えば、愚かにも武装して白虎共に義理立てするか！」

　オレ達の姿を見て、家来Ａが脳のう溢いつ血けつを起こしそうな顔で激げき昂こうする。

「そもそもここには白虎人なんていないぞ？」

「白々しくも庇かばい立だてするか！　貴様が白虎共に薬を与え、更には逃亡幇ほう助じよの為に食料を買いあさっていたのは調べがついておる！　つまらぬ言い逃れなどできぬと知れ！」

「確かに薬は売ったが、それ以外は全部貴公らの勘違いだ」

「ふん、戯ざれ言を！」

　せっかく、誤解を解こうとしたのだが、彼らは聞く耳を持たないようだ。

「白虎共を逃がす為の時間稼ぎなど、させてはやらぬ！　やれ！　コイツ等を皆殺しにしろ！」

「「「男は殺せ！　女は捕まえろ！　奪い尽くせ！」」」

　家来Ａの号令に周りの無法者達は武器を突き上げてそれに応える。

　いやはや、どこの世紀末世界の無法者だ。

「『ＤＴ』共よ、私が相手だと宣言します」

　襲ってきた無法者達にナナの挑発が飛ぶ。

　ＤＴは童貞の略語だと思うが、アルファベットじゃ意味が通じないだろう？

　そう思ったのだが、向こうの先陣の半数以上がナナに向かっていったので、多少は効果があったのかもしれない。

　ナナの左右で、「柔打ソフト・スタン」を発動したタマとポチの魔剣が、ギャグマンガの様に無法者達をなぎ払う。

「外食～？」

「一周、なのです！」

　もしかしたら、二人は「鎧がい袖しゆう一いつ触しよく」と言いたかったのだろうか？

　ナナも身体強化しているので大盾で数人を纏まとめて押し戻したり、同じく「柔打」を発動した剣で大斧おのを持った魔ま狩人かりゆうどを撃退したりと、なかなか頼もしい。

　三人に続き、赤い残光を曳ひいたリザの槍やりが家来Ａの肩を穿うがつ。

　──え？

　赤い残光？

　ちょっと、リザ？

　少し気まずそうなリザの様子を見る限り、気合が入りすぎてしまっただけのようだ。

　流石に魔刃までは発動していないので、家来Ａも死んではいない。

　怪我の功名か、一罰百戒的な効果があったみたいで、無法者達が浮き足立っている。

「お、おいアレ、魔ま槍そうじゃねぇか」

「あっちの三人も魔剣使いだぜ」

「しかも、魔法の守りまでついてやがる！」

「おいおい、聞いてないぞ。騎士でもないのにそんなヤツらと戦えるかよ」

　多くの無法者達が踵きびすを返して駆け出す。

　──逃がさないよ？

「うわっ、なんだ？」

「投と網あみだ！　誰か隠れているぞ！」

　予め付近の物陰に隠しておいた投網を、オレの「理力の手マジツク・ハンド」で投とう擲てきしたのだ。

　犯罪者捕まえるべし、慈悲はない。

「うわぁあああ、目が！　目がぁああ！」

「ごほっ、い、息ができねぇ」

　宿の裏手から塀を越えようとしていた無法者が、ミーアの水魔法「刺激の霧マスタード・ミスト」で咳せき込んで落下した。

　効果は絶大だったらしく、無法者達は落下した後も地面でのたうち回っているようだ。

　……やっぱり、多少は慈悲を与えよう。やり過ぎは良くない。

　オレは「遠見クレアボヤンス」の魔法で塀の内側を確認しつつ、放火された時の延焼防止用に用意してあった水を、宿の裏手の塀越しに撒まく。

「ミーア、頼む！」

『ん、任せて』

　撒かれた水を起点に、ミーアの「急膨張バルーン」や「水打ウオーター・スマツシユ」の魔法が無法者達を叩きのめす。

　ミーアが倒した無法者達は、夜陰に紛れて接近したオルド率いる獣人達によって縛り上げられて、衛兵詰め所前に運ばれていく。

　彼らの参戦が遅かったのは、門にいる衛兵達に事情を説明にいっていたからだ。

　衛兵が敵対的だった場合は、オルド達が制圧する事になっていたのだが、マップの光点の動きからして、上手くいったらしい。

　個々の能力はこちらの方が上だが、多勢に無勢なので前衛四人を抜けてオレの方に肉薄する者もいる。

　もっとも、弱いので鞘さやに入ったままの妖よう精せい剣で軽く昏倒させて終了だ。

「新手だ！　東の鉱山区から獣人の連中が来るぞ！」

　東側の通りから攻めていた無法者が恐怖に震える叫びを上げる。

「うわぁあああ！」

「く、来るなぁあああ！」

　無法者達の背後で、大剣が閃ひらめき血しぶきが舞う。

　人が朽ち木のように斬り殺され、通りには無残な屍しかばねが転がった。

『氷雪の騎士ガルガオロン見参！　ルーニャ姫の命により助太刀いたす！』

　大剣を担いだ白虎人がポーズを決める。

　せっかくの加勢だけど、できれば大人しくしていて欲しかった。

　オレにはグロ耐性はないから、血生臭いのは勘弁して欲しいんだよ……。

「出たな、ガルガオロン！」

「やはりつるんでいたか！」

　タマやポチと剣技を競っていた騎士風の家来Ｂと家来Ｃが、登場したガルガオロンを見て誤解を深める。

「アニキ！　一人で先走らないでくれよ！」

「ああ！　俺達もいるぜ！」

　ガルガオロンの左右に二人の白虎人が並び、その後ろからも雑多な獣人達が一〇人程加勢に現れた。

　彼らの後ろに広がる惨状は見ないようにしよう。

「ヤツを捕まえろ！　捕まえたヤツには金貨一〇枚だ！」

　ローブ姿の家来Ｄが無法者達に発破を掛ける。

　だが、ガルガオロンの無慈悲な戦いを見た無法者達が尻しり込ごみする。

「へん、臆おく病びよう者どもが！　魔狩人『ゴブリン喰らい』のオイン！　金貨一〇枚は貰った！」

　盾持ちの片かた手て斧おの使いの青年がガルガオロンに襲いかかる。青年の仲間らしき五人の魔狩人も一緒だ。

「やるじゃねぇか！」

「お前もな！」

　ガルガオロンの大剣を魔狩人オインが盾でいなし、反撃の片手剣をガルガオロンがアクロバティックな体捌さばきで避よける。

　強めの敵を受け持ってくれるみたいだし、東側の通りは彼らに任せよう。

「若様！　ヤツが来たよ！」

　包囲網の外側から、コン少年の叫びが届いた。

　彼には城の監視を頼んでいたのだ。

「ダザレス様だ！　『火炎将軍』ダザレス侯爵様がいらしたぞ！」

　家来Ｄの叫びに、無法者達が城に向かう通りを振り返る。

「すきあり～？」

「湯冷ざめ大変なのです！」

　タマとポチが騎士風の家来Ｂと家来Ｃを纏めて叩きのめす。

　一応突っ込むが、「油断大敵」だよ？　ポチが四文字熟語を勘違いする半分は、アリサのイタズラ心でできている気がする。

　通りの向こうから来る騎影の傍らには、松明たいまつの数倍の高さの炎が上がっていた。

　どうやら、紅ぐ蓮れん杖じようは既に起動状態らしい。

　こちらにヤツの家来達がいる限り、紅蓮杖で問答無用に攻撃してくる事はないと思うが、相手は街中で一般人に向かって放火するようなヤツなので油断はできない。

「ミーア、『霧纏いミスト・コート』を頼む」

『ん、了解』

　ミーアに依頼したのは、建造物に一時的な耐火能力を付与する魔法だ。

　湿らせて延焼しにくくなるだけの魔法なので余り多くは期待できないが、何もしないよりはよっぽどマシだろう。

「ついに穴蔵から出てきたなガルガオロン！」

「まったく、しつこい侯爵様だぜ」

　放火魔貴族とガルガオロンがお互いを見つけて叫び合う。

　そういうのは外野を巻き込まずにやって欲しい。

　そんな内心のぼやきが聞こえたのか、放火魔貴族の矛先はオレの方にも向けられた。

「畜生共に加担する愚かな成り上がり者よ！　ガルガオロン共々、炎に沈め！」

　ヤツの持つ紅蓮杖が一際大きく炎を吹き上げる。

　──させないよ？

　オレはストレージから取り出した小玉椰や子しを、放火魔貴族に投擲する。

　殺さないように威力を抑えた為に速度が出ず、小玉椰子がヤツの意識を刈り取るのと、ヤツがこちらに火炎を放つのは、ほぼ同時のタイミングだった。

　蛇の舌のように伸びた火炎はオレの頭上を通り過ぎ、そのまま上空へと消えていく。

　ヤツは仰あお向むけに落馬しながらも、紅蓮杖を手放さなかったらしく、励起状態の紅蓮杖が出す炎が彼の味方を蹂じゆう躙りんしている。

「ダザレス様の仇かたき！」

　黒塗りの槍を持った家来Ｅが、ポチの横を抜けて襲ってきた。

「やー、なのです！」

　ポチの体当たりを側面に受けた家来Ｅがよろめく。

　そのサポートを生かして家臣Ｅの顎あごを蹴けり砕き、こいつの持っていた槍を奪う。

「ありがとう、ポチ」

「にへへ～、なのです」

　オレが褒めるとポチが恥ずかしそうに身をくねらせる。

「あびない～？」

　そんなポチを狙った魔狩人の毒短剣を、タマが打ち落とす。

「ポチ！　戦場で気を抜くとは何事です！」

「──反省、なのです」

　心配がたっぷりブレンドされたリザの叱責に、ポチが自分の頰をバチバチと叩たたいて気合いを入れる。

『ご主人様！　南の空！』

　アリサと繫つないだままにしていた「遠話テレフオン」の魔法で警告が飛んできた。

　時を同じくしてレーダーに高速で移動する赤い光点が映る。

　宿の上空を体長三メートルほどの蛇竜ナーガが飛び越えた。

「火～？」

「肉なのです！」

　タマが口にしたように、蛇竜ナーガの口から火が漏れている。

　ＡＲ表示によると「火喰蛇竜」と呼ばれる種類らしい。前に見た普通の蛇竜ナーガよりも小型で鱗うろこが黒い。

　たぶん、放火魔貴族の紅蓮杖に引き寄せられて来たに違いない。

　門の見張り櫓やぐらで、今更のように警鐘が鳴り響く。

　こちらの争いに注目していて、魔物の発見が遅れたのだろう。

　そういえば街の城壁にも魔物避けの結界があるはずだが、紅蓮杖の呪いによる誘引力の方が強いらしい。

「り、竜だ！　竜が出たぞ！」

「喰くわれるぞ！　逃げろ！」

　蛇竜ナーガが突然乱入した事で浮き足だった無法者達が武器を投げ捨てて逃げ出す。

「逃がしゃしねぇよ」

　ガルガオロン率いる獣人達が情け無用で無法者達を切り捨てる。

　それをナナの大盾とリザの槍が阻止する。

「何のマネだ？」

「マスターは無用な殺生を禁じていると告げます」

「この者達は捕縛後、犯罪奴隷として売却します。むやみにご主人様の資産を減らす行ないは遠慮して下さい」

　確かになるべく殺生は避けたいけど、そういう理由じゃないからね？

「なら、仕方ねぇ。俺達はあくまで手伝いだからな。あんたらの主人の意向に従うぜ」

　血生臭いのは勘弁して欲しいので、ガルガオロン達が同意してくれて良かった。

　このやり取りに参加しなかったのは、マップで魔物の動向を確認していたからだ。

　街に向かってデミゴブリン・メイジや火喰蛇竜、蛇竜ナーガといった群れが移動しているのが確認できた。

　炎属性のない蛇竜ナーガ達が街に向かう理由は、火喰蛇竜にあるようだ。

　少数の火喰蛇竜の後ろを雲うん霞かのごとく蛇竜ナーガ達が追いかけている。前者がメスばかり、後者がオスばかりなのを考えると、元々は同じ種族なのかもしれない。

　個々は弱い雑魚魔物だが、この数が街に雪な崩だれ込んだら、仲間達はともかく街の人達が危険だ。

　幸い元凶の紅蓮杖は放火魔貴族と一緒に、西側の山の斜面にある守護の城へと移動中なので、早めに対処したら、街の人に被害は出ないだろう。

　上空で城に向けて方向転換した火喰蛇竜を持っていた槍やりを投擲して撃墜する。

「リザ、ここの指揮を任す」

「承知！」

　落下した火喰蛇竜目掛けて、獣娘達が殺到した。

　前に食べた蛇竜ナーガの蒲かば焼やきが美味だったから、気持ちはよく判る。

「ガルガオロン卿きよう！　ダザレスの家来は任せた！」

「ちっ、仕方ねぇ。だが、ダザレスの野郎は俺にも因縁がある──」

「判った！　後でダザレスを一発殴らせてやる」

「へっ、期待しているぜ！」

　オレの後ろをついてこようとしたガルガオロン達を、先手を打って無法者の残党狩りに釘くぎ付づけにする。

　一緒に来られたら、魔物達の始末が面倒になるからね。

　オレは一人、闇夜に紛れて城へと向かった。

　町並みを抜けて、城へ続く坂道に出る。遠くで守護の城の跳ね橋が上がるのが見えた。

　赤い熾おき火びのような光を曳いて火喰蛇竜が一匹、また一匹と城門に着地する。

　遠間から誘導矢リモート・アローを使って倒すと少々目立つので、礫つぶてを投げて街に接近する強めの魔物を間引いておいた。全部片付けなかったのは、放火魔貴族──ダザレスへの嫌がらせだ。

　自分の引き起こした事態でせいぜい肝を冷やして貰もらおう。

　こっちの城は対魔物戦を想定して頑丈なので、内部に立たて篭こもっていれば死ぬことはないはずだ。

　火喰蛇竜を追ってきた蛇竜ナーガ達が雪崩のような勢いで城壁や塔に着地し、耐久力の足りない急造箇所がガラガラと崩れる。

　──あっ、バカ野郎。

　ゆったりと坂道を上がっていたオレはレーダーに映る光点の動きに悪態をついた。

　ダザレスと家来達が城の中庭に出て蛇竜ナーガ達と戦い始めたのだ。

　城壁の上で絡み合っていた火喰蛇竜と蛇竜ナーガをダザレスの火炎が包む。

　仲間を攻撃された蛇竜ナーガ達が、中庭のダザレス達に襲いかかった。

　助ける義理はないが、虐殺されるのを見物するほど悪趣味じゃない。

　坂道の脇の林に飛び込み、ナナシの姿に早着替えする。面倒なので幻影イリユージヨンによるエフェクトは省略だ。

　縮地で城門へと瞬き一つの間に辿たどり着ついた。

　城門の向こうで炎の柱が吹き上がる。

　──なんだ？

　城から逃げだそうとする蛇竜ナーガ達が、レーザーのような光線状の炎に焼かれて千切れ飛ぶ。

　急旋回で炎を避けた蛇竜ナーガが、炎に包まれた巨大な手に摑つかまれて、城門の向こうに引き戻される。

　城門の上に跳躍したオレは状況を正確に理解した。

　炎に包まれた中級魔族が蛇竜ナーガ達を相手に無双している。

　魔族の額に光るのはダザレスの持っていた紅蓮杖の宝玉だ。

　──そういえばボビーノ伯爵の紹介だっけ。

　たぶん、ダザレスは魔王信奉者「自由の翼」のパトロンだったボビーノ伯爵から、中級魔族になれる「長角ロングホーン」を譲り受けていたのだろう。

　ヤツ自身が「長角」を使う意味を正確に知っていたかは判らないが、そんな事はもう関係ない。

　蛇竜ナーガ達を倒し終わったダザレス──いや、中級魔族が四枚の羽を広げて、空に浮かび上がる。

　炎に包まれた中級魔族に接近するのは熱そうなので魔法で倒そう。

　火を消すには爆風だったっけ？

　オレは魔法欄から「爆縮インプロージヨン」を選び出す。

　この魔法は球状効果範囲の外側から中心に向けて爆発が起こるので、他の中級魔法に比べて周辺被害が少ないのだ。

　もっとも、この位置取りだと城が爆風を受けて崩れそうなので、一二〇本の「理力の手マジツク・ハンド」を束ねて中級魔族を上空へ投げ飛ばす。

　──危機感知に反応アリ、南遠方。

　またか……わんこ蕎そ麦ばじゃあるまいし、強制的なお代わりはやめてくれ。

　うんざりと振り向いたオレの視界に、烈光が映った。

　光は一瞬で中級魔族を蒸発させ、空の彼方かなたへと消えていく。赤い光のカケラが街の傍を流れる川に落ちるのが見えた。

　バサリという羽音とダウンバーストのような颶ぐ風ふうが、城とプタの街を蹂躙する。

　レーダーに映るのは青い光点。

　風に抗って見上げた視界には、城の背後の山頂で翼を広げる黒竜の姿があった。

　──ＧＷＲＯＷ、ＧＷＲＯＷ、ＧＷＬＯＲＯＯＯＯＯＵＮＮ！

　山頂の黒竜が咆吼を上げる。

　数百メートル以上離れているのに、ビリビリと空気の震えを肌で感じるほどだ。

　マップに映る仲間達の状態が「恐怖」になっている。

　街の人達や魔ま狩人かりゆうど達も同様だ。

　さて、人々を恐怖で縛り付けた黒竜の咆吼だが、竜語が判るオレには次のように聞こえていた。

『弱い！　弱いぞ！　何の為に山から降りてきたのだ！』

　どうも魔族との勝負が一瞬で終わってご不満らしい。

　オレは天駆と縮地で黒竜の足下へと向かう。

『こぎゅ──』

　発音難しっ。

『こんばんは黒竜殿』

　人の喉のどだと発音不能なので、「腹話術」スキルを用いて竜語を喋しやべってみたら上手くいった。

　やはり、このスキルは本来の腹話術とは別物に違いない。

『悪いけど子供達が寝ているからもう少し声量を落としてくれないかな？』

『竜語が話せるのか、小さき者よ』

『ああ、最近覚えた』

『あっぱれだ、小さき者よ』

　黒竜はオレの要請に応えて声を抑えてくれた。意外と素直らしい。

『戦いの口上の為に覚えたのだな！』

　──え？

『竜はいかなる者の挑戦も受ける！』

　黒竜は有無を言わせず、オレを摑んで空へと飛び立った。

『ちょっと待て、このバトルジャンキーめ』

『小さき者よ！　その通りだ！　我ら竜こそ、良き戦いと良き睡眠を追求する者！』

　おいおい、肯定しちゃうのかよ。

　風斬り音にも負けずに竜語で抗議したが、黒竜は嬉うれしそうに吼ほえてプタの街の上空を旋回する。

『ここだと街に被害が出る！　戦いたいなら場所を変えろ！』

『その願い叶かなえよう──』

　オレの叫びを軽い調子で黒竜が聞き入れた。

『──人族をむやみに殺すとフジサン山脈の天竜がうるさいからな』

　山脈の名前はともかく、人族の守護者のような竜が監視しているという事か。

　竜が水平飛行に移る。

　──速い。

　亜音速は出ていそうだ。

　黒竜の飛行速度が速く風圧で目が痛いので、魔法欄から「風防キヤノピー」を使って風を遮る。

　どちらかというと、獲物のように黒竜の手に摑まれて飛ぶのではなく、背に乗って飛びたかった。

　何も言わずに街を離れてしまったので、アリサとリザに「遠話テレフオン」の魔法で「竜と散歩してくる。後は任せた」と伝えておく。

　二人とも「恐怖」状態のままだったので返事は無かった。

　その間にも黒竜の飛ひ翔しようは速度を落とさず、瞬く間にオーユゴック公爵領を抜けて、別マップにある黒竜山脈のエリアへと入る。

　久々の「全マップ探査」の魔法を使って、黒竜山脈の情報を取得した。

　この黒竜山脈にも小さな村が幾つかあるようだ。

　誤射しないように、村にマーカーを付け、クエスト用の旗フラグ表示を付与しておく。初めて使ったが、問題なさそうだ。

　白く雪化粧に染まる黒竜山脈の頂上まで来ると、山脈の向こうに広がる巨大な森が見えた。

　別マップなので確証はないが、あれがミーアの故郷ボルエナンの森だろう。

　前に船から見た糸状の世界樹が森の中心に見える。

　雄大な景色に見とれていたオレに、黒竜が尋ねてきた。

『小さき者、汝なんじは飛べるか？』

『ああ、飛べる』

　オレがそう答えると、黒竜がゆっくりと手を開いたので、天駆で掌てのひらから飛び立つ。

　それを確認した黒竜がズドンと山頂に降り立ち、巨体に押し出された新雪を雲のように舞い上がらせる。

『我は竜の谷に生まれし、黒き竜！　同じ成竜に敵はおらず、古竜や天竜との戦いを嗜たしなむ者なり！　山脈の頂に居を構え強つわ者ものを待つも未だ現れず。今こ宵よい汝との死合を楽しまん』

　黒竜が翼を広げて、嬉しそうな顔で口上を述べる。

　ここで戦わないのは許されない雰囲気だ。

　レベル差的に負けないとは思うが、狩かり衣ぎぬが燃え尽きそうなので「竜の吐息ドラゴン・ブレス」だけは注意しよう。

『人族の勇者ナナシ。お手柔らかにね』

　オレが短い口上を返すと、竜が息を吸い込む。

　天駆で距離を取りつつ、「自在盾フレキシブル・シールド」を最大の三二枚全て展開して前面を覆う。

　閃せん光こうが視界を染め、轟ごう音おんが山肌を殴打する。

　天駆で咄とつ嗟さに回避したにも拘わらず、「自在盾フレキシブル・シールド」のうち二枚が消え去った。

　さっきの感触だと、直撃でも七、八枚もあったら防げそうだけど、念の為に魔力鎧スキルも発動しておこう。

　今の一撃で山頂の雪が溶け、沸騰した濁流が雪崩を引き起こす。

　背後では峻しゆん厳げんな峰が二つほど砕け散っていた。

『往くぞ！』

　後脚のバネだけで飛び上がった黒竜が、瞬く間にトップスピードになって襲ってきた。

　加速前に上げた咆吼が竜語の魔法だったらしい。

　急接近した黒竜の角が迫る。

　魔法欄から選択した「稲妻ライトニング・ボルト」を撃ち出す。

　──消えた？

　黒竜を痺しびれさせるどころか、「稲妻ライトニング・ボルト」が黒竜の鱗うろこに届く前に拡散したように見えた。

　紙一重で黒竜の角を避け、至近距離から後頭部に「気鎚エア・ハンマー」の魔法を叩たたき込こむが、それも「稲妻ライトニング・ボルト」と同様に途中で消え去った。

　魔王戦の時と同様に、下級魔法は無効化されてしまうようだ。

　かといって、攻撃用の中級魔法はマズイ。黒竜より遥かにレベルの高い大怪魚を軽々と仕留める威力なのだ。

　せっかくの生きた竜を、うっかりで殺す訳にはいかない。

　黒竜の後頭部を見送りながら、そんな事を考えていたオレの背後で危機感知の反応があった。

　──尻しつ尾ぽだ。

　正確には尻尾の先に生えたトゲが迫っていた。

　オレは天駆で斜め下方向に急加速し、辛うじてトゲから身を逸らした。

　だが、危機感知の反応は続いている。

　後ろを振り返ったオレの視界に、空中で体をひねる黒竜の姿が見えた。

　──空力は無視か！

　オレの死角方向から、回転の勢いを載せた尻尾がムチのように飛んできた。

　避けるのは無理だと判断し、オレは両腕を交差させて尻尾を受ける。

　腕の前に出した「自在盾フレキシブル・シールド」が一枚砕け散ったが、その程度で済んだ。

　普通なら圧倒的なウェイト差で吹き飛ばされるはずだが、オレの馬鹿げた筋力ＳＴＲ値と天駆による強きよう靱じんな足場がそれを耐え抜いた。

　回転の勢いのまま、黒竜の右手の爪が迫る。

　こちらは避けることができたが、あえて正面から受け止めた。

　尻尾の半分以下の威力だ。

　このくらいなら、セーリュー市で戦った黒い上級魔族の物理攻撃と同程度、猪王の一撃より遥かに軽い。

　つまり、体格さえ考えなければ肉弾戦は同等以上に戦えると言うわけだ。

　天駆で空中に踏ん張り、「理力の手マジツク・ハンド」の補助を得て黒竜を空中で投げ飛ばす。

『なんとー！』

　黒竜がひょうきんな叫びを上げて、山腹を削って転がっていく。

　……なかなかお茶目なヤツだ。

　ぶるん、と頭をふって土を落とした黒竜が生き生きと瞳ひとみを輝かせて飛び立つ。

　黒竜がオレに接近しながら一つ吼え──オレは頭上からの黒い稲妻に撃たれた。





＞「雷魔法：竜」スキルを得た。

＞「闇魔法：竜」スキルを得た。






　どうやら、今のは魔法だったらしい。

　一度の魔法攻撃で二つのスキルを得られたのは初めてだ。

　複合属性の魔法のせいか、なかなかの威力だ。「自在盾フレキシブル・シールド」の高密集モードでも隙間を抜けて内側まで届いた。「自在盾フレキシブル・シールド」は一枚減っただけだが、狩衣が少し焼けてしまった。

　ちょっと、肌がピリピリするが、変な追加効果は無いようだ。

　今のは牽けん制せいだったらしく、接近した黒竜の左の拳こぶしが襲ってきた。

　こちらも拳で迎撃する。

　──バキンッ。

　分厚い板が割れるような音が響き、黒竜の左拳から割れた鱗が飛び散った。

　鱗の奥から吹き出した黒竜の血を素早くストレージへと流して、全身血みどろになる悲劇を避ける。

　先ほど、鱗が砕ける前にガラスが割れるような軽い手応えがあった。

　たぶん、鱗の上に魔法的な防御フィールドが張ってあるのだろう。

　間髪を容いれずに襲ってくる黒竜の右拳を、今度は「自在盾フレキシブル・シールド」で受け止める。

　これなら、黒竜をいたずらに血みどろにせずにすみそうだ。

　そんな傲ごう慢まんな思考をあざ笑うように、動きの止まったオレの下方から黒竜の膝ひざ蹴げりが飛んできた。

　まさか竜が蹴けりを使うとは思わず、完全に不意を突かれた。

　少々危機感知に頼りすぎていたようだ。

　空中に打ち上げられたオレを黒竜の「竜の吐息」が追撃してきた。

　オレの「自在盾フレキシブル・シールド」が次々と破壊されていく。

　古式ゆかしいテーブルトークＲＰＧなら、「竜の吐息」は三発までなのだが、現実はそこまで甘くないようだ。

　──その時、不意に視線を感じた。

　この感じは空間魔法で監視されている時のものだ。感触からしてアリサじゃない。

　オレは「竜の吐息」を巧みな軌道で避けながら、視線の主を手繰る。

　ボルエナンの森、世界樹の方向にプラチナブロンドの美女の面影が浮かんだ。





＞「逆探知」スキルを得た。

＞「探知妨害」スキルを得た。






　取りあえず、後者を有効化アクテイベートして、美女の覗のぞき見みを強制終了させた。

　これで黒竜との戦いに専念できる。

　オレは「竜の吐息」の代わりに口から吐き出された弾幕のような超高速火弾の雨を、シューティングゲームのノリで回避していく。

　たまにカーブやシュートの軌道を描く弾幕を「自在盾フレキシブル・シールド」で受け流す。





＞「風魔法：竜」スキルを得た。






　なるほど、風魔法を併用して軌道をアレンジしたのか……多芸なヤツだ。

　だが、弾幕でオレを狙う事に固執しすぎだ。

　オレは黒竜の頭上に位置したタイミングで、「自在盾フレキシブル・シールド」を張り直し、ストレージから巨大隕いん石せきを背後頭上に取り出す。

　もちろん、これで黒竜を殴ったり、投げつけたりする気はない。

　そんな事をしたら、うっかり殺してしまうからだ。

　オレは「理力の手マジツク・ハンド」で自分の体を巨大隕石に押しつけ──。

　全力で蹴る。

　反作用で急加速したオレに雨あられと超高速火弾が命中するが、斜めに多重配置した「自在盾フレキシブル・シールド」を削るだけで終わっている。

　失われた「自在盾フレキシブル・シールド」は半分。

　残り半分の「自在盾フレキシブル・シールド」を黒竜に押しつけ、ヤツを山脈に叩き付ける。

　固い岩盤を割り、岩と土つち埃ぼこりが環状に広がった。

　久々に地面に足を付け、目を回す黒竜の尻尾を「理力の手マジツク・ハンド」の補助を得て摑つかみ、ぐるんぐるんと振り回す。

　──ＧＲＯＷＷＷＷＷＷＷＮ。

　言葉として意味をなさない黒竜の悲鳴を聞き流し、仰あお向むけに大車輪の刑に処す。

　なんとか回転を止めようと黒竜が悪あがきをするが、鋭い爪つめが仇あだになり地面に深い爪痕あとを残すだけで大した抵抗にはならない。

　十分な加速を得たところで、黒竜を投げ飛ばす。

　投げた先には峻厳な峰がある。

　ミスリル鉱石が露出していて、他より堅そうなので選んだ。

　峰にめり込んだ黒竜に縮地で追いつき、天駆を駆使して格闘ゲームキャラのようなキックを黒竜の心臓に叩き付ける。

　オレと黒竜の間に緩衝材として配置した「自在盾フレキシブル・シールド」が一撃で砕け散った。

　──ヤバッ。

　慌てて天駆で踏みとどまる。

　黒竜の胸元の鱗が砕けたが、心臓を貫く前に止まれた。

　地面にめり込んだ黒竜の四肢から力が抜ける。

　ふう、勝ったみたいだ。

　──それは油断。

　黒竜の最後の攻撃は魔法でも「竜の吐息」でもなかった。




　──原始的な牙きばの一嚙かみ。




　上から降ってくる顎あごの奥で、白く輝く牙。

　その美しい輝きに魅入られる。




　前にリーングランデ嬢が言っていた。




　──竜の牙は全てを穿うがつ。




　竜の牙は魔王をも滅ぼす、究極の刃。

　黒竜の牙は残っていた一〇枚の「自在盾フレキシブル・シールド」全てを軽々と貫く。

　白い死の輝きがオレに迫り──。




「あっぶねっ！」

　肩に牙が刺さる寸前で、手加減抜きの拳を叩き込む。

　折れた牙がそのまま黒竜の口内を傷つけ鮮血が溢あふれる。

　殴った勢いのまま体を捻ひねりこんで、黒竜の横顔に回し蹴りを叩き込む。顔の鱗が幾枚も蜘く蛛もの巣す状に割れ、顎の骨が砕けた感触が伝わってきた。

　黒竜の状態が「昏こん倒とう」に変わり、そのままズダンと山肌に落ちて地面を揺らす。

　──それにしても、油断大敵とはよく言ったもんだ。

　中級防御魔法の「自在盾フレキシブル・シールド」が、あそこまで脆もろく喰くい破られるとは思わなかった。

　「自在盾フレキシブル・シールド」で止めたところをカウンターで殴るつもりが、あっさり食い破られすぎて焦ってしまったよ。

　あの調子だと、最大の枚数の「自在盾フレキシブル・シールド」があったとしても一緒だっただろう。

　防御力無視とはゲームの設定みたいな性能だ。

　直すぐ横で昏倒したまま、ぴくりとも動かない黒竜の横顔を眺める。

　ちょっと、強く蹴り過ぎたか？

　頭骨にヒビが入るような感触があったが、「昏倒」以外の状態がないから大丈夫だろう。

　しばらく待っても変化がないので、傷んだ鱗やケガをさせた箇所に中級の回復魔法である「治癒：水アクア・ヒール」を掛けておく。

　中級の回復魔法に部位欠損を修復する力はないはずなのだが、傷んだ鱗が新しく生え替わっていた。残念ながら牙はそのままだ。

　恐らく、黒竜の持つ自己回復能力と相乗されているのだろう。

　する事がなくなったので、「遠話テレフオン」の魔法でアリサ達に連絡を取り、向こうの状況を確認する。

『こっちは全員無事。襲撃者達は全員捕縛して衛兵のおっちゃんに引き渡し済みよ。白虎のガオガオ君達は何か謝ってから帰ってった。味方の魔ま狩人かりゆうど達は襲撃者達の連行を手伝わされているわ』

　アリサの報告を聞きながら、「遠見クレアボヤンス」の魔法とマップでプタの街の様子を確認する。

　取り急ぎすべき事はなさそうだ。

「こっちも、大体終わったけど、帰るのは少し先になりそうだ。疲れているだろうから、皆は先に寝かせておいてくれ」

『おっけー！』

　アリサとの通話を終了し、ピクリとも動かない黒竜を見上げる。

　ボケッと黒竜の目覚めを待っているのもヒマなので、戦闘中に飛び散った竜の鱗を回収し、地上に露出していたミスリル鉱脈から鉱石を拾い集めて時間を潰つぶした。

　やがて、黒竜の状態が「昏倒」から「なし」に変わる。

　チラリと開いた黒竜の目が、オレの視線に気が付いて慌てて閉じる。

　──いや、遅いって。

『起きているんだろう？　お互いの健闘を讃たたえて酒でも酌み交わさないか？』

　オレはそう呼びかけながら、黒竜の鼻先に酒の樽たるを置く。

　公都の酒好き貴族から貰もらった「岩妖よう精せい殺し」という名前の非常に強い酒で、ドワーフの火酒とタメを張るほどアルコール度数が高く、さらに口当たりまでキツイので有名だ。

　拳を叩たたき付けて酒樽の蓋ふたを割ると、芳ほう醇じゆんな酒の香りが周囲に広がる。

　いつのまにか、黒竜の鼻び腔こうが広がっていた。

　やっぱり竜は酒好きらしい。

『うううむうう、よかろう、特別に引き分けにしてやろう』

　黒竜は、いかにも不ふ承しよう不ぶ承しようという風に取り繕いながら、むくりと体を起こす。

　威厳を保とうとしてるのは判るが、視線がそんなに酒樽に固定されていたらダメだろう。

　なかなか楽しいヤツだ。

『小さき者よ、我と引き分けた記念に何を望む？』

『そうだね──友達になろう』

　オレは愉快な黒竜が気に入っていたので、そんな提案をしてみた。

　──ＲＷＵＬＯＯＯＵＵＵＵＮＮ！

　黒竜が楽しそうに喉のどを鳴らす。

『よかろう！　貴様は我が友だ。記念に「クロ」という名をやろう。昔、我が育てた人の子の名だ』

　名前がプレゼントとか、なかなか新しい。

　そういえばＡＲ表示される黒竜に、固有名がないのに気がついた。

『じゃ、オレも君に名をあげるよ──ヘイロンなんてどうだい？』

　名付けると言ったものの、良い名前が思いつかなかったので、中国語で黒竜を意味する名前を贈る。

　いやはや、自分に命名の才能がないのを忘れていたよ。

『素晴らしい！　我はこれからヘイロンと名乗ろう！』

　黒竜が嬉うれしそうに咆吼を上げると、ＡＲ表示される彼の名前が「ヘイロン」となり、交流欄のオレの名前が空欄から「クロ」へと変わった。

　慌てて操作してみたところ、問題なく「クロ」から変更可能なようだ。

　先ほどの黒竜の咆吼は「命名」スキルだったのだろう。

『ふう、喉が渇いた』

　黒竜が酒樽をチラ見しながら、そんな事を呟つぶやいたので、気を利かせて酒を勧める。

『うむむぅ、良い。やはり人の作る酒は旨い』

　いそいそと酒樽を咥くわえて酒を流し込んだ黒竜が、満足げに「むふぅ」と酒臭い鼻息を漏らす。

『だが、竜の酒も負けてはおらぬぞ？　返杯だ、さあ竜の酒を──』

　黒竜が長々と歌うように吼ほえると、地面が凹み鏡状に変わる。

　しばらくすると、中央から清水が湧き出てきた。

　透明な清水が徐々に緑色に染まり、メロンソーダのような透き通った酒に変わる。

　──竜泉酒だ。

　前に飲んだ竜泉酒より遥かに旨い。

　湧きたての竜泉酒は香りといい、透き通るように滑らかな舌触りといい、染み渡るような酒精の深みといい、放置されていた飲み残しの竜泉酒とは一線を画す。

『旨い』

『そうだろう、そうだろう、もっと吞のめ』

　相好を崩す黒竜が上機嫌で竜泉酒を勧めてくれる。

　このまま宴会に突入したいところだが、プタの街に用事が残っている。

　黒竜が空の樽を手でもてあそんでいるのが見えたので、酒を調達してから盛大な宴をしようと約束して、今日はお開きとした。

　オレの「帰リ還タ転ー移ン」の魔法だと届かない距離だったので、プタの街近くの山中まで黒竜に送って貰う。

『じゃ、七日後に』

『うむ、酒だけでなく、山や羊ぎも忘れるな』

『了解だ』

　互いに笑顔で約束を交わす。ドラゴンと宴会なんて楽しみ過ぎる。

　飛び去る黒竜を見送り、プタの街へと足を向けた。

　帰る途中に寄り道をして、川底に沈んでいた紅ぐ蓮れん杖じようをストレージに回収する。宝玉周辺しか残っていなかったけど、放置するのは危険だからね。

　こっそり街の中に戻り、城の近くの林へと向かう。

　表向きには「サトゥーは城に逃げたダザレス侯爵を追いかけていった」という事になっているのだ。

　林の中でオレを捜索していたらしき衛兵達に「救出」して貰う。

　城と街を繫つなぐ坂道まで来ると、城に向かう魔狩人達に出会った。

「貴族サマ！」

　魔狩人達の中にいたコン少年が飛びついてくる。

　心配してくれていたようだ。

「無事で良かったー」

「魔族や竜に喰われたんじゃないかってコンが騒いでたよ」

「手伝い賃は先に貰っているけど、若い子が死ぬのは見たくないからね」

　コン少年の仲間の女魔狩人達が口々に言う。

「ケナ、先に行ってるぞ！」

「あいよ、すぐ行く！　じゃあね、士爵様。あたしらは、これから守護の野郎の救出作業さ」

　疲れを見せない笑顔で、魔狩人達が衛兵を追いかけて城へと向かった。

　マップで確認したところ、ポトン准男爵達は未だに崩れた城の奥で閉じ込められたままのようだ。

　なお、要救助者で大怪我を負った者はいないようなので、緊急性はないと判断して宿へと帰り、仲間達の眠るベッドに潜り込んだ。

　おやすみなさい──。




　　　　◆




　プタの街で語り残した事は少ない。

　味方をしてくれた魔狩人達には酒場を借り切った大宴会で労ねぎらい、敵に回りそうな魔狩人達を引き留めてくれていたコン少年には、お礼として簡単な仕組みの義手や良質の装備を与えた。

　安住の地のない白虎人達にはムーノ男爵領を勧めてある。ムーノ男爵やニナ女史に亜人差別意識はないし、ガルガオロン達なら戦力になりそうだしね。

　襲撃に参加した無法者達は犯罪奴隷に落とされ、生き残った放火魔貴族の家来達は公都へと連行されていった。

　最後にポトン准男爵だが、宿の襲撃には加担していない事がクーチェの街から派遣された審議官によって証明された。

　もっとも、ワイロは事実だったようで、彼の進退については彼の派閥の長であるロイド侯爵に丸投げしようと思う。

　また、犯罪奴隷の売却金や治安維持報奨金名目の慰謝料が結構入った。

　独り占めするのも悪いので、プタの街の恵まれない人達に還元しよう。

　具体的には、閉鎖されていた養護院の再開と魔狩人養成所の新設だ。養成所の教員には、ケガなどで引退した魔狩人達を迎える事になっている。

　これらの運営は養護院の元院長に委ねた。

　なお、継続的な運営資金については、ケチャップのレシピと独占販売権を担保にして、ロイド侯爵に出して貰う予定だ。

　そして出発の日──。

「幼生体達よ、しばしの別れです」

「なな、いっちゃう？　いっちゃうの？」

「ナナ、一緒にいよう？　ダメ？」

「なな、いかないでー」

　ナナが縋すがり付く幼児達の頭を撫なでながら、別れの言葉を告げた。

　連れて行きたがるかと思ったが、意外にあっさりしている。

「彼らには拠点ができました。旅は幼生体の生命が危険で過酷だと判断します」

　拠点って言うのは養護院の事だろう。

　まだゴザを敷いただけの寝床しかないが、家の軒下や木陰で寝るよりはマシなのだそうだ。

　養護院にはナナが街中から集めてきた五〇人くらいの孤児達が住んでいる。孤児はその三倍くらいいるのだが、すべては集まらなかったようだ。あとは院長や街の人に任せようと思う。

「貴族サマ、また遊びに来てくれよ！」

「へへへ、悪いね、士爵様。コンだけじゃなく私達までこんな良い装備貰って」

　義手をニギニギとさせるコン少年の横で、ケナを始めとした女魔狩人達が新装備で色っぽいポーズを決める。

　彼女達に与えた装備は甲虫の外殻を胸当てや肩当てに使った魔狩人風の革鎧よろいだ。

　普通の革鎧に見えるが、内側に鎧井守ハード・ニユートの内皮とヒュドラの皮膜を使ってあるので、見た目以上の防御力がある。

「士爵様！　もぎたてのトマトを持って行ってくれ！」

　猿人の青年が大きな篭かごを手渡してきた。

　火傷やけどを治した人達やその家族も見送りに来てくれたようだ。

　プタの街の人々──幼児達や獣人達、さらには魔狩人達に盛大に見送られて街を後にした。

　何人かの足の速い子供達が馬車に並走していたが、すぐに疲れて置き去りになる。

　ナナは何度か名残惜しそうに街を振り返っていた。

　獣道に近い雑草生い茂る街道を、馬車はガタガタと進んでいく。




　オレ達は山を越え谷を越え、盗賊すら出ないのどかな道を旅する。

「マスター、突撃槍甲虫ランス・ビートルを撃退したと報告します」

「あらて～？」

「今度は一角蛇なのです」

「昨日の蛇竜ナーガも良いですが、食べ応えのありそうな魔物ですね」

　自主的に狩られに来る魔物を退治し、少しずつ変わる植生を楽しむ。

　襲いかかってくる魔物には、樹木型や茸きのこの化け物なども交ざっていた。

「きのこ～？」

「イチジク」

　目ざといタマや植物に詳しいミーアと一緒に、珍しい植物を採取する。

「ご主人様！　この果実見て下さい！」

「ザクロじゃん！　このプチプチが懐かし～」

「ん、美味」

　こちら方面は集落が少ないせいか、自然が豊かだ。

「そろそろ、いいかな？」

　最果ての村を越えて半日ほど進んだ辺りだし、そろそろ空路に変更しようと馬車を止めた。

　マップで確認したところ、周囲に人の目はない。

　そう、人の目は──。

「この辺からは飛行船で行くんだっけ？」

「そのつもりだったんだけどさ」

　マップに映る青い光点が、南から近づいてくる。

「──キケン！」

　アリサとの会話の途中で、血相を変えたタマがオレの頭によじ登ってきた。黒竜の接近を感知したらしい。

　やがて、バサリバサリと翼をはためかせて黒竜が空から降りてきた。

　馬や走竜が暴走しないように「理力の手マジツク・ハンド」で持ち上げる。

『クロ！　迎えに来たぞ！』

『やあ、ヘイロン』

　気の早い黒竜が予定より二日も早く迎えに来てしまったようだ。

『こっちの馬や蜥蜴とかげは肴さかなか？』

『違うよ、大事な旅の仲間だから食べないでくれよ』

『仕方ない、それなら後でワイバーンや陸りく海う栗にでも取ってこよう』

『それはいいね。陸りく海う栗にはオレも食べてみたかったんだ』

　黒竜と談笑を交わし、仲間達に紹介しようと振り返ると、皆真っ青な顔で固まっていた。

　──はて？

　皆には黒竜と仲良くなったと話しておいたのだが？

「よ、よろしく黒竜たん──名前なんだっけ？」

「ヘイロンだよ」

「ベ、ベタね……よろしくねヘイロン。わたしはアリサ！」

「タマ～？」

「ポ、ポチなのです」

　アリサが黒竜に挨あい拶さつし、タマとポチが釣られるようにオレの後ろから怖々と挨拶を口にした。

　よっぽど怖いのか、二人とも耳がペタンとしているし、ポチは尻しつ尾ぽが足の間に隠れている。

『よろしくだってさ』

　オレは皆の言葉を通訳し黒竜に伝えた。

『うむ、小さき者達よ、我が名は黒竜ヘイロン』

「ボルエナンの森の最も年若いエルフ、ラミサウーヤとリリナトーアの娘、ミサナリーア・ボルエナン」

　黒竜が名乗るとミーアも長文の名乗りを上げる。

「と、橙とう鱗りん族のリザと申します」

「ナナだと告げます」

「ル、ルル、です」

　リザは緊張気味に、ナナは淡々と名乗る。ルルは卒倒しそうだ。

　さて、お互いの自己紹介はこの辺で良いだろう。

　黒竜は早速ここで宴会をスタートさせたいみたいだったけど、ここは最寄りの村に近いので場所を変える事にした。




「にゃははは～？」

　オレ達は今、竜の頭に乗せて貰もらって移動中だ。

　タマが頭頂の角に体重を掛けると、黒竜がそれに応えて身体を傾けて遊んでいる。黒竜は相変わらず茶目っ気たっぷりだ。

　竜の頭には、タマが乗る角以外にも何本もの角が生えている。

　オレも角の一本を背もたれにして、頭頂に敷いたクッションの上に座って空の旅を楽しんでいる。

　本来なら強風や竜が飛行する際の首の上下で吹き飛ばされてしまうのだが、「風防キヤノピー」の魔法で強風を防ぎ、「理力の手マジツク・ハンド」で飛ばされないように一人一人を支えている。

「絶景ねぇ～」

「ん、キレイ」

　初めは怖がっていたアリサとミーアも、今では風景を楽しむ余裕さえあるようだ。

「タマ、もっと激しい機動を希望します」

「おうけい～？」

　ナナもタマと同様に絶叫マシンが好きなタイプのようだ。

　一方で、タマやナナと対極な者も──。

「おうけい、じゃないのです！　落ちちゃう！　落ちちゃうのです！」

「そうです！　タマ、大人しくしなさい。空、そう空中にいるのです。落下したら飛べないのですよ？」

　オレの膝ひざの上に座ったポチと、オレの左横で腕にしがみついて微動だにしないリザから、タマに注意というよりは非難の声が上がる。

「だいじょび～」

　タマの返答はマイペースだ。

「だ、大丈夫じゃないのです」

「いいですか、タマ。地上に降りたらお仕置きですよ？」

　ポチとリザは空の旅が苦手らしい。

　さっきから、二人とも怖いくらい声が真剣だ。

　ポチが怖がるのは予想していたが、リザが怯おびえるのは予想外だった。

「ご主人様！　笑ってないで、手はコッチなのです。ちゃんと支えてくれないと落ちたら危ないのです」

　ポチはオレの膝の上で、黒竜が身体を傾けるたびにビクッと体を硬直させている。

　さっきからポチの耳がペタンとしたままだ。膝の上に座っているだけじゃ不安らしく、オレの手を自分のお腹の上に置かせている。

　なお、さっきから無言のルルはオレの右手にしがみついて目を閉じていた。

　両手が塞ふさがっているので、「理力の手マジツク・ハンド」で絹の手袋を操作して髪を撫でてやる。

　愉快な空の旅は黒竜山脈の中程、花々が咲き乱れる高原まで続いた。
















『ここで良いのか？』

『ああ、宴会の準備を始めよう』

　年少組とナナは黒竜が地面に伸ばした翼の上を、滑り台のようにコロコロと転がり降りて花園に突撃していた。

　オレは抱きついたままのリザとルルを抱えて、天駆で地面へと降り、二人を静かに花園に座らせる。

　馬や走竜達は怯えないように飲ませた眠り薬の効果が切れていないようなので、支えていた「理力の手マジツク・ハンド」を操作して竜の背から花園に下ろして寝かせておく。

「……ご、ご主人様、醜態をお見せしてしまい申し訳ございません」

「すみません、ご主人様」

「初めての空の旅だったんだし、謝らなくて良いよ。それより、宴会の準備を手伝ってくれるかい？」

「承知しました！」

「はい！」

　まだ顔色の青いリザとルルの二人だが、仕事を割り振ったら少し元気になった。

　続いて、黒竜へのお土産をストレージから取り出す。

　大量の酒さか樽だると血抜きしたばかりの山や羊ぎ三〇頭だ。

　これらの品は闇夜に紛れて公都で買ってきた。オレが突然公都に出現したら変な噂になるので、素性を隠して購入してある。

『おお！　山羊ではないか！　気を揉もませおって！』

　黒竜がそれらの品を見て大声で喜ぶ。どうやら、本当に山羊が大好物らしい。

　大きな黒竜の叫びに皆が身を竦すくませるが、喜んでいるだけだと伝えたら安心してくれた。

　ポチは尻尾が隠れているが、タマは興味深そうに黒竜を眺めている。

『こちらの樽たるは酒だな！　では我も「酒の泉ソウル・ウエル」を召喚しようぞ！』

　上機嫌で竜泉酒を呼び出した黒竜が、今度は山羊を片手に持ち上げて、口から吐いた小さな炎で器用に焼き上げる。

『ぐははは、やはり山羊は旨い！』

　黒竜は丸焼きにした山羊を頭からバリバリと囓かじり、骨も肉も角も関係なしに豪快に咀そ嚼しやくしている。

「おいし～？」

「す、すごく美お味いしそうなのです」

　タマとポチが黒竜を見上げて涎よだれを垂らす。

　確かにビジュアル的には美味しそうに見えるもんね。

　山羊だけだとすぐに無くなりそうなので、クジラ肉も出そう。

　オレは迷宮遺跡で一〇〇キロサイズにカットしておいたクジラのブロック肉を幾つも取り出して、黒竜サイズの巨大肉串ぐしと自分達のバーベキュー用のサイズに切り分けていく。

　食材には移動中に確保した陸りく海う栗にやお化け茸、噴進筍ロケツト・バンブーなどの味覚もある。

「にく～？」

「ポチより大きい肉串なのです！」

「素晴らしい大きさですね」

　黒竜用の肉串を見た獣娘達が笑顔を輝かせる。別に山羊の丸焼きでなくても良いらしい。

『クロ、それは何を焼いておるのだ？』

　山羊をバクバクと食べていた黒竜が、巨大串くし焼やきを見て興味深そうに顔を寄せてきた。

『大怪魚の肉だよ』

『だ、大怪魚?!　あの大食い魚か！』

　ビクッと首を仰のけ反らせた黒竜が、信じられなさそうに首を戻す。

『この前、狩ったんだけど、食べないか？』

『う、うむ、喰くってやろう』

　黒竜が三つの肉塊が付いた肉串を豪快に喰らう。

『う、うまいぞーー！』

　喜んでくれたのは嬉うれしいが、感激を現わすのに「竜の吐息」を空に撃つのは止めてくれ。

「びみーー！」

　タマが普通サイズの肉串を囓って、黒竜のマネをする。

「でりんじゃらすなのです！」

「さすがは竜、豪快ですね」

　ポチとリザはタマほどマイペースではないようだ。

　ポチは「デリシャス」「デンジャラス」が混ざった発言をしていた。わざとなのか間違いなのか微妙に判断が難しい。

　最初の内はこんな感じで、黒竜に慣れていなかった仲間達だったが、次第にオレやタマの姿を見て慣れていってくれた。

『──なんだソレは？』

「こ、これは辛子マヨネーズと言って──」

　ルルの会話を通訳してやる。

　ルルが作りたての辛子マヨネーズを巨大肉串に塗ると、黒竜がそれを嬉しそうに口へ放ほうり込んだ。

『うまい、実に美味いぞ！　このピリ辛が止められん』

　どうやら、黒竜はマヨラーの素質があるようだ。




「何？　このガラスみたいなの？」

「それは完成してからのお楽しみだよ」

　アリサの質問を軽く流し、「理力の型マジツク・モールド」の魔法で即席の窯かまを作り、薄く伸ばした生地にトマトソースを塗り、細切りチーズと色々な具材を上から敷き詰める。

「──ま、まさか?!」

　予想を口にしようとしたアリサの口に人差し指を当てて封じ、火炎炉フオージの炎で熱した窯に具だくさんの生地を並べた。

　チーズの焼ける匂においに、獣娘達が肉を食べるのも忘れて目を細める。

　完成した品を巨大な木匙さじで取り出して扇状に切り分ける。

「さあ、どうぞ」

「やっぱり、ピザだぁあああああ！」

　アリサが叫んで両手に取ったピザを口に運ぶ。

　今回はベーコンやサラミを並べたスタンダードなピザと、スライスしたトマト、アスパラ、ナス、パプリカなどの野菜をたっぷり使用したベジタブル・ピザの二種類を準備した。

「熱いから気を付けるんだよ」

「のびる～？」

「あちちなのです」

「うはは、バカうま～」

「ん、おいし」

　やけにハイテンションな年少組は、ピザがお気に召したようだ。タマとポチの二人は垂れたチーズでベトベトになっているので、後で顔を洗わせないといけない。

「マスター、ピザで火傷やけどしたと報告します」

　涙を浮かべたナナを慰めてから、治癒魔法をかけてやる。

「ご主人様、鶏肉のテリヤキも合うのではないでしょうか？」

「ドワーフさん達のソーセージも合いそうですよね」

　リザとルルの二人がピザの定番を言い当てる。

　やっぱり、料理が得意な人は違うね。

『クロ！　我もその料理を所望する』

『ああ、任せてくれ』

　好奇心旺おう盛せいな黒竜が食べたがるのは予想が付いていたので、ピザ生地は大量にあるのだ。

　窯を物質ではなく「理力の型マジツク・モールド」の魔法で作ったので、リサイズは自由自在だ。

　オレは「理力の手マジツク・ハンド」を使ってピザ生地を回転させ、直径一〇メートルまで広げていく。

「うす～い？」

「太陽が透けているのです！」

　広がるピザが面白いのか、タマとポチがピザ生地の外周をくるくると駆ける。

「二人とも生地に当たらないように注意するんだよ」

「なんくるないさ～？」

「大丈夫なのです」

　ひらひらと外周をはためかせるピザ生地を追う二人が生返事を返す。

　そこに悪戯いたずらな風が吹き、ルルやナナのスカートを巻き上げる。

　もちろん、それ以外にも風は吹く──。

「ポチー！」

　タマの警告は少し遅く、風でバランスを崩したポチがピザ生地に突っ込んだ。

「うわー、なのです！」

「うぎゃぁあああああ」

　ポチを支点にして軌道を変えたピザ生地が、近くで見物していたアリサを巻き込む。

「ごめんなさい、なのです」

「うー、髪がベトベトよ」

　オレは「理力の手マジツク・ハンド」で無事な生地を回収し、生地まみれになった二人を「柔洗浄ソフト・ウオツシユ」の魔法で綺き麗れいにしてやる。

「アリサ、ごめんなさいなのです」

「反省しているなら、良し。ポチはわたしの為にとびっきり美味しい肉串を持ってきなさい。それで許してあげるわ」

「らじゃなのです」

　そんな二人のやり取りを横目に、黒竜用のピザが完成した。

『うむ、なかなかの珍味だ。山羊や大怪魚には及ばぬが、ワイバーンの躍り食いよりは美味い』

　あまり口に合わなかったのかなと思ったが、『ところで、次はマダか？』と聞いてきたので、それなりに美味いと思ってくれていたようだ。

　同じ釜の飯という訳では無いが、一緒に美味しい物を食べて楽しい時を過ごしたお陰か、宴会が終わる頃にはすっかり仲良しになっていた。

　宴会後、再び黒竜の背に乗って黒竜山脈を越え、ボルエナンの森側の麓ふもとまで送って貰もらった。

『我が心の友クロよ、我が送ってやれるのはここまでだ。森の際まで連れて行ってやりたいが、あまり森に近付くとハイエルフの婆が煩いのだ』

　黒竜がイヤそうに顔をしかめる。

　今日一日で、竜の表情がだいぶ判るようになった。

『前に近付いた時は雷の雨を降らされて、鱗うろこの上半分が剝はがれたのだ！　脱皮まで一〇〇年ほど痛かった。だからクロ、お前も空から近付くのはこの辺までにしておけ』

　なるほど、エルフの防衛施設は竜すら退けるらしい。

『ありがとう、ここまででも十分助かったよ』

　そうだ、別れる前に再確認しておかねば。

『余った竜泉酒や折れた牙きばを貰って良かったのかい？』

『我には不要だ。美味い山羊や大怪魚の肉の礼──友情の印に持って行くがいい』

　今、食い物の対価って言おうとしなかったか？

　黒竜が明後日あさつての方向に顔を背けて誤魔化そうとしていたので、あまり追求をせずに貰っておく事にした。

「ヘイロン、ばいばい～？」

『うむ、また共に空を飛ぼうぞ！』

　タマは黒竜の鼻先で別れを惜しむ。

「タマ！　黒竜様に失礼ですよ！　では失礼いたします、黒竜様に良い戦いがあらん事をお祈りさせて頂きます」

　リザは一族に伝わるという仰々しい挨あい拶さつだ。

「また会おうなのです」

「マブダチとの別れを惜しむと告げます」

「またね」

　ポチ、ナナ、ミーアは気安い感じで別れを告げる。

「あ、あの、ヘイロン様、この壷つぼをお納め下さい。お好きだった辛子マヨネーズが入っています」

『おお！　マヨラーの我には素晴らしい贈り物だ。娘よ、このトゲをやろう。良い杖つえが作れるぞ』

「あ、ありがとうございます」

　黒竜が差し出した黒金色の槍やりのようなトゲを、ルルがおっかなびっくりで受け取った。

　それを見たアリサとミーアが羨うらやましそうにしている。

『それじゃ、ヘイロン。また、山羊や酒樽を仕入れて遊びに行くよ』

『うむ、大怪魚の肉や辛子マヨネーズも忘れずにな』

　軽い別れの言葉を交わし、黒竜が飛び立つ。

　手を振るオレ達の上を数度旋回した後、黒竜山脈の頂上へと飛び去った。

　なお、黒竜山脈の頂上や道中には、刻印版を設置してあるので、数回の「帰リ還タ転ー移ン」で遊びに行ける。

　魔法はやっぱり、便利だ。







　ボルエナンの森





〝サトゥーです。都会生まれの友人達から、田舎に故郷を持つのを羨まれた事があります。ですが、幼い日の記憶が呼び起こされる懐かしい場所があるなら、人を羨む事などないと思うのです。〟






『──森』

「ここがボルエナンの森？　なんか普通ね」

　森の入り口で、ミーアとアリサがそんな言葉を呟つぶやく。ミーアはエルフ語だ。

　四頭の馬と二頭の走竜、そして一頭の角なし一角獣ユニコーンに分乗したオレ達は、その日の内にボルエナンの森の最外縁にある「ボルエナンの森の結界」まで辿たどり着ついた。

　なお、馬に乗れないアリサはミーアの一角獣ユニコーンに一緒に乗せてもらっている。

　一角獣から降りて結界の前に来たミーアが『開門』とエルフ語で唱えると、結界の表面に波紋が生まれ、直径三メートルほどの入り口が現れた。

　ミーアがいても立ってもいられないといった表情で、中に駆け込んだ。

「あ、ミーア待ってよ」

　アリサに続き、皆で一緒に中に入る。

　遠くの方に遠近感がおかしくなる巨木や軌道エレベータにしか見えない世界樹がある以外は、ごく普通の森だ。

　森の小路をパタパタと走るミーアの後をついていくと、少し開けた場所に出た。この広場から他の場所へと続く道はない。

　広場にはキノコが輪になって生えている場所が幾つもある。

　ミーアを助けに行った「揺り篭クレイドル」で見た転移門を作る「妖精の輪フエアリー・リング」そっくりだ。

　ミーアがキョロキョロと広場に視線を彷徨さまよわせる。

　もしかして、ここから先の道が判らないのかな？

『あらー、ニンゲンじゃない！　おひさー』

　広場を囲む木の一つから現れたのは緑色の肌をした幼女──ドライアドだ。

『ドライアド』

『あらー、幼子ちゃん』

『開いて』

　ミーアがドライアドに転移門である「妖精の輪」を開いてくれと懇願する。

『ごめんねー、ダメなの』

『どうして──』

　ドライアドの意外な拒否に、ミーアの顔に絶望が浮かぶ。

『ドライアド、魔力の問題ならオレが提供するけど？』

『そういう訳じゃないけど、魔力なら貰うわ』

　ドライアドがオレの顔を両手で挟んでキスしてきた。

　オレは素早くドライアドの額を押さえて拒否する。
















『転移門を開くのと交換だ』

『んー、そろそろいいかな？』

　虚空を見つめたドライアドがふんふんと頷うなずく。

『おっけーよ』

　ドライアドがそう言ってオレの唇を奪うと、広場の「妖精の輪」が次々と緑色の燐りん光こうを放った。

　その一つから二人の人影が浮かび上がる。

　ミーアより少しだけ大きい少年と少女だ。

『ラーヤ！　リーア！』

　その二人を見てミーアが転びそうな勢いで駆けていく。

　ＡＲ表示される二人の本名はラミサウーヤとリリナトーア──ミーアの両親の名前だ。

　足をつまずかせたミーアが下草の上を転がる。

『『ミーア！』』

　二人が慌ててミーアに駆け寄る。

　身体を起こしたミーアがしゃがみ込んだ二人と抱き合って名前を呼び合う。

「ご主人様、あれをご覧下さい」

「ミーアいっぱい～？」

「エルフの人が一杯なのです」

　獣娘達が広場にある「妖精の輪」を指差す。

　それらからは次々とエルフ達が現れる。

「マスター、翅はねの生えた幼生体を発見しました。捕獲許可を！」

「可愛い」

　ナナとルルがエルフと一緒に現れた小さな羽妖精達を見て黄色い声を上げた。

　羽妖精と一緒に巫み女こ装束のエルフや前に「遠見クレアボヤンス」を逆探知したときに見たプラチナブロンドの美女も現れた。

　好みのタイプの出現にＡＲ表示を注視しようとしたところで、アリサに襟首を引っ張られる。

「ちょ、ちょっと、ご主人様！　いつまでキスしているのよ！」

『あん、もうちょっとくらい良いじゃない』

　ミーアと両親の再会に気を取られてドライアドに魔力を供給していた事を忘れていたよ。

　オレが抵抗しないのをいい事に、総魔力の三分の二近く吸い取られていた。

『今日はニンゲンが魔力をたっぷりくれたから、大盤振る舞いよ』

　ドライアドが手を振ると、広場の樹木が燐光を帯びる。

『どんどん行くわよー』

　その光は森中へと広がっていく。

　遠くの方の巨木までライトアップされて輝きだした。

　足下の草の間から、次々と新芽が伸び光る花を咲かせていく。

　燐光を帯びた樹木も、草花と競い合うように枝に新芽を芽吹かせ、色とりどりの花を咲かせた。

　木々が葉を揺らし、優しい音楽を奏で始める。

『えへへー、こーんなサービス、滅多にしないんだからね？』

　ドライアドが勝ち誇ったように笑顔になり、桜吹雪のように光の花びらが広場を踊る。

　エルフ達が「ミーアの帰還」を祝う歌を合唱し、羽妖精達が花びらと共に舞う。

　嬉うれし涙なみだを流して両親と固く抱き合うミーアに、森の全てがこう言っている。




　──おかえり、ミーア。




　ここは君の場所だよ。







　　　あとがき







　こんにちは、愛あい七ななひろです。

　このたびは「デスマーチからはじまる異世界狂想曲」の第七巻をお手にとっていただき、ありがとうございます！

　読者の皆様の応援のお陰で書籍版デスマも二周年を迎える事が出来ました！

　これからも読者の皆様を飽きさせないよう工夫を凝らして参りますので、今後ともデスマをよろしくお願いいたします。




　あやめぐむさんによるコミカライズ版デスマも好調のようで、ドラゴンエイジ本誌やＣｏｍｉｃ　Ｗａｌｋｅｒに掲載の漫画を読んで小説版に興味を持ったという読者も増えて参りました。

　まだ読んだ事のないという方は、是非とも一度ご覧下さい。

　きっと、あやめぐむワールドに引き込まれ、次のお話が待ち遠しくなるに違いありません。

　私も最新話のネームチェックをするのを楽しみにしていて、さらにそれの完成版が掲載時に読めるという「原作者の幸せ」を堪たん能のうしています。

　コミカライズ版には隠れたオリジナルエピソードがこっそりとちりばめられているので、それらを見つけるのも楽しかったりします（獣娘達が迷宮で靴を手に入れるシーンで「かわりばんこに履くのです」とポチが言うところなんて、まさに彼女達ならそう言うに違いない、と思える素晴らしい補完がなされているのです）。

　もし、少しでも興味を引かれたなら、Ｃｏｍｉｃ　Ｗａｌｋｅｒで読める無料の第一話をご覧になってみてください。きっと次のお話も読みたくなる事請け合いです。




　少し宣伝が長くなってしまいましたので、そろそろ本巻の見所を語るとしましょう。

　前巻までと同様に本巻でも新規エピソードの追加やストーリーの再編を行っており、ほぼ書き下ろしとなっております。




　中でも第一章「メネア王女の依頼」は「ＷＥＢ版にもない完全新規エピソード」なので、まだ本編を読んでいない方はお楽しみに！




　本巻は前巻のラストで思わせぶりに登場したメネア王女の依頼で始まります。

　ＷＥＢ版デスマではグルリアン市でサトゥーと出会うはずだった彼女ですが、書籍版ではムーノ男爵領まで遠征した巫み女こセーラに出番を取られてしまい、ようやく七巻でゲストヒロインの座を勝ち取る事ができました。

　ＷＥＢ版では出会った当初からサトゥーに秋波を出していた彼女が、書籍版ではどのように変わったかにご注目ください。

　今までのデスマにはいないタイプのヒロインにできたと自負しています。

　勇者との交流も、リーングランデとの関係が変わった事でＷＥＢ版とは違ったルートへと進み、戦闘シーン以外に出番のなかった勇者の仲間達とサトゥーの交流シーンも増えております。

　公都では貴族達との交流も進み、前巻では余り描かれなかった工房見学やサトゥーの料理以外の物作りシーンにも注力してみました。

　仲間達の装備もグレードアップし、サガ帝国の侍カジロ氏の指導を受けた獣娘達の活躍シーンにもご期待ください。

　きっと、「ほのぼの無双」を体現してくれる事でしょう。




　さて、ページ数の上限も近いので、第七巻の内容についてはこのあたりで締めましょう。




　また、本作とは直接関係するわけではありませんが、本作を産み出したネット小説投稿サイトにも「カクヨム」という新たな潮流が生まれようとしているようです。

　このあとがきを書いている時点ではまだ作品が公開されていませんが、発売された頃には本格稼働が始まっているはずです。

　まだ私はアカウントを作っただけで作品を投稿していないのですが、「カクヨム」という舞台から、どんな新しい物語が生まれてくるのか今から楽しみでなりません。




　では恒例の謝辞に移りたいと思います。

　編集長のＨ氏、担当のＫ氏のお二人による指摘や改稿アドバイスで様々なシーンの臨場感や魅力がアップしました。

　特に作者が見落としがちな事を的確に指摘して戴いただけて本当に助かっています。

　これからもご指導ご鞭べん撻たつの程をよろしくお願いいたします。

　また、毎回素敵なイラストでデスマ世界に色鮮やかな彩りを与えて盛り上げてくださるＳｈｒｉさんには幾らお礼を言っても言い足りません。

　今回の見所はピンク髪のメネア王女です！　ゆるふわウェービーな髪が思わず触りたくなるくらい良いのですよ！

　これからもデスマ世界の映像面をよろしくお願いいたします。

　そして、カドカワＢＯＯＫＳ編集部の皆様を始めとして、この本の出版や流通、販売に関わったすべての方にお礼申し上げます。

　最後に、読者の皆様に最大級の感謝を！！

　本作品を最後まで読んでくださって、ありがとうございます！




　では次巻、エルフ編でお会いしましょう！


愛七ひろ


















没落予定なので、鍛冶職人を目指す　電子特別お試し版　（著：ＣＫ　イラスト：かわく）
















　頭を打った衝撃で、自分が現代日本からゲーム『幻想学園』の嫌われモブ貴族に転生したことを思い出した俺、クルリ。

　将来は悪役令嬢と結婚するも、没落し、悲惨な生活を送るエンディングが約束されていて──って、そんなの嫌だ！

　最悪の未来に備え、今から手に職をつけようと、鍛冶職人修行をしたり、温泉堀りに精を出したりしているうち、物語は思いも寄らぬ方向へと転がっていき……!?

　没落（予定）貴族の逆転コメディ、ここに開幕！








第一話






　あの時止めておけば……。

　リンゴが食べたくてもぽっちゃりが木なんて登るものじゃない。

　そう思っても時は既に遅く、俺は木の上から地面に落ちた。

　しかも頭からだ。

　痛いと感じるまでもなく意識は失われ、俺は使用人たちによって家の中に運び込まれた。

　目覚めたのはちょうど一日後。

「大丈夫かい？　クルリ」

　心配そうに俺を覗のぞき込むのは、母親のアイス・ヘラン。

　頭から落ちたのが相当心配だったのだろう。どうやら看病してくれたらしい。

　が、今はそれどころじゃない。

　頭を強く打った衝撃からか、俺は今前世の記憶を取り戻している。前世では学生をしていたが、交通事故に遭ってそこから記憶が消えている。

　ああ、俺はあの事故で死んだのだろう。そしてこのクルリ・ヘランが俺の今世の人物だ。

　一二歳、貴族の家の坊っちゃんで、まぁ甘やかされてきたから身体は綺き麗れいなぽっちゃり体型だ。幸い顔立ちはいいから痩やせればどうとでもなりそうだ。

　裕福な家庭、恵まれたポテンシャル。まぁラッキーな生まれ変わりだと思ったのだが。

「クルリ・ヘラン」

　俺はこの名前を前世の頃から知っている。

『幻想学園』……俺が前世ではまりまくっていたシミュレーションＲＰＧだ。

　主人公の女が恋愛をしながら、王族や有力貴族と仲を深め合う。そんな主人公を疎ましく思うライバルが邪魔をするというのが主なストーリーだ。バトルや育成なんかもあったので男の俺もめちゃくちゃにはまっていた。

　平民の主人公のいわゆるサクセスストーリーを描いたものなのだが、どんな結末を迎えようとエンディングで絶対に出てくるのが、俺こと「クルリ・ヘラン」なのだ。

　エンディングは決まって主人公とライバル令嬢のその後の人生が描かれる。

　大抵は、主人公の幸せそうな将来が出た後に、貧しい農民として働くライバルとクルリ・ヘラン夫婦が描かれる。

　しかもこのクルリ・ヘランという人物。ゲーム中には一回しか出てこない。

　食堂で豚みたいにご飯をかきこむ姿をライバル令嬢に「きもっ」と言われるワンシーンだけだ。

　これしか描かれてないのに、なぜか悪役令嬢とともに没落させられている。

　詳しいことは何も描かれてないのにだ!!

　スタッフのいじめとしか言いようがないあのクルリ・ヘランの雑な使い方。

　何度も見たかわいそうなクルリ・ヘラン。

　鏡の前に立つ俺の顔は間違いなく『幻想学園』のクルリ・ヘランだった。

「なんてこった」

　貴族の家に生まれたのに原因不明の没落ルートしかないなんて。








第二話






　原作では描かれなかった我がヘラン家は、いわゆる貴族の家系だ。

　建国から王家に仕える由緒正しき家系なのだが、何代も傑出した者が出ておらず衰退をたどる一方だ。

　父親のトラル・ヘランも人柄こそ温厚で領民にも親しまれているが、頭は悪く、魔法や剣も使えない。貴族の世界では王家に寄生する豚と陰口を叩たたかれる始末だ。

「平和だ!!」

　実に平和な一家だ。

　徐々に衰退しているとは言え、俺の代で破は綻たんするほどでもない。なのになぜ俺クルリ・ヘランはあの悪役令嬢とともに没落したのかわからない。

　しかし、俺は何度もあの悲ひ愴そう感漂うエンディングを見ている。

　ああはなりたくない。

　貴族の世界で甘い汁を吸ってきたのだ、今更農民の生活なんて耐えられるわけないだろ。

　俺は額に感じる脂汗を拭ぬぐい、決心をした。

　生き方を見直そう。

　何が原因で悪役令嬢と一緒になるのかわからないし、もしかしたら没落後一緒になった可能性だってある。没落はもちろん避けたいが、没落してもいいように手に職をつけようと思う。

　手に職さえあれば生活はできるだろう。贅ぜい沢たくはできなくてもあのエンディングよりかはましだ。

　いや、どうせなら上を目指してやろう。その世界で頂点に立てば結構いい生活が送れるはずだ。

　なんなら没落後の悪役令嬢だって、喜んで迎え入れてあげようじゃないか。

　確か顔は相当美人だったはずだし……。

　そうと決まれば早速何を勉強するか決める必要がある。

　俺たち貴族が通う学園は一五歳の春から入学になる。一八まで勉強して、卒業後はそれぞれの道へと羽ばたく。

　その三年間で『幻想学園』のストーリーが繰り広げられる訳だ。

　俺は今一二歳だから入学まで三年半ある。何かをじっくりやるにはちょうどいい時間だ。

　早速、親に相談したが父からは「貴族が手に職をつける必要はないよ」と当然の返答をもらった。

　しかし母のアイスが「昔からあなたは剣や盾の作りにやたら詳しかったじゃない。鍛冶かじ職人のもとで学んでみたら？」と助け船を出してくれた。

「母さん、クルリに変なことを吹き込むな」

「あら、子供が自分から何かをやりたいって言っているのは素晴らしいじゃない。どうせ家で過ごすだけならいろいろ経験させてあげてもいいじゃない」

「……、うんそれもそうか」

　両親が了承してくれたので、俺は母親が勧めてくれた鍛冶の仕事を学んでみようと思う。

　ゲーム中でも武器生成などはあった。ショップで売ってない武器などを生成したりしていたなぁ。

　そうと決まれば善は急げ、領内の鍛冶屋を探し回り、領民から腕が一番立つと言われている鍛冶屋を訪ねた。

「すみませーん」

　鍛冶屋の前に立ち声を出したがドアは開かない。勝手に入っていいのだろうか。

　店の看板には『ドンガ武器屋』とかかれているので間違いないはずだ。

　恐る恐るドアを開けてみた。

　建物に入ると、店の既製品が並べてあるスペースの奥から、リズムよく金属と金属がぶつかる音がする。

「ドンガさんいますか？」

　ちょっとだけ大きな声を出した。

　しばらくすると店の奥からドワーフ体型のおっさんが出てきた。

「なんだ」ガラガラの声がなんとも威圧的だ。

「あのー、弟子とかとっていませんか？」

「いきなりじゃな」

「いきなりですみません」

「筋のいい奴がいたら考えるが、お前さんは論外じゃ」

「なんでですか？」

「お前さん領主のバカ息子じゃろ。その小綺麗な服と贅沢な脂肪ですぐにわかる」

「鍛冶職人は血筋を選ぶのですか？」

　俺は少しだけ挑発的に言った。

　ドンガはちょっとだけ笑い、「その高級な肉を落としたら話は聞いてやる」と条件を提示してくれた。

「わかりました。また来ます」

　俺は素直に店を出て、家に戻った。

　鏡の前に立ち改めて自分を見つめなおす。

　うん、ぽっちゃりだ。

　一二歳の美少年のぽっちゃり、自分で見ていて癒いやし系だと思った。

　この癒し系を捨てるのはちょっとだけもったいないが、痩せよう。

　早速明日あしたから運動でもするか。




　痩せるには、食事制限……否！　運動でしょ！

　ランニングから始めて体が動くようになったら様々なスポーツに取り組んでみようか。

　そうと決まれば、まずは柔軟体操だ。体作りは運動の基本の基本だからね。

　早速体を伸ばしてみると、この体柔らかい、柔らかい。なんとスムーズに体が伸びることか。

　よっ、よっ、っと、うん、自分の思った通りに体がスムーズについてくる。

　素晴らしい体じゃないか。

　こんなポテンシャルを持っておいて運動しないなんて、なんともったいないことか。

　膝ひざを痛めたくないので初日はウォーキングから始めたのだが、やはり体はすごく調子がいい。

　一時間ばかり歩いたところで休憩をとったのだが、気分は高揚し体はまだまだ動きたがっている様子だ。

　けど、今日はここまで。

　運動後の柔軟体操でクールダウンを済ませ、さっぱりとシャワーを浴びた。

「やぁ、父さま」

　すれ違った父親に清すが々すがしい挨あい拶さつを送った。

　父親の顔はぽかーんとしていた。

　そういえば昼頃にこんなに爽さわやかなことなどなかった。前の俺は今頃、ベッドの上で甘いものを貪むさぼっている最中だ。

　運動したら喉のどが渇く。

　いつもなら迷わず、自家製ハチミツたっぷりのレモネードをいただくのだが、今日は天然の地下水を汲くんで来て飲み干した。

　ぷはー！　ひんやりしていて爽そう快かいだ。

　混じり気のない純水はやはりうまい。こんな恵まれた自然があるのに今まで俺はこれを活用してこなかったとは、なんともったいない。
















「坊っちゃま、水汲みは我々に言っていただければいつでも新鮮な水をお汲みいたします」

　メイドのマリーが水汲みしている俺を見つけて声をかけて来た。

「いや、これくらいのこと自分でできる。いつも迷惑をかけているから自分のことくらい自分でやらせてくれ」

「そんな、迷惑だなんて」

　メイドのマリーも冷や水を浴びたような顔をした。

　そういえばメイドたちを気遣ったことも初めてな気がする。

　我がヘラン領は自然が綺き麗れいで有名だ。草木が生い茂る豊かな大地であり、天然の花園など領内に十数個ある。

　建国の父、初代国王が「死ぬならこの地で」と愛してやまない土地だった。

　が、今の時代自然を愛めでる豊かな心を持った人々は減ってきている。領内への旅行者は年々減っており、更に特産品のようなものもない。

　領民は貧しくなれば他領へと移り住んでいく。うちの領内はこうして徐々にではあるが衰退しているのだ。

　国王から恩賞をもらえたらいいのだが、あいにく我が一家はそういったことには縁がない。

　まぁそこらへんは少しずつ糸口を見つけて解決していこう。

　まずは自分のことだな。

　運動したあとは、暇になってしまった。いつもなら……何をしていたっけ？

　とりあえず昼寝かな。

　しかし、これが全く眠れない。頭が冴さえてしょうがないのだ。

　仕方なく我が家の書庫に行った。そういえば書庫もはじめましてだ。

　書庫と呼ぶには、遠慮がちすぎるほどに書庫は巨大だった。

　三階建ての建物に一フロアずつびっしりと書棚に本が並んでいる。フロアも相当広くかくれんぼには最適……、いや素晴らしい書庫だ！

「おやおや、坊っちゃん。ようこそ書庫へ」

　二階からひょこっと顔を出したのは、モダン爺じいだ。ここの管理人、顔と名前は知っていたがどんな人物かは知らない。

「今日は如何いか様ようで？」

「やぁ、モダン爺。頭が冴えてしょうがないのだ。何か面白い本はないか？」

「ええと、そうは言われましても、何か興味がある分野はございますか？　あと私はモランと申します」

「ああ、すまないモラン爺」

　モランだったか、名前も知らなかったようだ。

「んー、じゃあ魔法書とか読んでみようかな」

「魔法書ですか。一五歳から学園で学ぶものですが、基礎くらいは身につけておいても損はなさそうですな」

　そう言うとモラン爺は書庫の奥へと消え、しばらくしてまたひょこっと顔を出した。

「これこれ、これがすごくわかりやすい本でございます。入門から初級の内容が主ですが、非常にわかりやすく書かれております。基礎を固めるのには最適の本でしょう。最後の方に応用もありますので興味があれば」

　言い終わるとモラン爺は本を二階から投げて来た。

　なんとかキャッチしたが、見た目の割に大胆な爺さんだ。

『魔法書Ⅰ　入門』著：クリス・ヘラン

　あれ？　著者名にヘランって書いてある。もしかして御先祖様？

　本の内容はモラン爺が言う通りすごくわかりやすい内容だった。初日の三時間で魔力を練り出すところまでできるようになった。

　明日はこの魔力の性質変化について学ぼう。

　夕方、食卓に並べられた夕食がいつもよりも輝いて見える。今、俺は初めてお腹が減ったという気分になっていた。

　今までは常に食べていたからな。

　肉やら野菜やら、どれも領内で取れた新鮮なものたちだ。バランスよくどれも美味おいしくいただいた。

「あなた今日は少しおかしかったけど、やっぱりいつものクルリちゃんね」

　母親が安心した顔をした。

「ごちそうさま。美味しかったよ」

　メイドに伝えると、いつもの砂糖入りアップルジュースではなく、天然水をごくりと飲み干した。

「やっぱりまだ頭を打った影響があるのかしら」

　母親は水を飲んだ俺を見てやはり心配になった。

　花園を覗のぞきこむ綺麗な風ふ呂ろにはいり、体に不釣り合いな大きなベッドに入った。

　贅沢ないい生活だ。

　俺は満足感とともに眠りについた。








第三話






　運動を開始してから一週間、顔に若干のスマートさが現れ、走れるだけの体力もついて来た。

　魔法の方も火と水の性質変化に成功し至って順調だ。魔力量も順調に増えていっている。両親とは違いクルリには魔法の才能があったようだ。

　早起きして、領内を駆け回る。領民が朝から働いているのが感心だ。

　ここ一週間で近くの領民には顔を覚えてもらった。今までは出不精で顔を見せたことなんてなかったからなぁ。

　走り出しても苦しさはなかった。それよりもテンションが上がり、もっともっと速く走りたい気分になる。

　やはりクルリの体はポテンシャルが高い。やった分はしっかりと成果になって返ってくる。動けば動くほどに体は軽くなっていった。

　それでもあまり無理はしたくない。成長期に無理は禁物だ。ほどほどに済ませると、いつもの書庫へと向かった。

　実は基本の性質変化、雷に躓つまずいていた。水と火は簡単だったのだが、雷はなかなか発動しなかった。

「モラン爺、うまくいかないよー」

「ほっほほ、何事も繰り返しが大事です。続ければできるようになります」

　流石はジジイの言葉、重みが違う気がした。

　まぁ結局今日もうまくはいかなかったのだが。

　夕食後、風呂上がりに自分の体を鏡で確認してみた。

　うーん、顔だけでなく体にもいい変化がある。いい傾向だ。

　運動、魔法の毎日をおよそ三か月続け、クルリ・ヘランこと俺の体は見違えた。

　体はスマートに引き締まっており、顔はやはり美少年だった。

　魔法の方も基本の性質変化は全てマスターしたし、魔力量なんかはちょっとやばいくらい増えた。

　体が軽い。ジャンプしたら飛んでいきそうだ。逆立ちも、一回転ジャンプも思いのままだ。もうぽっちゃり癒し系クルリとは誰にも言わせない。

　早速ドンガのおっさんのもとへ行こう。馬を一頭連れて、飛び乗った。

　さぁ駆けろ！

　馬が走り出すと同時に俺は宙を舞った。

　調子に乗りすぎた。乗馬がこれほど難しいとは。痩やせてなんでもできるようになったと錯覚してしまっていた。

「クルリ様！　大丈夫ですか!?」

　馬番が飛んできた。

「乗馬を教えて欲しい」

「は、はい」

　泥まみれの俺を馬番が立ち上がらせてくれた。

　乗馬はなんといっても脚の力が必要になってくる。腿ももでしっかりと馬の腹を締めなくては落ちてしまう。

　最初の日は下馬とともに崩れ落ちた。まともに自分で立てないくらいに脚が疲れはてていた。

「初めは誰でもこうですよ」

　馬番が優しく慰めてくれた。馬番いいやつだな。

　それでもまぁクルリのポテンシャルの前には馬もひれ伏す。

　あっという間に一週間が経ち、俺は乗馬ができるようになった。

「ちょっと駆けてくる」といった具合に得意げな口調で馬番に声をかけられるくらいに。

　これでいよいよドンガのおっさんのもとへ行ける。

「すみませーん」

　俺は『ドンガ武器屋』の入り口に立ち声を上げた。

　やはり出てこないので勝手に入らせてもらう。

「ドンガさーん!!」

「なんじゃ！　うるさい！　ん？　領主のバカ息子？」

「あっはい、三か月前にきたクルリです」

「ほー痩せたのー。見違えたわい」

「鍛冶かじ職を習いに来ました」

「ああ、そういう話じゃったの。まぁ入れ、使えんかったら追い出しちゃるけえの」

「よろしくお願いします！」

　ドンガのおじさんは見た目や言葉遣いとは裏腹に仕事は丁寧に教えてくれた。

　魔法が使えることを知ってからは、火つけの仕事は俺に回ってきた。

　鍛冶場に入って雑用を一か月ほど続けたあと、ようやく鉄の打ち方を教えてもらえることとなった。

「ここにきて一か月じゃな。環境にも慣れたようだし、お前にも仕事を仕込もうと思う」

「お願いします！」

　煤すすで汚れた顔をタオルで拭ふきながら答えた。

「鉄を叩たたくのは、鉄の不純物を取り除き、純度を上げるためじゃ。それ以外にもバランスを整えたり、種類の違う鉄を混ぜ合わせたりするために叩く。まぁなにはともあれ鉄を打ってなんぼの世界。打って打って打ちまくるのが何よりもの上達手段じゃ」

「おっす」

　ドンガのおじさんが言う通りに毎日鉄を打った。

　雑用や気づいたら接客、仕入れも俺の仕事になっていたので、ほとんど住み込み状態だ。

　両親にはちゃんと報告しているのだが、「あの子、どうしちゃったのかしら」と心配される毎日だ。

　そんな生活が一年続き、「すっかりお前も鍛冶場の男って感じだな」とドンガの師匠からお墨付きをもらった。

　細い体とは裏腹に俺の手はめちゃめちゃたくましくなっていた。

　火傷やけどのあと、まめ、傷口など無数にあった。

　うーん、一年ってなかなかすごいな。

　そんなある日、師匠から呼び出しをくらった。

「これはお前が打った剣か？」

　師匠が持っていたのは昨晩俺が打った剣だった。

「ええ、そうですが」

　師匠は絶句していた。

「純度が高く、バランスはほぼ完かん璧ぺきなくらいに均等じゃ。わしがこの領域に達したのはおそらく三〇代後半……」

　師匠がブツブツ呟つぶやいている。

　確かにあれは出来が良かったが、最近はあのレベルなら安定して打てる。師匠が気づいていなかっただけだ。

「素晴らしい。クルリよ、お前に教えることはもうなにもない。ここから先はもはや己との戦い。探求する者の世界になる」

「えっ!?」

「お前の技術はもうほとんど熟練のそれと変わらん。ここから先は他人に教わることはできない。ひたすら己と向き合う世界になる」

「はぁ、あのー今のレベルで飯が食えるって言うことでよろしいのですか？」

「ああ、試しにこの剣を店に置いておこう。きっとすぐに売れるじゃろう」

　おお!!

　やった。手に職ゲットじゃないですか!?

「教えることは無くなったが、鉄は毎日打っておけ、休むと腕が鈍るからのぉ」

「はい、ありがとうございました師匠！」

「恐ろしい才能よのう。領主の息子なんぞに生まれてきたのがもったいない」

　いやいや、それは普通ラッキーと捉とらえますよ。

　何日か泊まった後、家に久々に戻り、専用の鍛冶場を作ってもらった。

「クルリちゃんが戻ってきたわー」と家中大騒ぎだ。両親は特に嬉うれしかったようで鍛冶場は必要以上に豪勢に作られた。

　これからは、鍛冶場としばらく遠ざかっていた書庫を往復する生活になるだろう。

　剣を打てる、どうせなら剣を習ってみてもいい。うん、今度両親に頼んでみよう。きっと反対されるだろうけど。








第四話






　領民がまた減った。

　使用人は定期報告を終えそそくさと帰る。

「平穏無事で何よりじゃ」

　父親がのんきなことを言っている。

「そうですわね」

　母も同調する。

　青ざめているのは俺一人だ。

　先月、ダメもとでもう少し開拓農地を増やさないかと切り出したが、あっけなく却下された。

　ヘラン領には開拓する多くの土地はある。しかし、景観を損なう恐れや、既に花園があったりするところもある。そういったものを削って開拓農地を増やすことに父親は納得しなかった。

　やはりヘラン領は美しさが命、それを絶ってしまってはヘラン領のアイデンティティそのものを失ってしまう。

　今のままでは領民は減っていく一方だ。

　モラン爺じいにも相談してみたが、「うーん、昔は観光客が多かったのがこの領地の強みだったのですが」というなんの解決にもならない答えが返ってくる。

「ところで、魔法書Ⅰは読破されたのですか？」

「ああ、基本の性質変化はもちろん、応用の物質変化、植物の生成にも成功したぞ」

「では次は魔法書Ⅱをどうぞ」

　著者はやはりクリス・ヘランだった。一体何者だろうか……。

　実は最近、剣の教師にも我が家に来てもらっている。両親に三日かけて説得して得た教師だ。剣の特訓中は余計なことは忘れて集中した。

　やはりというべきか、クルリは剣の上達も速い。うーん、この体でなぜ原作ではあそこまで太れたのか不思議だ。




「最近、領内で地面から謎の音が聞こえる」

　領民から寄せられた悩み相談だった。父親のトラル・ヘランは特に何も対応はしないつもりだ。

　俺もなんとなくしか聞いていなかったが、ほんの気まぐれで様子を見に行くことにした。

　問題の場所へ行くと確かに地面からブクブクと音がする。若干の震動があるのもまた領民を不安にさせている原因だろう。

「一年くらい前から突然このような状態になりまして。幸い村からは離れていますので、被害は今の所はありません」

　領民の不満不安を取り除くのは領主の大事な仕事だ。それが将来の没落回避にもつながりかねない。ここは領主の息子であるクルリ・ヘランこと、この俺が一肌脱ごうではないか。

　領民と調査すること一、二時間。ふと俺の頭に明かりがついた。

　待てよ、これ温泉じゃね？　以前こんな現象を本で読んだぞ。

　源泉がこの下を流れているのだろう。領内に数カ所あると聞いた。もしかしたら源泉が流れてどこも音がしているのではないか。

　早速両親から金を巻き上げて働き手を三〇人ほど用意した。俺自身もスコップ片手に作業に入る。

　領主の息子の手前サボるわけにもいかず皆の仕事は効率よく進んだ。

「わっあっつ」

　作業中、一人の声が皆の注目を受けた。地面から噴き出したお湯が体にかかったみたいだ。

　途端地面が大きく揺れ、ブクブクの音がより大きくなった。

「みんな逃げろー!!」

　俺の声に皆が一斉に逃げ出した。

　間一髪、源泉が溢あふれ出し、天然の巨大噴水が湧き上がった。

　やはり温泉だった。

　皆驚き固まったが、すぐにお祭りムードだ。噴水が収まると巨大な天然温泉が出来上がっており、辺りの花園が水にうたれて輝いていた。

　温泉につかりながら花園を見るのは至福のひと時だった。

　帰って報告を受けたのだが、ツボを刺激したのだろう。領内の源泉全てが噴き出し、一気に数十個の温泉ができたとのことだ。

　これだ。これだよ。

　これこそが、ヘラン領復興の鍵かぎになる！




「父上！　我が領地の温泉を売りに旅行客を増やすときが来ました。すぐにでも温泉客を迎え入れられるよう整備しましょう！」

「温泉か。湧き上がったらしいの。温泉ごときが売りになるのかい？　クルリ」

「入ってみて思ったのです。花園を望むあの景色、きっとうけます!!」

「えー、しかし温泉か。ラザン領は宝石が取れるし、国王軍の優秀な兵士はほとんどタリスマ領出身。我が領地もそんなかっこいい売り文句が欲しいの」

「温泉、最高じゃないですか！　いいですか父上。来月の第一王子の誕生パーティーで我が領地の温泉をしっかりアピールしてくださいよ。貴族どもをこの地に呼ぶのです!!」

「う──ん、わっ、わかったからこの話は終わりじゃ」

「まずは整備の金をください」

「わかった、わかったからそう父に迫るな。呼吸が苦しくなるわい」

「ああ、すみません」

　無意識に父親にめちゃめちゃ迫っていたようだ。

　こうして温泉施設の整備は俺に一任された。

　父親のあの様子だとあまり期待はできんな。よし、俺もパーティーに行き宣伝するぞ！

　……そういえばそういったパーティーは行ったことがない。うーん溶けこめるかな。

　しかも、第一王子って同い年のアーク・クダンか。

『幻想学園』ヒロインの攻略対象の象徴的人物か。関わって大丈夫かな？

　ちょっとだけ不安だ。




「集中が途切れていますよ」

　剣の教師、リール先生に叱られた。

「すみません」

「何かあるなら打ち明けてください。その方が切り替えできて、いいと思いますよ」

　流石は女性の先生だ。優しさが違う。

「来月、第一王子の誕生パーティーに行くのですが、あいつって、結構クールぶって嫌な感じだった気が」

「あいつとは第一王子のことですか？」

「うん、なんか好きになれないタイプっていうか」

「随分と親しげな口調じゃないですか。クルリ様が少しお譲りになれば友達になれると思いますよ」

「そうかな。不安だ」

「ではプレゼントなどあげてみては？」

「ああ、それいいね」

　剣の特訓が終わり、俺はすぐさま鍛冶かじ場に入った。プレゼントででかい剣もなんだし、作るなら護身用の短剣かな。

　早速製作に入った。

　師匠のところを出ても毎日打っていたからな。

　出来上がった短剣は素晴らしい出来だった。

「うん、自分で持ちたいレベルだな、これは」




　王都についてからは両親とともに忙しい挨あい拶さつ回りが待っていた。

　有力貴族やら国に仕えるお偉いさんやら、パーティーが始まる前にもうクタクタだ。

　夜になり、ようやく会場へと案内された。

　当然だが皆正装だ。

　俺はこういう場は初めてなので背広を新調してもらっている。

　以前の可愛らしい体型とは違い、今は身長も伸びて正装が似合う好青年になっている。

　鏡を見ては自己満足し、また鏡を見つめて自己満足の繰り返しだ。

「お集まりいただきました皆様方。クダン王国第一王子、アーク・クダン様のご登場です」

　不意に司会からの一声があり、皆の視線を集めた。

　視線の先から王子がこれまた煌きらびやかな佇たたずまいで現れた。

　皆が拍手で迎える。

　会場の前に居る女性陣の王子に向けられたステキ光線が気にはなるものの、今日の主役登場で会場は一気に華やいだ。

「皆様、今日は私のためにお集まりいただきましてありがとうございます。国民の皆様のおかげで無事一四歳まで健康に育ちました。心より感謝致しております。堅苦しい挨拶は以上にして、皆様会場の食事、音楽を存分にお楽しみください」

　王子は挨拶を終えると、舞台から降り、早速囲まれてしまった。

　本来なら有力どころへ自分から挨拶しようと思っていたのだろうが、下心満載の連中に捕まってしまっている。

　嫌そうな顔一つせず対応している。うん、偉いなー。

　両親は両親で他の領主たちとの会話を楽しんでいた。

　あれっ!?　そういえば会場中、既にグループみたいなのが形成されている。

　こういうのは徐々に作るものかと思っていたが、皆毎回顔を出しているから知り合いがいるのは当然か！

　やばい！　完全に取り残された。

　パーティーの時間は刻一刻と過ぎる。誰にも挨拶できていないし、なんか一人でいるのが恥ずかしくなってきた。

　意を決して王子に挨拶に行こうと決めたが……王子を囲む集団に圧倒されてしまった。

　いや、諦あきらめるか！

　俺は集団のやや外からひっそりと、王子を眺めた。視線が合えば、視線さえ合えば「あっ王子、おめでとう！」っていう感じで行ける!!　あたかも知り合いのごとく、厚かましく!!　俺ならいける！

　見続けたが、視線は合わない。

　付き人で王子の親友のレイルとは奇跡的に目が合ったが、なんだ、あいつみたいな顔をされて終わった。

　やばい、多分これ今日は無理だ。

　ていうか、皆のプレゼントがすごすぎる。宝石をジャラジャラさせている間から、短剣をあげるのは恥ずかしい。

　短剣を忍ばせて王子を遠くからじーっと眺めている俺、一歩間違えたら暗殺者だこれ。

　流石に諦めがつき、会場中知っている人物がいるか探してみた。

　だれかー、だれかー。

　ん？　あれは？

　ふと見知った顔がいた。

　あれって、第二王子のラーサー・クダンだよね。年は二つ下で、現在は一二歳か。

　第一王子とは違いひとり寂しく、音楽鑑賞をしている。第一王子と第二王子でこうまで違うのか。まぁ俺も第一王子の方に用があってきたしな。

　とりあえず暇なので近づいてみた。王族のわりに、ラーサー様にはあまり抵抗感がなかった。むしろ少しだけ親近感さえ感じた。そのせいだろうか。つい勢いに任せて行動した。

　指で背中を一つつき、えいっ！

「えっ、えっ、な、なんですか？」

「クルリ・ヘランと申します」

「え、ああ、はじめまして、ラーサー・クダンです」

「ヘラン領……知ってる？」

「はい、トラル・ヘランさんが領主の」

「温泉……あるけど来る？」

「温泉？　私なんかがお邪魔してもよろしいのですか？」

「もちろんです！　ヘラン領は綺き麗れいで、最近湧き出た温泉もあります。きっといい旅行になりますよ！」

「ではお言葉に甘えます。準備が出来次第向かいますね」

　やっった！　一人勧誘成功！

「では、お近づきの印にこの短剣をあげます」

　忍ばせておいた短剣を渡した。これで晴れて暗殺者卒業だ。

「いい作りですね。ヘラン領にはいい職人もいるようですね」

「いや実は俺の手作りです」

「えっこれを!?　すごい！　是非つくっているところも見せてください」

「いいよ」

　周りはグループとかできていて話しかけづらかったけど、第二王子とは仲良くなれた。温泉来てくれるらしいし、手ごたえありのパーティーだったな。

　父親の方はダメだったらしい。何してんだよ。詰問しておいた。

　領内に戻り、数日後、ラーサーより手紙が届いた。

　一週間以内に行きますっていう内容だったが、手紙を出すなんて律儀なやつだ。

　領内では既に噂が広まっており、歓迎ムード一色だ。王族が来るのは建国以来ではないのか、領民たちがそんな話をしているのを聞いた。

　こんな穏やかな雰囲気とは裏腹に後日、俺と父親は胃をキュッとされる想いをする。




「ラーサー様がおいでです」

　早馬に乗った伝令が王子の到着をいち早く知らせた。間も無く着くとのことだ。

　領民が屋敷までの道に行列をつくっている。屋敷の準備も完かん璧ぺきだ。あとは王子が来るのを待つだけ。

　外から領民が騒ぐのが聞こえる。どうやら着いたようだ。

　我が家は総出で迎えに出る。

　やけに馬車が豪勢で、大人数なのが気にはなるが、ムードに乗って騒いでみた。

「トラル・ヘラン殿ですな」

「はい」

　馬車の先頭から一人が父親に向けて言った。

「王妃のご到着です。失礼のないように」

「「ええっ」」

　やばい、父親と全く同じ反応をしてしまった。ちょっと恥ずかしい。

　事実、続く馬車から出てきたのは、本物の王妃とラーサーだった。

　急いで皆が頭を下げた。

「顔を上げてください」

　王妃の優しい声で顔を上げた。

　綺麗な人だなー、なんて純粋な感情が湧いて出てくるほどに美しい。ラーサーが側で手を振っているのも茶ちや目めっ気があってなんだか可愛い。

「よよよよようこそおいでくださいました、ハーティ様」

　父親はこういうのは慣れてないらしい。朝食を吐き出しそうな顔をしている。

「あまり外へ出たがらないラーサーが自分からヘラン領へ旅行に行くと聞いて、嬉うれしくて付いてきました。あまりかしこまらずに、いつも通りで大丈夫ですよ。温泉楽しみにしております」

　王妃は花園も見てまわりたいとのことで、一応ある観光ルートを父が案内することになった。

　俺とラーサーは観光ルートを逆からまわる。

　乗馬ができるようなので、こちらは乗馬でまわることにした。

　流石は第二王子。パーティーでは一人だったが、外ではおつきのものが三人常についている。

「お招きありがとうございます、クルリさん。母も久々の旅行で楽しんでいます」

「いえ、まさか本当に来ていただけるなんて」

　おつきのものの視線が怖くて、なんか気軽に話せない。

「クルリさん、乗馬は得意ですか？」

「まぁほどほどに」

「私のおつきのものたちは鎧よろいやら武器で重装備です。駆けて彼らを振り切りませんか？」

　意外と悪いやつだなーと思った。誘いには乗ったけど。

　馬の質の違いもあったのだろう。あっという間に振り切り、二人でルートから外れた。

「旅行は自由にまわるのが醍だい醐ご味みですからね」

　綺麗ないい笑顔だが、悪戯小僧のそれにも似ていた。

「うん、その通りです」

　ルートからは逸それたが俺のよく知る地だ。穴場スポットをこれでもかと教えてあげた。

　何よりも水のうまさが気に入ってくれたようだ。

　俺の指示のもと整備した温泉施設も自慢した。ラーサーは嬉しそうに聞いてくれている。うん、ありがたい、ありがたい。

「クルリさん気をつけて、どうやら森に近づきすぎたみたいです」

　ラーサーの視線の先に狼型の魔物がいる。幸い群れではなく、老いた一匹のようだ。

「クルリさん、私に任せてください。私ひ弱ですが、魔法は得意でして。発火せよ！　ファイア！」

　ラーサーの放った魔力が火となり、魔物をとらえた。

　背中に命中した魔法は魔物の体に燃え広がるが、魔物は逆上しこちらに突進してきた。

「そんな!?」

　慌てふためくラーサーを制して、俺も同じ魔法を繰り出した。

「焼き尽くせ！　ファイア！」

　今度は俺の魔力が火となり狼をとらえた。激しく燃え広がり、有無を言わさずそのまま焼き尽くした。

　あたりには異様な匂いが充満していた。

「すごい！　これほどの魔法を使えるなんて」

「いやぁ、まぁね」

　炎魔法はよく使うしね。

「鍛冶の仕事もレベルが高く、領民を統治する器もある。おまけにこの魔力。ああ、アニキと呼ばせてください!!」

「えっと、いいよ」

　つい調子に乗ってしまったが、いいのか？　まぁいいか。

　我が家に戻ると王妃様も戻っていた。おつきのものがカンカンではあるが。

「おお、クルリ。ではハーティ様、温泉の方は息子が詳しいので案内させます」

　逃げたな、あの父親。

「花園に囲まれた温泉があると聞いています。楽しみですわ」

「ええ、宿もできたばかりで、王妃様とラーサー様が一番客になります」

「それはラッキーね、ラーサー」

「はい、母上」




「まぁ綺麗」

　温泉に着き、王妃様は感嘆した。

　湯けむりが花園に降りかかり、幻想的な空間を作り出している。

　温泉に入ればあたりに見えるのは煌きらびやかな花たち。空は青く、手元には透き通る温泉しかない。領内最高の温泉がここだ。

「ところで、この温泉にはどのような効能がおありで？」

　知らぬ!!

「温泉自体の効能は呼吸器系の異常緩和。ただしここの温泉は特別でして、花園に囲まれているゆえ、花の成分が温泉に溶け出しています。これが肌の美白、美容に効果絶大でございます」

　適当に言っちゃった。

「まぁ、本当に素晴らしい温泉ですわね。一刻も早く入りたいですわ」

「花の養分が溶け出ていて、温泉の香りは素晴らしいものになっています。上がった頃には気づかれると思いますが、体にも花のいい香りが残りますよ」

「素晴らしい、もう私待ちきれません！」

　うわっ、めっちゃ食いついた。

　案内を済ませ、俺とラーサーは男湯に入った。

　女の風ふ呂ろは長い。体が冷めた頃ようやく王妃が出てきた。

　聞かずともその恍こう惚こつとした顔から満足感が伝わってきた。香りが特に気に入ったようで、結局二日滞在の予定が、この人七日も滞在していった。

　王妃が広めたのか、王妃が来たことが広まったのか、次月の我が領地の旅行者は五〇倍も増えた。

　ほとんどが美を求める奥様方であり、彼女らは美のためなら金を惜しまず、領内に金をじゃんじゃんおとしてくれた。

　クルリ・ヘラン、わずか一四歳にして、美の恐ろしいまでの魔力を知る。

「父さん、母上って美容にどれくらいお金使っているの？」

「ふふ、クルリが知るにはまだまだ早い」

　父親の顔に若干の悲ひ愴そう感があったのでそれ以上は聞かなかった。








第五話






　マリア・クダン。

　国王の長女で、弟のアークは次期国王。つまり、私＝最強の女と言い換えてもよし！

　この度、お忍びでヘラン領へ来ております。

　お忍びというのは、ヘラン領の温泉が美肌に効くとかで是非入りたかったのですが、一国の姫がおいそれと流行はやりに乗るのはどうかと思いまして。

　結局我慢できずに来たわけですが。

　来て正解でした。

　肌がすべすべして、香りで癒いやされます。なんと素晴らしい温泉なのでしょうか。

　お忍びですが、一応この温泉を整備したクルリさんにはお礼を申し上げておきますか。母と弟がお世話になっていますし、当然ですわね。

　うーん、聞いた通り温泉から上がっても香りが体にも残っています。

　これなら帰りの旅路も楽しく行けそうですね。

「ヘラン殿のお屋敷へ。お礼を申し上げたら王都へ戻ります」

「はっ」

　従者が応こたえ、馬車はヘラン邸へと向かった。




「ひひひひひ姫様!?」

　領主が出迎えてくれたが、とても驚いていますわね。

　まぁ私は最強の女ですから当然の反応ですけど。

「クルリ・ヘランさんに温泉のお礼と、先日母と弟がお世話になったお礼を申し上げにきましたわ」

「えーと、クルリは今、夏の避暑地の開発でロンシュ滝へ行っているところです。わざわざお越しいただいたのに本当に申し訳ございません姫様」

「いいえ、構いませんわ。では、クルリさんへの挨あい拶さつはまた後日改めさせてもらいます」

「恐れ多いことです。ですが、来られるのならいつでも歓迎いたします」

「ところで、夏の避暑地の開発とは具体的に何を行っているのでしょう？」

「申し訳ありません。お恥ずかしながら、私には息子のやっていることはよくわかっていなくてですね。えーと、確か、滝がパワースポーツ、いやパワーアップ、いや、そうだパワースポットだとかなんとか言って出て行きました」

「パパパパ、パワースポット!?」

　おっと危うく動揺を隠しきれないところでした。

「そっそれはなんですの？」

「すみません。私もよくわからないのですが、神秘だの運勢が良くなるだのとクルリが言っていた気がします」

　神秘!?　運勢!?

「……我が国の領地を確認するのも王族の大事な役目でございますわ。私、領地を見て回るついでに、滝でクルリさんに挨拶してまいります」

「えっしかし、今は街道などなくあまり通りやすい道ではないのですが」

「構いません。領民の生活を知るいい機会ですわ」

「はぁ、では案内のものをつけさせます」

「よろしくお願いしますわ」




「クルリ様!!」「クルリ様!!」「クールーリー様!!」

　ロンシュ滝はとてつもなくでかい滝だ。

　早馬でやってきた使いのものが、大声をあげて数回呼んでやっとその存在に気づいた。

「どうした!!」

「王都より来客です!!」

「だれだ!!」

　真横で話しているのにお互い本気で叫んでいる。

「だれとは聞いていませんが!!　髪がくるっくるの来客です!!　なんでもお忍びで来ているようでして!!　領主様がクルリ様に知らせるようにと!!」

　ん？　髪がくるくる？　だれだ？

「クルリ様!!　王都の有名な音楽家ではないでしょうか!!　おそらく温泉のお礼とかでしょう!!」

　開発作業のため連れている五〇人の働き手の一人が声をかけてきた。彼もやはり叫んでいる。

「なんで音楽家[image: !!?]」

「音楽家に限らず!!　王都では芸術に携わるものの間で髪をくるくるにするのが流行っているらしいです!!」

「へえーそうなんだ。ところで君は何者[image: !!?]」

「名前はロツォンです!!　普段は農地を耕していますが、こういった臨時の仕事があれば受けています!!　ちなみに温泉発掘のときもいました!!」

「ああ、いた気がする!!　めっちゃ良く働いてた人だ!!」

「いえ、そんな」

「なに[image: !!?]　よく聞こえない!!」

「いえ[image: !!!]　特に何も!!」

「有名な音楽家ならきっと父上が対応しているだろうし、問題ないか」

「なんですかクルリ様[image: !!?]　よく聞こえないです!!」

「いや!!　なんでもない!!　ここの調査は済んだしみんなー!!　次の目的地へ行くよー!!」

　滝の音で聞こえているか心配だったが、伝言でちゃんと後ろまで届いたようだ。




「間も無く滝につくようです」

　従者が案内の説明を伝えてくれた。

　パワースポットがいかなるものか、この目で確認しなくては。

　ロンシュ滝。

　いざ近づいてみるとものすごく大きい。音が大きすぎて、周りの音が全て消される。水しぶきが細かく飛んできて、すごく呼吸がしやすい。

　これがパワースポット？

　何かが起きるのではないのかしら？　それとももう起きているのかしら？　でも、なんだかここに立っていると力がわき上がる気がするわ。

　これがもしかしたらパワー!?

　しばらく目を閉じて感じていようかしら。




「姫様!!」

「姫様!!」

「姫様!!」

　従者が数回大声で呼んでいたらしいが、全く気づかなかった。きっとこのパワースポットが私の意志を支配していたのね！

　パワースポット素晴らしいわ。

「近くの村人が言うには!!　どうやらクルリ様は既にここを発たって！　次の開発地に向かわれたようです!!　追いますか[image: !!?]」

「いえ、私はもう少しこの地にいます」

「え[image: !!?]　なんです[image: !!?]」

「もう少しこの地にいます[image: !!!]　ところでクルリさんたちはどちらへ!!」

「キリ湖に向かったとのことです!!　精霊の水がどうたらこうたらと!!　集団で話しながら向かっていったそうです!!」

「せせせせせ精霊の水!?」

「なんです[image: !!?]」

　おっと危うく動揺がばれてしまうところでした。

「そっその精霊の水とは何でしょう[image: !!?]」

「えーと!!　普通水が綺き麗れいすぎると魚は生きていけないのですが!!　どうやらその湖は水がどこよりも透き通って綺麗なのに多種多様の魚が住んでいる秘境だとか!!」

　秘境!?

「その水の秘密がわかれば国益になるやも知れません!!　すぐに向かいます!!」

「はっ!!」




「クルリ様、何やら村人が報告したいことがあるようで」

　湖の調査中、ロツォンさんが声をかけてきた。

　後ろには村人が控えている。

「どうした[image: !!?]」

「えっ!?」

　おっとつい滝同様叫んでしまった。

「どうしました？」

　紳士的に聞いてみた。

「クルリ様たちが先ほど調査していた滝ですが、何やら思いつめた表情で女性が立ち尽くしておりました。もしやあれは身投げでは……」

「えっ身投げ!?　困るよ。あそこは観光ルートの目玉なのに。変な噂が立つとまずいなー。わざわざ知らせてくれてありがとう。はい、これお礼」

「ありがとうございます」

　こういった情報がありがたい。礼は惜しまない方が後々いいだろう。

　銀貨一枚を情報料として村人に支払った。




「クルリ様」

　ロツォンさんが話しかけてきた。

「あの滝はむき出しの自然が何よりもの魅力です。ですが、音が大きすぎて恐怖を感じる方も多いのでは？　柵さくなどを作っておけば事故も起きづらいし、それで安心して観光を楽しめる方も多いと思います。管理人などをおけば身投げしようとするものも近づかないのでは？」

「うん、いいね。じゃあ柵は明日あした張りに行こう。ロツォンさん、なんかすごいね。昔、何か学んでいたりしたの？」

「いえ、自分は農作業だけの男です。管理人ですが、私の弟でよろしければ明日からでも向かわせます」

「じゃあ弟さんに頼むよ。みんな次行くよー！」

「うーい！」




「間も無くキリ湖でございます」

「はい」

　パワースポットの次は精霊の水か。どこまで私を楽しませてくれるのかしら。

「ぐへへへへ」

　おっと、はしたない。

　キリ湖、綺麗な場所ですわね。

　湖を囲む木々はあれど、日差しがいいためすごく安心する。湖は波一つ立たず、穏やかな水面が広がっている。

　とても広い湖だけど起伏がないため奥までよく見える。

　さて精霊の水はどう活用したらよろしいのかしら。

　やはり飲むのかしら。

　早速一口手に取り、飲んでみた。

「うまい！　気がする！　こんな水で泳いでいる魚はどんな味なのかしら」

　後ろをみると従者の姿はなかった。

　クルリたちがいないのを見て、また聞き込みに行ったらしい。

　ふん。従者などいずとも、私は最強の女。魚くらい己の手で捕まえますわ!!

　水分を思いっきり吸いそうな服だけ脱いで、軽く体操する。

　そりゃ!!

　潜水開始！

　魚を視認！

　息つぎのため浮上！

　もう一度潜水！

　無機物のように魚に近づき、エラめがけて手刀を一撃！

　すぐさま浮上！

「ふん、たわいもないわ！」

「姫様───！　一体、一体、なーにをしておられるのですか!?」

　ちょうど戻った従者があわてふためいている。

「魚を少しばかりね。この魚さばいてくださる？」

「ええ、構いませんが。しかし！　姫様！　このようなことはおやめください。もしものことがあっては遅いのですよ！」

「今後は気をつけますわ」

「はぁ、わかりました。それとクルリ様たちの情報を得てきました。どうやら別荘を建てる地を見つけたようで、トータペイルの丘へ向かったとのことです」

「わかりましたわ！　ところでその別荘地は何か特別な逸話なんかあったりしてー」

「……昔、病にかかった子供がその丘で一晩過ごしたのち病が治ったという逸話はあるようですが。所しよ詮せん噂レベルです。到底信じられませぬな」

「わかったわ。すぐに追います」

「ひっ姫様、もしかして信じていらっしゃるのでは？」

「まさか」




「クルリ様、また村人が来ました」

「なんだろう？」

　ロツォンさんが何かを知らせたいという村人を連れてきた。

「クルリ様たちが先ほど調査していた湖ですが、子供たちがおぼれている女性がいたと騒いでおりまして、あまり人がおぼれるとかいった話のある湖ではないのですが。くれぐれもお気をつけください」

「えっまた!?　なんか今日ついてないなぁ。報告ありがとう。これお礼ね」

「ありがとうございます」

「困ったなぁ。あそこは水泳場として活用しようと考えていたのに」

「クルリ様、私に別の案があります」

「ん、言ってみてよロツォンさん」

「あの湖は綺麗で泳ぎやすいことは確かです。しかし、実のところ深いところは水深三〇メートルにもなります。十分に事故が起こる可能性のある深さです。それにあの湖周辺は夏でも朝方は冷えます。魚が多い湖ですので、いっそボート専用にし、釣りを楽しんでもらっては？　ちなみに私の妹は水泳が得意でして、湖を管理させればおぼれる人もいなくなるでしょう。よろしければ明日からでも妹を向かわせることができますが」

「うん、ロツォンさんやっぱりすごいよね。それ採用！　キリ湖は妹さんに管理してもらおうか」

「ありがとうございます」

「もうロツォンさんここの別荘地の管理人になってもらってもいいかな？」

「ありがとうございます。謹んでお受けします」

「よろしく。じゃあ帰ろっか。みんなー今日はこれで終了です。賃金を受け取ったら各自解散で」

「うーい！」




「今日はいろいろあって疲れたけど、ロツォンさんがいてくれて助かったよ」

「いえ、こちらこそ弟と妹と私に仕事を任せてもらって、大変感謝しています」

「いやいや、これで避暑地計画もうまくいきそうな気がするよ」

「あっ、クルリ様。目の前に」

「あっ！　髪くるっくるだ」

　帰り道に馬車に乗った芸術家っぽい男を見かけた。ロツォンさんの言う通り髪はくるくるだった。

　馬車も豪勢で、きっと王都から来たお客人はあの人に違いない。

「ちょっと挨あい拶さつしてくるよ」

「いや、あれは温泉上がりでリラックスしている御様子。クルリ様が声をかければ向こうもある程度かしこまるはずです。ここは素直に見送った方があちらも心地よく帰られるかと」

「それもそうだね。流石だよ、ロツォンさん」

「いえ、私なんか褒めるには値しません」




　家につき、一日よく働いたからすぐに休みたかったが、父親が飛んできた。

「クルリ、王都からな」「ああ、さっき会ったよ。向こうも帰り路みちだったのであえて止めず一礼だけして見送りました」

「おっそうか。それは良いい判断だったかもな。いやー、お父さんにとって嵐のような一日だったよ」

「いやいや、こっちも結構大変だったよ」

「そういえば、トータペイルの丘に素手でクマをなぎ倒した野蛮人が出たそうだが、お前は大丈夫だったか？」

「うん、会わなかったな。すごい人もいるものだ。明日、ロンシュ滝に柵張りにいくから、資金よろしく」

「ほっほ、これから温泉で収入が増えるはずだからの。よいぞ」








第六話






「やぁやぁ、久々においでくださいましたね、坊っちゃん」

「やぁモラン爺じい」

「ほっほっ、最近は精力的に活動しているようですな。姿もたくましい青年のそれになってきている。まるで子供の頃とは別人のようじゃ」

　流石は歳食っているだけあって人をよく見ている。

「まぁね。モラン爺の若い頃のように、この地にも結構な活気が戻ってきたんじゃない？」

「私は若いときこの地にはいませんでしたが、確かこんなに活気はなかったように思います。まさに今がこのヘラン領が最も栄えている最中ですよ」

「へぇー、今が一番か」

　うん、うん、油断はダメだがいい流れなのは間違いない。あとは大きく踏みはずさなければ問題ないのでは？

　今はまだ出会っていない将来の嫁を俺が御することができれば……。

　それはまた来春に考えるとしようか。

「久々にね、書庫で魔法書を読もうと思って。ここがやっぱり一番集中できるから」

「そうですか。私がいる間は最高の勉強空間を提供いたしましょう」

「どうも」

「魔法書Ⅱは内容も難しくなっておりますが、いかがですかな？　坊っちゃん」

「難しいね。でも四回五回と読み通しているうちにわかるようになってきているよ」

「それは良いことです。学ぶということの基本を知ったようですな」

「モラン爺ってさ、どこで学識を積んだの？」

「私は独学でただ本を読み漁あさり、学識をつけているだけの老人です。高齢にして書庫番という仕事を得たラッキーな人物ではありますがね」

　モラン爺は笑っていた。

「ぱっと俺にこのシリーズの魔法書を手渡すあたり、モラン爺には相当な学識があると思っていたよ。まさか独学とはね。まぁ今の話を全ては信じてはいないけどね」

「ほっほっほ、あまり老人をからかわないでください」

　会話を少しばかり楽しんで、俺もモラン爺も自分の作業に戻った。

　モラン爺は一日中本を読み漁っている。書庫の本は全て読み終え、何がどこにあるかも把握している。与えられた予算で新書を入手し、読み漁るのが今の彼の仕事であり、楽しみでもある。

　老人に幸せがある国はいい国だと聞いたことがある。

　それで言うとヘラン領はいい領地ということになるな。

　魔法書Ⅱの内容は、魔力を本体から切り離した後の維持に主眼が置かれている。

　性質変化で生み出した炎も、物質変化で生み出した植物も、魔力が手元から離れてはその形態を長時間は維持できない。

　あくまで現状の俺の力ではだ。

　魔力が本体から切り離されてなおその姿を維持し続ける。これをマスターすれば魔法書Ⅱも完了だ。

　内容は理解したし、物質変化で出した植物も独立した物質として維持することに成功した。

　今日書庫にきて集中してやりたかったのは、応用編の魔道具製作だ。

　主体となる道具に、例えば物質変化であれば鉄から花を咲かせることが可能だし、性質変化であれば年中冷たい鉄なんてものも製作可能だ。

　まぁ理論上であって、まだ俺が成功したわけではない。

　そこで今日は主体となる道具、リンゴを持ってきた。

　加えるのは水の性質変化。

　水と言っても、魔力をハチミツに限りなく近い状態に性質変化させ、それをリンゴへと留とどめる。

　魔力で作ったハチミツのためリンゴには自然と吸収された。

　見た目は普通のリンゴだ。

　割ってみるとリンゴから魔力が溢あふれ出てしまう。

　まだまだ上手うまくいかないようだ。

　これが上手くいけばめちゃめちゃうまいリンゴができると考えているのだが。

　モラン爺の教えの通り、これも繰り返しだな。

　モラン爺は読書に没頭している。

　俺はリンゴに魔力を込め続けた。




「坊っちゃん、一体何をされているのですかな？」

「ああモラン爺」

　どうやら彼の意識が現実世界に戻ってきたようだ。

「応用編のね、魔道具製作を行っている最中だよ」

「リンゴにですか？」

「うん。とんでもなく甘いリンゴを食べてみたくてね」

「ほっほっ、変わったことをやりなさる。普通、魔道具製作とは指輪や剣、防具などに対して行うものです。魔道具となった指輪を装備して戦うという使い方、剣に性質変化を起こさせて使うやり方などが一般的ですね。食べ物を魔道具にしようというのは初めて聞きました」

「そうなの!?　そんな使い方もったいないじゃない」

「ほっほっ、人の考え方はそれぞれ。ちなみに今回の件に関しては坊っちゃんがイレギュラーですな」

「モラン爺も試したことないの？」

「ないですな。自分で出した魔力を自分で取り込む。ありそうで、なかなか試そうとは思いません。そもそも魔力を外部に維持できる使い手がそう多くありません。坊っちゃんは既になかなかの使い手ということです」

「へぇ、純粋な魔法による戦闘だと俺はどれくらい強いかな」

「んー、外部に維持できなくとも強力な性質変化、物質変化だけを追い求める方たちもおられます。戦闘面においてはまだまだですかな。ほっほっほ」

　こういった話は他では聞けない。流石のモラン爺といったところか。

「ふーん」




「魔リンゴできたけどモラン爺もいる？」

　夕方頃、二階で読書に勤いそしむモラン爺の下の一階で俺の製作は完了した。

　ほぼ完かん璧ぺきに魔力をリンゴに留めておくことができるようになった。

「遠慮しておきます。老人ですので体をいたわらなければ」

「それ、ちょっと失礼だよモラン爺」

「ほっほっ、じゃあ次はⅢ巻をどうぞ」

　モラン爺め、本を投げてくるとスルスルと書庫の奥へと逃げて行った。

　とは言ってもいざ食べるとなると、途端に俺も怖くなってきた。

「よし、食べよう」

　と何度宣言したことか。

　しょうがない。こうなったらあの手だ。毒味にちょうど最適な人物がいる。




「父さん」

「なんだいクルリ」

　暖炉の前でくつろぐ父親を見つけた。

「リンゴをとってきたんだ。とっても甘いよ。父さんは領主の仕事でいろいろかかえこんでいるだろうしさ、体調崩さないようにしっかり栄養つけてもらいたいんだよね」

「あぁ、クルリよ。お前は本当に親孝行な息子だ。思えば三年前にリンゴをとるため木に登って、落ちて以来お前は少し変わった。あれから私はね、リンゴを見るたびに」「まぁいいから、食べてよ」

「おっおう、わかった」

　リンゴを手渡すと、父親は丸かじりするのに少し抵抗があったのだろう。

　チラチラとこちらを窺うかがったが、あきらめてかぶりついた。

「ん[image: !!!]　うまい!!　なんという強い旨うまみ成分！　リンゴはまだ幼くその実の硬さと酸味を残しつつ、完璧とも言えるほどの甘みを有している。しかもこれがまた不思議とさっぱりした味だ！　甘みはいくつもの甘みが混ざっているかのような豊潤さをもっており、口の中に溶け出す果汁はまさに至高の天然スープ！　先ほどつまみ食いをしており正直腹は膨れていたが、そんなこともお構いなくこのリンゴはダイレクトに胃へ侵入してくる！　もう一つ、もう一つと口が勝手に騒ぐ！　もはやこの旨みを口で語るには言葉があまりにも枯こ竭けつしている────[image: !!!]」

「……」

　なんだこいつ。腹パンしたい気持ちを抑え、俺は部屋を出た。

　そんなにうまいのか。

　結局父親がもっともっと、とせがんできて、父が騒ぎ終えるまで作ってあげた。

　夜になり、風ふ呂ろを終え自分の部屋に入った。

　目の前には今日魔力を込めたリンゴが一つ。

　夕食を食べたので正直気は進まなかったが、父親があれだけ饒じよう舌ぜつに語るのだ。

　一口だけ。

「うまい!!　口の中に広がる深い甘みが……」

　おっと危うく父親の二の舞を演じるところだった。

　さて寝ようか。明日あしたもやりたいことはたくさんある。

　父親が食べ終わった後にすごく疲労が抜けるような感じがしたと言っていたが、俺は現状そんなことはない。製作段階での違いがでたのか？

　まぁ深くは考えないようにしよう。目がさえてしまう。




　……おかしい。

　体が熱い。ランニングした後のように体が熱く、頭は興奮する。

　なぜだ!?

　一つしかない。リンゴだ!!

　ベッドから飛び出し、叫びだしたくなる気持ちを抑え冷静に自分を観察した。

　魔力があふれ出している。体の中から膨大な魔力が洪水を起こしているみたいだ。

　自分の魔力を込めた魔道具を自分で食べたらこうなってしまうのだろうか？　論理的に考えればそれしかない。

　魔力だけではない。なんだか俺は今、ベッドを持ち上げられる気がする。そんな気がするのだ!!

「よっと」

　本当に持ち上がった。

　また叫びたくなる気持ちを抑え、ベッドをゆっくりおろした。

　俺は今無敵だ！　そんな気分にさせられる。

　もう今日は眠れっこない。この状態、スーパーモードと名付けよう。眠れないついでだ、どうせなら領民のために役立てよう。

　領地に観光客が増えだしてから領民は豊かになってきている。そのため領民の移住がここ最近は激増している。

　人が増えて困るのは食料問題といつも相場は決まっている。

　今度居住区になる土地の目途はついている。地下水が通っていることも知っている。

　ならば井戸だけでも今晩掘っておこう。

「うおおおおお!!　やってやるぜ──!!」




「弟よ、なぜ有名な盗賊『黒い影』の我々がこんな田舎のヘラン領に来たと思う？」

　黒いマントで体を覆った怪しげな男が口を開いた。

「さぁ」

　こちらも黒いマントに体を包んだ、体たい軀くの大きな男が答えた。

「では、今回の仕事を説明しよう」

「ああ、頼むよ」

　如何いかにも物騒な会話をしている二人なのだが、場所は酒場。二人の話に聞き耳を立てているような人物はいない。

「このヘラン領はな、この国の史書で唯一記録に空白がある土地なのだ。理由はわからない。しかし、途切れる前の記録はどれもこの地を不毛の地として記している」

「この花咲き乱れる地が、不毛の地か」

「そうだ、歴史上と全く違う姿が現在のヘラン領にはある」

「続けてくれ」

「初代国王、マーレー・クダンがこの地を大層好んでいたのは知っているな」

「もちろんだ」

「その気持ちは熱く、この地で死ぬことを望んでいたほどだ。本題に入る。今回のターゲットはその、初代国王の隠し財宝だ」

「未いまだ見つからない初代国王の財宝か。それがこの地にあると？」

「歴史から消された記録然しかり、モランという国王直属の歴史家がわざわざこの地に移住したのもあやしい。極めつけは、領主の息子クルリ・ヘランの動向だ」

「ああ、確か温泉を掘り当てた領主の息子か」

「その通り。やつめ人を雇ってはこのヘラン領を調査しているようだ。先日は自分で地面を奥深く掘り進めていたという情報もある」

「やつは既に場所の目途がたっているのか？」

「それはないだろう。行動に法則性がなさすぎる。おそらくモランから情報を聞き出したか、モランの手先かだろう」

「兄者は場所の見当がついているのか？」

「もちろん。確実ではないが、まぁ失敗すればまた他をあたればよい」

「どこだ。はやく言ってくれ」

「灯台下暗し。宝はヘラン邸だ!!」




「兄者、あれがヘラン邸のようだ」

　夜中のヘラン邸の敷地内に、二人の男が忍び込んでいた。

「警備もいないか。正に田舎の領主様って感じだな」

「どこから忍び込む？　宝は屋敷内か？」

「財宝がたんまりとだぜ？　地下に決まっているだろ。地下へと続く扉をみつけろ」

「わかった」




「兄者の言う通りだ」

「地下への入り口が屋敷の外にあったとはな」

　二人の捜索にそれほどの時間はかからなかった。この辺りは流石プロの仕事だ。

　鍵を兄が破り二人は地下への階段を下りた。夜目もきくのだろう、二人に明かりはいらなかった。

「物置のようだ」

「そのようだ、隠し扉があるはずだ」

　これまた捜索に時間はかからなかった。二人の仕事には無駄が一切ない。

「あったが、量がおかしいな」

　隠し扉の奥にあったのは広い空間に似つかわしくない小さな木箱が一つ。

「どういうことだ兄者!!」

「ここじゃないってことだ。ただそれだけのこと。失敗をいちいち気にするな。まぁこれはいただいていこうか」

「本？」

　弟の体軀の大きなほうが言った。

　二人の前に木箱から現れたのはたった一冊の本だけだった。

「くそっ、帰るぞ弟よ」

「ああ」

　二人の引き際も早かった。

　長居は無用。ここら辺が、彼らが今まで仕事をしくじったことのない理由の一つであった。

「ちょっと待った！」

　今日の彼らはついていない。宝がなかったどころか、地下より這はい出た途端人に見つかってしまった。

「ちっ、見つかったか」

「鍛冶かじの仕事後はどうも五感が冴さえわたる。やっぱりあの単純作業が頭にいい影響を与えているのか、それともあの軽快な金属がぶつかり合う音がいいのか」

「こいつ何を言っている……ん？　こいつはクルリ・ヘランじゃないか？」

「物音がして来てみればネズミが二匹、このクルリ・ヘランが召し捕ってくれよう！」

「兄者、こいつ少しテンションがおかしくないか？」

「そうさ!!　今日試しに魔リンゴをもう一度食べたらこの通りさ！　眠れないので相手をしてやる！」

「兄者、ここは俺が片付ける。先に逃げてくれ」

「そうは、いかない！　水魔法！　水沼!!」

　クルリの声と共に男二人の足元に沼が現れた。

「水魔法で足元に沼を作ってやった。これで逃げられまい。底なし沼だから、命にかかわるぞ!!　警備兵を呼んできてやるから、おとなしくしていれば刑務所行き、あばれればあの世行きだ！」

「ちくしょう」




　ああ、やばい。こそ泥二人相手に大量に魔力を使ったが、まだまだ魔力があふれてくるな。

　こそ泥二人が盗んだのは本一冊だけだったみたいだ。

　それもすぐに渡してきたから、本当に欲しかったわけでもなさそうだった。

『魔法書Ⅴ』

　おお！　これモラン爺じいが貸してくれるシリーズのやつだ。

　ほら、著者クリス・ヘランだし。

　とりあえず、自分の部屋に置いておこう。

　さて、こんな騒ぎでも眠りが覚めない親が心配だが、こそ泥も警備兵に渡したし、また井戸でも掘りに行こうか。

　しかし、しばらく魔リンゴは食べるべきではないな。次の日の疲労感がとんでもない。




　次の日の酒場。

「聞いたか、昨日クルリ様が『黒い影』の二人を捕まえたってよ」

　一人の男が言った。

「ああ、今朝情報屋が流していたな。どうやら王都より褒賞金がでるようだ」

　右隣の男が酒を飲み終わると答えた。

「最近はいいニュースばかりで街があかるい。いいことだな」

　左の男も続く。

「クルリ様は、あれはいい領主になる。この地もクルリ様がいらっしゃる間は安泰だな」

「そうだな。ところで、少しばかり気になることがあるのだが」

　真ん中の男の疑問に二人が反応した。

「なんだ？」

「『黒い影』の二人組だが、情報屋によればほとんど何も盗とらずして帰ろうとしたところをクルリ様に捕まったらしい」

「あの大物盗賊が何も盗らずに!?」

　……。

「もしかしてよ、領主様の家には金目のものがないのか？」

「確かに贅ぜい沢たくな話は一切聞かないな」

「俺、領主様のズボンの股またが破れているのを見たことがある。本人は平気な顔して穿はいていたぜ」

「んーそれは少しまた別な話な気がする。それは領主様の資質の問題だろう」

「これはどうだ？　クルリ様は昔まるまる太っていたらしい、それが今じゃあんなに痩やせている」

「おいおい、流石に食料には困っていないだろう？　領主様の一家だぞ!?」

「それもそうか。しかし俺は一度クルリ様と一緒に働いたことがあるのだが、そのとき見た手はものすごくゴツゴツしていたな。上半身についた筋肉も一朝一夕で付くようなものじゃない。あれは毎日力作業をしている男の体だったぜ」

「おいおい、それマジかよ。でも温泉のおかげで民衆が潤っている。その分税収も増えているのではないか？」

「実は税金は一切上がっていない。それにクルリ様は最近土地の開発にどんどんお金をつぎ込んでいる。もしかしたら、俺らの想像もしていないところで領主様たちはとんでもない苦労をしているのかもな」

「くっそ、俺たちばかりが春を謳おう歌かしていたなんてな。今度商会長にでも話してみっか」

「そうだな。クルリ様には恩返しをしてやらねーとな！」

「そうだぜ！　それがヘランの男気ってもんだぜ！」




　はっくしょん!!

「うー、夜な夜なの作業で風邪ひいたかも」

「はっは、クルリは自己管理ができていないな。お父さんは仕事をバリバリこなしているが、この通り元気じゃよ」

「あー流石だね、父さん。そういえばさっき母さんが怒り気味で捜していたよ」

「えっ!?　じゃあ、ちょっと行ってくるよ」




「あなた!!　領内は観光客が増え、領民が潤っているというのに領主の我が家に入るお金はどうしてあまり増えていないのかしら!?」

「そっそれは、今から増えるはずさ」

「あなた！　ちゃんと税金の管理はなされているの!?」

「やっ、やっているに決まっているじゃないか。……決まっているじゃないか！」

「そう、ならいいですけど」

「……。さてと、温泉でも行こうかな」








第七話






「このミカンという果実は本当に美味おいしいですね」

　冬になりラーサーがやってきた。

　寒いので二人で暖炉の前でミカンを食べている。

「冬の収穫時期に間に合ってよかったよ。市場にも出回ることができたし」

「このミカンはどうやって作り出したのですか？」

「魔法で種を作ったんだ。後は土に埋めて通常の作物たち同様に育てただけだよ」

「魔法で種を……流石ですね、アニキ」

　ラーサーはミカンを食べながら興奮気味だ。

　俺はミカンを一房一房食べるのだが、ラーサーは丸ごと一個食べる。

　口が膨れて愛らしい顔になるのだが、見ているぶんには楽しいから指摘しないでおこう。

「アニキも間も無く、エレノワール学園に入学されますね」

「んー、とうとう来てしまう」

「嫌なのですか？」

「嫌というか、怖いというか、よくわからないなぁ」

「アニキなら上手うまくやっていけますよ。僕の実の兄アークも入学します」

「うん」

　知っている。

「それに宰相の娘エリザさんも入学されます」

「うん」

　やっぱり知っている。

　将来の嫁だもん、その人。

「しかも、平民から一〇年ぶりに合格者が出ました。我々は家柄パスですが、平民の編入試験は最難関の試験らしいです。すごく優秀な人だとか。確か合格者の名前は……」

「アイリス・パララ」

「そう、アイリスさんです。アニキ知っていたのですね」

「うん、だいぶ前からね[image: ～]」

「他にも有力どころのご子息が入学されるそうで、一部では黄金世代なんて既に呼ばれていますよ」

「それより領地を離れるのが不安だ。父さんに任せて大丈夫だろうか」

「大丈夫ですよきっと。ヘラン領の人たちはたくましいですから、きっとトラルさんを支えてくれるでしょう」

「そうだといいけど」

　ロツォンさんにたまに様子を見てもらおうかな。

「アニキ、いろいろ考えすぎですよ。アニキの才能があればきっとエレノワール学園での生活も充実したものになるでしょう」

　ラーサーは素直にこういうことを自然と言ってくれたりする。本当の弟にしてやりたい気分だよ。

「それもそうだな。ミカンがなくなったし、外に摘みに行ってくる」

「あっ、僕も行きます」

「うー寒いな」

「はい、寒いです」

「夏になったらヘランへ来るといい。スイカというものを食わせてやる」

「はい！　楽しみにしています」

　二人で身を寄せ合いながらミカンを摘み取った、寒い冬のごくありふれた平凡な日常だ。




　雪が溶け出し、ヘランの土地が呼吸をしだした頃。

　入学まで後一か月といった時期に、俺はヘラン領を出発することにした。

　ここから学園までは馬車で四、五日くらいかかる。学業に専念できるよう辺境の地にあるからだ。

　入学一週間前の実力試験までにつけばいいのだが、ぎりぎりだと毎年学園付近で大名行列ができるらしい。その行列を待つのは嫌だし、早く行って環境に慣れておくのがいいだろうという考えのもとの、早めの出発だ。

「クルリちゃん、こんなに立派になって」

　母が息子の旅立ちで涙を流している。

「クルリよ、存分に勉強してくるがよい。領内のことは全て父に任せておけ」

　父が胸を張って見せたが、不安この上ない。

「じゃあ、行ってくるよ」

　俺は最低限の挨あい拶さつを済ませ、馬車に乗り込んだ。

　学園では寮生活になる。学費も食費も国からお金が出るため、自分で負担するようなものはほとんどない。それでも貴族故に皆プライドのため結構な額を持ってくるらしいが。

　俺も一応結構持ってきた。

　こんなに持ってくるつもりはなかったが、最初はもしものときのためのお金を準備した。

　次に、やはり欲しいものがあれば買いたいし、友人との付き合いで金も必要になるだろうと思い金を上積みした。

　夏季休暇と冬季休暇には帰ってこられるのでそこで補充もできる。それ故あまり大金は積まなかったのだ。

　しかし、出発の朝領民たちが「最近儲もうけすぎているから」と俺のためにお金を持ってきてくれた。額がまた半端じゃない。

　断ろうとしたが、父親がもらっておきなさいと一声かけてきた。なんだか父親がいつもより大きく見えた気がしたが、気のせいだろう。

　領民にお礼を言い、そして両親たちと別れの挨拶を済ませて、現在に至る。

　そういえば、ラーサーも見送りたいと言っていたが、第一王子より優先されては困ると断っておいた。流石にその度胸はないからな。

　四、五日の旅になるが、退屈しないように書物はたくさん積んでおいた。それ以外にも有名な観光地は下調べしておいたので、近場を通ればそれも見ていきたいと思っている。

　それと意外だったのだが、うちの父親は結構なグルメだということが旅の前に発覚した。旅の地図にポイントポイントで目印を付け、美味しい料理屋がある場所を記したものをくれたのだ。

「それで退屈な旅も少しはいいものになるだろう」とのことだ。

　初めて父親が父親らしかった瞬間でもあった。

　なにはともあれ、旅というのは悪くない気分だ。

　従者と会話をすることはほとんどないが、窓の外をぼんやり眺めているだけで、目の前には次々と知らない景色が飛び込んでくるのだ。

　全てが新鮮。この言葉に尽きる。四、五日程度何事もなくとも、これなら飽きはしないだろう。

　家を出発して五時間くらいたっただろうか。外は日が真上まで昇り、空気がカラッと乾燥し心地のよい風が吹いている。

　そんな中、従者が声をかけてきた。

「クルリ様」

　ん？　そういえばもうすぐ、父親が記してくれた最初の料理屋があるはずだ。もう着いたのだろうか。

「どうした」

「この先に大きなバッグを背負った女性がいるようですが」

　なんの変哲もない光景な気もしたが、窓から頭を出して見てみた。確かに少しまだ距離はあるが、木陰で座り込んでいる女性がいた。

　日に当たって、体調でも悪くしたのだろうか。

　馬車が近づくにつれ、その姿はだんだんと鮮明になった。

　そして、それに比例するように俺の心臓の鼓動は速まる。

　間違いない。

　あの黒くきれいな髪、どこか見ていて安心する整った顔立ち、いかにも平民そうな装い！

　間違いようがないほどに、そこにはアイリス・パララが座り込んでいた。

　なぜか俺は馬車の中に隠れてしまっていた。

　こんなところでサブキャラの俺がメインヒロインに出会ってしまってよいものだろうか。

　いや、ダメでしょ！

「どうなさいますか、クルリ様」

　従者が急せかしてくる。

　もしかしたら、本当に体調を悪くして休んでいるのかもしれない。そんな、か弱き女性を見捨てていいのか？

　それもダメでしょ！

　俺は意を決して返答した。

「俺が声をかけてみる」

「はい、わかりました」

　従者は馬車のスピードを徐々に緩め、アイリスの前で止めた。

「どうなされました？」

　なるべく警戒心を与えないように優しく聞いてみた。

「少しばかり歩き疲れて休んでいました。どうかお気になさらないでください」

　そうか、ではさらばっ!!　とはいかないよな、これから同級生になるし。

「もしや、エレノワール学園に向かっているのでは？」

「ええ、よくわかりましたね」

「なんとなく勘が働きまして。私もエレノワール学園に向かっている最中ですので、よろしければ同乗していきませんか？」

「いえ、お構いなく、私は歩いて向かいますので。そのために早めに出発もしていますので。わざわざ、お気遣いありがとうございます」

　歩いてか。半月はかかるぞ。

　商人の馬車に乗せてもらうなどの方法もあっただろうに。

　そういえば、原作でもアイリスは結構貧しい家の出だったな。ますます、見逃せないよ。

「そんなこと言わないで、旅は道連れって言うじゃないですか。私の名前はクルリ・ヘラン。ヘラン領の領主一家の人間です」
















　とりあえず、自分は怪しいものではないことをアピールしてみた。

　あれっ、黙ったまま返事が来ない。

「…………、ヘラン領って、あの温泉があるヘラン領ですよね!?」

　アイリスが身を乗り出して聞いてきた。

「そっそうですよ。来られたことがおありですか？」

「いえ、でも花園に囲まれた温泉の話は情報誌で穴が開くほど読みました!!　私の夢なんです、ヘランの温泉に入るのが!!」

　温泉の話をもっとしてあげよう。と言ったら、すんなりと馬車に乗り込んでくれた。

　学園は寮に住み込みになるから、荷物はどうしても多くなってしまう。それはアイリスも同様で、おっきなバッグはパンパンに膨れていた。

　こんな大きな荷物を背負って、半月か。体力に自信がある男でもきついのではないだろうか。

　やはり、乗せて大正解だったよ。あのまま通り過ぎていたら心が痛んでしょうがなかったはずだ。

　無事乗せられて、よかったー。

　馬車は軽快に進む。アイリスも乗り込んでくれたし、旅は順調である。

「私、将来はお金をいっぱい稼いで、弟たち妹たち、そして両親を連れてヘランの花園に囲まれた温泉に入るのが夢なんです」

　アイリスは目をキラキラさせながら話している。

「それは光栄だな。将来と言わず同級生ならいつでも招待するけどね」

「それは悪いです。それに夢は自分で叶かなえるものですしね」

「それもそうだ」

「クルリさんも今年入学でしたか。確か温泉を掘りだした人物だと情報誌で読んだことがあります。そんなすごい方と同級生だなんて光栄です」

「いやいや、そんな大げさなものなんかじゃないよ」

　それよりも将来王子と結婚するかもしれないあなたのほうが俺にはとんでもなく偉大な人物に見えます。

「わざわざ平民の私を馬車に乗せていただいてありがとうございます。この恩はいつかお返ししますので」

「気にしないで、四日間一人で退屈な旅をせずに済みそうで逆に助かったよ」

　恩はぜひとも没落時に返していただきたい。

「私、貴族の学校の人たちってどんな人たちだろうと不安でしたが、クルリさんを見る限りもっと前向きに考えてもよさそうな気がしてきました」

「それはいいことをしたようだ。それじゃあ、うちの温泉の話でもしようか」

「はい、お願いします！」

　相変わらず目がキラキラしている。話しがいが出てくるじゃないか。

　やはり、近くで顔を見るととてもきれいな顔立ちをしている。以前王妃様を見たが、若い分アイリスのほうが、美しさが上だ。

　これじゃ、王子たちが取り合ってもおかしくはないな。

「もう情報誌で読んでいるかもしれないけど、ヘランの温泉はなんといっても美肌、美白に抜群の効果がある」

「うんうん」

　アイリスは興味津々だ。

「花の成分がそうさせるのだけどね、さらに最近すごいことが判明したんだ。うちの優秀な領民のロツォンさんが見つけだしたけど、実は温泉のお湯は飲んでも体にいいことが判明したんだ」

「ほんと!?　そんなの初めて聞いた！」

「だろ？　これが今徐々に流行はやりだしていて、もうすぐ国中にもこの情報が広まるだろう。そしたらまた観光客が増える増える！　我が領内は儲かる儲かる！」

「すごーい！　私、聞かなきゃよかったかも、もう行きたくてしょうがないよ」

「来たかったらいつでも来たらいい。最高のおもてなしをするからさ」

「うん。ありがとう！」

　二人で興奮さめやらぬまま、温泉の話を延々とした。つい調子に乗って、領内の自慢などもしてしまったが、それも全部笑顔で聞いてくれた。

　やっぱり、王子が惚ほれる女はスゲーよ、器が違うぜ！

「クルリ様、トラル様が記していた店が間もなく見えてまいります」

　従者の声で会話は中断した。

「ああ、もう着いたか」

　アイリスとの会話でしばらく時間がたつのを忘れてしまっていた。本当に旅は道連れがいるのがいいことを体感した。

「アイリス、馬車からおりて昼食にしよう。父さんおすすめの美味おいしい料理屋がこの先にある」

「いえ、私お金をあまり持っていないので。それに学園までの旅路の保存食も持ち合わせていますから」

「もちろん、ごちそうさせてもらうよ。さぁさぁ美味しい料理を食べながら、ヘラン領の自慢話でも聞いてよ。それが飯代ってことで」

「いえ、本当にいいです」

　アイリスは首を横に振っている。

「馬車に乗せてもらっただけでも大変ありがたいことなのに、さらにご飯をごちそうしてもらうなんて。そんなにいっぱいじゃ、恩が大きすぎてとても返しきれません！」

　これには少し笑ってしまった。こういった価値観が王子たちをメロメロにしてしまうのか。

　俺も好きな女の子ができたら参考にさせてもらおう。

「行こう」

「本当にいいです」

　しばらく腕の引っ張り合いをしたが決着はつかない。

　こうなったら話してしまおうかな。話していいのかな？

　ていうか、こんな出会い方自体がイレギュラーだし、もう好きにやらせてもらおう!!

「しょうがない。アイリスに大事な話がある。本当にここだけの話だから他言無用でお願いしたい」

「なに？　急にどうしたの？」

　俺がかしこまったから、アイリスは少し不安そうな顔をした。

「学園での君の生活はあまり楽しいものにはならないかもしれない。あくまで、かもしれないだ。でも、きっと君は平民だからいろんな不当な差別を受けるだろう」

「うん、なんとなくそこら辺は想像つく。でも私そういうのにも負けずに頑張るって決めたから。将来いい職見つけて家族を養っていくのが私の最終的な目標だから」

　偉い!!　いい子だよこの子!!

「そっその、君を差別する人物だけど……。目の青い魔女が主犯になる、と思う……」

「と、思う？」

「いやいや、まぁそいつは平民への差別がすさまじいからきっと君への接し方も嫌なものになると思う。そして、そいつが実は……」

「実は？」

「俺とは切っても切れない縁の人間でして……。つまりは、そいつが迷惑をかけるだろうから、その分俺が償いますってこと！　身内のものが迷惑をかけたら身内が処理するのは当たり前だろ!?　そういうことだよ。今のうちにいっぱい償いをさせてくれ！」

「んー、あいまいな話でよくわからなかったです」

「まぁ、もういいや。とにかく昼食に行くぞ!!」

「行かないです。これ以上は私申し訳なくてクルリさんに今後顔向けできません！」

「できるから！」俺は一生懸命アイリスの手を引いた。

「できません！」アイリスは必死に抵抗した。

「俺一人だけ美味しいもの食べてアイリスは保存食って、そんなの楽しい旅にはならないだろ？」

「私のことはいいです。もう十分助かっていますから！」

「お二人とも、さっさと行きますよ」

　従者の冷静な一声で俺たち二人の引っ張り合いは終わった。

「ほらっ、行くよ」

　アイリスはようやく観念して来てくれた。




「本当に美味しいよ！　父さん！」「美味しー！　夢みたい！」

　ちょっとだけ疑っていてすみませんでした、父上！








第八話






　同乗したばかりのときは、遠慮や警戒があったのだろう。ほとんど自分の家のことなどをくわしく語らなかったアイリスだったが、四日も一緒にいると不思議なもので相手も自然と警戒心を解いて身の上話をしてくれた。

　アイリスの家は父親が鍛冶かじ職人だったらしいが、病気でアイリスが一二歳の時にこの世を去っているらしい。それからは母親と三人の妹、二人の弟と共に家の畑を耕して生計を立てている。

　だが、それもぎりぎりの生活らしく、贅ぜい沢たくとは一切無縁な生活だ。

　アイリスは何度も妹たちや弟たちがしっかりやっていけているかどうか心配だと言った。

　本当にそのことで頭がいっぱいのようだ。

　うちの領内でも農業だけで生計を立てている一家は多い。しかし、何かの災害がなければどこもある程度の金銭的余裕は出来ている。

　アイリスが言うには、領内の税金が重く、それが生活を圧迫しているとのことだ。

「じゃあヘラン領へ来たらいい。うちの税金はそんなに高くはないし、領地もだんだんと栄えている。きっといい生活ができるはずだ」

「ありがたいけど、そんな簡単には故郷を捨てられないよ」

　一いつ蹴しゆうされてしまった。確かに、簡単に決めるようなことじゃない。

　世の中には悪い領主もいたものだ。うちの父親が輝いて見えるよ。

　アイリスは子供の頃から勉学に秀でていたため、母親からこの学園を受験するように説得されたそうだ。

　はじめは断ったが、母親の熱心な説得と、将来家族を養っている自分を想像して、思い切って受験してみることにしたらしい。

　畑仕事の合間に、基礎教養、魔法、剣術の三つの試験科目を独学で学んだらしい。

　素晴らしい忍耐と素質だと思った。

「それでね。受かったときは本当に嬉うれしかったけど、いざ家を出発するときにすごくさみしくなって、今でも本当に私が選んだ道は正しかったのかなって」

「俺も領地を離れる際は心配だったよ。父親が平和の使者みたいな人だから騙だまされたりしないかなーとかさ。でも、きっとうまくやっているよ。アイリスの弟や妹もアイリスが思っている以上にきっとしっかりしているはずだと思うよ」

「んーそうだといいな」

「きっとそうさ」

「……うん！」

　少しだけ元気を取り戻してくれたらしい。

　運よく外は快晴だ。このまま暗い話ばかりではもったいない。どうせなら我が父親の武勇伝でも聞かせて元気づけてあげなきゃ。

「なにか外で騒いでいるよ」

　話しかけた俺を遮り、アイリスが先に話し出した。

「トラブルのようです」

　従者が渋い顔して報告してくれた。

　二人で馬車をおり、あたりの状況を確認した。道の先に商人が使う馬車が止まっている。乗組員と思われる人物たちが皆出ている。

「すまない。道を空けていただけないだろうか」

　立ち止まる男たちに声をかけた。

「いやー、すみません。すぐに馬車を移動させますので」

　少し小太りの男が慌てて部下に指示を出している。

　荷物が多く馬車は通常より大きい。狭い街道故に退どくのに少し手間取っている様子だ。

「いかがいたしましたか？」

　興味本位でつい聞いてしまった。

「それが、王家への貢ぎ物を配達していたのですが、王城入城の許可証を先ほどのトラブルで盗とられたようでして」

「トラブルとは？」

「魔物が急に襲いかかってきました。幸いけが人はなく、高価なものの破損などもなかったのですが、不運にも入城許可証を盗られてしまいました」

「それは不運でしたね」

　聞いてはみたが、あまり興味の出る話ではなかった。さっさと退いてくれ。

「高価な剣をつけられているようですが、もしかして魔物の退治などをされるのですか？」

「いえ、これは外出時に護身用としてつけているだけです」

　鞘さやも剣も手作りだ。それを高価と判断したあなたの目は正しい。いい商人に違いない。

「はぁ、そうでしたか。魔物を狩ってくれれば金貨一枚を支払おうと思っていたのですが」

　失礼な奴だ。俺は一応貴族だぞ。金貨一枚ごときで心は揺れん!!

「本当ですか!?」

　アイリスはめちゃめちゃ食いついた。

「本当に金貨一枚を支払ってくれるのですか？」

「もちろんです！　二人で行ってくださるなら、金貨二枚をお支払いします」

　アイリスが泣き入りそうな潤んだ目でこちらを見つめている。

　断れないよなーこれじゃぁ。

「やろうか」

「はい！」

「魔物は狼型、二頭で我々を襲撃してきました。巣はここから森に入って五〇〇メートルほど進んだ場所にみつけております。ですが、我々は戦闘できないためそこまでしか助力はできません」

「わかりました」

　簡単な説明だけを受け、自分の馬車へと向かった。

「アイリス、魔法の実力は？」

「エレノワール学園の試験には合格しましたけど、実戦は初めてです。あっ！　でも生活のために普段から毎日魔法を活用していますので、ちょっとはいけるかも……」

　うーん、アイリスって確か、剣術も魔法もぴか一のセンスを有していたはず。初実戦とはいえ、弱小の魔物だし問題ないかな？　最悪の場合フォローをすればいい。

「武器は持っているかい？」

「はい、剣術の授業用に剣を一本持って来ています」

「じゃあそれを装備して、出発だ」

　商人の言う通り森を南下して五〇〇メートルくらいで、狼型の魔物二頭を視認した。匂いでばれないように結構距離を取っている。

　正直、俺一人ならこの距離でも仕留めることは可能だ。危険性も少なく、できればそれで済ませたい。

　だが、俺一人で事を済ませた後に問題が生じる。

　きっと、アイリスは報酬を断るだろう。自分は何もしていないのにお金はもらえません！　とか言うに決まっている。

「アイリス、この位置から魔法を当てられるかい？」

「えーと、たぶん無理かな。距離がありすぎるよ」

　やっぱりダメか。

　よしっ、それなら作戦は一つしかない。

「アイリス、俺がこの位置から魔物を一頭仕留める。もう一頭は俺たちに気づいて襲ってくるだろうから、そいつの迎撃を頼めるかな」

「うん、いけると思う」

「よし！」

　魔力を練りだし、水の性質変化の応用で氷の性質変化を加える。

　手のひらに作り出したのは、氷の矢だ。初めて作り出したがいい感じだ。

　さらに練りだした魔力で爆発的な突風を発生させ、氷の矢を飛ばした。

　空気を割く音を立てながら、矢はまっすぐ魔物を貫く。

　悲鳴も上がらずに絶命した。

「上出来！」

「すごい！」

「さぁ、もう一頭がくるよ」

　仲間を殺されたもう一頭が逆上し、こちらへ突進してくる。

　アイリスも魔力を出し、炎に変え、魔物の足元へ放った。仕留める威力はないが、そもそも狙いは突進の勢いを殺すことにあった。

　狙い通り、突進の威力はなくなり、ひるんだ魔物にアイリスの剣筋が立った。

　すごい身のこなしだ。綺き麗れいに魔物の首が飛んでいく。滑らかかつ、素早い。

　が、変な音がした気もする。

「やったなアイリス」

「……」

「どうした？」

　アイリスはうつむいている。なぜか、全く喜びを見せない。

「剣が、げんが、あぁ、折れちゃった」

「ははっ、一撃で折れるとは不良品をつかまされたみたいだな」

「お母さんが、おがさんがむりして買ってくれた剣があああああああ、うあああああんんん」

　えっ!?　ガチ泣きですよ!!

「剣なら俺の新しいのをあげるから、ほら泣くなよ」

「おがあさんが、あがあさんがいっしょうけんめためたおがねでかってくれだのに、うあああああん」

　ああ、そういうことか。ようやくアイリスの心情が分かった。

「それも安心しろ！　その剣はまだ直るから。学園に着いたら俺が直してあげるから」

「ほんど？　ほんとうになおるの？」

「本当に本当。むしろ今までよりかっこよく、丈夫にしてあげるよ」

「ううん、今までどおりでいい」

「ああ、わかった。許可証をとったら街道に戻ろうか」

「ヴん」

　許可証は革でできていた。それで魔物に盗られたわけだ。

　許可証を回収し、アイリスの様子をうかがった。

　ガチ泣きで瞼まぶたが赤くなっている。

　別に俺が魔物を退治しようと言い出したわけではない、俺が剣を折ったわけでもない。

　それなのになんでこんなに心が痛むのだ!?

　俺は悪くないよね？

　遠い地にいるラーサーの優しい笑顔に問いかけてみた。

　もちろんですよ、そんなラーサーの返答を俺の心が作り出した。




「本当にありがとうございました。これは約束の金貨二枚でございます」

　許可証と引き換えに、報酬をいただいた。

　一枚をアイリスに渡すと、途端にキャッキャと騒いでいる。剣も直ることがわかり安心しているのだろう。

「私の名前はファミールです。主に歴史的価値のある商品を行商しております。この御恩は忘れません。いつか恩返しできればと思います。よろしければ名前を教えていただけないでしょうか」

「クルリ・ヘラン。あっちはアイリス・パララ。貴族の私からあなたに商売のアドバイスをするのは失礼に値するだろうけど、一つアドバイスすると後ろの彼女の名前と顔は一生忘れないほうがいいですよ」

「はい、商人はどんなアドバイスもありがたくいただきます。ただですので。クルリ・ヘラン様。アイリス・パララ様。二人との出会いが今後の利益につながることを期待しています」

「そんなこと相手の目の前で言うのだね」

「はい、商人とはそういう生き物です。では、またいつか会いましょう」

　無機質な挨あい拶さつを済ませ商人は立ち去った。

　商人たちが道を空けてくれたので、馬車がようやく通ることができる。

　アイリスといえば、先ほどの金貨をほほに擦こすりつけている。

「その金貨は何に使うんだい？」

　まぁ決まっているだろうけどね。

「家族に送ります。きっとこれでしばらくいいものが食べられるでしょうから」

　やっぱりそうか。

　本当は俺の金貨もあげたいけど、絶対に受け取ってはくれないだろうな。

「でも、やっぱりこの金貨はクルリさんにあげます。ここまでお世話になったし、私の大事な剣を直してくれるとおっしゃってくれました。これでゼロになるとは思いませんが、この四日間のせめてもの支払いをさせてください」

　そう来たか。

「もちろん受け取らないよ。それはアイリスが稼いだお金だからね」

「でも、私本当に他に何も返せないので。せめてこれだけでも」

「その金貨を、俺に送りたい？　それとも家族に送りたい？　君の本心はどっちかな？」

「……、家族に送りたいです」

「じゃあそうしたらいい。そのほうがみんな幸せだ。君は俺が金貨一枚で喜ぶと思うのか？　ヘランの一番高価な温泉宿は、温泉、食事、その他もろもろのサービスがついて、一泊金貨五〇枚もとるのだぞ」

「金貨五〇枚も!?　そんなぁ、それじゃあ私いつまで経ってもヘランの温泉に入れない気がするよ」

「まぁ、それは最高級のサービスだからね。安い宿だっていっぱいあるさ」

「あぁ、よかった。……、クルリさん。この金貨は家族に送ります」

「そのほうがいいに決まっている」

「でも、私絶対にこの恩は忘れません!!　将来絶対に大きなお返しをさせてもらいますから！　私、自分の言葉には責任を持つ女ですから、信じて楽しみにしていてください」

「絶対に？」

「絶対にです!!」

　いっよしっ!!!!　でかい保険会社に入ったような気分だ。

「さぁ学園はもうすぐだ。楽しんで行こう！」

「そうですね。どんな感じなのでしょうね」

　それは俺もずっと気になって、うきうきとしている。

　その日の朝方に馬車は学園に着いた。

　それは学園というにはあまりに大きく、一つの街がそこに存在しているかのような壮大さを持っていた。

「でかいなぁ」「大きい」

　そんな言葉しか見つからない。








第九話






　今俺とアイリスが立っているのが、学校の南方面で正門だ。学生証を見せると学園内に通してくれた。中に入って改めて周りを見るとやはり広大だ。

　巨大な池やら、噴水、花壇が入り口より校舎へと続いている。

「一年生の寮は西へ向かうとあります」

　門で軽く説明を受け、馬車から荷物を全て運び出した。

　ここからは学園内を徒歩での移動になる。西へ、つまり校舎に突き当たって左へと進んだ。

　ちょっと広すぎるな。

　建物は見えていたが、一〇分くらいは歩いた気がする。

　着いてみるとこの建物がまたとんでもなく大きい。一体何人の生徒を収容できるだろうか。

　寮の前にある管理人室へ近づいた。

「今日から入寮ですか？」

「はい」

「男子寮は手前の建物、女子寮は奥の建物になります。その左に並ぶ建物が食堂です。部屋は早い者勝ち、二人とも男子寮女子寮の一番乗りなので好きな部屋を選んでいいよ」

「じゃあ私は二階をもらおうっと、じゃあまた後で会おうね」

　アイリスはさっさと決め、自分の荷物を運び入れに行った。

「じゃあ」

　俺も二階がいいかな。

「ちなみに、一階は人にん気きがないので他階より部屋のスペースが倍あります」

「それなら一階にするよ」

「はい、それじゃあ一‐一の鍵をお渡ししますね」

「ありがとう」

　俺もさっさと荷物を運び入れた。引っ越し作業というのは疲れる。なるべく後延びしないように初日から気合を入れて整理しますか。

　部屋は個室が四つ。

　一つを寝室に、一つはリビング、一つは鍛冶かじ作業ができる部屋に、もう一つは物置部屋かな。

　段取りを考えて、早速作業に入る。

　部屋が広すぎる気もするが、あまり狭いと文句を言われるのだろうからな。

　部屋四つもいらなかったかも。

　作業は順調に進み、昼には大体片付いていた。家具は一式そろっていたし、収納スペースが充実していたのが何よりも素晴らしい。

　いち段落付いたので、寮の隣にある食堂へと足を運んだ。アイリスはまだ来ていないようだ。

　食事はビュッフェスタイルのようだ。

　こういうのは少し取りすぎてしまうのが定番なので、とりあえずは少なめに取っておいた。疲労からだろうか、その少量でお腹いっぱいになってしまった。

　部屋に戻り、次は鍛冶場スペースを作ることにした。

　材料は馬車に積んできたし、作る手順も知っているのでこれも夕方には終了した。

　夕食時には生徒が何人かちらほらと見え始めていたが、特に話しかけることもなく一人で食べ、地下の共同浴場で体を流した。

「やっぱり環境に慣れるまではしばらく疲労がすごそうだ」

　ちょっとだけ愚痴をこぼしてその日は眠りについた。




　朝起きて朝食前に少し、学園の下見がてらランニングをしてきた。

　何もかも規模がでかい。

　校舎も、謎の植物園も、二、三年生の寮もどれも巨大建築物だ。

　こんなの精神的疲労がでかいよ。都会に住んでいる人たちはまた違う印象を抱くのだろうか。

　朝食後、アイリスに会いに行こうかと考えたが、男子が女子寮へ軽々しく行くのもどうかと思いやめておいた。

　まずはアイリスの剣の修復でもするか。

　不良品だから一から作りなおしたほうがはやい。見た目だけ似せておけばバレはしないだろう。そうと決まれば、鍛冶場スペースに愛用道具と剣を準備して、鉄を熱した。

　そのときドアからノック音がした。トントンというには少し大きすぎる音だ。

　作業を中断し、来客のためにドアを開けた。

　……巨人がいる。

　ドアぶちに顔が収まりきっていない男が立っていた。

「隣に入った者だ」

　顔が見えていないが、低く重たい声だった。同級生ではない、きっと違うに決まっている。

「ああ、一‐一のクルリ・ヘランです。同級生なのですか？」

「一‐二に入った、王国正騎士長の息子、ヴァイン・ロットと申します」

　今度は声が小さく聞き取りづらかった。

　しかし、こんなに体が大きいと圧迫感があり、恐喝されている気分になるな。

「ああ、私はヘラン領の者です。どうぞ今後ともよろしくお願いいたします」

「こちらこそ。ヘランの温泉の話は聞いています。ぃっかぃっ……」

　えっ!?　最後なんて!?

　体が大きいわりに声はぼそぼそとして小さすぎる。これじゃあ会話がなりたたない！

「これから同じ学園に通う者同士、一緒に頑張りましょう、ヴァインさん」

　……。

　返事がない！

　会話のキャッチボールで言うと次はそっちが投げる番なのだけど。
















　顔も未いまだ見えていないし、不気味なことこの上ないな。

「よっ用事がなければ今日はこれで。また後日学校でお会いしましょう」

「はい」

　男は一歩下がり、ドアに手を添えて、豪快に閉めていった。

　轟ごう音おんと、風が俺と正面衝突した。

「すまない！　自分不器用でして」

「気にしないでください」

　ドア越しに答えた。

　うん、ドア越しのほうが安心して話せるよ。

　さてと、作業に戻るか。少し邪魔が入ったが、集中集中！

　そう考えた直後、またもトントンとは程遠い豪快なノック音がした。

「すまぬ、また来た」

　ドアを開けると、……また巨人がいた。

「なっなんでしょう」

「先ほどは会話に夢中になってしまい、これを渡し忘れた」

　男の手にはきれいにラッピングされたものがあった。ていうか、さっき夢中になるほど会話したかな？

「母が持たせてくれた。これを渡すと喜ばれるだろうと」

　プレゼント？　優しき巨人？

「ありがとう。こちらもお返しをしたいのだが、すぐに渡せるものと言えば……短剣くらいしかない。それでもいいかな？」

「もらおう」

　ヴァインさんに短剣を渡し、さっさと帰ってもらった。ドアを閉める勢いは相変わらずすさまじい。

「すまない！　二度も」

「いえ、気にしていませんので」

　さてと、今度こそ作業に戻るか。

　ゴン!!　ゴン!!

　またかよ！

　勢い強すぎてドアを破りにかかっているんじゃないかと思うくらいだ。

「どうしました？」

　なるべく感情を出さないように聞いてみた。

「自分、幼少時よりひたすら強さを求め剣の腕を磨いてきた。父から他のことも学んで、人物としての厚みをつけろと言われこの学園に来た。しかし、いざ来てみても何をしていいのかわからない」

　なんだろ、この悲しき野獣みたいな生物は。

「とりあえず、入りますか？」

「いいのか？」

「どうぞ」

　ドアをくぐる際にようやくそのお顔を拝見することができた。悲しき野獣はイメージと違い、結構甘いマスクをしている。

　流石は王都の出なのだろう、よく見ると服装もおしゃれだ。目鼻がくっきりとしていて、さわやかな印象を与える顔だ。髪が少しカールしているのがまた上品に見える。黙っていれば身長も体格もある。顔もかっこいい。

　一定層の女性に爆発的人気を誇りそうだ。




　なぜ、入れてしまったのか？

　ヴァインさんが、入ってきて五分としない間に激しい後悔に襲われた。入れたのはいいが、ヴァインさん全く話をしない。自分を語らない、他人を詮せん索さくしない。

　関係を築く段階での最悪なパターンだよ。

　かと言って俺からも何を切り出せばいいのかわからない。

　やっぱりこの人、人間の皮をかぶった魔獣でしょ。

「好きなところに腰をかけてください。私は剣をしばらく打っていますので、なにかあればいつでも声をかけてください」

　仕方ないので、俺は鍛冶作業を再開させた。そのうち声をかけてくるだろう。

　しかし、声はかからない。

　しかも、ヴァインさんなぜか俺の真後ろに座っている。

　普通こういう場合、話しやすいように横とかに座らないかな？

　なんで真後ろなのだろうか。不気味なんですけど。

　戦闘において死角に入るのは正しいけど、このコミュニケーションにおいては最悪の一手ですよ、それ!!

　正騎士長様は一体何を教えていたのだ!!

　剣を打っていてこんなに汗をかいたのは初めてな気がする。

「なぜ剣を打っているのか」

　ようやく会話がきた!!

　でもなに？　その質問!?

　死角からの、俺の行動を否定するとも取れる一声。

　なに？　俺、試されているわけ!?　ここで間違った答えをすると斬られるの？　将来の正騎士長様に斬られ、ゴミ屑くずのように捨てられるの？

「あの、隣に来て話しませんか。そのほうがお互い話しやすいですし」

　恐る恐る振り返り、聞いてみた。

「ああ！　すまない。自分はそういうことに少し鈍くて。他にも無礼なことがあったらどんどん言って欲しい」

「わかった」

　あれ？　やっぱりただの心優しき巨人なのかな？

「知り合いの剣を修理している途中でね。どうせなら前よりもいい状態で返してあげたいと思って」

「そうか。クルリさんは優しい人のようだ」

「呼び捨てで構いません。同級生ですし」

「では、クルリと呼びます」

「私もヴァインと呼びます」

「はい、それで構いません」

　……。

「ご趣味は？」

「特にはない」

　……。

「好きな食べ物とかあります？」

「食べ物を好き嫌いで判断したことはない」

　……。

　もう帰ってくれ!!

　いい人だとはわかったけど、会話が続かないんだもん！　この人と打ち解けるには時間が必要だよ。今日、明日あしたじゃ無理です！

　剣を打ち終わり、なけなしの会話をしたがまだ帰ってはくれない。

　たぶん、この人言われるまで帰らない。かと言って、帰れとも言えないし。

「腹が減ったな」

　それだ！

「飯にしようか。食堂へ行き、食べたら今日はもう休もう」

「そうだな。明日も来ていいか」

「……。もちろん！」

　さてと、この野獣にどうやって常識を叩たたき込もうか。




　日の出とほぼ同時に我が部屋のドアは野獣に襲われた。

「お早いですね、ヴァインさん」

「ええ」

　この男、日の出と同時に約束通りやってきた。

　いや、時間の指定はなかったため、やはりここは非常識な時間に来たと表現しておこう。

　身なりを見るとしっかりと整っている。髪型も寝癖ひとつない。

　日の出と同時にやってきたというよりかは、日の出を待ってやってきたという感じだな。彼なりのセーフライン、アウトラインの境がここなのかな？

「どうぞ中へ」

「すまない」

　ようやくベッドから起きたところに身なりの整った紳士が入ってくる。なんだか、自分のほうが非常識なんじゃないかと、そんな気分になる。

「すぐに着替えますので」

「別に急がなくても構わない」

　そう言ってもらえたので、ゆっくりと着替え顔を洗った。

「コーヒーを淹いれますので」

「すまない」

　コーヒー豆を挽ひくのは好きだ。香りや、挽くときの地味な作業が癒いやしを与えてくれる。

「どうぞ」

「ありがとう」

　丁寧に淹れた一杯をゆっくりと楽しんでもらった。

「飲み終わったら朝食にしますか」

「昨日は一日付き合ってもらった。今日は礼をしたいので付いてきて欲しい場所がある。そこで朝食もごちそうしよう」

「それはいいですね。楽しみにお腹を空かせておきます」

　意外と友好的な人だなぁ、と思った。

　何をごちそうしてくれるのだろうか？　王都の美味おいしい料理とかを期待してもいいのかな。

　ドアがまたノックされた。ヴァインのとは違う常識的なノックだ。

　開けるとそこにはアイリスがいた。

「おはよう、来ちゃった」

「おはよう、どうぞ中へ」

　こういった常識的な来客は心に余裕を与えてくれる。

「ありがとう」

　アイリスは部屋に入りながら話し始めた。

「男子寮に入っていいのかなーなんて心配しちゃったけど、まだ学校始まってないし思い切って来たの。うわっ!?」

　アイリスはヴァインを見て驚きよう愕がくしている。

　そりゃびっくりするよな。巨人だもの。まぁ嚙かみつかないから、危害はない。

「ヴァイン・ロットです」

「えっはい、アイリス・パララです。よろしく」

「ああ」

「二人とも紹介は終わったようだね。アイリス、今日ヴァインがどこかに連れて行ってくれるらしいけど、よかったら一緒にどうだい？」

　君がいると会話に困らない!!

「ううん、校舎にね図書館があるの。百万冊もの書物が好きなだけ読み放題で、私それが楽しみで早速行ってみようと思うの」

「そうか、それは残念だ」

　本当に残念だよ！

　野獣と二人きりか。

「そういえば、アイリスの剣の修復が終わっているよ」

　机の上に置いておいた剣をアイリスに渡した。

「ありがとう。本当に、感謝している！　金貨も家に送ったの。それもクルリさんのおかげ」

「クルリでいいよ。これからは同級生だし。図書館で良書に出会えるといいね」

　暗い雰囲気になりそうだったので話題を切り替えた。

「うん！」

　やっぱり図書館の話になると相当嬉うれしそうにしている。

「アイリスとクルリはどのような関係だ？」

　ヴァインが会話に参加してきた。

　二人の時にもっとそういう積極性がほしいものだな！

「学園に来る際に、旅をともにした仲だよ」

「そうか。それにしてもアイリスは美しいな」

「「えっ!?」」

　この人そういうこと平気で言っちゃうんだ。

　相当なやり手ですな。流石だよ、ヴァインさん!!

「美しいなんて初めて言われちゃった」

　アイリスが頰を染めていた。

　ええっ!?　そういう感じになっちゃうんだ。ヴァインさん、あなた恋人候補にいましたっけ??

「さぁクルリ、俺たちも出発しよう」

　こっちは意に介してもいない。思ったことを素直に述べただけのようだ。

　この男、天然のモテ男だ!!　確実に!!

「ああ行こうか」

「じゃあ私は図書館に行くから」

「うん」

「学園で馬を借りることができる」

　ヴァインの情報通り馬を借りることができた。

　貸し出し用の馬は結構多く、種類も毛色も豊富だ。やっぱり栗毛の馬は映えるので、迷わず栗毛を選んだ。

「なかなかに馬を乗りこなす」

　やった。道中、戦士様に褒められた。

　ヴァインが案内してくれたのは緑が広がる草原だった。学園から少しばかりの距離にある。馬などにとっては天国のような環境だろう。空気もいい、牧草だって食べ放題だ。

　実際に草原に着いてからの走りは軽かった。

　ヴァインのすぐ後ろを追走した。

　風が気持ちいい。

　地平線に、昇りかけの太陽、少し冷えた空気がどこまでも駆けたくなるような気持ちにさせる。このまま走り続けたい。そう思わせてくれる。

「集落が見えてきた。少し寄ってくる。待っていてくれ」

「わかった」

　朝焼けの空を眺めた。

　馬がリラックスしている。

　乗馬で眠気も飛び、ほどよく汗もかいた。これだけで、もう満足している自分がいる。誘ってくれたヴァインに礼を申し上げねばな。

「待たせた」

　空を眺めていた後ろからヴァインが声をかけてきた。

　そこには先ほどの爽そう快かいな気持ちを吹き飛ばす光景があった。

　ヴァインの馬に、四肢をロープで縛り上げられた羊が提げられている。

　不思議と羊は物もの凄すごく大人しい。澄んだ瞳ひとみでこちらを眺めるのだ。自分の運命を受け入れているのだろうか。

「その羊は？」

　当然の質問だ。

「クルリにごちそうしようと思ってな。集落の者に売ってもらった」

　それでか。朝食をごちそうしようと俺を連れ出したのはこのためか。

　家にいた頃に羊の丸焼きなどを食べたことはない。生きた家畜を殺すところも見たことがない。生の肉は流石に見たことはあるが、いつも料理になったものが食卓に既に並んでいたな。

　いつもなら羊の丸焼きなど好まないだろう。しかし、この大草原のもとでならそれもいいかもしれない。

　今日は本当にいい経験ができそうだ。

「北の作物が育たない地域ではな」

　目的地に向かうと言ったヴァインの後を追いながら、その間少し語ってくれた話を聞いた。

「人々はあまり野菜を摂とれないのだ」

　そうだろうな。そんな地があると聞いたことがある。

「そこで人々がつけた知恵というのが生食だ」

　えっ？　何の話？

「生の肉を食すことにより、野菜から取る必要のある栄養素も摂取することが可能だ。そうやって北の大地に住む人たちは生きている」

　……はい。

「実際彼等は滅めつ多たに大病しないし、長寿で知られている」

　あれっ、話の先が見えてきたけど……。

「クルリにも是非味わって欲しくてな」

　……もう帰らせてくれないかな!!　既にすごくいい気持ちですので!!




「さぁついたぞ」

　ヴァインが連れて行ってくれた場所は、本当に綺き麗れいな場所だった。草原の端まできたのだろう、崖がけがあり、そこから先を見ると海が見えた。

「綺麗な場所だ」

　そんな言葉が自然と溢あふれる。

　これから起こるであろう悲劇がなければ、俺はこの景色に涙していたかもしれない。

　美しい自然だ。心が癒され、美しい故郷を思い出させる。

「いい羊だ。食べ甲が斐いがある」

　景色に見とれている俺の横ではヴァインが着々と朝食の支度をしている。

　羊は馬から下ろされても相変わらず暴れたりはしない。

　なぜそんなに澄んだ瞳でこちらを見るのか。俺に君を救う力なんてないのだよ。

　途端、ヴァインの短剣が羊の首をはねた。首は綺麗にはねとび、俺の前へと転がり込んできた。

　ひぃぃぃぃぃぃぃぃ!!

　声にならない叫びがでた。

「あっ」

　羊の首と目が合った。メデューサに睨にらまれたがごとく体が動かない。

　澄んだ優しい瞳だった。

「どうした」

「いや……」

「目が……合ったのか？」

「目が……合いました」

「……」

　何か言って!!　その意味深な反応はなんだ！　目が合ったら憑つかれるのでしょ!?　そうなのでしょ!?

「目が合ったら何かあるのか？」

　恐る恐る聞いてみた。

「いや、特には」

　噓でしょ。それ噓って知っている！

　優しい噓ならいらない！　欲しいのは事実！

「何か逸話とかあるのか？　教えてくれ」

　ヴァインに問いかける声が若干震えてしまった。

「本当に大した話じゃない。ただ、俺は家畜を殺す際に目を見たことはない。同情してしまうからな」

「それだけ？」

　それだけならいいのですが……。

「ただ」

　ほら！　やっぱりあるんでしょ!?

「叔父おじがな、家畜を殺す際に目を見ると食べるときに家畜の顔が脳裏に出てくると言っていた」

　ちくしょー!!　俺はこれから羊を食べるたび、あの潤んだ優しい瞳が脳裏に出てくるのか!?　あんなのが出てきたら食べられる訳ないじゃないか!!

「まぁ人それぞれだ。気にするな」

「はは、そだね」

　なんだか綺麗な景色がどうでもよくなってきた。

　俺が衝撃を受けている間にも、ヴァインの作業は淡々と進んでいた。不器用とは程遠い、手つきが滑らかで美しくもある。慣れているのだろう、素人が見てもわかるほどうまい。

　首をはねた後は毛を綺麗に剃そっている。腹を開き、綺麗に内臓を取り出す。

　おえっ

　内臓を取り出した後は、各部位の肉を解体して、食べられるよう切り分けている。

　おえっ

「さぁいただくぞ」

　無理無理無理無理無理!!

　なんて言えないよな。せっかく買って、ここまで準備してくれたのだ。

「塩が必要だったか？」

　そういう次元の話じゃない。

「い、いただこうか」

　意を決した。

　血の滴るもも肉を手に取り、口元へ運ぶ。手が震えたが、がんばって進める。

　やっぱ、無理無理無理無理無理!!

「肝臓が特に美味だ。お前にやる」

　ありがた迷惑だ。

　しかしだ、この好意を無下にするのか？　肝臓を譲ってくれているのだぞ。

　肝臓だぞ！

　がんばって手で摑つかみ、口元へ運ぶ。

　やっぱ、無理無理無理無理無理!!

　はぁはぁ、なんかだんだんと息が乱れてきた。

「肝臓の脂が苦手か？」

「いや、そうではない」

　おれ！　食うのだ!!　友の好意を受け取れ!!

　想像しろ、想像するのだ。

　例えば、例えばの話だ。

　ラーサーがお金を支払っていちご狩りに誘ってくれたとしよう。

　素晴らしい畑に招待してくれて、いちごを取り、わざわざヘタを取ったものを俺に差し出す。しかも一番甘いやつをだ。

　俺はそれを断るのか？　断らないだろ!!　断ってはいけないだろ!!

　この状況と想像の状況、何が違う!!

　羊の肝臓と一番甘いいちご、何が違う!!

　これを食べなければ俺は人じゃなくなる！

　少なくともヴァインの友と名乗ることは許されない。

　肝臓を口に入れた。

　まろやかだ。

　おえっ

　美味おいしくはないが不味まずくもない。

「泣くほど美味しいか」

「うん、うん、うん」

　涙が止まらない。

「こんなに喜んでもらったのは初めてだ」

　ヴァインが初めて笑顔を見せた気がする。食べてよかったよ。本当に。

　おえっ

「いままで友ができたことはない。クルリ、お前とは友になれそうだ」

「ああ、同じ羊の中の内臓を食った仲だからな」








第十話






「結局、一‐三の住民と友になれなかった」

　朝早くからやってきたヴァインが悲ひ愴そう感漂う顔で言った。どうやら挨あい拶さつにいってもドアを開けてくれないらしい。流石にドアも開けてくれないのはどうかと思ったが、そんな人物もいるだろう。

「まぁ誰とでも友達になるなんてことはできないから、気にしない方がいいと思うよ」

「そうか、同じ人類なのにな」

　きっと彼は言葉にしない分だけ頭の中でいろいろと考えているのだろう。出会って二週間ほどだが、彼という人物がだんだんとわかりだしてきた。

「人は愛し合うことも、憎しみ合うこともできる。その違いはなんなのか」

「うん、日常で考えることじゃないね」

「……」

　それ結論なんて出ないからやめといた方がいいよ、と遠回しに伝えたつもりだがヴァインは目をつむったまま考え出したようだ。

　彼はこういった途方もないことにも真剣に向き合う生真面目さがある。

　そういう俺は、いまだに彼と正面から対たい峙じすると額に汗が流れてくるので鍛冶かじ作業に集中している。何かをしながら会話をするというのは、意外とコミュニケーションを円滑にしたりするものだ。

　しばらく作業音だけがする快適な空間が続いた。

「明日あしたの実力試験の準備はしなくてもいいのか？」

　沈黙をヴァインが破った。

　入学一週間前に行われるクラス編制のための試験のことだ。入学案内に詳細が記されていたのでもちろん準備はしている。

「筆記は問題ないかな。毎日起きて数時間は勉強している。体力テストについても特には心配していない。これでも子供の時から鍛えているから」

「そうか。俺も体力テストには自信はあるのだが、筆記がな……。まぁ少しでも上にいけるよう全力は尽くす」

　何から何までイメージ通り過ぎて驚きは皆無だった。

「上位四〇名がＡクラスだったよね？」

「特別な限りでない場合はそうだ」

　アイリスをはじめ、主要キャラクターはそのほとんどがＡクラスだ。エリザの暴走を封じるためにも俺のＡクラス入りは至上命題である。

　そう考えると鉄を打っている場合ではないのでは？　となるが、まぁ本番前に焦ってもねぇ、結果は劇的には動かないだろう。

　好きなことをやって本番を迎えるのが一番いい。

　ていうかヴァイン、心配なら勉強しろよ。なぜ勉強せずに、俺の部屋で人類永遠のテーマを思案しているのだ？

「たのもー!!」

「ドアの方からだな」

　ヴァインとの会話中に外から大きな声が響いてきた。

　声の高さから女性のものだと思われる。決闘を挑まんばかりの勢いだ。恋人でも盗とられたか？

「この部屋の外ではないか？」

　人の恋人を盗った覚えも、決闘を挑まれる覚えもない。

「違うと思うが」

「たのも──!!」

　より一層勢いがついた。

「やはりこの部屋の前だ、見てくる」

　ヴァインが椅子から立ち上がり玄関へと向かった。

「あっ」

　まぁいいか。

　いかにも面倒そうな客だ。本当によその部屋の前で叫んでいるならそれもよし。大した用事がなければヴァインの容姿に驚いて去っていくだろう。

「なんだ」

　玄関からヴァインの優しさのかけらもない声が聞こえてきた。ちなみに、彼に悪気はない。

「こちら、クルリ・ヘラン殿のへやあああああああああああああああああ」

　とてつもない悲鳴だ。

　天と地がひっくりかえっても俺はそんなに絶叫しない自信がある。

　来客の女性が二、三回咳せきばらいをし、冷静に話を戻した。

「顔が見えませんが、クルリ・ヘラン殿とお見受けいたします。この度はお願いがあってまいりました」

　そうか、ヴァインの顔はドアぶちに収まらない。彼が腰を折るという気づかいができるとは思えない。

　二人の現在の状況が手に取るように分かった。

「クルリではない」

「えっ、違うのですか？　クルリ殿の部屋は一‐一と聞いたのですが」

「そうだ。でも違う」

「えっ!?　ごっ御友人の方でしょうか。それでしたらクルリ殿を呼んでいただきたい」

「それはできない、帰れ」

　なんで!?

　この返事には俺が一番驚いた。なんで勝手に追い返すの？

「貴様！　もしや、よからぬことをしにクルリ殿の部屋に来ているのか？」

「だったらどうする」

「貴様に出て行ってもらうまでだ！」

　二人が険悪なムードになってきたので、慌てて玄関に駆け付けた。

「なんで二人とも敵意むき出しなの。会って一分未満だよ？」

「いや、失礼なやつだったのでな」

　あっ、叫ばれたこと気にしているんだ。意外と繊細。

「ここは俺が対応するから、ヴァインは部屋で待っていてよ」

「ああ」

　しぶしぶの了承といった感じだ。

「どうも、クルリ・ヘランです。初めまして、ですよね？」

　目の前の女性に挨拶をした。

　ヴァイン同様彼女も服装をきれいに整えており、金色の髪は後ろで一本に束ねられている。

　一本の筋が通っているかのようなきれいな立ち姿でそこに立っており、大きな瞳ひとみがこちらをうかがっている。一言で言うなら、美しい女性がいた。評価するならＡ＋だ。ちなみに基準はない。

「はい！　クロッシ・アッミラーレと申します。お会いできて光栄です。想像通りの顔でホッとしました」

「え、ああ、それはどうも。で、どのような用件ですか？」

「私、クロッシ・アッミラーレ、クルリ・ヘラン殿に弟子入りに参りました！」

「へ？」

　間抜けな声が出てしまった。

「剣も魔法も相当な腕とお聞きしています。私も強くなりたいのです。是非、是非、その強さを私に伝授していただけないでしょうか」

「へ？　ああ、……とりあえず入る？」

「はい！」

　いかんな。最近厄介ごとが起こるたびに考えることを先延ばしにし、結果我が部屋に招き入れている気がする。

　弟子入りなんて困るに決まっている。書物を読め、と追い返してしまおう。

「クルリ殿の部屋に入れてもらえるなんて光栄です」

「用が済んだらとっとと帰れ」

　毒を吐きかけたのはヴァインである。

「なにを!?」

　ヴァインと目線をバチバチと戦わせている。

　やめときなさい。勝てやしないよ！　彼巨人だから！　食べられるから！

　椅子に腰かけてもらったクロッシさんに聞いてみた。

「クロッシさんは同級生だよね？」

「はい！　そうです」

「なんで弟子入りなんて考えたの？」

「私……強くならなきゃいけないのです。それで強い人を探していて、それならクルリ殿がいいと偶然お会いしたアイリス殿にお聞きしました」

「アイリスから？」

「はい。クルリ殿の魔法はどんな魔物をも瞬殺し、しかも体は鋼のように鍛え上げられていると話を聞いています」

　なんだろ、その話。すごく盛られている気がする。

　それにしても、強くなりたいのか。なにか事情があるようなので深くは聞かないでおこう。

「女がそんなに強くなってどうする」

　横やりを入れてきたのはヴァインである。

「女が強くなって何が悪い！」

　第二ラウンド、ファイ！

　そうとはいかず、すかさず間に入った。

「それに私は、女ではない！　私は男だ！」

「へ？」

　またも間抜けな声が漏れた。これにはヴァインも驚きの顔を隠しきれない。

　声も、容姿も、髪から漂ういい香りも、どれをとっても女性のそれだ。

　それなのに男？

　もう一度よく観察してみた。

　うん、女だ。それも結構いい女だ。

　でも、男。

　女なのに、男。

　……あれっ!?　男ってなんだ？

　なんだか軽く混乱してきた。

「とっとにかく、私は強くならねばならぬ！　是非師匠として私に強さを伝授していただきたい」

「強さって言ってもなー。俺が学んできたことをそのまま伝えるだけなら可能だけど、それでいいなら」

「もちろんです！　それが知りたくて来ましたから！」

「じゃ、じゃあ、弟子入りＯＫってことで」

「ありがたき幸せ！　この身の限界を超えてもなお精進し、師匠の技を体得することを誓います！」

　いや、そんなの重いからやめて！　プレッシャーかかるから！

　強さ、という言葉に惹ひかれたのだろう。クロッシとの会話が終わるとヴァインが口を開いた。

「強くなりたいなら、まずは体をつくれ。お前の体は細すぎる。それでは魔法は使えても、剣術は厳しいだろう」

「だまれ！　貴様の指図は受けない！　私はクルリ師匠の弟子だ！」

　二人の視線がまたも強く絡みあう。

　ラ──ウンドスリ───！　ファイッ!!

「まぁまぁ二人とも落ち着いて」

「はっ、師匠がそうおっしゃるのであれば。ところで、早速修行に入りたいのですが」

　言われて思い悩む。何をさせよう。

「……か、体をつくれ、まずはそれからだ」

　ヴァインの視線が痛い。

　でもこれは基本ですよね！

　ヴァインさん、あなたが言わなくても俺言っていたから!!　ほんとだよ！　本当に言っていたから!!　食べないでよ！

「はい、わかりました。具体的には何をすればいいのでしょうか？」

「何をするにしても体の柔らかさと、基礎体力は必要だ。まずは関節と筋肉を伸ばせ」

　ヴァインのセリフである。

　クロッシは横目でヴァインを睨にらみつけている。

「何をするにしても体の柔らかさと、基礎体力は必要だ。まずは関節と筋肉を伸ばせ」

　俺のセリフであるが、俺の言葉ではない。

「はい！」

　頼むから二人仲良くしてくれよ！　そしたら中間の俺いらないじゃない!!

「もっと膝ひざを伸ばせ！」

　ヴァインの厳しい指導が入る。

「……」

　クロッシは無視だ。

「もっと膝を伸ばしたらどうだ？」

「はい！」

　くっそ！

　こんなことになるのなら俺が玄関に向かえばよかった。そしたらこんな面倒くさいことにはなっていなかっただろうに。

「しっかりと時間をかけて基礎を作る。一週間続けた後、走って体力をつける段階に入る。それまではひたすら柔軟性を養う」

「……」

「彼の言葉を俺の言葉だと思うように！」

　すかさず付け加えた。

「はい！」

　あ、意外と簡単に受け入れてもらった。

「もっと大きく足を開け」

　ヴァインの厳しいチェックが入る。彼はどうやら鍛える系になると燃えるものがあるようだ。

「くっ、乙女の内うち腿ももを触るな！」

　足をもっと開かせるようにサポートしたヴァインの手が気になるらしい。

「お前は男だろうが」

「そうだ！　でも触るな！」

「うるさい。いいからもっと開け！」

「だからそこは触るな！」

　ええ、仲がよろしいようで。

　ヴァインは面倒見がいいらしい。口調は厳しいが指導そのものは丁寧で細かい。

　二人がぎゃーぎゃーうるさいがどうやら仲良くやっていけそうだ。

　俺は鍛冶かじ作業に戻った。

「この柔軟性を見てみろ。足が頭まで軽々上がる。そのレベルに達するまで次の段階にはいかせん」

「貴様の自慢などどうでもいい。あいたたたたたた、強く押しすぎだ！　痛い！」

「痛いのは貴様のいままでの生活がだらけていたからだ」

「だまれ貴様、私を愚ぐ弄ろうするか！」

「いいから黙ってやれ。我慢の先にこそ強さはある」

「言われずともわかっている！」

　ええ、やっぱり仲がよろしいようで。

　もう、自分たちの部屋でやってくれません？







　この続きは現在配信中の『没落予定なので、鍛冶職人を目指す』にてお楽しみください


(C)Ck, Kawaku 2016
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